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太陽光度の1 兆（1012）倍以上もの莫大な光度を、赤外

線で放射している天体は、超高光度赤外線銀河（ULIRGs）

と呼ばれる。その莫大な赤外線光度は、ダスト（塵）の向

こう側に非常に強力なエネルギー源が存在し、そこからの

放射が一度周囲のダストに吸収され、赤外線で熱再放射さ

れていることを意味する。宇宙全体のダストに隠された側

での活動の総和を反映する宇宙赤外線背景放射は、遠方の

ULIRGsに支配されていることが明らかになっている。従

って、ULIRGsという種族のダストに隠されたエネルギー

源が、数多く生成される星の内部の核融合反応か、あるい

は、太陽の1000万倍以上の質量を持つ超巨大ブラックホー

ルに物質が落ち込む際の重力エネルギーを解放して輝く活

動銀河中心核（AGN）活動なのかを区別することは、宇宙

全体の星、超巨大ブラックホールの生成史の解明と密接に

関係する。

強力なAGN（=活動的な超巨大ブラックホール）がダス

トの向こう側に存在する場合、ダストの分布がドーナツ

（トーラス）状であれば、トーラスと垂直方向にAGNから

の放射が充分洩れ出るので、可視光線の分光観測からAGN

のサインを比較的容易に見つけることができる。しかしな

がら、ULIRGsの中心核は非常にダストに富むため、存在

しているであろうAGNは、全方向ダストの奥深くに埋も

れてしまい、見つけるのが困難になる。このような埋もれ

たAGNがエネルギー的にどれだけ重要かを見積もること

が、ULIRGs研究において、今最も重要なテーマになって

いるが、その目的には、ダスト吸収の小さな波長での観測

が必須である。その一つに、地上から観測可能な、波長3-

4μmの赤外線分光観測がある。この波長帯は、ダスト吸収

が、5-13μmと同程度に小さく、さらに、スペクトルの形状

から、星生成と埋もれたAGNのどちらが、エネルギーを

支配しているかを区別できる。星生成が支配的な場合は、

常に等価幅の大きな 3.3μm PAH（Polycyclic Aromatic

Hydrocarbon）放射が観測されるのに対し、この放射の等価

幅が有意に小さく、かつ、強いダスト吸収フィーチャー

が観測されれば、埋もれたAGNが重要であることがわか

る [1]。さらに、星生成の場合は、エネルギー源である星と

ダストが空間的に混在しているのに対し、埋もれたAGN

の場合は、ダストに比べて、エネルギー源が中心集中して

いる。前者の場合、3-4μm帯で観測されるダスト吸収フィ

ーチャーの光学的厚さに上限があるのに対し、後者の場合

は、いくらでも大きくなり得る [2]。

我々は、すばる望遠鏡 IRCS 赤外線分光器を用いて、可

視光線でAGNのサインのないULIRGsを、赤外線の波長3-

4μmで系統的に分光観測し（図1）、見つけるのが困難な埋

もれたAGNを探査し、そのエネルギー的重要性を見積も

った。そして、以下の主要な結果を得た[3]。（1）強力な埋

もれたAGNのサインは、半数近くのULIRGsで見つかった。

また、可視光線でHII領域型に分類されるULIRGsに比べ

て、LINER型に分類されるULIRGsにおいて、はるかに大

きな割合で見つかった。（2）ULIRGs中に埋もれたAGNは、

トーラス状のダストに隠されたAGNに比べて、視線方向

のダスト吸収が大きい。埋もれたAGNの場合、ダストが

全方向に分布することを考え合わせると、AGN周囲のダス

トの総量が系統的に大きいことを意味する。（3）我々は、

強力な埋もれたAGNを、赤外線で冷たい色のULIRGsでも

数多く見つけた。埋もれたAGNの周囲に大量のダストが

存在するため（上記の2 参照）、トーラス状のダストに囲ま

れたAGN（一般に暖かい色を示す）に比べて、冷たい赤外

線の色を作り出していると考えられる。

図1.  ULIRGsの赤外線3-4ミクロンスペクトルの例．横軸は観測波長
（μm）で，縦軸は光量Fm（10－16Wcm－2μm－1）．（a）等価幅の大
きな 3.3μmPAH放射が観測され，星生成支配と判断された
ULIRG．（b）PAH放射が見つからず，強いダスト吸収フィーチ
ャーが観測され，埋もれたAGN支配と判断されたULIRG．（c）
等価幅の小さなPAH放射と，強いダスト吸収フィーチャーが観
測され，星生成と埋もれたAGNが共存するULIRG．

参考文献

[1] Imanishi, M., Dudley, C. C.: 2000, ApJ, 545, 701. 

[2] Imanishi, M., Maloney, P. R.: 2003, ApJ, 588, 165. 

[3] Imanishi, M., et al.: 2006, ApJ, 637, 114. 

数多くの塵に埋もれた活動的な超巨大ブラックホールの発見

今西昌俊 C. C. Dudley P. R. Maloney
（国立天文台・光赤外研究部） （Naval Research Laboratory） （コロラド大学）
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太陽表面の活動現象は磁場によって支配されており、そ

の物理を解明するには、磁場の情報を得る必要がある。こ

の目的のため、従来は光球ベクトル磁場の観測が一般的に

行われてきており、フレア望遠鏡（図1）でも完成以来イ

メージングポラリメトリーによる光球ベクトル磁場の観測

を行ってきた。一方、磁場の再結合など実際のエネルギー

解放現象が起こるのは主として彩層～コロナの上層大気で

あり、特に彩層での磁場情報を得ることは光球磁場の観測

同様本質的重要性を持っているが、彩層吸収線は磁場によ

る偏光が弱く、中でも彩層中上部でのベクトル磁場を求め

るのは極めて困難であった。

弱い偏光までとらえることができる高感度の偏光測光を

実現するためには、最大の誤差要因であるシーイングによ

るクロストークを抑え、また効率よく光子を積分しなけれ

ばならない。そこで我々は、高速の偏光モジュレーション

を可能にする強誘電体液晶（Ferroelectric Liquid Crystal，

FLC）と毎秒約500フレームの読み出しができるCCDカメ

ラを組み合わせたポラリメーターを開発し、データをリア

ルタイムで積分処理するソフトウェアと組み合わせ、極め

て高感度の偏光測光システムを実現した[1]。これにより

1×10－4にせまる弱い偏光までとらえることができるよう

になり、彩層ベクトル磁場の測定が可能となった。

我々は本装置を2式製作し、三鷹のフレア望遠鏡におい

て光球吸収線であるFeI 6303Åとともに彩層吸収線である

Haでの偏光観測に投入した。これにより光球ベクトル磁

場観測のレベルが大幅に向上し世界のトップレベルに並ぶ

とともに、世界にも例のないHa線での彩層ベクトル磁場

の定常観測をフレア望遠鏡において実現したのである。両

者の同時並行観測により、太陽大気中の磁場の3次元的な

広がりの情報を得ることができる。

最近の実際の観測例を図2に示す。視線方向磁場に対応

する円偏光成分がコントアで、視線に垂直な磁場に対応す

る直線偏光成分が短線で示されている。光球での偏光シグ

ナルは、黒点はもちろん従来観測が容易ではなかった磁場

の比較的弱い部分の直線偏光まで詳細にとらえられてい

る。一方彩層の偏光シグナルは、比較的磁場が強いところ

でのより上層のベクトル磁場をとらえることができてい

る。これらのデータはWWWで公開中である。

参考文献
[1] Hanaoka, Y.: 2005, ESA SP-596, 57, 1.

太陽フレア望遠鏡における光球・彩層ベクトル磁場同時観測システムの開発

花岡庸一郎、フレア望遠鏡グループ
（国立天文台・太陽観測所）

図1．太陽フレア望遠鏡の現況．

図2．Fe I 6303とHaによる同時観測例．上がFe I 6303，下がHaの偏
光マップで，コントアが円偏光，短線が直線偏光を表してい
る．視野の太陽面上の位置を上右端の太陽全面像上に示して
いる．
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太陽フレア（太陽表面爆発現象）の初期段階である「イ

ンパルシブ相」では、エネルギー解放が非常に活発であり、

硬X 線やマイクロ波などで強い非熱的放射が観測される。

これらの非熱的放射を発しているのは高エネルギーにまで

加速された電子であるが、その加速メカニズムはまだ良く

分かっておらず、太陽物理学における未解決問題である。

一方、フレアがいつどのように始まるか、という発生メカ

ニズムも未解決である。インパルシブ相の直前の段階であ

る「プリフレア相」では、強い非熱的放射はこれまで観測

されてこなかったものの、軟X 線の緩やかな増光やプラズ

モイド／フィラメントの噴出現象等が観測されており、フ

レアのトリガー機構を探る上でこの段階でのエネルギー解

放機構は重要であると注目されてきた。しかし、少なくと

もエネルギー解放の激しさ、という点において、この二つ

の相は明確に区別され、プリフレア相におけるエネルギー

解放は専ら熱的なものだけであると考えられてきた。私達

は、2002年 7月 23日に太陽の南東リム付近の活動領域

NOAA 10039で発生した大フレアを、RHESSI 1衛星や国立

天文台野辺山の電波ヘリオグラフを用いて観測し、取得さ

れた硬X 線データやマイクロ波画像から、そのプリフレア

相でも非熱的放射があることを発見した。そして、このプ

リフレア相における非熱的放射から、フレア直前の非熱的

粒子の振舞いについて解析を行った [1] 。

このフレアに先立ち、まず最初にGOES衛星の観測デー

タから得られる温度の時系列曲線において、急激な温度上

昇が見られた。このようなプリフレア相における温度上昇

は、フレアを引き起こす前触れ現象としてこれまでにも報

告例がある。それに引き続いて、マイクロ波・硬X 線の光

度曲線で増光現象が見られた。この時間帯での放射源の様

子を図1 に示す。まずTRACE 2衛星による極紫外線画像か

らフレアリボンをつなぐ磁気ループが観測できるが、マイ

クロ波放射源はそのフレアループの頂上付近に現れた。こ

の放射源のスペクトルを調べたところ、非熱的放射である

ことが確認できた。硬X 線放射源はマイクロ波放射源とほ

ぼ同じ位置に現れた。また磁気ループの足元付近でも、強

度は弱いものの放射源が確認できた。これらのことから私

達は、フレア中でエネルギー解放が起き、その一部がルー

プ足元で、残りのほとんどはコロナ中でマイクロ波・硬X

線放射を生じていると結論付けた。加えて私達は、インパ

ルシブ相がちょうど始まる時間に合わせて、プラズマ噴出

現象があることをTRACE衛星の極紫外線画像から見出した

（図2）。この噴出現象は少なくとも非熱的放射においては、

プリフレア相とインパルシブ相を明確に分けるものであった。

以上のように私達は、プリフレア相においても非熱的放

射を発するに十分な粒子加速機構が効いていることを示し

た。このエネルギー解放はフレアの主となるエネルギー解

放とは異なるが、構造を不安定にするなど、フレアを引き

起こすものとして作用したと考える。また、通常のフレア

のプリフレア相において同様の現象が観測されないことに

ついては、この段階でのエネルギー解放がインパルシブ相

のそれと比較すれば格段に弱いためではないか、と推測す

る。

参考文献

[1] Asai, A., et al.: 2006, PASJ, 58, L1. 

2002年7月23日のフレアにおけるマイクロ波と硬X線での
プリフレア相の様子

浅井　歩、中島　弘＊、下条圭美　　　　S. M.White H. S. Hudson, R. P. Lin
（国立天文台・野辺山太陽電波観測所） （メリーランド大） （カリフォルニア大）

1  Reuven Ramaty High Energy Solar Spectroscopic Imager 
2  Transition Region and Coronal Explorer 
*元国立天文台

図1. 放射源の空間分布図．TRACE による極紫外（195Å）画像に等
高線（電波，硬X 線）を重ねたもの．右図は空間分布を模式
的に示したもの．

図2. 右上:スリットに沿った方向の強度－時刻図（ネガ像）．下降
流が生じた時刻を矢印で示す．左上:スリットの位置．下:マイ
クロ波（野辺山電波ヘリオグラフ）放射のライトカーブ．矢
印の時刻は小さなバーストの発生時刻を示している．
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非常に特異な光度曲線（図1）、スペクトル（図2）の進
化を示した Ib型超新星SN 2005bfの光度曲線・スペクトル
を再現するWN星モデルを報告する[1]。SN 2005bfは超新
星の Ib型と Ic型との違いを理解するうえで非常に重要な超
新星である。
今回観測された Ib型超新星SN 2005bfは、様々な特徴を

しめした。まず、光度曲線が二度ピークを持ち、第二ピー
ク後に非常に早い減光を示した[2]。さらに、スペクトルも
特異で、He吸収線が時間とともに強くなり、そのライン速
度も速くなっていった。
光度曲線に観測された二度のピークは内側の低速部にほ
とんどの 56Niが存在しているが、一部の 56Niが高速部に存
在しているという、ふた山の 56Ni分布で再現された。第二
ピーク後の減光は、低密度領域の存在などにより、56Niの
存在している領域からγ線が効率的な流出していることを
示唆する。

4月13日に観測されたスペクトルに水素のバルマー線が
見つかった（図 2の差し込み図）。Hの質量はM（H）＝

0.02M と見積もられ、このことはほぼ完全な状態でHe層
が残っていることを示唆している。56Niのある領域からγ
線が効率的に流出し、He層に放射されるγ線の量が時間と
ともに増えてくるために、He吸収線が時間とともに強くな
り、その速度が増加するのではないかと考えられる。
我々は超新星SN 2005bfによって放出された質量はM＝

6－7M 、爆発エネルギーはE＝（1.0－1.5）×1051erg、放出
された56Niの質量はM（56Ni）～0.3M という爆発であったこ
とを明らかにした。ごく少量のHが残っていたことから、
その親星の質量はM＝25－30M で、爆発の直前にはその
H外層のほとんどを失ったようなWN星であったと考えら
れる。

参考文献
[1] Tominaga, N., et al.: 2005, ApJ, 633, L97. 
[2] Anupama, G. C., et al.: 2005, ApJ, 631, L125. 

特異な Ib型超新星SN 2005bf：光度曲線・スペクトルモデル

冨永　望、田中雅臣、野本憲一、梅田秀之　　　P. A. Mazzali
（東京大学・理学系研究科） （トリエステ天文台）

J. Deng 前田啓一
（中国国立天文台） （東京大学・総合文化研究科）

M. Modjaz、M. Hicken、P. Challis、R. P. Kirshner、W. M. Wood-Vasey
C. H. Blake，A. Szentgyorgyi，E. E. Falco
（ハーバードスミソニアン天文学センター）

J. S. Bloom M. F. Skrutskie
（カリフォルニア大学） （バージニア大学）

稲田直久、峰崎岳夫、吉井　譲 川端弘治 家　正則
（東京大学・天文学教育センター） （広島大学・宇宙科学センター） （国立天文台・光赤外研究部）

G. C. Anupama、D. K. Sahu、T. P. Prabhu
（インド天文学研究所）

図1．UBVRIJHKバンドの観測から求めた光度曲線とモデルとの比較．
通常のモデルが破線で，γ線の効率的な流出を仮定した場合が
実線．

図2．観測されたスペクトル（実線）とモデル（破線）との比較．
それぞれの時期は（上）第一ピーク付近[FLWO]，（中）第二ピ
ーク付近[HCT]，（下）第二ピーク後[Subaru]．スペクトル計算
に使用したモデルは（M/M , E/1051erg）＝（7，1.3）．



7

2007年打ち上げ予定の日本の月探査機SELENE は、高度

100kmの円軌道から月面の様々な観測を行う3軸制御型主

衛星、および楕円軌道に投入される二つのスピン安定型子

衛星Rstar（2400-100km）とVstar（800-100km）で構成され

る（図1）。Rstar を経由した地上と主衛星間の4-wayドップ

ラー観測から主衛星が受ける月裏側の高次重力場を直接求

める。また、相対VLBI 観測は視線方向に垂直な方向に感

度を持つため、縁辺部の重力場モデルの改善に寄与するこ

とができ、4-wayドップラー観測の基準となるRstarの軌道

を十分な精度で決定するためにも不可欠な観測である。

RstarとVstarは僅か S 帯 3 つの周波数（2212、2218、

2287 MHz）とX 帯1 周波数の搬送波（8456 MHz）しか送信

せず、これらの4つの搬送波の相関位相と周波数の関係か

らRstarとVstarに対する位相遅延時間差を数psの精度で求

める。しかし、測定される相関位相は0－2πの値を取るた

め、位相遅延時間を求める際に、一般に2πnの不確定性を

含む。この2πnの不確定性を除去するためには、S帯の相

関位相は4.3度RMSと電離層は0.23TECUという非常に高い

精度で決定することが必要である。

これらの条件を満足するためには、我々は2 つの子衛星

を電波望遠鏡の主ビームで同時に受信するという同一ビー

ム内相対VLBI 観測技術を提案している。その場合、相対

VLBI 観測により、2 つの衛星に対して相関位相差をとると、

大気、電離層、局内遅延等の影響がほぼ完全に相殺でき

る。

本論文では、我々はまず同一ビーム内VLBI 観測の可能

な時間の割合を見積もった。その結果、連続観測できる日

においては、同一ビーム内で連続的に2 衛星を追尾するこ

とが可能な時間は数時間となり、月による掩蔽が起こる日

には、同一ビーム内で観測できるパスは全体の半分程度で

あり、その継続時間は数十分間である。次に、大気、電離

層、局内遅延等の影響を検討し、その補正方法を考案した。

表1 に示すように、SELENEの同一ビーム内観測により、S

帯の相関位相差の変動は、受信機の位相－周波数特性によ

る成分が1 度以下、26mの短基線の観測結果から見積もっ

た中性大気とシステムの不安定性による成分が0.7度、最

小二乗法で求めた近似式で補正した後の受信アンテナの位

相特性の不均一による成分が1.7 度、熱雑音による成分が

0.7 度以下、LPFで除去した後の送信アンテナの不均一によ

る成分が0.02度以下に抑えることができ、相関位相の決定

精度は2.2 度RMS であると見積もられる。また、X帯の相

関位相の決定精度は3.7 度RMS である。

2局或いは 2 つの衛星の影響が同等であると考えると、

表2 に示すように、S 帯とX 帯の相関位相差の決定精度σs

とσxはこれらの誤差の2 乗平均の1.414倍で、約3.1度と5.2

度RMS であると見積もられる。同一ビーム内観測の場合、

SとX帯の相関位相から視線方向の総電子数の差ΔDsは

0.1TECU の精度で推定することができる。また、2 衛星の

遅延時間差の推定誤差Δτsは測距と2-wayドップラー観測に

より1ns 程度に抑えることができ、X帯とS帯の遅延時間差

の差Δτx－Δτsについては、 電離層による成分4.7ps程度、X

帯とS帯の搭載アンテナの位置ずれによる成分は3.5ps以下

であり、0.0082ns程度に抑えることができる。

これらの結果から、SELENE の同一ビーム内観測により、

2πnの不確定性の除去条件を満足し、相関位相差から数ps

の精度で遅延時間差を決めることができ、2つの衛星の相

対位置を月周回軌道上で数10cmの精度で決定できること

を明らかにした。

参考文献

[1]  劉　慶会，松本晃治，菊池冬彦，平　勁松，浅利一善，

花田英夫，河野宣之：2006，信学論B，89，602-617．

月探査機SELENE の2 衛星による同一ビーム内相対VLBI 観測技術

劉　慶会、松本晃治、菊池冬彦、平　勁松、浅利一善、鶴田誠逸、花田英夫、河野宣之
（国立天文台・RISE 推進室）

図1. SELENE の同一ビーム内相対VLBI 観測の概要．

表1. SELENE の同一ビーム内VLBI観測の場合，S帯とX帯の相関
位相差の決定誤差．

Error source phase error phase error
（°） 

Receiver 1 1
Atmosphere 0.7 2.8
Receiving antenna 1.7 1.7
Thermal noise 0.7 0.7 , 1.1
Transmitting antenna 0.02 0.02

Root sum square 2.2 3.7

σs （°） σx

表2. SELENEの同一ビーム内VLBI観測の場合のΔDs, Δτs, Δτx－Δτs,
σs, σx..
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膨張宇宙の密度揺らぎの非線形領域における2点相関関

数と3点相関関数の関係を調べた。スケーリング則がパワ

ースペクトル（2点相関関数）と同様、3点相関関数でも成

立すると仮定するもとで、非線形領域における3点相関関

数のべき指数は以下のようにあらわされることがわかっ

た。

ζ～ξ（3m+4w－2ε）/（2m+2w） （1）

ここで、ξ、m、wはそれぞれ、2点相関関数、パワースペ

クトルの非線形領域でのべき指数、空間次元数を表してい

る。

パラメータεは3点相関関数の情報をもつパラメータで

あり、いろいろな波数や位相の相関を表すパラメータのべ

き指数の最小値であり、そのうちのひとつは位相相関とよ

ばれるものでそのべき指数をパラメータaであらわす。3

点相関関数における位相相関は以下のように表される。

〈e i（zkt +zk´t +z－kt－k´t）〉∝ t－a〈e i（zk +zk´ +z－k－k´）〉 （2）

aの値は非線形領域での位相の振る舞いを特徴づける。値

により、主に2通りの振る舞いが考えられる。一度非線形

領域に入って位相の相関がつくとそのまま相関がついたま

まである場合（a=0）の場合と、一度相関のついた位相が

徐々になくなっていく場合（aは正）である。

我々は非線形領域での2点相関関数と3点相関関数の振

る舞いを見るため、1次元Einstein de Sitterモデルを用いて

数値実験を行った。図1は非線形におけるパワースペクト

ルをあらわす。初期パワーインデックスは1である。この

時非線形領域ではP（k）∝ k－0.75でフィットできる。フーリ

エ変換の関係より2点相関関数はξ（r）∝ r－0.25に従う。図2

はパワースペクトルが図1であらわされる時の非線形領域

の3点相関関数をあらわす。3点相関関数は B（k, 2k）∝k－1.5

でよくフィットできる。この値－1.5は 2m～－ 2×（－0.75）

=－1.5に非常に近い値を示す。この時、B（k, 2k）∝k2mは、

式（1）においてε =－m / 2に相当する。この結果は

hierarchical仮定ζ∝ξ2を満足しているようである。

参考文献

[1]  Koyama, H.,Yano, T.: 2005, ApJ, 624 , 1. 

非線形領域における2点相関関数と3点相関関数の関係

小山博子 矢野太平
（早稲田大学） （国立天文台・ JASMINE検討室）

図1. パワースペクトルP（k）．初期パワーインデックス．n = 1非線
形領域でのパワーインデックスは－0.75でフィットできる．

図2. 図1で示されるパワースペクトルを持つときの非線形領域にお
ける3点相関関数．破線はべき指数－1.5の線である．
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第一世代星（popIII）とは金属に汚染されていない原初

化学組成ガスから形成される恒星である。popIIIは太陽質

量の数百倍にも達する極めて大質量の星を多量に含む初期

質量関数を示す事が予言されるなどこれまで活発に理論的

研究がなされてきているが、観測的にはいまだ検出されて

いないのみならず、寿命の短い大質量popIIIについては発

見を目指した観測的試みさえほとんどなされてきていな

い。popIIIの観測的研究は星形成理論や宇宙再電離など天

文学の広範な領域で極めて重要な示唆を与える事が期待さ

れるため、我々は大質量popIIIがまだ生き残っているかも

しれない高赤方偏移（z > 6）に焦点をしぼり、大質量popIII

の観測的検出を目指した観測的研究を進めているところで

ある。ここではこれまでの到達と現状を報告する。

大質量popIIIを多量に含む銀河はpopIIIからのハードな

電離光子放射により、Lyaの輝線等価幅が極めて大きくな

る事、および強いHeIIλ1640が放射される事が予言されて

いる。そのため輝線等価幅が大きいLya輝線銀河を効率よ

く探査する事が必要である。我々は広帯域・狭帯域撮像の

等級を組み合わせて広い赤方偏移領域（6.0 < z < 6.5）にわ

たって効率よく輝線等価幅が大きいLya輝線銀河を選び出

す新しい方法を考案し、この方法をすばるディープフィー

ルド（[1]、[2]）に応用して候補天体を選択し、すばる望遠

鏡のFOCASとKeck望遠鏡のDEIMOSによる可視分光観測

により実際に輝線等価幅が大きい［EW0（Lya）≥100Å］Lya

輝線銀河を3天体発見した（z = 6.03, 6.04, 6.33; [3]、[4]; 図

1）。

これらの銀河にpopIIIが含まれているかどうかを調べる

ため、地上観測装置で最も深い分光限界フラックスに到達

可能なすばる望遠鏡のOHSを用いた近赤外分光観測により

HeIIλ1640検出を試みた（すばる望遠鏡共同利用S05A-086）。

上記の可視分光観測でLya輝線等価幅が130Åに達するLya

輝線銀河である事を確認していた銀河に対して42 ksecとい

う莫大な積分時間を重ねたが、HeIIλ1640の検出には至ら

なかった（図2）。しかし、得られたフラックス上限値から

は既にこの銀河の星形成がpopIIIによっては担われていな

い事を明らかにし、また同種の観測によって理論的に提案

されてきているpopIIIのモデルパラメータに制限を与える

事が可能である事を示す事ができた [5]。

これらの到達を踏まえ、現在は大質量popIIIを多量に含

む銀河の候補となる輝線等価幅の大きなLya輝線銀河の系

統的探査を継続している（すばる望遠鏡共同利用 S06A-

053）。また近赤外分光観測によるHeIIλ1640の検出を介し

た大質量popIIIの発見を目指した観測についても検討・提

案中である。

参考文献

[1]  Kashikawa, N., et al.: 2004, PASJ, 56, 1011.

[2]  Taniguchi, Y., et al.: 2005, PASJ, 57, 165.

[3]  Nagao, T., et al.: 2004, ApJ, 613, L9.

[4]  Nagao, T., et al.: 2005, ApJ, 634, 142. 

第一世代星の観測的探求

長尾　透　　　　R. Maiolino 本原顕太郎　　　　A. Marconi 村山　卓
（国立天文台／ INAF） （INAF-Roma） （東京大学） （INAF-Arcetri） （東北大学）

柏川伸成　 M. A. Malkan 谷口義明　 太田耕司
（国立天文台） （UCLA） （愛媛大学） （京都大学）

図1.  我々が考案した輝線等価幅の大きなLya輝線銀河の選択方法で
選ばれた天体に対する，Keck望遠鏡のDEIMOSによる可視分光
観測で得られたスペクトル [4]．積分時間は2時間程度．波長分
解能R～3600のデータにより，Lya輝線に特徴的な非対称性を
明確に確認できる．赤方偏移はそれぞれ6.03と6.04，Lyaの静
止系輝線等価幅はそれぞれ94Åと236Åだった．後者は分光で
確認された高赤方偏移銀河の中ではこれまでで最も大きな静止
系輝線等価幅である．

図2.  すばる望遠鏡OHSによる42ksecの超長時間近赤外分光観測で
得られたJHバンドの2次元スペクトル[5]．対象天体に大質量
popIIIが多量に含まれている場合には十字で印をつけた部分に
HeIIλ1640が見られる事が期待されるが，検出には至らなかっ
た．スペクトル中に見られる強い連続スペクトルはスリットに
同時に載せた参照星のスペクトルであり，対象天体のスペクト
ルではない．
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活動銀河核（AGN）は銀河中心のコンパクトな領域から

銀河全体の光度を凌駕するエネルギーを放射する天体であ

り、高赤方偏移宇宙にあるものでも比較的容易に観測する

事が可能である。AGNのスペクトルの解析から電離領域の

金属量を見積もる事ができるため、低赤方偏移から高赤方

偏移にかけての金属量の変遷についてAGNスペクトルを

介して調査する事が関心を持たれている。過去の研究では

特に中心核近傍1pc以下のBLRと呼ばれる輝線領域からの

スペクトルが調べられてきており、明るいAGNほど金属

量が高く、また高赤方偏移のAGNほど金属量が高いとい

う報告がされている。しかし、観測のバイアスにより高赤

方偏移天体については明るいものだけを選択的に見ている

可能性があり、金属量進化について議論し難い状況だっ

た。

そこで我々はSDSSデータベースから 5000天体余りの

AGNスペクトルを取得し、光度と赤方偏移ごとの輝線スペ

クトルを調べた（図1）。その結果、同一光度のAGNでは

金属量は赤方偏移によらず2.0 < z < 4.5の範囲で一定である

一方、光度とは強い相関を示す事が分かった（図2）[1]。こ

の結果を銀河進化モデルとの関係で考えるためには、中心

核近傍1pc以下の領域の金属量が本当に銀河の性質を反映

しているのか検討する必要がある。そこで、中心核から

101-3pcに分布するNLRと呼ばれる輝線領域についても金属

量が光度と赤方偏移にどう関係しているのかを調査した。

NLRの金属量診断には一般にNVの輝線が使われるが、こ

の輝線は金属量が低い（ZNLR < Z ）場合には極めて微弱

になり、高赤方偏移でNLRが見えるAGN（2型AGN）の

多くではフラックス上限値しか求められていない。そこで

我々はNVを使わずにNLRの金属量を診断する新しい方法

を詳細な光電離モデル計算に基づいて考案し、この方法を

過去の観測結果に適用する事でNLRの金属量も同一光度の

AGNでは赤方偏移によらず、また光度と金属量の間には強

い相関がある事を明らかにした（図3）[2]。銀河の空間ス

ケールに相当するNLRでもBLRについての結果と合致す

る結果が得られた点は、結果を銀河進化モデルとの関係で

議論する上で極めて重要である。

現在は、NLRについての金属量の調査をより高赤方偏移

で調べるため VLT/FORSによる観測を遂行中である

[period76で30時間（priority C）、period77で36時間（priority

B）を確保]。またBLRについても、これまで調べられてい

ない低光度のAGNで金属量と光度の関係を調査する事を

目的とした観測をすばる望遠鏡に提案中である。これまで

の到達と今後の観測結果をまとめ、銀河進化モデルの観点

から銀河・AGNの金属量進化について理解を深める事が

今後の課題であるが、銀河進化モデルと光電離モデルを組

み合わせてそういった議論を進めるための戦略も立案中で

ある [3]。

参考文献
[1]  Nagao, T., et al.: 2006, A&A, 447, 157. 

[2]  Nagao, T., et al.: 2006, A&A,  447, 863.

[3]  Maiolino, R., et al.: 2006, astro-ph / 0603261.

活動銀河核の金属量進化

長尾　透　　　　　R. Maiolino A. Marconi
（国立天文台／ INAF） （INAF-Roma） （INAF-Arcetri）

図1.  SDSS Data Release 2 に含まれる天体のうち，赤方偏移2.0 < z
<2.5，光度－24.5>MB>－25.5のAGN 643天体の合成スペクトル
[1]．個々のスペクトルはノイズが大きいが，合成スペクトルを
作成する事で微弱な輝線も含めた精度よい測定が可能になる．

図2.  BLRの金属量のよい指標とされる輝線強度比NV/CIVを光度の
関数（左）と赤方偏移の関数（右）で示した [1]．

図3.  我々が考案した新しい NLR金属量診断図．ここでは密度
nH=102cm－3の場合の診断図を示したが実際には密度に依存し，
そのためこの手法では金属量の絶対値は求まらない．しかし光
度と赤方偏移への依存性を見るには有用である．左が赤方偏移
への依存性で右が光度への依存性．細いエラーバーがデータ点
のRMS，太いエラーバーが平均値の誤差．左図では系統的な
傾向は見られないが，右図では光度が高くなるにつれデータ点
の分布が右上から左下に系統的にずれる様子が分かる [2]．



11

太陽大気中で発生するプロミネンス放出現象は、太陽フ

レアやCMEを伴って発生することが多く、地球磁気圏に

おける擾乱を予測する上で無視できない現象である。また、

プロミネンス／フィラメントは太陽光球面の磁場中性線に

そって形成されることがわかっており、太陽磁場構造のよ

い指標となっている。よって、このプロミネンス放出現象

を、太陽周期を越える長期にわたってサーベイして発生頻

度変化や発生領域の位置変化を調べることにより、太陽活

動における長期的なトレンドを明らかにすると共に、その

活動原因である磁場構造の変化を長期的に追うことを研究

目的とした [1]。

国立天文台・野辺山太陽電波観測所の電波へリオグラフ

は、高空間・時間分解能を誇るだけでなく、非常に広い視

野（太陽全面より広範囲の視野）を持っている。さらに、

天候による影響が光学望遠鏡に比べ少ないため、モニター

観測に向いた観測装置でもある。この電波へリオグラフの

データをつかい、観測時間内に発生したプロミネンス活動

を、太陽周期1周期を超える期間にわたり自動検出プログ

ラムを使用して検出した。その結果785例のプロミネンス

活動を検出し、プロミネンス活動と太陽周期との関係を調

べた。その結果、以下のことがわかった。

● 極小期から極大期にかけて、プロミネンス活動の発生

場所が、極域へ移動している。

● 極域への移動は、サイクル初期の活動領域から極域へ

広がる磁束の運動と一致している。このことから、プ

ロミネンス活動発生領域の移動は、活動領域からの磁

場と既存磁場との磁気中性線移動に伴っていることが

わかった。

● 極域への移動が極まで届くと、磁極の反転が発生して

いる [2]。

● 磁極反転が起こると、プロミネンス活動の発生場所が、

赤道付近へ移動する。ただし、Cycle 23では、南北非

対称があり、南半球の方は、2003年まで極域で発生が

みられる。

参考文献

[1] Shimojo, M., et al.: 2006, PASJ, 58, 85-92. 

[2] Gopalswamy, N., et al.: 2003, ApJ. 598, L63.

*元国立天文台

プロミネンス活動と太陽周期の関係
－野辺山電波へリオグラフ13年の観測から－

下条圭美、浅井　歩、中島　弘＊、柴崎清登　　　　横山央明
（国立天文台・野辺山太陽電波観測所） （東京大学）

図 1. 上段：プロミネンス活動の発生時間・場所分布で作成したバ
タフライダイアグラム．1つの＋マークが1つのプロミネンス
活動を示している．下段：アメリカ国立太陽天文台キットピ
ーク観測所が撮像した，光球磁場マップ．中段：光球磁場マ
ップ上にプロミネンス活動バタフライダイアグラムを示した
図．上段中の黒破線および中段の赤破線は，野辺山電波へリ
オグラフ 34GHz システム構築のために観測が中段した期間を
示す．同様に，下段の破線はキットピーク観測所でのマグネ
トグラフ更新のための観測中断期間を示している．
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超巨大コアをもつ系外惑星HD149026bの発見

佐藤文衛　　　　　　井田　茂　　　豊田英里　　　Debra A. Fischer Greg Laughlin
（国立天文台・岡山天体物理観測所） （東京工業大学） （神戸大学） （San Francisco State University） （University of California at Santa Cruz）

ほかN2Kコンソーシアム

中心星のすぐそばを周回する巨大惑星、いわゆるホッ

ト・ジュピターは、ドップラー法とトランジット法によって

これまでに約30個発見されている。これら短周期惑星は、

・トランジット（恒星面通過）を起こす確率が高い、

・多重惑星系を見つけるためのよいトレーサーになる、

・惑星系の形成、軌道進化に関する知見をもたらす。

等の点で重要である。特にトランジットが検出されると、

惑星の半径、密度、内部構造、大気など、ドップラー法だ

けでは得られない惑星本体に関する情報が飛躍的に増え

る。しかし、これまでに見つかったトランジット惑星系9

個のうち、詳細な観測が可能な10等より明るい恒星で見つ

かった例は3例しかない。

そこで我々は、国際的なコンソーシアム（N2Kコンソー

シアム）を形成し、2004年からすばる、ケック、マゼラン

望遠鏡を用いてドップラー法によるホット・ジュピター探

索プロジェクトを推進している。この計画では、3年間で

約2000個の新たな太陽型星をサーベイし、約60個のホッ

ト・ジュピターと数個のトランジット惑星の検出を目指し

ている。これまでにコンソーシアム全体で約750星をサー

ベイし、4個のホット・ジュピターを発見、その他約45個

の候補を見つけている。

この中の一つ、HD149026b は、すばるとケックの協力に

よって見つかった“ホット・サターン”である [1] 。まず、

すばる/HDS の観測からこの星が有意な視線速度変化を示

すことが判明し、続くケックの観測によって軌道要素が確

定した（周期2.88 日、振幅43.3m s－1; 図1）。その後、アメ

リカのフェアボーン天文台における測光観測によって惑星

のトランジットが検出され（図2）、光度曲線から惑星半径

0.73RJUP（0.86 RSAT）と軌道傾斜角85°が導かれた。軌道傾

斜角の不定性が除かれたことによって惑星の質量は 0.36

MJUP（1.2MSAT）と求まり、平均密度は土星の約1.7倍とい

う高密度であることが分かった。これは、この惑星に重元

素が多く含まれることを意味し、理論計算からは約70 地球

質量の固体コアの存在が示唆される（図3）。この超巨大コ

アをもつ惑星は、木星や土星のようなガス惑星の形成理論

として「コア集積モデル」を支持する一方、現在の理論で

はコアの大きさは30地球質量程度が限界とされているの

で、その形成過程については惑星同士が衝突した可能性な

どが議論されている [2]。

参考文献

[1] Sato, B., et al.: 2005, ApJ, 633, 465. 

[2] Ikoma, M., Genda, H.: 2006, ApJ, 648, 696. 

図 1.  HD149026 で検出された視線速度変化．黒丸がすばる，それ以
外がケックによる観測点．

図3.   HD149026b（左）と木星（右）の内部構造の比較
（c Greg Laughlin）．中心の濃いグレーの部分が固体コアを表す．

図 2.   惑星のトランジット（位相 0 付近）による HD149026の光度変
化．異なる日付に 3 回観測した結果．
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現在のところ、月裏側の衛星追跡データは取得されてい

ないが、月重力場は球面調和関数で表現されるのが主流と

なっている。データの空白域が存在する下で球面調和展開

を行う場合、拘束条件が必要となるが、この条件の選び方

は月の表と裏の両方について最終解に大きな影響を及ぼ

す。Lunar Prospector の衛星追跡データに含まれる表側の豊

富な重力場情報を引き出すために、球面調和展開に代わる

地域的な表現手法の開発に興味が持たれてきている。ここ

では、新しい手法によって表側の大きなマスコンの一つ

である晴れの海の高解像度重力異常を求めた結果を報告

する[1]。この解は従来とは独立な手法を用いて Lunar

Prospector データを再解析して得られたものであり、拘束

条件を必要とすることなく地域的な月重力場を高精度に決

定することができた。

まずLunar Prospector の追跡データをGEODYN II で解析

して参照軌道を決定し、アプリオリな重力場モデルに対す

る追跡データの残差を求めた。次にこの残差から linear

variation 法を用いて地域的な重力の補正量を見積もった [2]。

図1 に晴れの海の新しい重力異常図を示す。アプリオリ

モデルとして最新の月重力場モデルであるLP150Q を用い

ている。図2（上部）に示すように、LP150Q に対する補正

量は小さく、新しい解はLP150Q に非常に似ている。しか

し、マスコンを囲む負の重力異常は特に南側の境界で

LP150Q よりも連続的で、本解析で求めた高周波成分が物

理的により現実的であると考えられる。

図2（下部）に示したものは古いGLGM-2 モデルをアプ

リオリモデルとした場合の補正量である。GLGM-2 には

Lunar Prospector データは含まれていない（一方、LP150Q

はかなりこれらのデータに頼っている）。この図は残差か

ら高周波情報を引き出す本研究手法の威力を示しており、

GLGM-2 とLP150Q の差にも見られるリング状の構造がこ

の図にもはっきりと認められる。この地域的重力異常推定

手法を用いれば、月の表側の重力場について広範囲にわた

って詳細な研究が可能となる。

参考文献

[1]  Goossens, S., et al.: 2005, Earth, Planets and Space, 57,1127-

1132. 

[2]  Goossens, S., et al.: 2005, Planet. Space Sci., 53, 1331-1340.

Lunar Prospector 追跡データから求めた地域的重力場：晴れの海の結果

Sander Goossens Pieter Visser 日置幸介　　　Boudewijn Ambrosius
（国立天文台／DEOS） （DEOS） （北海道大学） （DEOS）

図1. 晴れの海付近の新しい重力異常図.．

LP150Q をアプリオリモデルとした場合

図2. アプリオリモデルに対する補正量．上部は LP150Qモデル，下
部はGLGM-2 に対する補正量を示す．

古いGLGM-2 をアプリオリモデルとした場合
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2002年に大出現したしし座流星群と、2004年に活動をみ

せたふたご座流星群における分光観測を報告する [1]、[2]。

流星群は、彗星や小惑星などの太陽系始原天体を起源と

する塵が地球大気に高速で突入することにより確認される

現象である。彗星は太陽系外縁部に存在する微惑星の生き

残りであると考えられており、太陽による加熱の影響が極

めて小さく、太陽系形成初期の情報を保存していると考え

られている。一方で、小惑星は火星と木星の軌道の間にあ

り、そのほとんどが太陽系誕生の頃の姿をとどめていると

考えられている。しかし、それらのなかには、彗星が太陽

に加熱され続けた結果、揮発性物質の枯渇がすすみ小惑星

のように変性していった天体もあるという説もあり、その

ような特異・天体は実際に観測されている [3]。したがって、

太陽系の起源と進化を調べる上で彗星塵と小惑星塵の組成

を比較すること、塵が太陽加熱により受ける影響やその軌

道進化を明らかにすることは非常に重要である。

本研究では、2002年に2世代のダストトレイルから観測

されたしし座流星群と2004年ふたご座流星群の金属組成比

について議論した。しし座流星群からは、Mg, Fe, Ca, Na な

どの金属元素が観測されている。これらの組成比をダスト

トレイルの形成年代別に比較した結果、変成していないこ

とが確認された。近日点距離: q～1AUにて、流星体には熱

風化作用がないことが新たに解明された [1]。

ふたご座流星群は小惑星3200番フェートンを起源とする

流星群であると考えられている。ふたご座流星のスペクト

ルから、未知であったフェートンの組成推定、そして彗星

起源流星群との比較が可能となった（図1）。2004年12月

にふたご座流星群の分光を行った結果、フェートンでは太

陽組成比に比べて揮発性成分（ナトリウム）の枯渇、そし

て難揮発性成分（ニッケル）の過多が初めて示唆された。

主に小惑星の特徴が観測されたが、同時に彗星としての特

徴（鉄に対してマグネシウムが過多）も明らかにされた

[2]。

参考文献

[1]  Kasuga, T., et al.: 2006, ApJ, 638, 1176.

[2]  Kasuga, T., et al.: 2005, A＆A, 438, L17.

[3]  Jewitt, D.: 2005, AJ, 129, 530.

流星群の金属元素組成比；
しし座流星群とふたご座流星群

春日敏測
（国立天文台・RISE推進室）

渡部潤一　　　　　　　　　　　　　　　山本哲生
（国立天文台・天文情報センター） （北海道大学）

河北秀世　　　　　　　　　　　　　　　海老塚昇
（京都産業大学） （理化学研究所）

図1. 2004年ふたご座流星スペクトル（野辺山観測所にて）．
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ESO VLT による赤方偏移3 の星形成銀河の観測：
電離光子の脱出率探査とStellar Population の研究

岩田　生 井上昭雄 J.-M. Deharveng, V. Buat, D. Burgarella
（国立天文台・岡山天体物理観測所） （大阪産業大学） （Laboratoire d’Astrophysique de Marseille）

星形成銀河からの電離光子の脱出率は、初期宇宙の銀河

に関するパラメータのうち最も興味深く、かつ議論を呼ん

でいるものの一つである。星形成銀河が、赤方偏移6以遠

のある時期に銀河間空間の中性水素を再電離した電離光子

の主要な放射源であることが示唆されているが、脱出率に

ついての現在の観測的な制限は、より低赤方偏移において

も極めて乏しい。

赤方偏移3（宇宙年齢約20億年）付近の銀河からの電離

光子放射を調べた研究は過去にいくつかあるが、その結果

は一致していない。Steidelらは脱出率は約60%とかなり高

いかもしれないと報告しているが [1]、Giallongoらはより厳

しい上限値を与えている[2]。これらの研究は限られた数の

銀河についての分光観測に基づいている。狭帯域撮像観測

は、同じ積分時間で分光観測よりも高いS/N を達成できる

ので、電離光子の脱出率を調べる大変効率の良い方法であ

ると考えられる。このアイデアをもとに、2003年にESO

VLT の装置FORS1 を用いた狭帯域撮像を実行した。

対象天域はHubble Deep Field-South である。紫外、可視、

近赤外の非常に深い撮像データに基づく赤方偏移推定で3

付近にあるサンプル銀河を選び出し、これらの赤方偏移を

決定するため、VLT / FORS2 を用いた多天体分光を行った。

その結果、5 つの新しい赤方偏移の決定と6 つの銀河の既

知の赤方偏移の確認を行うことができた [3]。

狭帯域撮像ではOII（373）フィルターを使用し、総積分

時間は40,636 秒であった。赤方偏移3.17、3.275 の二つの銀

河についてライマンリミットのすぐ短波長側の波長域を調

べることができた。処理済みデータを慎重に検討し、これ

らの天体の位置で 3-σの限界等級としてそれぞれ 27.37、

27.40 AB 等級を得た [4]。これらの限界等級は、非電離UV

光子と電離光子のフラックス密度の比F1400 / F900で15.6と

10.2 に対応する（3σ）。銀河間の水素による吸収や本来のス

ペクトル分布（SED）について仮定すると、この結果からは

電離光子は[1]で報告されたような高い割合では脱出してい

ないことが示唆される。本研究では対象天体が二個に限ら

れていたが、狭帯域撮像が特定の赤方偏移での脱出率を探

査する上で強力な方法であることを実証した。高赤方偏移

宇宙で銀河間空間への電離光子放射がどれくらい起きてい

るかについて決定的な情報を得るためには、対象天体をさ

らに増やすことが重要である。現在我々はすばる / Suprime-

Cam 用の赤方偏移3 付近での電離光子を探査できる狭帯域

フィルターを開発中である。Suprime-Cam はFORS に比べ

約20 倍もの視野を持つので、このフィルターでの観測は対

象天体の劇的な増加をもたらすであろう。

我々はさらに、これらの静止系紫外域で明るい星形成銀

河のstellar populationを調査した。星種族合成コードを用い

て生成したテンプレートSEDとの比較によって、星形成率、

年齢、ダスト吸収の量、星質量を推定した（図1）。その結

果、年齢は 200Myr 未満と若く、10-100M / yearと活発な

星形成を行っていて、ダスト吸収量は小さく（多くの場合

E（B－V）< 0.3）、星質量も（0.5-5）×1010M と小さめで

あることが分かった。これらの銀河を、同じ天域の

“distant red galaxies”（DRGs）と言われる銀河と比較した。

DRG はやはり赤方偏移3 付近に存在するとされる、J-K の

色が1.3AB mag より赤い銀河である。これらの銀河は高赤

方偏移の静的に進化している銀河ではないか、という示唆

がされてきたが、我々の結果では、星形成を活発に行って

おり、ダスト吸収量は紫外域で明るい銀河に比べて大きく、

星質量も大きいことが明らかになった。DRGs は赤方偏移3

付近での宇宙の星質量密度を推定する上で重要な存在であ

ると考えられる。

参考文献

[1] Steidel, C. C., et al.: 2001, ApJ, 546, 665. 

[2] Giallongo, E., et al.: 2002, ApJ, 568, L9. 
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図1. 紫外域で明るい銀河（白抜き丸）とDRG（赤丸）についての，
年齢とダスト吸収量（上段），星質量（下段）の推定値．
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NOrikura Green-line Imaging System（NOGIS）で観測された
コロナ質量放出とプラズマの3 次元運動

鈴木　勲、桜井　隆、一本　潔
（国立天文台・太陽観測所）

NOGIS [1] で観測された1997 年5 月7 日のコロナ質量放

出（CME）とCME 発生前の磁場構造の運動について報告

する [2] 。

NOGISは国立天文台乗鞍コロナ観測所の10cmコロナグ

ラフに搭載されていて、太陽コロナ輝線とそのドップラー

シフトを観測することができる。NOGISの観測視野は1.03

-1.33太陽半径であるので、CME の発生領域を観測するの

に適している。

1999 年5 月7 日に発生したCME は、LASCO では太陽の

東から動径方向に進んでいくのが観測された。図1a、b は、

CME 発生領域（NOAA 8541）をNOGIS（CME 発生前）と

MDI（発生後）で観測したものである。この発生領域は双

極子磁場を持っていて、2 つのループ構造（大きいループ

‘L’と小さいループ‘S’）から成っていた。もし光球面磁

場がCME の発生によって大局的に変化しないと仮定すれ

ば、発生後の光球面磁場を使って発生前の活動領域の磁場

配置を予測することができる。図1c、d は5 月11 日の光球

面磁場から計算した current-free 磁場の磁力線 [3]である。

NOGIS の観測と良く一致しているのが分かる。

これらのループ構造は初期は安定していたが、CME発

生2 時間半前に小さいループの南側の足元が徐々に大きい

ループの南側の足元に向かって動き出した（図2a、b）。そ

の移動速度は画像面内で0.2 km s－1 であり、これは活動領

域の典型的な運動速度と一致する。NOGIS のドップラー観

測（図 2c）から、近づいていく足元は観測者の方へ運動

（ブルーシフト）していることが分かった。しかしながら、

その視線方向速度は画像面内の移動速度に対してかなり大

きく（約11km s－1）、また小さなループに沿った下降流も見

られるので、観測された視線方向速度はおそらくこの下降

流の速度を反映していると考えられる。

小さなループは大きなループの南側の足元にぶつかるま

で近づき続けた。そして小さなループが大きなループと衝

突し不安定化して、そのために質量放出が発生した。

NOGIS のドップラー観測（図2d）から、放出された質量は

動径方向ではなく南東方向に、さらに観測者から遠ざかる

（レッドシフト）方向に進んでいったこともわかった。そ

の視線方向速度は数km s－1 だった。

このCME は、2 つのループ構造が相互作用することによ

って発生した。発生領域は活動領域の上空ではなく、2 つ

のループ構造の足元であった。CME はLASCOの視野に入

るまでは動径方向でなく南東方向へ進んでいた。CME の発

生領域とその磁場構造から、CME の放出される方向は周囲

の磁場構造とエネルギーが解放される場所によって決まる

ことが分かった。

参考文献

[1] Ichimoto, K., et al.: 1999, PASJ, 51, 383. 

[2] Suzuki, I., et al.: 2006, PASJ, 58, 165. 

[3] Sakurai, T.: 1982, Sol. Phys, 76, 301. 

図1.（Top）CME 発生前後の活動領域8541（a）NOGIS 輝度画像，
（b）MDI マグネトグラム．（Bottom）1999年5月11日の光球面
磁場から計算したcurrent-free 磁場．

図2. CME が発生する前のNOGIS 輝度画像（a-b）とドップラー画
像（c）．図中の+ と*はそれぞれ大きいループと小さいループ
を，矢印は小さなループの足元の位置を示す．ドップラー画
像の暗い（明るい）領域は，それぞれブルー（レッド）シフ
トを示す．（d）NOGIS で観測された質量放出のドップラー画
像．矢印は放出された質量（レッドシフトしている）を示す．
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8m級望遠鏡に多用されているリッチークレチアン系は

主鏡と副鏡に非球面を用いる二非球面光学系で、球面収差

とコマ収差を除去した比較的広視野の光学系だが、像面が

比較的大きく湾曲し、周辺では非点収差が生じる。

国立天文台をはじめとして日米欧で検討が進みはじめて

いる直径30m級の次世代超大型望遠鏡には、高度な補償光

学を装備することにより、回折限界の空間分解能を実現す

る光学系が要求される。30m望遠鏡用観測装置は大型化が

避けられず、装置を光軸中心に移動して交換することは現

実的でない。このため、広い視野にわたり、回折限界の結

像性能を持つ望遠鏡光学系が望まれる。

そのような光学系を実現する方法として第三の非球面を

追加して最適化することが考えられる。一例としてKorsch

の三非球面光学系 [1]が知られているが、同系は光軸中心

の一番本来性質が良いはずの領域がかげになり、利用でき

ないという難点がある。

本論文ではこれらの難点を克服する新しい三非球面光学

系を提案する[2]。二非球面光学系がつくる仮焦点像を第三

番目の非球面でほぼ等倍写像し、球面収差、コマ収差、非

点収差を除去し同時に平坦像面を実現するものである。実

際の光学系配置例を図1に示す。かげりの無い領域として

半径 10分角の半円視野を確保することができる。図 2に

30m望遠鏡の回折限界円内に光学スポットが収まる様子を

示す。

三非球面無収差平坦像面望遠鏡光学系

成相恭二　　　　　　 家　正則
（明星大学） （国立天文台・光赤外研究部）

図１. 三非球面光学系配置例．

参考文献

[1] Korsch, D.: 1980, Applied Optics, 19, 3640.

[2] Nariai, K., Iye, M.: 2005, PASJ, 57, 391.

図２. 30m望遠鏡の回折限界円とスポット図．
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遠方宇宙をサブミリ望遠鏡でサーベイ探索することによ

って、サブミリ（ダスト放射）で明るく輝いている天体が

多数発見されている [1]。これらのサーベイの問題点は、観

測の主軸である JCMTの空間分解能が14"しかない事であ

る。この同じ領域を光・赤外線で観測すると、JCMTで検

出された天体位置を中心とした 14"の円内にいくつもの

光・赤外線銀河がみつかり、強くサブミリ放射をしている

銀河を同定する事が非常に困難となる。この問題を乗り越

えるために、高分解能電波（ミリ波）干渉計を使って、

1.4GHz [2]、もしくは1.3mm帯 [3]でサブミリ天体の可視対

応銀河を同定する方法が、最近まで主流だった。1.4GHz

帯ではVLAなどの大型干渉計をつかって比較的容易に観測

が可能だが、電波はRadio-FIR Correlation [4] を応用した間

接的なトレーサーにすぎない。1.3mm帯での観測はダスト

放射を直接トレースしているが、ダストSEDの勾配が急で

あるため、最新のミリ波干渉計を使っても、感度不足に悩

まされてきた。そこで、今世紀初頭より本格的な運用が開

始されたサブミリ干渉計を使う事によって、サブミリ銀河

を直接高分解能観測する事が可能となり、大きな進歩が得

られた。

本稿は20mJyのフラックス強度をもつ2天体、GN20と

MIPS-J1428 をSubmillimeter Array（SMA）[5] で観測した結

果を紹介する[6]。GN20 はGOODS North Field [7] において

JCMT での観測によって発見されたサブミリ銀河である[8]。

MIPS-J1428 [9] はNOAO Deep Wide Field Survey 領域 [10] に

おいてSpitzer に搭載されているMIPS 中間赤外カメラによ

るサーベイによって発見された。SMA はハワイのマウナケ

アに建設された、アンテナ8素子からなるサブミリ干渉計

であり、主に230GHz、345GHzの帯域で2003年頃から本格

運用されている。今回の観測では～2"の空間分解能が得ら

れ、～0 1の位置精度を達成した。

図1にSMAでの観測結果とSMAの観測によって同定さ

れた銀河を示した。IRAC3.6ミクロンではサブミリ銀河と

一致する位置に銀河が検出できた。また、HST V-bandでは

サブミリ銀河の0 8西に弱い天体を発見した。HSTのイメ

ージよりこの天体の赤方偏移はz = 3－4であるとわかった。

これらにより、GN20の中心付近は、光では暗いがダスト

放射で強く光っている銀河である可能性が高い。しかし星

形成が活発なサブミリ銀河と光銀河との衝突である可能性

も排除できない。

MIPS-J1428 に関しては、ここでみられる光銀河が明らか

にサブミリでも輝いており、近くに幾つか発見された

IRAC 天体がサブミリ波源でない事が証明された。MIPS-

J1428は z = 1.034 に位置する銀河によって重力レンズされ

ている可能性が残っているが、このSMAの観測によって

得られた天体構造の上限によって、強い重力レンズ効果は

ない事が示唆される。
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SMA を使ったhigh-z サブミリ銀河の観測

伊王野大介
（国立天文台・ALMA 推進室／Harvard-Smithsonian C fA）

図1. （a）GN20 の890 ミクロンマップ．コントアは2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9
シグマ．（b）Spitzer IRAC 3.6 ミクロンマップと（c）HSTACSV-
band のマップにSMAコントアを重ねた図．（d）MIPS-J1428 の
890 ミクロンマップを（e）NDWFS K-band と（f）に重ねた図．
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我々は、すばるの補償光学コロナグラフ（CIAO: [1]）を

用いて、20 pc 以内の若い星の周りに、褐色矮星と、惑星の

探索を始めた。ダイナミックレンジは、主星から 2 5で、

ΔK=13である（図1）。10pcの距離にあるΔK=7の典型的

ターゲットに対して、限界の絶対等級はMK = 20になる。

我々は、二つの運動学的選択基準で、350Myrより若い星を

選びだした。第一は、LSR からの速度差が小さい、第二は、

（U,V,W）のベクトルが、特定の若い星団のそれと近いとい

う条件である。年齢と絶対等級の組み合わせから、質量の

限界は、2倍の木星質量と評価された。ここでは、距離3pc

の星の周りの伴星候補を含む画像を示す（図2）。この候補

は、後に共通の固有運動を持つか否かのテストの為に、も

う一度観測する必要がある。この仕事の詳細は、[2]を参照

されたい。
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近傍星の周りの褐色矮星、惑星のコロナグラフによる探索

中島　紀、森野潤一、周藤浩士、石井未来、田村元秀、観山正見、高見英樹、高遠徳尚、大屋　真、林左絵子
（国立天文台）

辻　隆　　　　　　　　　深川美里　　　　村川幸史　　　　　工藤智幸
（東京大学・天文学教育センター） （名古屋大学） （MPIfR） （総合研究大学院大学）

伊藤洋一、大朝由美子 Ben Oppenheimer

（神戸大学） （AMNH）

図1.  シミュレートされた仮想惑星を使ったコントラストの評価．ス
ペックルノイズがダイナミックレンジに与える影響を調べるた
めに，主星の PSF を差し引いた K = 7の星のCIAOの画像の星
から異なる距離に，明るさの異なる仮想惑星を置いた．等級と
角距離（秒角）は，左上，右上，左下，右下の順に，（18, 1.2），
（19, 1.5），（19.5, 2.0），（20, 2.5）である．10個の点が惑星を表
す．

図2.  ターゲット画像の例．ターゲット星は，350 Myrより若く，太
陽からの距離は，3pcである．視野は，60× 60 天文単位で，
最小の探査半径は，6天文単位である．検出限界，MK = 22.6で，
限界質量は，2木星質量以下である．中心右下の天体が惑星の
候補である．
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我々は、Sloan DigitalSky Survey（SDSS）の明るいサンプ

ルを用いた銀河形態分類のための、より性能の良い測光パ

ラメータを考案した [1] 。

デジタル化された銀河サーベイの進展とともに、伝統的

な見かけ形状による分類の正確さを損うことなく、大規模

なデータサンプルに適用可能な、高速かつ自動化された形

態分類手法の開発が強く望まれている。銀河の形態分類手

法の典型的なアプローチは、人工ニューラルネットの応用

と、簡単な表面測光パラメータを用いて銀河の特徴を素直

に利用する方法である [2]、[3]。

我々は、SDSS のサンプルを使って銀河の形態分類を行

なうために、この表面測光パラメータに注目する。

過去の研究 [3]、[4] では、標準のSDSS のパイプラインリ

ダクションの一部として用いられている円の（楕円ではな

い）アパーチャを利用して計算したConcentration index は、

かなりよく銀河の形態と相関し、早期型と晩期型とに分類

するために利用できる事が示されている。これらのアプロ

ーチでは、目分類をリファレンスとした成功率は、80%程

度である。

本研究では、SDSS Early Data Releaseと初期のcommissioning

dataから選んだ1421の明るい銀河について、分類精度の向

上を狙って新しい測光パラメータを導入し、SDSS First

Data Releaseの画像データを用いて解析を行なう。比較のた

めに参照する目分類による形態のデータを用い、測光パラ

メータを評価する。まず、我々はConcentration indexについ

て、円のアパーチャの場合と楕円のアパーチャの場合との

比較を行なう。さらに、測光パラメータによる形態分類の

改良のために新しいテクスチャ・パラメータを導入する。

このパラメータ－Coarseness－は、人間が銀河の形態を分類

するやり方を機械的なアルゴリズムに置き換える事によっ

て、銀河の外側のアイソフォトの構造をパラメータ化する

ものである。手順の概略としては、まず銀河画像に、複数

の楕円の「輪」を描き、それぞれの「輪」の中のフラックス

の変動を算出して平均の変動を求める。Coarseness parameter

の定義は、この平均の変動を（ほぼ）銀河表面全体のフラ

ックスのダイナミックレンジで割ったものである。

我々はまず、円のアパーチャ中のPetrosian fluxで定義さ

れるSDSS 標準のConcentration index、すなわちC = r50/r90

を検証したが、このパラメータは銀河の見かけの軸比に有

意に影響されている事がわかった。この影響は、楕円のア

パーチャを用いたConcentration index（Ce）によって取り除

く事ができることがわかった。Ceを用いた場合、早期型銀

河と晩期型銀河との分類では86.7%の成功率であった。新

しいパラメータであるCoarseness parameter（Y）の場合では、

成功率は 88.1% にまで上昇した。また、E+S0、Sa+Sb、

Sc+Sdm+Imの3タイプに分ける場合では、66.2%と適度な

成功率となった。さらに、図1で示すCe-Y面を用いた分類

では、早期／晩期への分類の場合の成功率は89.4%、3タイ

プへの分類の成功率は68.1%となり、分類精度がさらに向

上する事がわかった。

我々が考案した新しい測光パラメータCoarsenessは、伝

統的な人間の目による分類と同等に有用な分類手段を提供

する。したがって、この新しいパラメータは、現在と将来

の大規模CCDサーベイでの詳細な銀河形態の研究への新し

い扉を開く可能性を秘めている。

参考文献
[1]  Yamauchi, C., et al.: 2005, AJ, 130, 1545. 

[2]  Doi, M., et al.: 1993, MNRAS, 264, 832.
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[4]  Shimasaku, K., et al.: 2001, AJ, 122, 1238.

測光パラメータを用いた銀河形態分類：
Concentration index とCoarseness parameter 

山内千里　　　　　　　　　　　　　　　市川伸一　　　　　　　　　　　八木雅文
（国立天文台・ハワイ観測所／宇宙科学研究本部） （国立天文台・天文学データ解析計算センター） （国立天文台・光赤外研究部）

土居　守、安田直樹、関口真木、福來正孝、岡村定矩
（東京大学）

中村　理　 後藤友嗣
（University of Nottingham） （宇宙科学研究本部）

図1. 我々がサンプルとして用いたSDSSの1421個の銀河を，y軸を
Coarseness パラメータ（Y），x軸をConcentration index（Ce）で
プロットしたもの．図中の放物線は，銀河形態ごとのaverage
2-vectorを用いて最小2 乗で求めた回帰線である．2 つの破線
は，E+S0，Sa+Sb，Sc+Sdm+Imの3 タイプに分類するのに最適
である事を示す．
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赤外線光度が 1011L を越える高光度赤外線銀河

（luminous infrared galaxies）は、大量 [ M（H2）> 109M ] の分

子ガスを持つことでも知られている。12CO（1-0）輝線の高

空間分解能観測によって、これらの分子ガスは銀河の中心

近傍に集中しているという描像が確立している。一方で、

高光度赤外線銀河が持つ分子ガスの物理状態（温度・密度）

については、今なお盛んに追究が進められている課題であ

る。

NGC 6240 は近傍の代表的な高光度赤外線銀河である。

この銀河は合体銀河であり、二つの中心核が存在している

ことも知られている。我々は、NGC 6240 に対する複数の

分子輝線 [12CO（1-0）、HCN（1-0）、HCO+（1-0）、13CO（1-0）]

の高空間分解能観測を、野辺山ミリ波干渉計およびレイン

ボー干渉計を用いて行った [1] 。レインボー干渉計は、野

辺山ミリ波干渉計と野辺山45m鏡を結合した7素子干渉計

であり、大集光力を持つ45m鏡が加わることでミリ波干渉

計単体と比較して高い空間分解能と感度を得ることができ

る。

観測された分子輝線の分布は全て二つの中心核の間にピ

ークがある。すなわち高密度分子ガスのトレーサーである

HCNとHCO+輝線の分布は、通常の星形成銀河とは異なり、

現在の大質量星形成領域とは一致していない（図 1）。

HCN/12CO輝線強度比が高いことからは、分子ガスの多く

の割合が高密度状態にあることが示唆される。さらに観測

で得られたHCN/13CO 輝線強度比と輻射輸送モデル計算の

結果 [4]との比較を行い、分子ガスは高密度 [n（H2）= 104-6

cm－3 ] かつ高温（Tkin > 50 K）状態にあるという結果が得ら

れた。

NGC 6240 中心部における分子ガスと大質量星形成領域

の不一致は、分子ガスと星形成を伴った二つの銀河中心核

が（ほぼ）正面衝突した結果として生じたのではないかと

推測している。
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野辺山ミリ波干渉計・レインボー干渉計による
高光度赤外線銀河NGC 6240 の高温高密度分子ガス観測
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図1.  コントア: 野辺山ミリ波干渉計とレインボー干渉計によって得られたHCN（1－0）輝線の積分強度図 [1]．カラー: 近赤外 [Fe II] 輝線（波長
1.644μm，左），および，H2（v =140 S（1））輝線（波長2.121μm，右）のマップ [2]．HCN 輝線（高密度分子ガス）の分布のピークは，[Fe II]
輝線（大質量星形成領域）よりも，むしろH2輝線（大規模な衝撃波によって励起された暖かい水素分子 [3]）のピークとよく一致している．
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すばるディープフィールドにおける赤方偏移4と5の
ライマンブレイク銀河のクラスタリング：相関関数の傾きの光度依存性

柏川伸成　　　　　すばるディープフィールドチーム
（国立天文台・光赤外研究部）

銀河のクラスタリングは観測的宇宙論において最も基本
的な観測量の1つであり、その進化を観測することで、標
準的とされている階層的構造形成モデルの本質的プロセス
である銀河の集合・合体の歴史を明らかにすることができ
る。最近の数値シミュレーションによれば、1つのダーク
ハロー内に 1つではなく複数個のライマンブレイク銀河
（LBG）が存在する場合があると予測されている。もしこ
れが本当であれば、小さな観測視野でクラスタリングの測
定をしていては、同一ハロー内のLBGペアばかり選択的に
見てしまい、大スケールで支配的となるハローハロー間の
クラスタリングの寄与を見落とすことになってしまう。
われわれは、非常に深くて広いすばるディープフィール
ドのデータ（図1）を用いて、赤方偏移4と5におけるLBG

の角度2体相関関数を求め、クラスタリングの解析を行っ
た。UV光度の明るいLBGほどより強くクラスタリングし
ているという過去の研究でも示唆されていた観測事実を確
認した上で、今回の研究では、赤方偏移 4と 5の両方で、
相関関数の傾きが明らかにUV光度に依存していることを
見つけた（図2）。より明るいLBGほどより急な傾きの相関
関数を持っているのである。その結果、暗いLBGとは異な
り明るいLBGのバイアスパラメータにはスケール依存性が
あることがわかった。明るいLBGはより小さなスケールで
より大きなバイアスを持っており、それはスケールが大き
くなるとともに小さくなるのである。
われわれはこれらの観測結果と比較するために、高分解
能N体シミュレーションと準解析的モデルを組み合わせた
理論モデルから、観測の選択効果を十分に考慮した上で
LBGの擬似数値カタログを作った。このモデルから予想さ
れるLBGの光度関数、及びサンプル全体としての相関関数
は観測とほぼ一致することが確かめられた。一方、観測さ
れたクラスタリングのUV光度依存性はこのモデルでは再
現されず、光度ではなくハロー質量ごとに見た場合のみ再
現された。すなわち、より重いハローに属しているLBGは
傾きが急で振幅の高い相関関数を持っているのである。こ
のモデルによって、重いハロー内には複数個のLBGが存在
し、それが小スケールでの相関関数の振幅を大きくし、そ
の結果、相関関数の傾きを急にしていることがわかった。
モデル内のLBGのUV光度とハロー質量の間により強い関
係があれば、観測された相関関数の光度依存性を説明でき
る。相関関数の傾きが光度に依存するというわれわれの発
見は、重いダークハローは複数個の明るいLBGを内包して
いることを示唆していると考えられる [1]。

参考文献
[1]  Kashikawa, N., et al.: 2006, ApJ, 637, 631.

図1. すばるディープフィールドにおけるz = 4LBGの空間分布．大
きな丸ほど i′-band全等級で明るいものを示す．局所的な個数
密度の過密度に応じて凡例に示してあるような色分けをして
ある．黒い箇所はS / Nが低いために今回の解析に用いなかっ
た領域を示す．北が上で東が左．

図2. z=4のLBGの角度2体相関関数の光度依存性．凡例に示すよう
に，i′≤ 25.5，25.5 ＜ i′≤ 26.5，26.5 i′≤ 27.4それぞれのUV光度
別の相関関数を示している．黒点線は同様な観測選択基準に
基づいた z = 4におけるダークマターの非線形な相関関数であ
る．下図: 各光度サブサンプルにおけるバイアスパラメーター
b(θ)．シンボルや色は上図と同じである．



23

銀河系における非常に金属量の低い星の化学組成は、宇

宙の初期世代星の形成と進化、超新星爆発、元素合成など

の研究に重要な観測的制限を与える。このため、長年にわ

たってより金属量の低い星の探査が進められてきたが、

我々のグループも、2003年から2005年にかけて超低金属星

（鉄組成が太陽の千分の一以下の星）の探査と化学組成解

析をすばる望遠鏡・高分散分光器（HDS）を用いて進めて

きた [1]。このなかで、ハンブルク/ ESO サーベイにより見

出された低金属星HE 1327- 2326 がこれまで知られているな

かで最も鉄組成が低い星であることを見出し、詳しい化学

組成の測定に成功した [2]、[3] 。

測光観測などから、この天体は主系列星ないしは準巨星

であることがわかったが、この天体と従来知られていた、

主系列星としては最も金属量の低い星（CS 22876-032）の

スペクトルの比較を図1に示した。低金属星の候補は、中

分散スペクトル（上段）にみられるカルシウムの吸収線

（K線）の強さから選ばれるが、HE 1327-2326 は高分散スペ

クトル（下段）をとってみると星間吸収の成分が大きく、

星表面のカルシウム組成は著しく低いことが明らかになっ

た。この星では鉄などの重元素の吸収線が極端に弱く、詳

しい化学組成測定の結果、鉄組成は太陽の25万分の一であ

ることが判明した。これは、従来知られていた最も鉄組成

の低い星であるHE 0107-5240（赤色巨星）よりもさらに

40%ほど低い値である。

一方で、この星にはCH分子による吸収線が多数検出さ

れ（図1）、炭素組成はさほど低くない（太陽の約30分の一）

であることもわかった。詳しい解析の結果、この星は炭素

などの軽元素が比較的豊富で、鉄などの重元素が極端に少

ないという、特徴的な組成パターンを示すことが明らかに

なった。重元素の少なさから、この星が宇宙の第一世代星

による元素合成の結果を直接保存していると期待され、第

一世代星の質量の推定をはじめとして多くの議論をよんで

いる。

さらに、この星に見出された以下の化学組成の特徴はま

ったく予測されていなかった結果である：（1）進化の進

んでいない低金属星に期待されるリチウム吸収線が検出さ

れない、（2）鉄よりもずっと重い元素であるストロンチウ

ムが比較的豊富である。これらの事実は、初期世代星に関

して未知のプロセスが存在していたことを示唆しており、

その解釈について議論が始まっているところである。なお、

この星については、我々のグループはヨーロッパ南天文台

のVLT 望遠鏡でさらに長い時間をかけて観測を行い、酸素

組成を決定するなどの成果をあげている [4] 。
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もっとも重元素組成の低い星HE 1327-2326 の発見と組成解析

青木和光
（国立天文台・光赤外研究部）

図1. HE 1327-2326 とCS 22876-032（ 従来知られていた，主系列星
としては最も金属量の低い星）のスペクトルの比較．上が中
分散スペクトルで，水素のバルマー線のほか，カルシウムのK
線が見える．下の高分散スペクトルでは，カルシウムK 線は
星の大気での吸収（中央）と星間物質による吸収（HE 1327-
2326の場合，短波長側）に分けられ，星のカルシウム組成を
測定することが可能になる．HE 1327-2326では鉄の吸収線が
ほとんど見えず，一方でCH分子による吸収線が観測されると
いう特徴がある．
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硫黄（S）と亜鉛（Zn）は化学的に「揮発性」の元素で
あるので天体物理学的に特別に重要な意味を持つ。つまり
これらは固体に凝縮しにくく、（他のマグネシウム（Mg）、
シリコン（Si）、鉄（Fe）族などの非揮発性の元素とは異な
り）ダストへの凝縮効果を受けにくいのである。従って硫
黄と亜鉛は中小質量恒星の最終段階にあたるpost-AGB星
（外層ではダスト形成とそれに働く輻射圧による質量放出
により非揮発性元素は選択的に失われてゆく）においても
ほとんど影響を受けないと考えられており、[S/Zn] vs.
[Zn/H]関係は[S/Fe] vs. [Fe/H]関係に替わるものとして恒星が
形成されたときの初期組成（種族）を推定するために用い
られている。この意味において金属欠乏星の分光観測から
銀河系ハロー並びにディスクの星の[S/Fe] vs. [Fe/H]関係、
並びに[Zn/Fe] vs. [Fe/H]関係を確立するのはこの種の応用の
前提として重要である。
しかし残念ながら、これらの関係はまだ真に確立したと
はとても言い難い。特にSに関しては状況が大変混乱して
いる。つまりS I 8693/8694線からは[Fe/H]が減るに従って単
調に増加する[S/Fe]、一方S I 9212/9228/9237線は[Fe/H]が減
っても頭打ち的に平坦になる [ S / F e ]、というように
[Fe/H]＜－2の金属欠乏星においては用いるラインによって
全く異なる[S/Fe]の傾向が導かれているのである。また一
方では長く信じられてきた「ZnはFeにスケールしていて
広い金属量範囲で[Zn/Fe] ～－0が成立する」という議論は最
近では疑わしくなってきており、極めて金属欠乏な
[Fe/H]＜－3の星では[Fe/H]が減るに従って[Zn/Fe]が増加
し、－1＜[Fe/H]＜0.5の銀河ディスクの星ではa元素的な
ふるまいを示す、などの報告がある。
ここで注意すべきはこれまでの解析はほとんど全てが

LTE（局所的熱力学平衡）の仮定（つまりレベル占拠数は
局所的な温度と密度からサハ・ボルツマンの式を用いて計
算すること）の下になされていることである。これはあく
まで仮定であってその妥当性は実際に統計平衡計算を遂行
して確かめないといけない。従って我々は詳細なモデル原
子に基づくnon-LTE計算を行い、上述のS組成の矛盾やZn

組成の傾向に、non-LTE効果がどれだけ効いているかを見
極め、これまでに出版された文献から採った硫黄と亜鉛の
スペクトル線の等価幅の値を再解析してnon-LTE効果を正
しく入れた[S/Fe] vs. [Fe/H]並びに[Zn/Fe] vs. [Fe/H]の関係を
導出することにした。結果は図 1と図 2に示してあるが、
以下に簡単にまとめる。
─Non-LTE効果を入れても（[Fe/H]＜－ 2で見られる）

S I 8693/8694線と9212/9228/9237線から出した[S/Fe]の矛盾
は解消されなかった。というより、後者は顕著な負のnon-

LTE補正を示すのでむしろこの違いは 0.5dexにも及んで
（LTEの場合と比べて）さらに強調されることになった。
この差異の原因はまだ謎である。
─亜鉛の線についてはnon-LTE効果は小さく、さして重
要でないことがわかった。我々のnon-LTE再解析の結果を
点検したところ、最近のLTE解析で報告された傾向がほと
んどそのまま再現されることがわかった。つまり、[Zn/Fe]

は[Zn/Fe]～0（[Fe/H]～0）から [Zn/Fe]～0.2（[Fe/H]～－1）
へと金属量が減るに従って緩やかに増加し、－2＜[Fe/H]

＜－ 1ではほぼ一定値（特に変化無し）を保ち、[Fe/H]

＜－2では極めて金属欠乏な領域へと向かって顕著な増加
を示す。
本研究の詳細については[1]を参照されたい。
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銀河系ディスク・ハローの星における硫黄と亜鉛の組成：
Non-LTE計算の応用
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図1．[Fe/H]の変化に対する[S/Fe]
NLTEとΔNLTE（non-LTE補正）のふる

まい．

図２．[Fe/H]の変化に対する[Zn/Fe]
NLTEとΔNLTE（non-LTE補正）のふ

るまい．



25

電波銀河3C 31は、距離70MpcのZwicky cluster 0107.5＋

3212の最も明るいD銀河にある。VLA（Very Large Array）

によって、双方向に伸びたねじれた構造を持つシンクロト

ロン放射のジェットが観測され、そのジェットは銀河中心

から約100kpcまで広がっている[1]。ハッブル宇宙望遠鏡

（HST）の観測によって、直径6秒角（2kpc）のシルエット

ディスクの存在が明らかになった[2]。また、IRAM 30m鏡

による電波銀河の一酸化炭素輝線（J＝1－0 / J＝2－1）

のサーベイにより、3C 31から多量の分子ガスが検出され

た[3]。近傍にある3C 31は、シルエットディスクの中の分

子ガスの構造と運動を研究するために、理想的な天体であ

る。

我々は、野辺山ミリ波干渉計（NMA）とRAINBOW干渉

計による電波銀河3C 31の 12CO（J＝1－0）輝線観測を報

告する[4]。RAINBOW干渉計は、野辺山ミリ波干渉計と野

辺山45m電波望遠鏡を結合した7素子の大集光高感度ミリ

波干渉計である。空間分解能は、1."9× 1."4であり、距離

70Mpcにおいては640pc×470pcに相当する。我々の 12CO

輝線イメージにより、円運動する分子ガス円盤は、HSTで見

られるシルエットディスクとほぼ一致することがわかった。

観測結果より、半径1kpc以内に存在する分子ガス質量は

9.7× 108M pc－2と見積もられた。また、中心から半径

440pcの位置で分子ガス面密度がピークを持ち、その値は

4.0×102M pc－2である。分子ガス質量を見積もる際に用い

た I（CO）－N（H2）変換係数は、天の川銀河での値を使用し

た[5]。半径1kpcでのディスクの回転速度は460km s－1であ

り、その半径の内側にある力学的質量は5.0×1010M であ

った。

半径1kpc以内での分子ガス質量－力学的質量比は0.02以

下であり、これは典型的な星形成銀河やスターバースト銀

河と比較して3分の1以下の値である。この事は、3C 31の

ガスディスクでは、星形成銀河やスターバースト銀河並み

に分子ガスが存在していながら、重力的に安定であること

を示しており、また、可視光の分光観測より大質量星形成

が起こっていないという観測的事実とも一致している[6]。

参考文献
[1] Lara, L., et al.: 1997, ApJ, 474, 179.

[2] Martel, A. R., et al.: 1999, ApJ, 122, 81.

[3] Lim, J., et al.: 2000, ApJ, 545, L93.

[4] Okuda, T., et al.: 2005, ApJ, 620, 673.

[5] Dame, T. M., et al.: 2001, ApJ, 547, 792.

[6] Owen, F. N., et al.: 1990, ApJ, 352, 44.

電波銀河3C 31を取り巻くシルエットディスクのCO（J＝1－0）観測

奥田武志、河野孝太郎 井口　聖 中西康一郎
（東京大学・天文学教育研究センター）（国立天文台・ALMA 推進室）（国立天文台・野辺山宇宙電波観測所）

図1．NMA/RAINBOWによる電波銀河3C 31の12CO（J＝1－0）イメ
ージ．（a），（b），（c），（d）の各図の十字は8.4GHz連続波のピ
ーク位置を示している．（a）HSTによるRバンドイメージ．（b）
HSTのRバンドイメージ（カラー）に 12CO（J＝1－0）積分強
度（等高線）を重ねたもの．（c）12CO（J＝1－0）積分強度図．
（d）12CO（J＝1－0）速度場．

図2．動径方向に平均化した分子ガス面密度分布．
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低周波防振装置（SAS）は平成11年度より米国LIGOグ

ループと共同で開発を開始し、平成14年度までにプロトタ

イプによる実験を終了した。平成15年度よりTAMA300へ

導入する実機4台の製作及び組み立てを始め、平成17年9

月に最初の1台が西エンド真空槽に導入された（図1）。

導入後まず固有モードの特定を行い、水平方向の防振を

行う倒立振り子の共振周波数としてX 154mHz、Y 46mHz、

回転（θ）542mHzを得た。水平のモード（X, Y）は大きく縮

退が解けている。垂直方向の防振を行うGeometric Anti-

Spring Filterの共振周波数は482mHzと919mHzであった。

SASを制御するためTAMA300では初めて本格的なデジ

タル制御系を導入している。装置は汎用の PentiumⅢ

（1.2GHz）＋RTOSを利用したシステムで、LabVIEWでプロ

グラミングを行っている。SASの上部には水平方向用に加

速度計、LVDT（変位計）、コイル－マグネット・アクチュ

エータがそれぞれ 3つ付いており、垂直方向用にLVDT、

コイル－マグネット・アクチュエータがそれぞれ1つ付い

ている。加速度計、LVDT、アクチュエータは特定された

水平方向の自由度X、Y、θとは配置が異なるため、3つの

信号をX、Y、θ方向に対角化する必要がある。デジタル制

御装置の入力（A/D Converter）には加速度計とLVDTの計7

チャンネルを、出力（D/A Converter）にはアクチュエータ

と対角化された加速度計信号の同じく計7チャンネルを割

り当てている。このデジタル制御系の行う主な処理は入力

信号の対角化と制御に必要なフィルタリングである。設計

手順としてはまず各アクチュエータから各センサへの伝達

関数を測定し、SASの固有モードを使って対角化行列を決

定する。次に対角化された仮想アクチュエータから仮想セ

ンサへの伝達関数を再び測定し、そこから最適なサーボフ

ィルタを設計する。こうして設計されたフィルタを用いて

SASの制御を行ったところ、各モードの共振をうまくダン

プすることに成功した。

次にSASが導入されたミラーとで構成される300m光共

振器をロックするため、ミラーの回転方向（Pitch及びYaw）

の運動を抑える制御系を追加した。センサーとしてはロー

カルな光てこを用いた。アナログ制御系では容易に組めな

いような複雑なサーボフィルタを構成することによりYaw

方向のねじれモードによる50mHzの大きな共振をダンプし

ている。制御信号は300m光共振器をロックした後はWave

Front Sensing（WFS）法によって干渉計から得られるより

高感度なセンサに切り換えられる。この制御によりSASが

導入されたミラーとで構成される300m光共振器を安定に

ロックし、制御信号をWFSへ切り換えることに成功した。

今後は残り3台を順次導入し、平成18年秋までには全て

の導入を完了する予定である。

重力波検出器TAMA300への低周波防振装置（SAS）の導入

藤本眞克、川村静児、山崎利孝、高橋竜太郎、新井宏二、辰巳大輔
福嶋美津広、佐藤修一、高森昭光、他TAMAグループ

（国立天文台・重力波プロジェクト推進室）

図1．西エンド真空槽へのSAS導入作業．
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人工衛星により近赤外域での天文観測を行う JASMINE

計画では、銀河面内および銀河バルジに属する数億個の星
の年周視差・固有運動を10μarcsecの精度で観測し、アス
トロメトリを行うことを目標としている。衛星の回転運動
をこのような精度で制御することは困難であるため、「ビ
ーム混合鏡」と呼ばれる交差した鏡で大角度（99.5度）離
れた2方向の星像を同時に観測するという手法をとり、高
精度のアストロメトリを実現する予定である。
この観測の際に、ビーム混合鏡の交差角が10μarcsec以
上変動してしまうと、観測精度を達成できない。そこで、
ビーム混合鏡の視野のなす角（basic angle）が、観測精度を
妨げないレベルまで安定かどうかをモニターする装置
（basic angle monitor）が必要である。そのため JASMINE検
討室では重力波プロジェクト推進室と協力し、平成16年度
よりレーザー干渉計を用いたbasic angle monitorの検討と準
備を開始した。
本年度はbasic angle monitorの最も有力な候補のひとつで
ある「Wave Front Sensing法[1]、[2]（WFS法）による鏡の
相対角度変動測定」の検証実験を行った。WFS法は、相向
かい合う2枚の球面鏡で構成されるFabry-Perot光共振器に
連続波レーザー光を蓄積し、入射光の光軸と共振器内部に
蓄積された光の光軸とのずれを光の干渉を用いて位相検出
する方法である。この手法を用いると JASMINE計画で測
定しようとしている鏡の角度の差動変動を、測定に混入さ
せたくない同相角度変動や入射光軸変動などから分離し

て、選択的に取り出すことが可能である。
これまでに、WFS法をbasic angle monitorに利用するため
の原理実証実験を行った。まず、光学系、電気系、および
共振器制御系を構築し（図1）、共振器長の制御によりレー
ザー光が蓄積された状態での連続動作を確立した。この状
態で共振器を構成する鏡の角度をPZTアクチュエータによ
って人為的に変動させ、設計した検出器が鏡の差動角度変
動に線形応答すること、そして同相角度変動よりも85倍高
い感度を持つことを確かめた。現在の光学系での鏡の差動
角度変動を測定したところ（図2）、1mHz以上の時間スケ
ールにおける鏡の差動変動量は JASMINEの要求値よりも
約2500倍大きいレベルである事がわかった。これらの成果
は丹羽佳人の修士学位論文としてまとめられた。
現在のところすべての光学系を大気中に設置しており、

空気や振動などの外乱や温度変動に対し、何らの対策も行
っていない。今後は装置の真空化や温度安定化を行い、
JASMINE計画で要求される精度を達成するための実験を進
めていく。

参考文献
[1] Morrison, E., et al.: 1994, Appl. Opt., 33, 5041. 

[2] Morrison, E., et al.: 1994, Appl. Opt., 33, 5037. 

赤外線位置天文観測衛星 JASMINE用
レーザー干渉計型高精度角度モニタの開発

新井宏二 丹羽佳人
（国立天文台・重力波プロジェクト推進室） （京都大学・人間・環境学研究科／国立天文台・ JASMINE検討室）

阪上雅昭 郷田直輝、小林行泰、矢野太平 山田良透
（京都大学・人間・環境学研究科） （国立天文台・ JASMINE 検討室） （京都大学・理学研究科）

図1．Basic angle monitorの光学系，電気系，および制御系． 図2．測定された鏡の差動角度変動のスペクトル密度．
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我々は、野辺山宇宙電波観測所の45m望遠鏡を用いて、

メガメーザーNGC 4258の水メーザー高速度成分の速度モ

ニター観測を行った [1]。

水メーザー放射は、活動的銀河中心核（AGN）の0.1－1

pcスケールの構造や運動を直接調べることができる唯一の

手段である。NGC 4258は最も良く研究されているメガメ

ーザーであり、VLBI観測から、この銀河の中心部に、ケ

プラー回転するコンパクトなエッジオン円盤とブラックホ

ールが存在することが明らかになった [2]。

NGC 4258を含む大半のメガメーザーにおいて、青方偏

移成分の強度は、赤方偏移成分の強度よりも小さい。Maoz

& McKee（1995）は、メーザー円盤内の spiral shock model

を用いて、高速度成分（赤方・青方偏移成分）の非対称性

を説明した [3]。このモデルからは、spiral shockの回転が高

速度成分の速度変化を導くことが予想される。彼らは、赤

方偏移成分は負の、青方偏移成分は正の速度変化率を持つ

と予言した。このモデルを確かめるため、NGC 4258の高

速度成分の速度変化率を測定した。

水メーザーの観測は、1992年1月から2005年4月にかけ

て行われた。図1はVLSR＝1220－1460 km s－1 の赤方偏移成

分の速度変化を示す。各観測においてピーク強度が≥ 5σの

成分をプロットしている。1992－2005年のデータを用いる

と、赤方偏移成分 10成分に対して、平均 －a＝－ 0.036±

0.007 km s－1 yr－1 の変化率が検出された。青方偏移成分1成

分の変化率は a＝0.20±0.10 km s－1 yr－1 だった。これらの

結果は、赤方偏移成分は速度が減少し、青方偏移成分は増

加するという、spiral shock modelからの予言に一致する。

対数スパイラル（渦状腕のピッチ角が一定）を仮定する

と、ピッチ角θPは、測定された速度変化率を用いて、次の

式で計算することができる。

tan=
a2

p
1 - yi X

- e o

ここでΩ＝2250 km s－1 は仮定された渦状腕のパターン速度

である。得られたピッチ角は、赤方偏移成分に対して平均
－θP＝ 2˚±1˚、青方偏移成分に対してθP＝ 13˚± 7˚であっ

た。

参考文献
[1] Yamauchi, A., et al.: 2005, PASJ, 57, 861.

[2] Miyoshi, M., et al.: 1995, Nature, 373, 127.

[3] Maoz, M., McKee, C. F.: 1998, ApJ, 494, 218.

NGC 4258水メーザー成分の速度変化

山内　彩 佐藤奈穂子
（九州大学／国立天文台・野辺山宇宙電波観測所） （北海道大学／国立天文台・野辺山宇宙電波観測所）

廣田晶彦 中井直正
（東京大学／国立天文台・野辺山宇宙電波観測所） （筑波大学）

図1．1992/1/12からの赤方偏移成分の速度変化．

図2．メーザー円盤内の渦状構造のイラストレーション．r－はメーザ
ー円盤の平均半径，θP とΩはそれぞれ渦状腕のピッチ角及び
パターン速度．
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野辺山ミリ波干渉計を用いて、93 GHzおよび141 GHzに

おけるGRB 030329 ミリ波残光の観測を2003年4月6日（バ

ーストから8.23日後）から2003年5月30日（バーストから

61.97日後）まで行った。GRB 030329母銀河における高感

度なCO（J＝1－0）輝線/吸収線の探査も行った[1]。

空間分解されないミリ波連続波源がGRB 030329の方向

に2003年4月21日まで検出された。この期間、連続波は、

他の報告と同様、急速に（∝ t－2.0）減光していた。これに

加え、我々のデータは、約数日という時間スケールの平坦

なフェイズを伴いながら階段状に減光していることを示し

ていた。もしこれがGRBの周囲における星間物質の密度ゆ

らぎによるものであるとすれば、観測された階段状減光の

時間スケールは、空間スケールにすると約1000 AUのゆら

ぎに相当することになる。

2003年4月10日から2003年5月30日までの間に得られた

データを足し合わせて作ったスペクトルから、赤方偏移し

たCO（J＝1－0）輝線と思われる微かな兆候を見出した。

その位置と赤方偏移はGRB 030329に一致するが、この輝

線の兆候が本物であるかどうかは更なる追観測による検証

が必要である。もしこの兆候がCO輝線である場合、その

フラックスは1.4±0.52 Jy km s－1 であり、これはM（H2）＞

109 M という分子ガス量に相当する。可視光で微弱なGRB

030329の母銀河は、多量の星間物質により深く隠されてい

る可能性を示唆する。

参考文献
[1] Kohno, K., et al.: 2005, PASJ, 57, 147.

野辺山ミリ波干渉計によるGRB0 30329の観測：
階段状光度曲線と母銀河の分子ガス

河野孝太郎、奥田武志、村岡和幸、小野寺幸子、祖父江義明　　　　濤崎智佳
（東京大学） （ぐんま天文台）

中西康一郎、鎌崎　剛、奥村幸子、久野成夫、石附澄夫、川辺良平　　　太田耕司　　　河合誠之
（国立天文台） （京都大学） （東京工業大学）

図1．波長 2 mmおよび 3 mmで観測された，GRB 030329の消え行く
ミリ波残光の画像．観測周波数，バーストからの経過時間，
および合成ビームが示されている．中心の＋はGRB 030329の
可視残光位置を示す．等高線は，141 GHz（2 mm）画像につい
ては－3σ，3σ，9σ，and 15σ，93 GHzの画像については2
σ間隔である．

図2．野辺山ミリ波干渉計により観測された，GRB 030329における
λ＝2 mm（四角）および 3 mm（丸）でのミリ波連続波フラッ
クス．上限値は2σ．

図3．（左）2003年4月10日から2003年5月30日までのデータを足し
合わせることで得られた，GRB 030329における98 GHz帯のス
ペクトル．速度分解能は48.6 km s－1，ノイズレベル（1σ）は
3.8 mJyである．（右）速度幅 220 km s－1にわたって積分した
CO輝線の兆候の積分強度図．図の右下に示した合成ビームの
大きさは7".0×6".3（position angle＝84˚）．等高線の間隔は 0.52
Jy beam－1 km s－1（1σ）．
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導波管スプリットブロックカプラーを用いた385-500GHz

用サイドバンド分離（2SB）SISミクサを開発した[1]。これ

はALMAのBand 8（385-500GHz）受信機に搭載される予定

である。大気による雑音を減らすためにはサイドバンド分

離ミクサが不可欠であるが、これまで 2 S Bミクサは

370GHz以下のものしか開発されていない[2]、[3]。本研究

は世界最高周波数のものの報告である。

2SBミクサを実現するにあたり、RF/LOカプラーの電磁

界設計・評価をおこなった。RF/LOカプラーはRF 90度ハ

イブリッド、LOカプラー2つ、同位相電力分配器の一体型

である（図1）。設計では、2つのブロックの位置ずれによ

る性能劣化を防ぐため、導波管（508μm×25μm）の片側

のみに加工をおこなう工夫をした。

RF/LOカプラーの評価として、高精度（μm）標準尺を

用いた機械測定（図2）、及びベクトルネットワークアナラ

イザを用いた振幅・位相特性の測定をおこなった。機械測

定による結果を用いた振幅・位相特性のシミュレーション

と、ベクトルネットワークアナライザを用いた測定結果は、

振幅で0.5dB以内、位相で10度以内に一致した。

開発した2SBミクサをALMA Band 8カートリッジ型受信

機[4]に組み込んで、サイドバンド除去比（IRR）および

single-sideband（SSB）雑音温度を測定した。その結果 IRR

は385-500GHzで9.5dB以上、典型値は15dBだった（図3

（a））。

SSB雑音温度は435GHzで量子雑音限界の5倍程度、385-

500GHzで量子雑音限界の 14倍以下であり（図 3（b））、

ALMAの仕様値をほぼ満足する広帯域・低雑音の受信機が

実現できた。なお、SISミクサはShanら[5]によって開発さ

れたものである。

参考文献
[1] Kamikura, M., et al.: IRMMW, in press. 
[2] Claude, S.: 2003, Proc. 14th ISSTT. 
[3] Asayama. S., et al.: 2003, ALMA Memo 453. 
[4] Satou, N., et al.: in preparation. 
[5] Shan, W. L., et al.: 2005, IEEE Trans. AS, 15, 503. 

導波管スプリットブロックカプラーを用いた
385-500 GHz用サイドバンド分離（2SB）SISミクサの開発

神蔵　護、富村　優　　　　　　関本裕太郎、浅山信一郎　　　　　　単　文磊
（東京大学） （国立天文台） （国立天文台／紫金山天文台）

佐藤直久、飯塚吉三、神庭利彰　　　　芹澤靖隆　　　　野口　卓
（国立天文台） （東京大学） （国立天文台）

図1．RF/LOカプラーの写真．RF/LOカプラーはRF 90度ハイブリッ
ド，2つのLOカプラー，同位相電力分配器からなる．

図2．RF 90度ハイブリッドの機械測定結果．

図3．開発した2SBミクサを組み込んだALMA Band 8カートリッジ
型受信機[4]の（a）サイドバンド分離比，および（b）single
sideband（SSB）雑音温度の測定結果．
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ほうおう座流星群とは、1956年に南極観測船・宗谷に乗

り組んだ第一次南極越冬隊員によってインド洋上で目撃さ

れた流星群である。母親は1819年に一度だけ出現したブラ

ンペイン彗星とされていたものの、その後の流星の出現は

ほとんど見られず、幻の流星群と呼ばれていたが、最近に

なってブランペイン彗星とほぼ同じ軌道を持つ小惑星2003

WY25が発見された。われわれは、この天体とブランペイン

彗星とをリンクさせた軌道をもとに、ダストトレイル理論

を用いて、1956年の流星群の大出現を再検討してみた [2]。

その結果、1956年には18世紀末から19世紀にかけて形成

されたダストトレイルが、地球軌道に集中して交差してい

ること、1950年から2030年の間を考えても1956年が最も

理想的な出現条件であることを見出した。この結果によっ

て、小惑星2003 WY25が、ブランペイン彗星と同一天体で

あることを示すだけでなく、1956年の突発的な大出現の理

由が明らかになった。

また、2014年にはやや出現が予測されるものの、このと

きのダストトレイルは、比較的近年になって形成されたも

のであり、出現するかどうかは、そのころに彗星が活動を

していたかどうかに依存している。このような手法は、ダ

ストトレイル理論に基づいて、こういった流星群の出現状

況を観測することにより、比較的不活発な天体の過去の彗

星活動度を探る新しいアプローチといえるだろう。

参考文献
[1] Huruhata, M., Nakamura, J.: 1957, Tokyo Astron. Bull. Second ser.,

99, 1053.

[2] Watanabe, J., Sato, M., Kasuga, T.: 2005, PASJ, 57, L45-L49.

1956年のほうおう座流星群の再検討　－幻の流星群の解明－

渡部潤一、佐藤幹哉、春日敏測
（国立天文台・天文情報センター）

図1．1956年における，ほうおう座流星群のトレイルの地球軌道と
の関係．上の図は1830年以前のトレイルを，下図はそれ以後
のトレイルを示す．1830年以前のトレイルのうち，1760年か
ら1814年までは，ほとんど重なっており，なおかつ地球軌道
と交差していることがわかる．流星群の出現継続時間は，
1）クロンクによるもの
（http://comets.amsmeteors.org/meteors/showers/phoenicids.html，
2005）と，
2）古畑＆中村の論文によるもの[1]とを表示しているが，特に
後者はぴたりと一致していることがわかる．
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木星のトロヤ群小惑星とは木星のラグランジュ点のL4
（木星の前方）とL5（木星の後方）付近に位置する2つの
天体群の総称である。これらの小惑星の起源は太陽系初期
の木星集積時に木星付近に散在していた微惑星だと考えら
れており、これらの天体が小惑星帯以遠の太陽系初期情報
を保存している可能性は高い。我々は木星のトロヤ群小惑
星に残されているかも知れない太陽系初期情報を探るため
の第一歩として木星のL4トロヤ群小惑星のサイズ分布を調
べた。
観測を新たに行ったわけではなく、我々が2001年から開
始したすばる望遠鏡によるメインベルト小惑星サーベイ
（Subaru Main Belt Asteroids Suvey（SMBAS））の画像データ
に写っていた1111個の移動天体から移動速度によって51
個のトロヤ群小惑星を抽出した（図1参照）[1]。サーベイ
領域は約3平方度で、L4点から前方に経度で約30度離れた
天域であった。トロヤ群小惑星の検出限界は、R＝24.4等
級でこの等級はL4トロヤ群のある位置で、絶対等級で17.7
等に相当し、既知のトロヤ群小惑星の平均アルベド0.04を
仮定すると直径1.9kmの小惑星に相当する。

我々のサーベイで検出された51個のトロヤ群小惑星のサ
イズ範囲は0.7km＜直径（D）＜12.3kmであった。小惑星
のサイズ分布は通常ある大きさ以上の小惑星の数を足し合
わせた累積度数（N）をベキ乗分布（N（＞d）∝D－b）で近似し
て、ベキ乗のインデックスb（図2での累積度数分布の傾き
に相当する）の値で評価する。図2が我々の検出した51個
のトロヤ群小惑星の累積サイズ分布である。2km＜D＜
10kmの範囲での累積サイズ分布の平均的傾きはb＝1.9±

0.1であった。この値は[2]が明らかにした4km＜D＜40km
のL4トロヤ群小惑星の累積サイズ分布の傾き（b＝2.0±
0.3）に一致している。
我々の累積サイズ分布を細かく見れば、D～5kmのあた
りで累積分布の傾きが変化していることに気づく。5km＜
D＜10kmの範囲でベストフィットしたベキ乗分布のインデ
ックスは b＝ 2.4± 0.1、2km＜D＜ 5kmの範囲では b＝
1.3±0.1であった。明らかに両者の傾きは異なっている。
このことから小さいトロヤ群小惑星の数は大きいトロヤ群
小惑星の数から外挿される数よりかなり少なくなっている
と言える。このようなサイズ分布の傾きの変化はメインベ
ルト小惑星のサイズ分布でも見られ[2]、サイズ分布が単一
の傾きを持つベキ乗分布で近似されるような初期分布を持
つ系が衝突進化を経た結果だと解釈されている。
我々の得たサイズ分布と、[3]によって提案されたL4ト

ロヤ群小惑星の空間分布を仮定して、直径1km以上のL4ト
ロヤ群小惑星の全人口を推定したところ、～6×105個であ
った。この数は直径1km以上のメインベルト小惑星の数～
6.7×105[4]に匹敵する。

参考文献
[1] Yoshida, F., et al.: 2005, AJ, 130, 2900. 
[2] Yoshida, F., et al.: 2003, PASJ, 55, 701. 
[3] Jewitt, D. C., et al.: 2000, AJ, 122, 2099. 
[4] Ivezić, Z., et al.: 2001, AJ, 122, 2749. 

木星のL4トロヤ群小惑星のサイズ分布と総数

吉田二美、中村　士
（国立天文台）

図1．検出された移動天体．横軸は黄経方向の移動速度，縦軸は黄
緯方向の移動速度である．メインベルト小惑星861個，ヒルダ
群10個，トロヤ群小惑星51個，他に近地球小惑星（グラフの
左の方に散在する点），ケンタウルス族，カイパーベルト天体
と思われる天体が検出された[1]，[2]．

図2．我々のサーベイで検出されたL4トロヤ群小惑星の累積サイズ
分布[1]．下横軸は絶対等級，上横軸は対応する直径が記して
ある．縦軸は累積度数である．絶対等級で17.7等が検出限界に
相当する．点線と破線はそれぞれ5km＜D＜10kmの範囲での
傾きb＝2.4と2km＜D＜5kmでのb＝1.3を表す．赤い線は両
者の傾きを滑らかにつないだもの．直径1km以上のL4トロヤ
群小惑星の数を推定する際に使った．
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IRSF/SIRIUSを用いた近赤外線（JHKS）撮像サーベイを
行い、ダスト減光（∝柱密度）の測定に基づいて、星形成
前後のグロビュール（孤立したデンスコア）の密度構造を
系統的に研究した。グロビュールの密度構造、力学的安定
性、進化について重要な知見が得られたので報告する[1]。
密度構造の解析に用いたBonnor-Ebert球モデル（[2]、[3]）
は、自己重力と外圧とで束縛された等温ガス球の密度構造
を記述する。解は無次元変数ξmaxで表され、ξmaxが臨界値
（＝6.5）より大きい場合は不安定、小さい場合は安定な平
衡解である。グロビュールの柱密度プロファイルのBonnot-
Ebertフィットの例を図1に示す。観測した10天体の全ては
Bonnor-Ebert球でよくフィットでき、それぞれのコアの物
理量とξmaxが求まった。密度構造の安定性解析に用いたサ
ンプルは、我々の観測（10天体）に過去の個別研究（4天
体）を加えた計 14天体（付随する原始星なし： 11天体、
あり：3天体）である。我々は、近赤外線観測に加えて、
野辺山45m鏡を用いたグロビュール分子輝線観測（C18O，
N2H

＋，J＝1→0）を行った。分子輝線幅の解析から、グロ
ビュールの乱流線幅は小さく、ほぼ熱的にサポート（Tkin

～10K）されていることがわかった。以上の観測、および
理論的な検討から判明した事柄を以下にまとめる（図2）。
（1）星なしグロビュールの密度構造は、熱的にサポートさ
れた臨界Bonnor-Ebert球に似ている。
星なしグロビュール 11天体中 7天体が、臨界値に近い

ξmax（＝6.5±2）を示した。このことから、星なしグロビ
ュールの密度構造は、臨界Bonnor-Ebert球で特徴づけられ
ることがわかった。乱流の散逸等により臨界を超えたコア
は収縮に対して不安定になることから、この結果は、コア
の重力収縮の初期密度構造が臨界Bonnor-Ebert球に似てい
ることを示唆する。

（2）一部の星なしグロビュールと全ての星ありグロビュー
ルは、不安定なBonnor-Ebert平衡解を示す。
星なしグロビュールのうち4天体が、明らかな不安定解

（ξmax≫6.5）を示した。不安定な平衡状態を長く維持する
ことは困難である。従って、これらの天体は、既に重力収
縮を開始しているか、磁場によるサポート等で安定化され
ている可能性（例えば、[4]）がある。星ありグロビュール
3天体の全てが、不安定解を示した。このことは、これら
の天体が既に重力収縮を開始していることと矛盾しない。
（3）臨界Bonnor-Ebert球に近い初期状態からの重力収縮モ
デルは、観測と調和的である。
モデル計算[5]に基づき、ほぼ臨界Bonnor-Ebert解の初期
状態から収縮を始めたガス球の密度構造進化を調べたとこ
ろ、収縮するガス球の密度構造の時間発展は、不安定な
Bonnor-Ebert平衡解の系列とよく一致することがわかった
（収縮ガス球は見かけ上Bonnor-Ebert球として観測される）。
自由落下時間は密度上昇とともに短くなるため、収縮を始
めたガス球はわずかに不安定な（ξmax～6.5）Bonnor-Ebert
解を長期にわたり模倣する。収縮モデルとξmax値とを対応
づけ、観測から得られた星なしグロビュールのξmax頻度分
布と、理論からの予測とを比較したところ、両者は矛盾し
ないことがわかった。

参考文献
[1] Kandori, R., et al.: 2005, AJ, 130, 2166. 
[2] Bonnor, W. B.: 1956, MNRAS, 116, 351. 
[3] Ebert, R.: 1955, Z. Astrophys., 37, 217. 
[4] McKee, C. F., Holliman, J. H., II.: 1999, ApJ, 522, 313. 
[5] Aikawa, Y., et al.: 2005, ApJ, 620, 330.

近赤外線観測で探るグロビュールの密度構造の進化

神鳥　亮、中島　康、田村元秀、立松健一　　相川佑理　　直井貴浩　　杉谷光司
（国立天文台） （神戸大学） （JAXA）（名古屋市立大学）

中屋秀彦　　永山貴宏、長田哲也　　栗田光樹夫、加藤大輔、長嶋千恵、佐藤修二
（国立天文台） （京都大学） （名古屋大学）

図1．グロビュール FeSt 1－ 457の柱密度プロファイル．実線は
Bonnor-Ebert球でのベストフィット，破線はAVの検出限界
（1σ）．はめ込みの図はFeSt 1-457 のJHKS合成図．

図2．ξmax対密度コントラスト（ρcenter /ρsurface）．実線はBonnor-Ebert
解．黒丸と白丸は，それぞれ星なし，星ありグロビュール．
縦の破線は，臨界の位置（ξmax＝6.5）．
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野辺山45m電波望遠鏡を用いて、衝突合体中の銀河Arp

220でアンモニアを観測したところ、幅の非常に広い吸収

線として検出されたので報告する[1]。

今回取り上げたArp 220は、距離約77Mpcの所にあり、

ガスが多い銀河である。この銀河は赤外線光度がかなり大

きく（およそ太陽光度の 1012倍）、“ultraluminous infrared

galaxy”と呼ばれる銀河の中で、代表的なものである。ま

た、電波観測などから、中心部に2つの核が見つかってお

り、銀河が合体している途中であると考えられている。

観測は、2004年5月に野辺山宇宙電波観測所の直径45m

電波望遠鏡を用いて行った。（J,K）＝（1,1），（2,2），（3,3），

（4,4）の各遷移（静止周波数は23.7－24.1GHz）の両方の円

偏波を、冷却したHEMT素子を用いた受信機を使用して、

同時に観測した。また、電波分光計として音響光学型のも

のを8台使用した（バンド幅は各々250MHz）。

4本の遷移とも主に吸収線として観測された（図1、ただ

し（4,4）は tentative）。これは、Arp 220の中心（約1秒角の

範囲）から出ている連続波を、手前にあるアンモニアが吸

収しているためと考えられる。（1,1）及び（2,2）遷移は重

なりあっているが、（3,3）遷移は重なりがなく、その全線

幅は約1800km/s（現在のS/Nでの概略値）であり大変広い。

線幅は遷移によって異なり、（3,3）及び（1,1）遷移が大変

大きな値を示した。このような広い幅の吸収線が分子で得

られたのは初めてである。

（1,1）及び（2,2）遷移を用いて、ガスの温度を求めた

ところ約42Kとなり、近傍銀河での値と比べると高めであ

った。また、アンモニアの柱密度は約2×1017cm－2と求ま

った。これは、系外銀河ではこれまでで最大の値であり、

ガス量が多いことを意味する。

今回の結果で最も特異な点は、（1）全線幅が非常に広い

こと、また（2）吸収線として観測されたこと、である。

この両方の点から、連続波が出ているArp 220の中心部の

コンパクトな領域において、激しいガスの運動が起こって

いることがわかった。その起源としては3つの可能性が考

えられる。（1）別の銀河NGC 4258では、銀河の中心速度

から±1000km/sに相当する超高速度の水メーザーが発見さ

れ、ブラックホールの周りを回るガス円盤から放射されて

いることがわかっている[2]、[3]。今回の結果は、速度的に

はNGC 4258と似た状況である。従って、ブラックホール

及びその周りを回るガス円盤（AGN）の存在が考えられる。

（2）中心部からの高速ガスの放出（jet）、または中心部へ

のガスの落下が考えられる。光及びX線の観測からは、そ

のような原子ガスがある可能性が考えられているが、アン

モニアのような分子ガスが存在するかどうかは不明であ

る。（3）2つの核が合体している途中なので、その周囲で

激しい乱流が発生する可能性が考えられる。

参考文献
[1] Takano, S., et al.: 2005, PASJ, 57, L29. 

[2] Nakai, N., Inoue, M., Miyoshi, M.: 1993, Nature, 361 , 45. 

[3] Miyoshi, M., et al.: 1995, Nature, 373 , 127. 

アンモニアの吸収線で見つかった衝突合体中の銀河Arp 220の超高速分子ガス

高野秀路、中西康一郎 中井直正 鷹野敏明
（国立天文台・野辺山宇宙電波観測所） （筑波大学） （千葉大学）

図1．銀河Arp220でのアンモニアのスペクトル．横軸は速度である．
また，縦軸は強度に対応する．（3,3）遷移は，全線幅がおよそ
1800km/sあり，非常に広い．曲線はガウスフィットの結果であ
る．
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宇宙を漂う星間ガスや塵は、外部からのトリガーなどを

きっかけに自分の重力で集まり、やがて中心に原始星が誕

生する。原始星は周囲の円盤（星周円盤）から物質が降り

積もることによりさらに成長する。太陽のような小質量星

はこのようなメカニズムで誕生することは観測からも裏付

けられている。しかし、大質量星の形成に関しては、未だ

に、小質量星と同じ「降着説」をとる考えと、小さな星が

衝突合体するという「合体説」をとる考えとがあり、決着

がついていない。

これを解決する手段のひとつは、質量降着において主た

る役割を果たす「星周円盤」が存在する確実な証拠を大質

量の若い星の周りに見つけることである。しかしながら、

大質量星は数が少ないうえ、大質量の若い星は比較的遠方

にある。最も近い大質量星形成領域であるオリオンでさえ

450 pcの距離にあり、典型的な低質量星形成領域の距離に

比べ約3倍遠い。期待される降着円盤のサイズはせいぜい

100－数100 AUスケールであるため0.1秒角程度の分解能

が必要となる。円盤の観測に有効なミリ波・サブミリ波で

は、まだこの解像度を得ることは難しく、いっぽう、解像

度では申し分のないハッブル宇宙望遠鏡による可視光観測

では星形成領域中の塵の吸収のため若い大質量星の星周構

造を見ることは難しい。

他方、すばるのような大口径望遠鏡に補償光学を組み合

わせることにより、現在、近赤外線波長において0.1秒角

の解像度を得ることは日常的に行われている。しかしなが

ら、この波長においては、今度は、中心の若い星自体が非

常に明るいために、近くにある星周構造を直接観測によっ

て見分けることは非常に難しくなってしまう。

このコントラストの問題を解決し、明るい中心の若い星

の近くの星周構造の有無を調べるために、私たちは、すば

る8m望遠鏡の大口径を生かす補償光学にさらに偏光機能

を付加させた[1]。これによって、中心星からの無偏光の赤

外線を抑え、星周構造による散乱に伴う偏光を検出するこ

とができる。得られた解像度は0.1秒角であり、世界最高

解像度の偏光観測となった。

BN天体は、オリオン大星雲にある太陽質量の7倍あるい

はそれ以上の若い星である。発見者である、ベックリンお

よびノイゲバウアーにちなむ名前である。赤外線波長では

全天でも有数の明るさを誇る。図1はすばるCIAO＋補償

光学による、波長1.6μmにおけるBN天体の偏光画像であ

る[2]。背景が偏光の大きさの擬似カラー、赤いベクトルが

偏光角とその大きさ、白い等高線は強度を表している。

赤外線の「強度」でみたBN天体は、基本的に点状天体

であり、わずかに、低いレベルでは上方に伸びた星雲を伴

うだけである。しかし、赤外線の「偏光」でみた場合は全

く異なり、あたかも蝶のような構造が浮かび上がった。こ

の構造は、中心の大質量の若い星のまわりに、太陽系のサ

イズの数倍程度小さな円盤と、それに垂直方向に伸びたア

ウトフローが存在することを明確に示している。モンテカ

ルロシミュレーションを用いて、このような構造が、観測

される偏光を再現できることも確認できた。円盤・アウト

フロー構造の存在は、小質量星と同様に、BN天体のよう

な大質量星も円盤からの質量降着によって生まれたことを

支持する。

このように、偏光を利用したシャープな赤外線観測を進

めることによって、今後は太陽の10倍以上の大質量星の誕

生メカニズムの解明にも迫ることができるだろう。

参考文献
[1] Tamura, M., et al.: 2003, SPIE, 4843, 190. 

[2] Jiang, J., et al.: 2005, Nature, 437. 112.

すばる望遠鏡による大質量星の星周円盤の発見

Z. Jiang、J. Yang 田村元秀、周藤浩士、石井未来　　深川美里
（紫金山天文台） （国立天文台） （東京大学）

J. Hough、P. Lucas
（ハートフォードシャー大学）

図1．すばる望遠鏡，補償光学AO，赤外線カメラCIAO，および偏
光器を用いて得られたオリオンBN天体の偏光画像．波長は
1.6μm（Hバンド）．
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星周エンベロープは原始星の質量供給源であるととも

に、惑星のゆりかごである原始惑星系円盤の質量供給源で

もある。エンベロープは回転や乱流、磁場、アウトフロー

といった複数の力学的影響をうけながら中心へと落下する
[1]。従って、原始惑星系円盤は落下エンベロープの物理状

態に依存した様々な規模と構造を持つことになる。円盤を

形成中のエンベロープの構造を調べることは原始惑星系円

盤の形成メカニズムの理解につながるとともに、観測され

る惑星の多様性 [2]を説明する手がかりとなる。

これまでの電波干渉計や赤外線の観測から、エンベロー

プはClass 0/I原始星（＜105年）の周囲に半径数1000AUに

わたり分布することが明らかになってきた [3]、[4]。しか

し、現在の電波干渉計の解像度ではエンベロープから円盤

への質量供給のメカニズムを議論できるほど詳細な構造を

観測することができない。ダストによる近赤外線の散乱光

の観測では、より高い空間分解能を達成するが、光源であ

る中心星の近傍（数100AU）の情報しか得られないことが

問題となっている。

明るい星雲を背景光として利用し、その減光から星周ダ

ストの空間構造を探る手法は、光源の問題を解決する。

我々はすばる望遠鏡に近赤外線観測装置 IRCSを取り付け、

M17大質量星形成領域にて電離領域から放射される赤外線

輝線Brγ（2.166μm）を背景光にしたシルエット天体の探査

をおこなった。その結果、半径6,000AUの巨大なシルエッ

トエンベロープを伴う天体M17-SO1を発見した（図1）[5]。

引き続きおこなったすばる望遠鏡 IRCSと中間赤外線観

測装置COMICS、野辺山ミリ波干渉計による多波長観測か

らM17-SO1は2.5－8太陽質量の中質量Class I原始星である

ことが明らかとなった。背景光はシルエットの最も濃い部

分でさえ透過して検出されたため、エンベロープの形状だ

けでなく柱密度分布の情報も得ることができた。エンベロ

ープは内側の密度の濃い部分と外側の薄い部分の2成分か

らなり、質量はそれぞれ0.006、0.08太陽質量と見積もられ

る。また、エンベロープのスケールハイトの分布は、中心

に2.5太陽質量以上の天体が存在することを示唆している。

シルエット画像には4本の腕状構造が見られる。この構造

は双極散乱光の端に沿って伸びており、フレア状エンベロ

ープから分離して見える。これは、薄いダストシェル構造

が両極方向に存在し、ダストシェルの内側で中心星の光が

散乱していることを示している。

本観測から、M17-SO1は外側と内側の二重のトーラスか

らなるエンベロープと星周円盤、薄いダストシェルを持っ

た中質量Class I YSOであることが明らかとなった。フレア

状エンベロープがダストシェルから分離していることは、

エンベロープのスケールハイトは（ダストシェルの形成要

因と考えられる）アウトフローによって決定されているの

ではなく、中心星の重力と圧力勾配や乱流、磁場による力

の力学平衡により決定されていることを示している。この

ことは、Class I原始星のエンベロープは、直接に中心星へ

落下する軌道をとるのではなく、赤道面の近くを経由して

落下することを暗に示している。

参考文献
[1] Shu, F. H., et al.: 2000, in Protostars and Planets IV, 789.

[2] Mundy, L. G., et al.: 2000, in Protostars and Planets IV, 355.

[3] Ohashi, N., et al.: 1996, ApJ, 466, 317.

[4] Padgett, D. L., et al.: 1999, AJ, 117, 1490.

[5] Sako, S., et al.: 2005, Nature, 434, 995.

巨大シルエットエンベロープ天体M17-SO1の観測

酒向重行、宮田隆志、鎌崎　剛　　　山下卓也、藤吉拓哉、寺田　宏
（東京大学・天文学教育研究センター） （国立天文台・ハワイ観測所）

片 宏一、本田充彦 岡本美子 Z. Jiang
（宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究本部） （茨城大学・自然機能科学） （中国科学院紫金山天文台）

花輪知幸 尾中　敬
（千葉大学・先進科学教育センター） （東京大学・天文学教室）

図1．（上）近赤外線JHKバンドのM17-SO1の疑似カラー画像．すば
る望遠鏡の近赤外線観測装置 IRCSと補償光学装置AOを用い
て2003年8月15日に取得．視野は14".8×7".4（下）Brγ（2.166
μm）を背景光としたM17-SO1のシルエット画像．2003年5月
23日に取得．観測装置，視野は上画像と同じ．
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国立天文台SOLAR-B推進室は、宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部とともに、SOLAR-B衛星プロジェクトに

おいて、全観測装置のシステム設計と衛星レベル試験、可

視光望遠鏡望遠鏡部、X線望遠鏡CCDカメラのハードウェ

ア開発、衛星レベルの汚染制御管理に大きく貢献している。

海外の観測機器開発担当機関と衛星システムとのインター

フェイスの役割も担ってきた。2004年度に実施されたフラ

イトモデルの機械的・電気的インターフェイス試験（一次

噛み合わせ試験）の後、3つの搭載観測機器は各担当に一

端返却された。搭載機器は試験で見つかった問題点の改修

や、単体レベルでの環境試験を終え、フライトモデル完成

品として2005年6月に宇宙科学研究本部クリーンルームに

再度集められた。フライトモデルの組立て、3つの望遠鏡

や太陽センサーとの光軸アライメント調整を行い、

SOLAR-B衛星フライトモデルの最終形態となった（図1）。

2005年8月より3つの観測装置や衛星バスシステムの総

合電気性能試験を行い問題なく終えた。2005年10月には、

ロケット打ち上げ時の振動環境下における衛星性能の健全

性を検証するため、衛星レベルの機械環境試験を行い、機

械環境試験前後で望遠鏡間の光軸アライメントに変化が無

いこと、機械環境試験後においても観測装置の電気性能に

問題がないことが確認された。2006年3月には宇宙科学研

究本部の大型真空チャンバーにおいて熱真空試験を行った

（図2）。軌道上熱真空環境を模擬した状況において、熱設

計の健全性確認、温度センサーやヒーターといった熱制御

系の機能確認、軌道熱真空環境下での電気性能の確認を行

った。これで環境試験を全てパスしたこととなった。

衛星試験と並行して、SOLAR-B衛星がもたらす科学デー

タの一次処理済みデータ及びその解析環境を提供すること

を目的として、国立天文台SOLAR-B推進室ではSOLAR-B

サイエンスセンターを発足させた。科学的成果を最大限に

引き出すために、解析ソフトウェアの開発や、天文台内外

の研究者がデータを解析するための計算機資源の整備をス

タートさせた。SOLAR-B衛星による観測について開発グル

ープ以外のより多くの方に理解してもらうことを目的とし

て、第1回SOLAR-B講習会を2006年2月に開催した。

2006年度には、5月から7月にかけ内之浦運搬前の最終

機能確認を宇宙科学研究本部クリーンルームにて行う。7

月末に内之浦に運搬され、8月からロケット組み立てオペ

レーションが始まる。そして、9月末にはM-Vロケットに

より、高度約680kmの太陽同期極軌道へと打ち上げられる

予定である。

SOLAR-B衛星打ち上げ迫る

勝川行雄、浅井　歩、一本　潔、加藤禎博、鹿野良平、熊谷收可、下条圭美、末松芳法
田村友範、常田佐久、殿岡英顕、野口本和、中桐正夫、原　弘久、宮下正邦、渡邊鉄哉

（国立天文台）

小杉健郎、坂尾太郎、清水敏文、松崎恵一、久保雅仁
（宇宙航空研究開発機構）

図1. 可視光望遠鏡開口ドア展開時のSOLAR-B衛星．中央が可視光
望遠鏡，右下がX線望遠鏡，左上が極紫外線撮像分光装置．

図2. 熱真空試験前のSOLAR-B衛星と宇宙科学研究本部の大型真空
チャンバー．温度調整のための試験用ヒーターが貼付られた
フレームで囲われている．
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VSOPを用いて行った活動銀河核3C 84に付随する若い電

波ローブの観測結果を報告する[1]。

Compact Symmetric Object（CSO）は、白鳥座Aに代表さ

れる様なFanaroff-Riley（FR）Ⅱ型に類似した電波構造を持

つが、その電波ローブの差し渡しが1kpc以下と典型的な

FRⅡと比べると103以上も小さな天体である。このコンパ

クトなサイズとFRⅡに類似の構造を持つことから、CSO

はFRⅡへと成長していく電波源の進化において若い段階

にある天体であると考えられている。

活動銀河核3C 84はペルセウス銀河団中の楕円銀河NGC

1275に付随するCSO天体で、z＝0.018と比較的近傍に存在

する。1masが0.4pcに相当しVSOPを用いるとsub-pcスケー

ルの構造の分解が可能であり、ゆえに準光速での運動が検

出可能である。3C 84のpcスケールでの電波構造は、明る

い中心核と南北にのびるジェットおよび電波ローブからな

り、構造の差し渡しが 10pc程度と、発達した白鳥座Aの

150kpcと比べると1万分の1以下と非常にコンパクトであ

る。また単一鏡の観測により、1960年はじめ頃からフラッ

クスが徐々に増加していき、1985年ごろにピークを迎え、

その後単調に減少していく様子が観測されている[2]。そこ

で我々は電波ローブの形成の様子を調べる目的で1998年8

月と2001年8月の2度に渡りVSOP観測を行った。

結果電波ローブが0.5c程度で膨張していることがわかっ

た（図1、図2左図）。電波ローブの誕生した年齢を電波ロ

ーブのサイズが0になるところまで外挿して求めると1959

年頃となり、この年は単一鏡観測で得られている、3C 84

のバーストが始まった年と一致する。我々は生まれて40年

しか経っていない若い電波ローブを観測していることになる。

上記のように、3C 84のフラックスは、単一鏡の観測で

は1982年頃に極大を迎え、その後単調に減少している。フ

ラックスの減衰は何かの冷却の機構と関係していると考え

られる。今回は、VSOPで捉えた膨張による冷却とシンク

ロトロン放射による放射冷却の効果を考えた。その結果フ

ラックスの現象は放射領域が電波ローブ全体を満たしてお

らず、電波ローブの表面に集められていると考えると断熱

膨張による冷却で上手く説明できることがわかった（図2

右図）。この描像はX線の観測により広がった電波ローブ

に対して得られている描像と矛盾しない[3]。一方でシンク

ロトロン放射による冷却と考えると50mG以上の磁場が必

要となり、現状他のCSO天体で測られている磁場よりも一

桁強い磁場が必要であることがわかった。

参考文献
[1] Asada, K., et al.: 2006, PASJ, 58, 261. 

[2] Nesterov, N. S., et al.: 1995, A&A, 296, 628. 

[3] Tashiro, M., et al.: 1998, ApJ, 499, 713.

VSOPが捉えた膨張する電波ローブ

浅田圭一、亀野誠二、井上　允 沈志強 堀内真司 D. C. Gabuzda
（国立天文台・スペースVLBI推進室） （上海天文台） （Swinburne大学） （Cork大学）

図1． 2回目の観測で得られた輝度の分布の割り算の図．中心核近傍
では割り算指数は1を示し，1回目と2回目の観測でそれほど
変化は見られないが，南側の電波ローブでは広い領域にわた
って輝度は減少していることがわかる．これが単一鏡の観測
で見られる輝度の減少に他ならないと考えられる．一方で南
側ローブの端では，割り算指数が1を超えており，局地的なフ
ラックスの増加を表している．このことは，全体的に見てフ
ラックスが減少しているにもかかわらず，南端のみで増加し
ていることを鑑みて，電波ローブが膨張したのだと解釈する
ことができる．

図2．（左図）ローブサイズの時間発展．最右2点が今回のVSOPの
観測結果．その他は1980年代のVLBI観測の結果．（右図）ミ
シガン州立大学の単一鏡観測による3C 84の光度曲線．曲線は
断熱膨張の効果のフィット曲線．
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すばる望遠鏡の補償光学（AO）を用いて、北銀極方向

にある視野1平方分角のブランクフィールド（Subaru Super

Deep Field; SSDF）におけるK'バンド（2.12μm）の深撮像を

行った[1]。補償光学とは、地球大気による波面の擾乱をリ

アルタイムに補正する技術であり、通常の地上望遠鏡での

観測に比べて非常に高い空間分解能を実現することができ

る。また、その結果として暗い銀河の検出感度が大幅に増

加する。

補償光学と近赤外撮像分光装置 IRCSを用いて26.8時間

に及ぶ長時間積分を行ったことで、K'～24.7等（5σ）とい

うこれまでで最も深い限界等級を星像の半値幅が約0.18秒

角というハッブル宇宙望遠鏡を超える非常に高い空間分可

能で達成した（図1）。我々は、このデータを用い、これま

でよりも約0.5等深いK'＜25等までの銀河計数を、高い信

頼性で見積った．その結果、K'＞22等での見かけの明るさ

に対する銀河計数の傾き（a≡d（log N）/dm）は、a～0.15

であり、K'＜22等での傾きa～0.2と比べて低くなる事を

明らかにした（図2）。これまで、いくつかの理論モデルで

は、非常に暗い矮小銀河の存在や[2]、高赤方偏移での銀河

の数密度の増加[3]が示唆され、K＞23等で銀河計数の傾き

が増加すると考えられていたが、我々の観測結果では、こ

れらのモデルは棄却された。また、我々は同データの高い

空間分解能を生かし、これまで到達できなかった0.1平方

秒角以下のスケールで遠方銀河の見かけのサイズと明るさ

の関係を表した。その関係を銀河の光度進化モデルと比較

した結果、遠方銀河のサイズ－光度関係は現在みられる銀

河での関係とほぼ変わらない事を明らかにした。
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補償光学によるすばるディープフィールドの近赤外撮像
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図1．IRCS＋AOで撮ったSSDFのK'バンド画像．視野は1’×1’．

図2．SSDFから求めたK'バンド銀河計数．これまでのデータ（[4]，
[5]，[6]，[7]）より約0.5等深くまで求めた．



40

近傍1型活動銀河核NGC 5548、NGC 4051、NGC 3227、
NGC 7469において、ダスト反響観測によるダストトーラ
ス内縁半径が見積もられた。他の観測報告や広輝線領域の
反響観測報告とも合わせ、活動銀河核の統一モデルが前提
とする描像がこれまでにない説得力で示されたため、これ
を報告する [1]。
活動銀河中心核（AGN/QSO）は、主にその紫外－可視

域のスペクトルの特徴から、幅の広い輝線（広輝線）と狭
い輝線（狭輝線）の混在する1型AGNと、狭輝線のみが存
在する2型AGNの2種類に分類される。この二つの型が存
在する理由を、[2]は、広輝線領域の外側を内縁とするドー
ナツ形の吸収物質領域（ダストトーラス）の存在と、それ
に対する我々の見かけの角度で説明するモデル（活動銀河
核の統一モデル）を提案した。このモデルの根拠となる重
要な観測は、1）2型活動銀河核において、周辺物質によっ
て散乱された偏光広輝線が観測されること、2）広がった
電離領域がコーン状の形状をしていることである。しかし、
ダストトーラスの内縁付近は現在の観測技術では直接空間
分解出来ないため、その実際の大きさや、その内側にある
はずであろう広輝線領域との関係について、確たる証拠は
これまでなかった。
上のモデルを実証するために我々は、ハワイ諸島マウイ
島ハレアカラ山頂（標高3050m）に建設したMAGNUM望
遠鏡を用い、ダストトーラス内縁半径をダスト反響法を用
いて測定することを試みた。AGNの反響法とは、AGNの
一般的性質である時間変動と光速の有限性を利用して、中
心放射源に照らされた周辺物質の空間的構造を、中心放射
源の時間変動と周辺物質からの放射の時間変動の時間差と
して観測する、ユニークな手法である。AGNの近赤外線
（λ～ 2μm）放射の起源は、中心放射源（紫外・可視光）
によって昇華温度付近（約1500K）にまで加熱されたダス
トトーラス内縁付近からの熱放射と考えられる。よって、
可視フラックス時間変動に対する近赤外線フラックス時間
変動の遅れΔ tが、ダストトーラス内縁半径に相当すると
考えられる（図1）。広輝線領域については系統的な反響法
観測がなされ、多数のAGNについて時間遅延が測られて
いた（例えば [3]）が、ダスト反響法については、これまで
系統的な観測例がほとんどなかった。
十分な期間のモニターデータが得られた複数の近傍1型

AGNについての解析から、V-bandフラックス変動からK-

bandフラックス変動への明瞭な時間遅延を検出した（例え
ば図2）。これらの時間遅延量を文献データ [3]と共に可視
光度vs.時間遅延量の平面にプロットすると、可視連続波に
対するK-bandの時間遅延量は、可視光度の0.5乗に非常に
良く相関し、さらにこれらは、同一天体の広輝線の時間遅
延の上限付近に存在することが分かった（図3）。これらの

結果から、1）トーラスに内縁が存在し、中心放射源の光度
とダスト昇華温度によって決定されること、そして、2）ト
ーラス内縁半径が、広輝線領域の半径のちょうど外側に存
在すること、つまりは活動銀河核の統一モデルが仮定はし
ていたが実証されていなかった描像が、これまでにない説
得力を持って示された。
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ダスト反響法による近傍1型活動銀河核のトーラス内縁半径の観測
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図3.   K-bandの可視光に対する時間遅延量（赤印）と，広輝線の紫
外/可視連続波に対する時間遅延量（青:Hβ，水色:Hβ以外）
を，横軸を可視光度にしてプロットした図． 塗りつぶした赤
印が我々の観測データ（文献 [5]のNGC 4151の観測点も含む）．

図2.  NGC 5548における観測光度曲線．緑●がVバンドの観測点，
赤○がKバンド（2μm）の観測点．赤線はKバンドの光度曲線
を50日左へシフトさせたもので，Vバンドの観測点と良く重
なる [4]．

図1.  ダスト反響マッピングの原理．左はダストトーラス断面の模式
図．右は中心放射源のフラックス（青）がδ関数的に時間変動
した際に予想される近赤外線フラックス変動（赤）の光度曲線．
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江戸時代の天文暦学や測量について研究する場合、最初
に史料原典の所在を知ることが不可欠である。所在検索は、
従来は「国書総目録」、「古典籍総合目録」（以下「国書・
古典」と略記）にお世話になるのが普通だった。しかし、
これらは、戦前から昭和30年頃までに採取されたカードを
元に編纂した目録であり（「古典籍総合目録」は昭和60年
頃まで）、その後、史料の所属が変更されたり、戦災焼失、
行方不明になったものも少なくない。また、「国書・古典」
は文学、歴史、美術など全ての分野を網羅しているため、
大部過ぎて検索に不便であり、天文・測量と関連分野だけ
の所在目録がぜひ欲しいと私たちは常々感じていた。一方、
戦後、日本経済の発展と共に各所に新たな図書館・博物館
が建設され、 多くの未知史料を含む所蔵目録が整備・出版
されて、一部は電子化もされてきた。そうした時代背景を
活用し、新たに広範な図書館・博物館における調査を実施
すれば、 有用な天文暦学の総合目録が作れるだろうという
思いが10年ほど前から私たちの心の中に次第に膨らんだ。
未知史料の調査を実施する前段階として、「国書・古典」
から天文暦学・測量等の項目を抽出し、「天文暦学・測
量・航海等の和書目録」をまず作成した [1]。全11巻、全
部で9500頁4段組、約65万タイトルを含む「国書・古典」
から、調査用目録に収録する天文暦学・測量のタイトルを
抽出するのに、数人がかりで約2年を要した。この作業に
は国立天文台留め置き金からも若干の援助を受け、総研大
の院生数人にも手伝ってもらった。この調査用目録が完成
した頃、文部科学省研究補助金特定領域研究、「我が国の
科学技術黎明期資料の体系化に関する調査・研究（江戸の
モノづくり）」（平成14～17年度）がたまたまスタートす
る直前であり、この科研費に参加するよう誘いを受けた。
そして計画研究班の一つに加えてもらうことができた
（「日本天文暦学史料のグローバルな調査と総合目録の作
成」、研究代表者中村士、課題番号14023112）。
班員は国内の10名の研究者と韓国、台湾、中国からの3

名の研究者である。それぞれが各県ごとに分担して日本国
内の図書館・博物館の調査を4年間にわたって行った。更
に、海外の図書館・文書館についてもそこに所蔵される明
治2年以前の日本天文暦学、測量等に関する写本、刊本を
調査し目録化した。目録の編纂作業はエクセルに基づいて
行った。それらの研究成果は、史料タイトルの五十音順に
編纂配列され、総合目録として 2006年 2月に出版された
[2]。
以下に、この目録の特徴をいくつか述べる。まず、米国
議会図書館、大英図書館、韓国中央図書館、台湾大学図書
館など、24箇所の海外図書館蔵書も収録したのが前例のな
い特徴である。また、所在は不明でも、他書に引用された
史料名も出来るだけ採録するように努めた。そのため、出
版目録の題名を、目録ではなく書目辞典としている。使い

やすさと過去の目録からの連続性を考慮して、各史料タイ
トルに関しては 「国書・古典」にほぼ倣った書誌情報の項
目と排列を採用した。「国書・古典」では、具注暦、伊勢
暦などの頒暦（毎年のカレンダー）も目録本体に含まれて
いたが、これらはいわゆる天文暦学史料とは性格が少し異
なることを考えて、私たちの目録では頒暦は附録に一括し
てまとめた。 江戸時代の日本暦学に大きな影響を与えたり
しばしば引用された漢籍（中国書）と洋書（主に蘭書）も、
それぞれのタイトルに簡単な注釈を付して一覧表の形で附
録に入れた。
当初の「調査用目録」に含まれていた史料点数が4150だ

ったのに対して、この出版目録では約6200のタイトルを収
容している。「調査用目録」中の史料数からほぼ5割増加し
た訳で、実質的な増補改訂と言って差し支えないだろう。
1タイトルあたりの所蔵先数を平均3～4箇所とすると、本
書はほぼ20,000～25,000箇所の所蔵先総数を含むことにな
る。
本書によって、現存する明治前の天文暦学・測量史料は
大部分が網羅されたと私たちは考えている。今回のような
規模での総合調査を近い将来再度行うことは恐らく容易で
はなく、たとえ実施できても今回と同程度の数の新出史料
が発掘できるとは思えないこと、歴史的史料というものは
一般に、時代が下がると共に失われていく運命にあること
を考え合わせると、本目録は今後数世代にわたって命脈を
保ち、天文暦学史の研究のみならず、洋学史、科学史など
の研究にも役立つと期待している。
なお、目録類はパソコン等で検索を行えることが利用上
最も重要である。そのことを考慮して、出版目録の版権の
問題が残っているが、この目録の元になった電子目録（エ
クセル）を公開する方向で今検討を進めている。
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`OHANA（Optical Hawaiian Array for Nanoradian Astronomy）

の干渉計観測の初成功について報告する。

`OHANA計画は、すばる望遠鏡を含むマウナケア山頂の

大望遠鏡を光ファイバーで結合し、最長基線約800mの巨

大な赤外線干渉計を構築する計画であり、2000年から開発

を行ってきた [1]。図1は `OHANAで使用する予定の、マウ

ナケア山頂の望遠鏡である。`OHANAは、既存の補償光学

を備えた大望遠鏡を干渉計として用いるため、容易に大規

模で高感度な干渉計を構築できる。`OHANAは、次世代の

赤外線干渉計である VLTI（ Very Large Telescope

Interferometer）やKeck干渉計に匹敵する感度を持ち、少な

くとも4倍の角分解能を持つため、AGN（Active Galactic

Nuclei）やYSO（Young Stellar Object）の中心部分を非常に

高い空間分解能で直接見ることができる [2]。`OHANAの

空間分解能は、近傍の星形成領域（150pc）なら0.05~0.8AU

に相当し、YSOジェットの発生領域、円盤と恒星の相互作

用などが観測できる。近傍のAGN（10Mpc）ならば0.02~0.3pc

を分解することができ、BLR（Broad Line Region）やトー

ラスの内側領域を観測可能にする。このような観測は、今

後10年間を考えれば、`OHANAによってのみ可能である。

我々は2005年6月に、望遠鏡間隔85mの2台のKeck望遠

鏡を、長さ300mのKバンドファイバーで結合し、干渉計

観測のデモンストレーションを行った [3]。望遠鏡からの光

は、ナスミス台にある補償光学の焦点近くに設置した光フ

ァイバーに入射され、ファイバーは望遠鏡トラスに沿って、

地下にある干渉実験室まで導かれている。遅延線、ビーム

コンバイナーはKeck干渉計のものを使用した。そして恒星

107Her（A7V, K等級 4.6）の干渉縞を観測することに成功

した [3]。図2は得られた干渉縞である。Visibilityは0.26で

あり、107 Herの視直径は点源と見なせるほど小さいことを

考えると、かなりに低い値だった。通常visibilityは、不完

全な光学系や偏光状態の不一致などで、予想される値より

も低くなる。この観測の場合、visibilityを低下させたのは、

Keck I と Keck IIの補償光学内にあるダイクロイックミラー

の材質が異なっているために生じた、色分散であった。こ

のダイクロイックミラーは容易に交換可能のため、次回の

観測では、より高いvisibilityが得られるはずである。また、

`OHANAの光の利用効率は悪天候のため0.5%という下限の

みが測定できた。ファイバーを使わない場合、Keck干渉計

の効率は1%であり、一方 `OHANAの効率は4%と予想さ

れていて、光学系の最適化を行うことにより、10%まで向

上可能である。よって `OHANAは潜在的にファイバーを使

わない干渉計よりかなり感度が高いと言える。

この実験の成功により、将来の最長基線800m、7台同時

干渉を目標とした、マウナケア大干渉計の実現に一歩近づ

いたと言える。今後は、2006年末にCFHTとGeminiを結合

して干渉計観測を行う予定である。また、数年以内に、

Subaruと2台のKeckを結合する実験も行いたいと考えてい

る。
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`OHANAのファーストフリンジ観測
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図1. マウナケア山頂の大望遠鏡群と `OHANAの全基線．

図2. 恒星 107 Her（A7V, K等級 = 4.6）の干渉縞．
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太陽近傍の星の周りにある暗い系外惑星の直接検出に

は、非常に高いダイナミックレンジが必要である（中心星

から約0.1秒角でコントラスト比が光の波長で10－9以下）。

その観測手法として、我々は、改良瞳望遠鏡とその前段に

ナル干渉計を置いて結合し（図1）、より高性能なコロナグ

ラフを構成する研究を行った [1]。

ナル干渉計は、高いダイナミックレンジを達成する一つ

の有効な方法である。その他にも、点像分布関数のハロー

強度を抑制する瞳関数改良法や、単一望遠鏡の光学系の中

で中心星の光を消去する新型のコロナグラフ法がある。2

つの波面によるナル干渉計は、理論的に軸上の点光源を完

全消去できるが、大きさが分解できる星では軸外光がリー

クする。しかし、なおフラットな1つの波面が出力される

ため、単一望遠鏡に効果を持つ別法を後段に結合すること

が可能である。

本研究で示した、ナル干渉計と改良瞳法の組合せでは、

それぞれの効果は独立で、効果が掛け算となり、片方ずつ

使うより特に中心星に近い部分で高いダイナミックレンジ

が得やすくなる。要求されるダイナミックレンジ10－10を達

成しようとするとき、前段のナル干渉計によって中心星が

減光されれば、中心星のハロー光と惑星とのコントラスト

も小さくなり、後段の改良瞳法は単独の場合に比べて少し

のハロー抑制で十分となる。例えば、ナル干渉計が10－3の

低減効果を持っていれば改良瞳法は10－10ではなく10－7の

ダイナミックレンジを実現すればよい（図2）。このことは、

改良瞳法の回折像半径を小さくしたり（例えば＜3λ/D）、

コロナグラフの透過効率を上げたりする効果があり、系外

惑星探査望遠鏡にとって有効である。

後段が改良瞳法による単一望遠鏡である場合は、目標の

系外惑星の中心星からの離角が望遠鏡の回折像半径より数

倍大きいケースに有効である。10pcの距離の太陽－地球系

は0.001秒角の視直径の星と0.1秒角の離角の惑星として見

えるが、口径6mの単一望遠鏡開口内に2つの3m副開口を

確保して開口間隔3mの干渉計とすれば、干渉後の3m望遠

鏡による回折像半径は波長600nmの観測では0.041秒角と

なり、惑星を分離できる条件を満たしている。

本研究では、ナル干渉計と改良瞳法の組合せのみ検討し

たが、ナル干渉計は光源の強度を減らす前置光学系として

働くため、いかなる単一望遠鏡光学系用のコロナグラフと

も組合せが可能である。波面誤差によるハローノイズ光に

対しては低減効果は得られない。一般的に言えば、あるナ

リング操作の結果、分解できる星の各点からの光が、射出

瞳面上でいくらか一様に残った波面となっていれば、より

高いコントラストを得るナリングなどの次の操作をさらに

加えることが可能であることを示唆している。

このコンセプトから類推して、より好条件で高いダイナ

ミックレンジが達成できる未知の光学系デザインや未知の

組み合わせを探査することが重要である。また、現実に使

用する光学部品に波面誤差などがある場合でも、この提案

を含む既知の手法や組合せを改良し、ノイズ光を落として

高いダイナミックレンジを得る可能性を探求することも重

要である。
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系外惑星観測のためのナル干渉計と改良瞳法の組合せ

西川　淳 小谷隆行 村上尚史、馬場直志　
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図1. ナル干渉計と改良瞳法を合体させたコロナグラフ光学系．単
一望遠鏡のコリメート光中から，等価的な口径Dの2つの開口
を抽出する．その2つのビームをナル干渉コンバイナーで中
心星の光の一部を打ち消し，次に改良瞳望遠鏡を適用してハ
ローを低減することにより，特に中心星に近い部分で高いダ
イナミックレンジの達成が容易になる．

図2. ナル干渉計と改良瞳の組合せによる，高コントラスト軸に沿
った強度プロファイル．打ち消しあう干渉では，3種類の改良
瞳（1, 2, 3）と円形開口（5）を，強めあう干渉では円形開口
の場合（4）を描いてある．
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長寿命の放射性同位体は原子核宇宙時計として利用され

ている。原子核宇宙時計は太陽系生成の研究、銀河系にお

ける過去に発生した元素合成の研究等に実際に利用されて

いる。しかし、銀河系や宇宙の年代測定に適切な10億年か

ら1000億年の半減期を持つ放射性同位体は限られているた

め、これまでこの範囲の半減期を持つ6個の原子核宇宙時

計が提案されているのみである。それらは、s過程等の年

代測定に用いる 40K[2]、78Rb[3]、超新星爆発の光核反応過

程のための 176Lu[4]、超新星爆発の r過程のための 187Re[3]、
282Th、238U[4]である。

187Re原子核宇宙時計を利用するにあたって最も重要な点

の一つが s過程による 187Reの生成量を正確に評価すること

である[5]、[6]。最初に、我々は 187Re原子核宇宙時計に対

して、186Re核異性体を経由した s過程の影響があることを

指摘したい（図1参照）。これまで、実験誤差の評価付きの

データが全く報告されていなかったため、核異性体の効果

が無視されてきたと考えられる。

次に、この影響の評価に必要な186Re核異性体への中性子

捕獲反応断面積の測定を原子力機構の原子炉 JRR4の熱中

性子を用いて測定した（図2参照）。Re試料に中性子を照

射し、186Re核異性体を生成する。186Re核異性体の崩壊によ

るガンマ線を測定した。その結果、186Reの中性子による基

底状態に対する核異性体の生成比を初めて誤差付きで評価

した。その比は、0.54±0.11％である。次に、統計モデル

を用いて s過程が進行する30keVの温度環境における核異

性体生成比を計算した。その比は1.3±0.8％である。この

値を用いて、定常流れモデルによる s過程の計算を行い、

核異性体を経由した 187Reの生成量を評価した。その量は、

s過程のみで生成される 186Osの量を基準として、0.56±

0.35％である。最後にプレソーラーグレインのような単一

の超新星爆発の影響を受けた試料[7]の年代測定に対する核

異性体の効果を計算した。その結果、この核異性体の効果

は評価した年代に対して最大で2％の違いしか生まない。

すなわち、187Re－187Os原子核宇宙時計の信頼性が高いこと

が判明した。
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超新星爆発の r過程のための 187Re/187Os原子核宇宙時計の高精度化 [1]

早川岳人 静間俊行 梶野敏貴
（原子力機構／国立天文台） （原子力機構） （国立天文台／東京大学／総研大）

千葉　敏 篠原信夫 中川庸雄 有馬大公
（原子力機構） （原子力機構） （原子力機構） （東北大学）

図1．187Re近傍の核図表．矢印は元素合成による核反応の流れを示
す．187Reは約 440億年の半減期で 187Osに崩壊する．187Reは
我々が提案する 186Re核異性体を経由する元素合成の流れでも
生成される（点線の矢印）．

図2．測定されたガンマ線のスペクトル．ほとんどのガンマ線は
184Reから放出されたガンマ線である．186Re核異性体の崩壊に
おいて最も強い137keVのガンマ線は明確に測定されている．
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本研究は、従来のR過程元素合成モデルではその重要性
が無視されてきた軽い質量領域の中性子過剰核反応が、重
元素合成量に与える影響を定量的に詳細に調べたものであ
る。[2]の研究によって、超新星ニュートリノ駆動風におけ
るR過程は、安定な鉄・コバルト・ニッケルに多量の中性
子が爆発的に吸収されて起こるのではなく、光分解された
自由陽子と自由中性子からなる高エントロピーのプラズマ
流が、ニュートリノとの相互作用によって中性子過剰とな
り、安定な鉄族を経ることなく一気にウラニウムやトリウ
ムなどの重元素合成に至るプライマリー過程であることが
明らかにされた。従って、軽い質量領域の中性子過剰核反
応は重元素合成量に大きく影響する。
個々の原子核反応に対するR過程元素合成量の依存性の
定式には、太陽ニュートリノ放射率の原子核反応率への依
存性の研究で採用された経験的な法則である巾乗関係[3]を
採用した。超新星爆風モデルへの適応を検証するために、
ニュートリノ駆動風として二つの流体モデルを用いた。さ
らに、実現可能性のある広い範囲のパラメータサーチのた
め、指数関数的モデルについても検証した。今回は主に、
最終R過程生成量の決定に重大な役割を果たす軽い領域に
存在する中性子過剰核について重点的に研究し、約20種の
重要な原子核反応への依存性を定量的に明らかにした。
この研究過程において、これまでに明らかにされていた
大きい質量領域の停滞元素（waiting point nuclei）130Cdや
132Snに加えて、新たに軽い質量領域の元素 8Li、17B、16C、

18C、24Oが停滞元素であることをつきとめた（図2参照）。
従来支持されてきた概念である中性子捕獲反応とβ崩壊の
競争による反応の流の停滞のみならず、（a，n）捕獲反応を
含めた3反応の競争により反応の流の進む方向が決まるの
である。
また、R過程元素合成サイトとして、超新星ニュートリ

ノ駆動風だけではなく、反挑型超新星爆発、ガンマ線バー
スト天体、中性子星連星系や中性子星－ブラックホール連
星系の合体爆発などをシミュレートする流体モデル[2]、[4]、
[5]を用いて、原子核反応率への依存性が異なるサイトにど
のように左右されるかを研究した。
本研究により、R過程元素合成を考えるうえでどの軽い

原子核反応が最も重要かというデータベースを提供するこ
とができ、今後の原子核素粒子反応実験に対する指針を与
えた。また、天体観測で、重元素とともにどの軽元素に注
目すべきかの指針も与え、R過程元素合成をより精密に理
解していくのに大きく貢献する論文である。
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超新星およびガンマ線バーストにおける
爆発的R元素合成過程の原子核反応依存性 [1]

佐々木孝浩 梶野敏貴
（日立ハイテクノロジーズ） （国立天文台／東京大学／総研大）

マシューズ, グラント J. 大槻かおり　　　中村　隆
（ノートルダム大学） （シカゴ大学） （東京工業大学）

図1．軽い原子核3体反応a（an,γ）9Beに対するR過程元素合成量の
依存性．3つの曲線はR過程元素合成でよく使われている異な
る核反応率に対する計算結果[1]．Y2ndとY3rdは核反応率への依
存性の検定に用いた第2ピークと第3ピークのR過程元素量の
質量範囲を示している．黒丸は太陽系組成のR過程元素量（任
意の単位）[6]を示している．

図2．新しく炭素のアイソトープに発見された停滞元素（waiting
point nuclei）16Cおよび 18C．新たに測定された 18C（n,γ）19C反応
断面積は，従来の元素合成計算で仮定されていたハウザー・
フェシュバッハ理論による予想値の約100倍であるため 19C元
素量が増大するが，19Cの中性子分離エネルギーが著しく小さ
いので容易に光分解し，その結果，18Cが新たな停滞元素とな
る．
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大質量星は超新星として進化の終りを遂げ、超新星はR
過程元素合成のサイトとして最も可能性のある候補であ
る。本論文は、超新星爆発の残骸、即ち中性子星かブラッ
クホールかという問題に、極めて重要な制限をかける内容
である。
重い原始星が重力崩壊した場合、ブラックホールが形成
される。ニュートリノ球と中性子化された中心から出てく
る強いニュートリノ流束が、ブラックホール形成により突
然遮られたらどうなるだろうか。同じ問いは、素粒子論の
立場からも研究されている[1]。超新星爆発で作られるR過
程元素に対するニュートリノ振動の影響は小さいことがわ
かっているので、ここでは、ニュートリノ流束がカットオ
フされる効果を元素合成の立場から考察する。
ブラックホール形成でニュートリノがコアバウンス後の
時間 tcutにカットオフされた場合を想定して、r-process生成
量を理論計算した結果、図1に示されているように 232Thや
238Uのようなアクチノイドに大きく顕著な効果が現れるこ
とが判った。
アクチノイド合成量の t＝ tcut依存性は、

a1 + /
z z z

t t
t

1

0

= +" 3

^ h
（1）

あるいは、これを規格化した

a1 + /z
z z

t t
1t

1
0

= =p " 3-

^ h
（2）

でフィットすることができる。
図2は、さまざまな爆発のタイムスケールτdynを持つ超新
星モデルに対して得られた結果を表している。ここで、z
≡ 232Th/（151Eu＋ 153Eu）、z t→∞はニュートリノが放出され続
けている（カットオフがない）場合の、z 1＋ z t→∞（≡ z 0）
はニュートリノが放出されない（完全なカットオフの）場
合の元素組成比を示している。t0はニュートリノ・カット
オフ効果が元素組成比に顕著に現われだす時間を表してい
る。ブラックホール形成のタイミングが、初期の高エント
ロピー状態における原子核統計平衡が切れてa-processが進
行しつつある時間前後である場合に、最も大きな効果が表
われることが判った。a＝3は超新星モデルには依存しな
いユニバーサルなパラメータである。
本研究で予測されるようなブラックホール形成をともな
う場合に相当するデータは、金属欠乏星の観測[3]でまだ検
出されていない。将来のすばる望遠鏡観測の充実に期待し
たい。また、核γ線観測の進展によって、超新星1987Aの
残骸にアクチノイドを直接検出することができれば、X線
パルスを放出しない理由が、一旦はニュートリノを放出し
て形成された原始中性子星がその後ブラックホールになっ
たためとする仮説が証明される可能性もある。
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ブラックホール形成をともなう超新星爆発での
R過程元素合成に対するニュートリノ効果 [1]

佐々木孝浩 梶野敏貴 A. B. Balantekin
（日立ハイテクノロジーズ） （国立天文台／東京大学／総研大） （ウィスコンシン大学）

図1．超新星ニュートリノ駆動風モデル [3]を用いて理論計算したR
過程元素合成のニュートリノ・カットオフ依存性．t cut＝0.001s
（dashed line），0.005s（dotted line），0.1s（dash-dotted line），∞
（solid line）に対応する．データは，すばる望遠鏡HDSで観測
した金属欠乏星での元素組成比 232Th/（151Eu＋ 153Eu），（235U＋
238U）/（151Eu＋153Eu）[4]．

図2．企画化されたアクチノイド合成量の t cut依存性，

az ( / )t t1 +

z z 1t

1 0
=

-
=p

" 3
vs. t＝ t cut．

さまざまな爆発のタイムスケールτdyn＝5, 10, 20, 30, 50msを持
つ超新星ニュートリノ駆動風モデルを用いた理論計算の結果で
ある．データは，すばる望遠鏡HDSによる観測結果[3]．
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宇宙論的初期磁場（Primordial Magnetic Field：以下PMF）

は、宇宙背景放射（Cosmic Microwave Background：以下

CMB）や大規模構造形成に強い影響を及ぼす。PMFは、主

にバリオン－光子流体の音速（スカラーモード）と回転

（ベクターモード）成分に強い影響を与える。私たちは、

CMB温度揺らぎに対するPMFのこの影響を考慮してスモ

ールスケールまで求めた理論数値計算結果とσ8＝0.9にお

けるSunyaev-Zeldovich（SZ）効果の理論値を組み合わせた

ものを、CMB温度揺らぎの観測データ（the Wilkinson

Microwave Anisotropy Probe : WMAP, Cosmic Background

Imager : CBI、及びArcminute Cosmology Bolometer Array

Receiver : ACBAR）と比較することで、PMFの上限が

｜Bλ｜＝7.7nGであることを突き止めた。さらに、私たちは、

この制限結果を用いてPMFの宇宙論的進化を洞察した。

PMFが十分初期宇宙に生成されるとすれば、スカラー密

度揺らぎと同じように、PMFの分布もpower lawで分布し

ていると仮定できる。先行研究では、このPMFのCMBに

対する影響を見積もるために解析的に行っていたが、この

方法は、ラージスケールに焦点を置いて近似しているため、

スモールスケールには使えない。そこで、我々は、ラージ

スケールからスモールスケールまで幅広くPMFの影響を調

査するために、近似を使う必要のない数値計算コードを構

築した。そして、PMFのCMBに対する影響を計算した結

果、スモールスケールにおいて、CMBの観測と理論値の不

一致を説明するのに磁場が有力な要素であることを示すこ

とが出来た[1]。

PMFを制限するために、1Mpcでの PMF強度｜Bλ｜、

power-law spectral index nBの他に、六つの宇宙論パラメータ、

ハップルパラメータ、バリオンとコールドダークマターの

密度、スカラー密度場揺らぎの振幅と spectral index、及び

光学的深さを平坦な宇宙モデルで同時に動かしてCMB温

度揺らぎを数値的に計算し、WMAP、CBI、及びACBAR

によって得られたCMB温度揺らぎの観測データに対する

likelihoodを初めて計算した[2]。その結果、PMF強度の上限

は、

｜Bλ｜＜7.7nG．

であることが分かった（図1）。

また、私たちは、（1）我々の結果[2]、（2）銀河団磁場か

ら類推されるPMFの下限、及び（3）重力波とBBN元素合

成によるPMFの制限[3]を用いて、磁場の生成と成長モデル

を考察してみた。その結果、BBN元素合成までにPMFが

生成されたとするPMF生成モデルが許されるPMFパラメ

ーターの範囲は、

1nG＜｜Bλ｜＜4.7nG，－3.0＜nB＜－2.4．

であることが判明した（図1）。

PMFは、磁気圧と磁気張力によって、大規模構造形成に

影響することが分かっており、我々のPMFの制限を用いれ

ば、大規模構造形成にたいする磁場の貢献度を決めること

ができる。もし、将来計画されている、CMBを今まで以上

に小さいスケールで観測できるPlanck Surveyorが成功し,

我々の研究と組み合わせれば、PMFをより高精度に制限す

ることができ、その成果を用いて、PMFの進化と成長、銀

河団磁場の起源、さらには、大規模構造形成に至る一連の

研究を飛躍的に発展させることができるであろう。

参考文献
[1] Yamazaki, D. G., Ichiki, K., Kajino. T.: 2005, ApJ, 625, LI. 

[2] Yamazaki, D. G., et al.: 2006, ApJ , 646. 719-729.

[3] Caprini, C., Durrer, R.: 2002, Phys. Rev. D, 65, 023517.

宇宙背景放射による宇宙論的初期磁場の制限

山崎　大 市來浄與 梶野敏貴 Grant J. Mathews
（東京大学・国立天文台） （国立天文台） （国立天文台・東京大学） （ノートルダム大学）

図1．CMB温度揺らぎの観測データによる初期磁場の制限[2]．縦軸
がPMF強度｜Bλ｜，横軸がpower law spectral index nB．赤色太
曲線と黒太点曲線は，其々ΔX2＝2.3，6.17を示し，其々の曲
線の下部が許容パラメータ領域となる．黒太線，水色点線と
桃色破線は，PMFが生成された時期に依存するPMFの上限値
を表したもので，PMF生成時期は，それぞれ，Big-Bang元素
合成（Nucleosynthesis）（BBN），電弱相転移，及びインフレー
ションとなる[3]．もしPMFがBBN時代，電弱相転移時代，及
びインフレーション時代に生成された場合，其々，許される
パラメータ範囲は，Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ，Ⅱ＋Ⅲ，及びⅢとなる．
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本研究ではニュートリノ振動を考慮して超新星における
7Liと11Bという軽元素の元素合成を調べた [1]。原始中性子

星表面から放出されるニュートリノは星内部を通過中にニ

ュートリノ振動によってその種族を変える。そして、その

ために起きるニュートリノのエネルギースペクトルの変化

が超新星で生成される 7Liと 11Bの生成量に影響を与えると

考えられる。

我々はSN 1987Aに対応する16.2M の星が進化した超新

星モデル [2]を用いて超新星の爆発的元素合成を数値的に求

めた。ニュートリノ振動パラメータについてはニュートリ

ノ振動実験から確証されたLarge Mixing Angle解を用いた。

しかし、mass hierarchyについてはまだ明らかにされておら

ず、θ13の値は上限値しか得られていない。そのため我々は
7Liと 11Bの生成量のこれらパラメータに対する依存性を調

べた。
7Liと 11Bの生成量のニュートリノ振動を考慮しない場合

との比と混合角 sin2 2θ13の関係を図1に示す。ニュートリ

ノ振動を考慮しない場合の 7Liと 11Bの生成量はそれぞれ

2.36×10－7 M と6.26×10－7 M である。この図から 7Liと
11B両方の生成量が sin2 2θ13に依存することがわかる。

normal mass hierarchyかつ sin2 2θ13 $ 2×10－3 の場合には7Li

生成量は約1.9倍となる。inverted mass hierarchyの場合には

同じ sin2 2θ13でも増加分は小さく、最大でも約1.4倍の増加

にとどまる。 sin2 2θ13 # 2×10－5 の場合には生成量の増加

はmass hierarchyに依らず約1.1倍である。11B生成量のニュ

ートリノ振動に対する依存性は7Liの場合よりも小さい。ま

た、mass hierarchyに対する依存性も小さい。11B生成量は

normal mass hierarchyかつ sin2 2θ13 $ 2×10－3 の場合に約1.4

倍に増加する。

我々は銀河化学進化モデルから導かれる超新星で生成さ

れる 11B生成量の範囲から超新星ニュートリノの温度と全

エネルギーのとり得る範囲を求めた [3]。しかし、これらの

不定性に起因する 7Liと 11Bの生成量の不定性によってニュ

ートリノ振動による効果が隠される。そのため、本研究で

は 7Liと 11Bの生成量の比をとることで個々の生成量の不定

性を相殺しニュートリノ振動の効果を示すことを試みる。
7Li/11Bの生成量のmass hierarchyと sin2 2θ13に対する依存性

を図 2に示す。ニュートリノ振動を考慮しない場合に
7Li/11B比が約0.6であるのに対してnormal mass hierarchyかつ

sin2 2θ13 $ 2×10－3 の場合には7Li/11B比は0.87以上になる。

つまり、ニュートリノ温度などの不定性を考慮してもニュ

ートリノ振動によって 7Li/11B比が大きくなることが示され

た。このことから、将来超新星における軽元素合成と観測

を組み合わせることによって mass hierarchyと混合角

sin2 2θ13 に制限を与えることができるかもしれない。

参考文献
[1] Yoshida, T., et al.: 2006, Phys. Rev. Lett., 96, 091101.

[2] Shigeyama, T., Nomoto, K.: 1990, ApJ, 360, 242.

[3] Yoshida, T., et al.: 2005, Phys. Rev. Lett., 94, 231101.

ニュートリノ振動を考慮した超新星軽元素合成

吉田　敬 梶野敏貴 横枕英和、木村恵一
（東北大学・天文学専攻） （国立天文台・理論研究部） （名古屋大学）

高村　明 Dieter H. Hartmann
（豊田工業高専） （Clemson University）

図1．7Li，11B生成量のニュートリノ振動による影響．横軸は混合角
sin2 2θ13，縦軸は

7Li（太線）と11B（細線）の生成量のニュート
リノ振動を考慮しない場合との比を示す．実線と点線はそれ
ぞれnormal mass hierarchy，inverted mass hierarchyに対応．

図2．7Li/
11

B生成量比と混合角 sin2 2θ13との関係．ニュートリノ温度
とニュートリノが運び去る全エネルギーの不定性 [3] を考慮す
ると7Li/

11
B生成量比は灰色領域で示される．
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1．全般

水沢観測所は重力観測研究（GGP）を主とする地球物理学

研究、月探査を主とする惑星物理学研究（RISEサブプロジ

ェクト）を行うとともに、水沢地区施設設備の維持管理、江

刺地球潮汐観測施設をはじめとする測地観測研究と共同利

用、天文保時室、VERA観測局支援等様々な業務を行ってい

る。

2．重力研究

（1）地球深部ダイナミックス研究（GGP）

江刺地球潮汐観測施設、神岡鉱山、北極・ニーオルセン、

オーストラリア・キャンベラでの超伝導重力計（SG）観測

を維持している。安全管理の面から、神岡SG観測室の排気

ダクト工事を行った。また、重力測定、研究の基礎データを

得る目的で、坑道外でのGPS測量と坑道内での高さ測量を実

施し、世界測地系に準拠したSG基台の高さを決めた。

スマトラ・アンダマン地震の天文台の3箇所を含むSGデ

ータから低周波自由振動周期をかつてない精度で決定でき

た。また、世界で初めて地球自由振動 0S0モードの地理分布

が見出され、振幅が成層回転楕円体から期待される緯度依存

性より約2倍程度大きく、3次元地震波トモグラフィーモデ

ルを使った理論計算とおおむね調和的であることがわかっ

た。しかし、キャンベラのデータがこのモデルでは説明でき

ない等、地球深部モデルの精密化への貢献が期待される。

地球流体核と固体内核境界の密度構造及び安定性の解明に

重要な地球固体内核の並進モード（Slichter 3重モード）の検

出精度をあげるため、周期及び減衰係数を未知とする、減衰

振動の非線形解析法を開発し、実データへの応用を行ってい

る。

江刺の歪計及びSGデータを使った自由核共鳴の解析から、

自由核章動FCRの17年周期変動が見出された。

（2）地球環境問題への取り組み

ニーオルセンでのSG観測の潮汐の年周変動が主に海洋潮

汐の季節変動に起因すること、季節変動が主に積雪量の季節

変化によることを明らかにした。このように、近年の測地観

測は地球の環境変動に伴う重力、変位への影響を議論できる

精度に達し、従来の気象学、海洋学、雪氷学とは別の切り口

から地球温暖化という人類共通の問題の研究へデータを提供

している。

（3）重力、測位観測における大気圧変動の影響の評価の

高精度化

気象庁による10km×10kmグリッドデータと現地気圧観測

データは平均値が0.3hP、標準偏差が0.1hPa台で合うことが

確認された。これは今後の重力、測位観測値との比較研究に

おいて大きな意味を持つ。

（4）絶対重力計開発

絶対重力測定の基本性能を直接左右する、新たな高精度自

由落下装置を開発した。同時に、自由落下中の落体の姿勢を

モニターする方法を考案し、落下特性を確認した。

短スパン（1m以内）でも長期間に渡り高精度の傾斜観測

が可能なレーザ干渉を利用したオイル管傾斜計の開発を目指

し、試作実験を行って実現に目途を立てた。

3．江刺地球潮汐観測施設

坑道内の共同利用スペースに、新たに石基台を設置し、安

定した実験の場を設けた。主たる利用法は、地震計、振動計

の検定、半導体レーザの周波数安定化実験、重力測定等であ

る。共同利用にも供される。

4．天文保時室

セシウム原子時計（HP社製5071A）4台及びVERA各局に

配備された水素メーザ時計（アンリツ社製RH401A）4台の

協定世界時と内部時計比較業務並びに運行監視・保守業務を

行った。9月には5071A1台のビーム管を定期交換した。

中央標準時（UTC（NAO））は年度を通して連続保時され、

UTC（世界標準時）からの偏差は目標である250ns以下に保

たれた。

局内時計比較値・GPS時計面との時計比較値を週報及び月

報として国際度量衡局に報告し、協定世界時並びに国際原子

時の構築に貢献した。また、情報通信機構（NICT）にGPS

時計比較値を報告した。

ロランC受信機による北太平洋ロランCチェーンの主局波

（新島）との時計比較、並びに長波電波時計装置による日本

標準時をモニターした。

時計比較データ集録装置を統合運用するソフトウェアを開

発した。

ネットワークにおける時刻現示サービスとして、GPS参照

型NTPサーバーに代えてセシウム原子時計参照型NTPサー

バーを整備し、ネットワーク時刻参照に対応した。

Ⅱ 各研究分野の研究成果・活動状況

1．水沢観測所
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5．共同利用

6件採択された。地球物理関連だけでなく、レーザー基礎

技術開発、基礎物理学実験にも課題がひろがった。

6．計算機更新

計算機レンタル期限切れに伴い、次期計算機仕様策定及び

調達を行った。期限切れと導入開始までのつなぎ計算機シス

テムの整備を行った。

7．広報普及活動

VERA観測所と共同で水沢地区特別公開を行った。地域市

民団体、水沢市の普及事業を共催及び後援した。

8．RISEサブプロジェクト

（1）SELENE搭載機器開発・運用準備

2007年打ち上げ予定の日本初の月探査衛星SELENE（セレ

ーネ）にはRISE推進室の担当する3つの観測機器が搭載さ

れる。裏側の重力場を初めて観測するためのリレー衛星搭載

機器（RSAT）、縁辺部の重力場と低次の重力場を高精度に観

測するため初めて月に応用される衛星搭載VLBI用電波源

（VRAD）、月全体の表面形状を高密度、高精度で観測するた

めのレーザ高度計（LALT）の搭載機器を開発し、フライト

モデルを完成させ、性能試験で所期の性能を満たしているこ

とを確認した。

レーザ高度計（LALT）については、低温を経験すると、

レーザ発振が停止するという重大な問題に遭遇したが、水沢、

三鷹、NECの3箇所での1年以上に渡る実験およびLALT単

体環境試験の結果、不具合の部位はポッケルスセル結晶にあ

ることが確認され、解決することができた。また、主鏡のコ

ーティングに微細な剥離が発見されたため、主鏡の再製作を

行い、システムに組み込んだ。

現在は、JAXAでの性能試験をほぼ計画通りに進めている。

データ取得関連ソフトウェアの開発、データベースの構築は、

製作を完了し適合性試験をほぼ計画通りに進めており、

end4to4end試験の段階に入っている。VLBIによる衛星追跡

の主局となるVERA4局に専用端末を配備した。試験観測で

明らかになった専用端末の不具合について原因究明を行い、

一部改修を行った。地上局の整備はターミナル装置の配備等

を順調に進め、一部不具合の改修を行っているが運用には影

響しない見込みである。

ESAの月周回衛星SMART41の電波観測を行った。運用体

制については新しい打ち上げ日に合わせたシミュレーション

を行い、より具体的な運用案の作成を行っている。

SELENE打ち上げ後の運用を想定し、必要なソフトの開発、

運用当番のシミュレーションを行い、運用を円滑に行い、デ

ータを確実に取得できるように整備した。SELENEの軌道デ

ータから月の重力場を高精度にかつ効率的に求めるための手

法の開発、誤差の評価等を行い、月の裏側を含めて重力場が

画期的な精度で求められることを示した。SELENEと過去ミ

ッションのデータ融合を念頭に置き、Lunar Prospectorデータ

を解析し独自の月重力場モデルを構築した。NASA/JPLで構

築されたモデルと比較し、データフィットと軌道の整合性の

観点から JPLモデルと同等のパフォーマンスを有することが

わかった。

（2）はやぶさと宇宙風化作用

小惑星探査機はやぶさの小惑星イトカワ接近フェーズの観

測計画に参加して、画像解析を行った。ISAS/JAXAの「はや

ぶさ」ミッションは、これまでの天体反射スペクトルの常識

を覆す結果を得ている。特に小惑星表面において、宇宙風化

作用の程度の違いによる不均質があることを発見し、その原

因が小惑星表面の物質移動によることを提唱した。また、粉

体レゴリスのみならず、岩石表面そのものが風化を受けるこ

とを発見した。

小惑星と隕石の反射スペクトルの違い、月の岩石とソイル

の反射スペクトルの違いを解明するための、宇宙風化作用の

実験を行っている。現在は、小惑星探査機はやぶさで得られ

る反射スペクトルの参照となる隕石データの取得を行ってい

る。最終的には小惑星の年代指標を与えることを目指してい

る。佐々木が東京大学で使用していたパルスレーザ照射実験

機器を、水沢観測所に移設した。昨年7月より稼働している。

これまでに、20サンプル近い隕石試料の照射を行っている。

はやぶさのイトカワ観測結果を説明するために、12月には

隕石固体試料への照射変成実験を行った。新規に導入した分

光器により、風化度をその場確認しながら実験を遂行できる

ようになった。レゴリス表面だけではなく岩塊表面も風化を

受けるというイトカワ表層の観察を説明できる結果を得た。

また、昨年度納入した、試料粉砕器が稼働しており、鉄を

含む隕石も250ミクロン以下の粉末に粉砕することができる

ようになった。これまでの隕石試料の実験では、鉄が粉砕さ

れず、試料の不均質もしくは、鉄組成が低い状態での実験を

余儀なくされた。宇宙風化作用にとっては、鉄の存在度が重

要であるため、隕石試料の風化実験がより正確に行えるよう

になった。

（3）将来探査計画への参加

JAXAの中長期ビジョンの中の次期月探査計画に対して月

面天文台を視野に入れたミッション提案を行っている。
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1．プロジェクト概要

（1）VERA

VERA計画の目標は、世界最高性能の位相補償VLBI観測

を行うことにより、銀河系内天体のアストロメトリ観測を行

い、銀河系全域の空間構造および速度構造を明らかにするこ

とであり、これが本プロジェクトの科学目標である。これを

達成するためには、銀河系内全域において20％以下の相対

精度で距離を計測する必要があり、従来に比べて100倍精度

の高い10マイクロ秒角のアストロメトリ観測を行う。これ

によって我々の銀河系内の約1000個のメーザー天体につい

て年周視差と固有運動の計測を行い、銀河系の3次元地図お

よび3次元ダイナミックスを明かにする。従来の対称性など

を仮定した銀河系回転運動曲線を仮定のないものにし、銀河

系内の運動学的質量分布を明らかにし、アーム構造や暗黒物

質の分布を明らかにすることを研究目標とする。さらに、年

周視差という仮定のない距離計測法の適用により、晩期型星

の高度―周期関係を較正することにより、距離指標に絶対値

を与えることや複合分子雲内の立体構造を明らかにすること

など、まったく新しい科学分野を開拓することが期待される。

これは、世界初の2ビーム同時観測システムの採用によって

可能になったが、このシステムの詳細な較正が要求され、計

測確度を如何に達成するかが大きな課題である。これには、

観測局位置を高精度で計測することが必須であり、VLBI、

GPS、重力計などを用いて総合的に精密計測を行うことが必

要である。これによって測地・地球物理学における研究も展

開されることが期待される。

システム構成としては、岩手県水沢市水沢観測所構内・鹿

児島県薩摩川内市鹿児島大学入来牧場構内・東京都小笠原村

父島・沖縄県石垣市名蔵の4カ所に口径20m電波望遠鏡を設

置し、VLBI観測装置として一体で観測を行うものである。

VERAのもっとも大きな特徴は、2ビーム観測システムを有

し0.3度角から2.2度角離れた2つの天体を同時に観測し、精

度の高い位相補償VLBI観測を実現することにある。また観

測データの記録レートは世界でもっとも高速度の1Gbpsのレ

コーダによって運用する。相関処理は、三鷹VLBI相関局に

おいて行う。

（2）光結合VLBI

光結合VLBI観測システムは、各局の電波望遠鏡で受信し

た信号を高速光ファイバー網によって結合し、リアルタイ

ム・広帯域での観測システムを実現するものである。国立天

文台野辺山45m電波望遠鏡・宇宙航空研究開発機構臼田64m

アンテナ・情報通信研究機構鹿島34mアンテナ・国土地理院

筑波 32m電波望遠鏡・岐阜大学 11m電波望遠鏡に加えて、

2005年度は国立天文台山口32m電波望遠鏡への新たな接続

を行った。データ伝送帯域は、各局より2.4Gbpsであり、世

界で唯一の実運用を行っている光結合VLBI観測網である。

これにより高感度のVLBI観測網を構築し、VLBIの観測対象

を新たに拡げるための基礎的な観測を行うことを目的にして

いる。

（3）大学連携・東アジアVLBI観測網

日本国内には、VERA4局をはじめとした北海道大学11m

電波望遠鏡・情報通信研究機構鹿島34mアンテナ・国土地理

院筑波32m電波望遠鏡・宇宙航空研究開発機構臼田64mアン

テナ・国立天文台野辺山45m電波望遠鏡・岐阜大学11m電波

望遠鏡・国立天文台山口32m電波望遠鏡などの多くのVLBI

観測局が存在する。これらの数は、1国としては世界最多で

あり、高いマップダイナミックレンジを持つ観測を行い、高

精度のマッピング観測を行う。観測周波数は、各観測局で共

通である8GHz帯と22GHz帯を使用する。

（4）重力観測研究

VERAによるmm測地の実現に向け、天文台がその一翼を

担っている超伝導重力計（SG）国際観測プロジェクトGGP

の枠組みでの観測を行い、得られたデータを国内・国外の研

究者に提供するとともに、自らも、地球回転・潮汐の研究、

地球の固体圏と流体圏のカップリングダイナミックス、また、

重力場と変位場の変動の関係について研究を行い、それらと

密接に関連する地球環境変動との関係についても研究し、社

会に貢献することを目標にしている。そのために必要な絶対

重力計の開発とそれによるSGの較正などの開発も併せて行

う。

2．プロジェクト進捗状況

（1）VERA

観測運用に関しては、水沢網運用センターからのリモート

観測によって4局の運用を行っており、年間4000時間以上の

観測時間を達成した。これによってオリオン領域の巨大分子

雲構造の解明・晩期型星の光度周期関係の確立・銀河中心領

域の距離計測の3つのプロジェクトを遂行するとともに、メ

ーザー天体と参照電波源のシステマティックなサーベイ観測

を行い、単一鏡観測による強度で星形成領域は20Jy以上・

晩期型星は10Jy以上の水メーザー天体について参照電波源

も併せたフリンジ検出観測を行い、今後の観測の方針の決定

に向けての検討材料とした。

さらにOrion4KLとS269において水メーザー天体の年周視

差の計測に成功した。それぞれの距離は、Orion4KLで430±

2．VERA観測所
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60pc、S269で5.3±0.6kpcと求められている。S269について

は、年周視差の計測においてもっとも遠くの天体の計測レコ

ードである。また測地観測においても、世界で初めて1Gbps

記録による測地観測を定常化し、高い精度の観測を進めてい

る。水平変位では、3mm程度の誤差での計測に成功してい

る。また試験的に22GHzでの測地観測も開始している。併

せて重力計による垂直変動のモニター観測も水沢局・石垣島

局において開始している。このように年周視差の計測に成功

し、近傍の天体については距離の計測が可能になってきた。

今後の課題は、これらの精度をさらに向上し、銀河系全域で

の年周視差計測を可能にする精度を達成することである。

その他、運用・保守などは定常化され、長期運用のための

検討・対策・体制がとられている。

（2）光結合VLBI

山口32m電波望遠鏡局に光ファイバーの接続を行った。さ

らに、現在の臼田・鹿島・筑波・岐阜・山口を結合した5局

10基線での2Gbpsのネットワークを世界に先駆けて定常化

し、観測を進めている。このためのシステムを構築し、マッ

ピング観測の試験を進めている。これによって高感度VLBI

観測による科学成果を今後生み出して行く。

（3）大学連携・東アジアVLBI観測網

2005年度より大学連携VLBI観測事業を開始した。マップ

ダイナミックレンジ 1000以上の高い品質の観測に成功し、

位相補償観測の性能についても確認され論文化された。各大

学に予算を移算することにより、円滑に各大学の望遠鏡につ

いて保守や研究員の雇用が可能になっている。これにより、

月間3－4回の観測事業が可能になっている。

東アジアVLBI観測網については、東アジア中核天文台連

合（EACOA）の元に東アジアVLBIコンソーシアムが形成さ

れ、今後の観測計画についての具体的な検討が進められてい

る。

（4）重力観測研究

海外展開しているGGPデータはスマトラ沖地震による地

球自由振動の地球表面での分布の観測に成功し、さらにニー

オルセン局においては、氷床変動と重力変化、地面変動の関

係が明らかになるなどの重要な科学的成果を生み出し、国際

的に高い評価を得ている。また、ニーオルセン局の超伝導重

力計をノルウェー地図局に移管する方針で検討を進めてお

り、これによりノルウェーにおけるこの分野の研究推進をは

かる一方で、国立天文台としては今後の観測負荷の軽減に努

めている。

3．共同利用・共同研究

（1）共同利用

共同利用観測については、22／43GHzで試験的な共同利用

観測を継続している。採択されたものは「Ⅲ　機構　８．施

設等の共同利用」参照のこと。

（2）大学連携

大学連携観測に伴い、北海道大学・岐阜大学・山口大学・

鹿児島大学・国土地理院・情報通信研究機構と共同研究協定

を結んで、共同研究を進めている。さらに宇宙航空開発機構

宇宙科学研究本部とも密接な研究協力関係にある。

（3）日韓共同研究

従来の日韓VLBI観測協定に基づくVERAとKVNの協力に

加えて、国立天文台と韓国天文研究院間において、2005年7

月7日に東アジアVLBI相関局の共同建設に関する覚え書の

調印を行い、高性能大規模VLBI相関局の共同開発を開始し

た。さらに、2004年度は、EAMA（東アジア天文会議）にお

いて組織された東アジアVLBIコンソーシアムが、2005年度

に組織化された東アジア中核天文台連合（EACOA）のWG

として位置づけられた。

4．広報普及活動

（1）施設公開

VERA各観測局において年間を通じて見学者を受けいれて

いる一方で、年1回の施設公開を引き続き行っている。特に

・　入来局においては、鹿児島大学・薩摩川内市と協力し

「八重山高原星まつり」を実施し、約2,000名の来訪者を

得ている。

・　石垣島局においては、地元の市やNPO八重山星の会と

ともに「南の島の星まつり」に協力して大きなイベント

となっている。

・　特に今年から、石垣島の3つの高校と石垣少年自然の家

と協力し、高校生の研究体験実習（ちゅら星研究探検隊）

を行った。16名の参加があり、メーザー天体を探すと

いう研究を行い発見することができた。高校生たちにと

って貴重な体験であったと同時に地元にとっても研究を

理解してもらうという点において効果的であった。また

結果については、日本天文学会春季年会ジュニアセッシ

ョンにおいて報告した。

・　水沢局においては、水沢高校がスーパーサイエンスハイ

スクールに選ばれていることもあり、連携して観測実習

を進めている。また結果については、日本天文学会春季

年会ジュニアセッションにおいて報告した。イーハトー

ブ宇宙実践センターとも連携し、観望会等に参加してい

る。
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・　小笠原局においては、小中学生向けに観望会を開催して

おり、学校との連携の元で観測所の設置目的や天文学に

対する理解が深まっている。

などの活動を進めた。

（2）その他

今年度から岩手大学工学部のインターンシップに協力し

た。これは、学生が地元の企業・研究所に出向き、実際の仕

事を体験して学習の意義を認識するための企画である。2名

の学生を機械工学科から受け入れ、アンテナの機械計測の実

習を行った。

5．研究会

VERA観測所および水沢観測所で共同で補助を行った研究

会は以下の通りである。

・　銀河系研究会2005（本間希樹、国立天文台）

・　VERAによる測地・地球物理研究ワークショップ（田村

良明、国立天文台）

6．VLBI運用小委員会

電波専門委員会の下部委員会で、VERAを初めとした国内

VLBI観測網の運用および方針を検討する委員会としてVLBI

運用小委員会を組織している。3回（5月11日、8月9日、11

月2日）開催し、VERAの基本方針および日本におけるVLBI

研究全体の方針と次期スペースVLBI計画に関する評価の議

論を行い、次期スペースVLBI計画（VSOP42）を推進する答

申を電波専門委員会に提出した。

1．45m電波望遠鏡

（1）活動報告

共同利用運用─第24期共同利用観測を2005年11月30日か

ら2006年4月28日まで実施し、その後学生実習などを行っ

た後5月10日に運用を終了した。2006年度夏のコリメータ更

新スケジュールの関係で例年より一ヶ月以上短縮された共同

利用期間となった。

大学における大学院生教育を支援するための教育支援枠の

新設、観測提案申し込みから実行までの期間短縮を目的とし

た応募日程の大幅変更、また、悪天候による時間ロスのバッ

クアップ（前期分のみ）を実行することで観測の完了する率

の向上を目指すといった改革を行った。

前期応募35件から14件（国内12/外国2）、後期応募28件

から9件（内9/外0）、教育支援枠は応募1件から1件、Short

programは応募 21件中 11件（内 9/外 2）を採択し実施した

（観測期間短縮にともなって、後期分の採択件数は減少した）。

この他、レインボー観測を2006年1月17日より2月7日の期

間に5件の共同利用及び所内観測を実行した。また、VERA

の試験的共同利用にも参加し3件50時間を実行した。

効率良くマッピング観測を行えるOTF（On-The-Fly）観測

の開発を進めてきたが、ユーザーからの高い期待や要望が多

く、最低限の環境整備が出来たのでシーズン途中から共同利

用公開を開始した。数件のOTF観測が行われた。

観測運用が停止するトラブル2件（冷凍機とアンテナ副鏡）

が発生した。特に、アンテナ副鏡のトラブルでは、観測運用

が約4日間にわたってストップすることとなった。上記トラ

ブル期間中の観測に対してはバックアップ観測を実施した。

これら期間以外は、概ね順調に共同利用運用を行った。

観測成果─ultraluminous infrared galaxy ARP220において、

高速回転するAGNの降着円盤に付随すると思われるアンモ

ニアの検出に成功した事を受け、同タイプの銀河数天体に対

するアンモニアの検出サーベイを継続実行した。

Target of Opportunity観測1件（マイクロクェーサーCyg4X3

のバースト観測）を実行し、その連続波フレアのモニター観

測に成功した。

近傍の大質量星形成領域Orion B分子雲とCepheus OB 3分

子雲のH13CO＋（J＝1－0）分子輝線を用いた無バイアス分

子雲コアサーベイが完成した。また、2kpc以内に有る分子雲

に深く埋もれた集団的星形成領域12領域のC18O（J＝1－0）

およびH13CO＋（J＝1－0）分子輝線によるサーベイを進め

観測が完了した。大質量星形成、集団的星形成を考える上で

貴重なサンプルを本観測によって検出することができた。

2．ミリ波干渉計

（1）活動報告

ミリ波干渉計共同利用観測は、2005年11月22日から2006

年4月17日まで、C配列（11/22－1/10）・AB配列（1/10－

2/21）・D配列（2/21－4/17）の順で実施された。この間、

第19期一般共同利用18件（応募32件）と、45m鏡とNMA

を結合させた7素子ミリ波干渉計（レインボー干渉計）の第

6期共同利用 5件（応募 5件）及び第 8期長期共同利用 1件

（応募1件、100GHz帯）が、所内観測（計22件、内1件は突

発天体の観測、レインボー観測3件を含む）とともに実行さ

れた。観測周波数帯は、一般共同利用で100GHz帯が14件、

150GHz帯が5件であった（1件は100・150GHzの2周波観

測）。また、レインボー第6期共同利用は、100GHz帯3件、

3．野辺山宇宙電波観測所
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150GHz帯2件であった。

レインボー観測は、2006年1月17日より2月7日までの21

日間を観測期間として、キャリブレーション観測の後、上述

の共同利用及び所内観測を実行した。今年度も、事前にフリ

ンジ試験等の準備を済ませて望んだ結果、観測システムとし

て非常に安定した運用を行うことができた。また、短期間で

のデータ取得率を向上させるために、各観測に十分な観測時

間（3割増以上）を割り当てた。期間の後半は、天候・シー

イング不順もあったが、共同利用観測の最終的なデータ取得

状況は5割程度となった。

所内観測については、星形成過程の研究と系外銀河中心領

域の物理過程の研究が主に行われている。星形成過程の研究

に関しては、分子雲コアから原始星へと進化する過程の中で、

特に中質量星形成の初期段階の分子雲コアに着目したプロジ

ェクト観測が行われ、今までにない高い感度で降着・散逸す

るコアや、それに付随する非常に若い分子流の検出に成功し

た。これ以外にも、様々な中心星質量や進化段階における星

周ガス・ダスト円盤やエンベロープの観測が進められてい

る。系外銀河中心領域の研究では、早期型銀河の中心領域で

の星形成活動発現のメカニズムを明らかにすることを目指し

て、早期型銀河の一酸化炭素輝線によるサーベイ観測を一昨

年度より継続し、その結果が博士論文にまとめられた。この

他、活動的な銀河における星間物質の物理状態の解明や活動

性の起源に着目した分子輝線・連続波観測が引き続き行われ

た。また、観測シーズン中に所内時間でTarget of Opportunity

観測1件（マイクロクェーサーCyg4X3のバースト観測）を

実行し、その連続波フレアの受信に成功した。

（2）機器整備

アンテナ関連では、年度当初にB号機のELギアボックス

からのオイル漏れが発生し、調査の結果、ELギアボックス

のオーバーホールを行ってオイルシールの交換等を実施し

た。また、観測期間中は、C号機の制御系通信エラーが頻発

しアンテナが停止することがあったが、昨年同様、アンテナ

コンソールからマニュアル操作で復帰させることができた。

これについては、継続して調査中である。年度末には通信障

害に起因してD号機主鏡の駆動に不具合が発生し、D号機の

運用を停止したため、1ヶ月以上5素子での観測を余儀なく

された（次年度早々に調査・修理済み）。受信機関連では、

A号機に100－150GHz広帯域受信機を搭載し、その結果6台

すべてのアンテナが広帯域システムに移行した。相関器関連

では、東大センターと協力してUWBCコンバータに256MHz

幅のフィルタを追加した。その結果、従来の2倍の周波数分

解能（1MHz）での観測が可能になり、系外銀河の巨大分子

雲観測などで威力を発揮している。一方、FX・UWBC両相

関器に共通した遅延追尾計算のバグが判明し修正を行った。

また、UWBC用AD変換器の1台に、年度末3月以降不具合

（データクロックの位相が安定しない）が発生し、現在、調

査修理中である。計算機関連では、データ解析較正ソフトウ

ェア（UVPROC2）について、ホスト計算機のOS更新に伴う

作業及び三鷹計算機センターへの配備が行われた。観測の精

度向上のための試験・システム開発に関しては、45m単一鏡

データと干渉計データの結合によるより広い空間周波数成分

をカバーしたイメージング手法の開発が、ここ数年の活動を

発展的に引き継ぐ形で行われている。

3．ASTE

（1）サブミリ波観測関係

1）サブミリ波天文観測の推進

2005年度はASTEにおける天文観測を重点的に推進すると

いう大方針にのっとり、立ち上げ作業完了後、優れた観測条

件が得られるチリの冬季6－11月を（一部メンテナンスに必

要な時期を除いて）サブミリ波天文観測を重点的に進める計

画をたてた。観測計画は基本的に昨年度に引き続き、大質量

星形成領域、小質量星形成領域、惑星系形成領域、銀河中心

領域、大小マゼラン雲、系外銀河の6つを重点とした。募集

した観測はすべてASTE会議の場で観測提案の説明をうけ、

それをもとにASTEのTACで更に審議したうえで観測を割り

付けて実行している。今年度も卓越した観測性能のもと、共

同観測研究プログラムやチリ時間を含む、数多くの観測を実

行することができた。一方、猛吹雪による障害も発生し、年

度後半は観測運用を事実上断念せざるをえなかった。

2）共同観測研究プログラムの企画および実行

「共同観測研究プログラム」は、ASTE望遠鏡の観測時間の

一部を日本の天文学コミュニティーに対して提供するという

初めての試みである。ASTEの移設当初から野辺山宇宙電波

観測所のユーザーズミーティングを通して関係者から強い要

望がよせられていたが、年度当初の立ち上げ作業において卓

越した観測性能が確認されたため、今回試験的に実施に踏み

切ったものである。ただしまだまだ未完成の部分の多い

ASTE望遠鏡により最大限の観測成果を輩出するため、観測

提案には望遠鏡を熟知したASTEチームのメンバーを共同研

究者として含めるというシステムで実行することにした。こ

れが「共同利用」と違い「共同観測研究」と称するゆえんで

ある。5月末に募集要項公示、7月1日プロポーザル締め切り

という短期間の募集となったが、それでも15件もの観測提

案を受けることができた。観測プロポーザルは、電波専門委

員会のプログラム小委員会による科学的審査を経た後、

ASTE TACによる技術審査にかけられ、最終的に10件の観測

を採択した。観測提案は銀河中心など南天に特徴的な天域に

集中し、観測時間帯によっては3倍の競争率に達するなど、

南半球に設置されているASTEの特色が色濃く反映される形

となっている。実際の観測は基本的に三鷹ないし野辺山に設

置された「ASTE観測室」から遠隔制御により行われ、チリ
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には現地対応のためにASTEチームからスタッフを配置して

の実行体制を組んだ。実施後に野辺山ユーザーズミーティン

グの場で1時間にわたり報告、議論の場を設けたが、観測者

からは今回の「共同観測研究プログラム」に対して非常に高

い評価をうけた。ぜひ来年度以降も条件を整備したうえで継

続したいと考えているが、一方でこのような計画を実行する

にあたり、それをサポートする側の人員体制の不足は深刻で

あり、現状の規模でもかなり人的には厳しいものがあったの

は事実である。

（2）装置、開発関係

1）度重なる猛吹雪の痕跡

本年9月中旬に大規模な猛吹雪に見舞われ、その復旧作業

中にふたたび2度目の猛吹雪に見舞われ、望遠鏡システムの

機器に大きなダメージをうけた。これによって発電機1機が

完全に故障、さらに制御系の一部や観測システムにも障害が

発生した。天候が安定した10月はじめより復旧作業を再開

し、故障箇所を特定、予算も厳しいなか制御系障害について

は職員が出動して修理し事なきをえた。しかし復旧作業はか

なり時間を要したため、年度後半の観測運用はすべてキャン

セルすることを決断し、同様の悪天候で再び大規模な障害が

発生しないように対策を打つことに重点をおいた。

2）アンテナの高精度化

2005年度はホログラフィー測定による鏡面精度検証作業、

指向精度の向上作業の2つが大きな柱である。鏡面精度検証

作業については、昨年度、主鏡面全体にわたり19μm r.m.s.

の非常に高い精度が実現されたのをうけ、今年度は1年経過

した後の鏡面精度の検証作業をおこなった。この結果、とく

に問題となる経年変化は見られなかった。またこの測定結果

をもとに、観測時の気象条件に最適化した鏡面設定にするこ

とができた。ASTE望遠鏡のチリ移設以来の大きな課題であ

った指向精度の向上については、アンテナ各部に設置された

温度センサーの値を取り込み、それを望遠鏡の温度モデルに

適用してリアルタイムに指向精度を補正するシステムを新た

に開発し、絶対指向精度誤差5秒角（夜間）を達成すること

ができた。ミリ波と違いサブミリ波帯にはポインティング天

体が少なく、絶対指向誤差の向上はそのまま観測精度や観測

効率の向上に直結する。

3）観測システム（分光計、制御系）

2005年の柱はOTF（On4The4Fly）観測モードの開発と導

入である。OTF観測法は従来のポジションスイッチ法による

観測と比較して、広域のマッピング分光観測の効率を飛躍的

に高めることができる技術である。本年は従前より開発して

きた制御ソフトウェアを実際に実装し、試験を経て実際に観

測に試験的に適用できるところまで作業が進んだ。これを用

いていくつかの観測対象について、これまでにない広域の画

像を短時間に得ることができるようになった。

（3）広報関係

ASTEのパンフレットを作成した。A4版両面で3枚相当の

もので、プロジェクトの沿革や概要、観測対象、装置、サイト、

初期成果などについて、英語と日本語の両方で記述されてい

る。このパンフレットは野辺山特別公開で広く配布したほか、

主要な研究会でも配布し、また関係者にも送付している。

1．電波ヘリオグラフ、強度・偏波計による太陽観測等

太陽活動は第23/24活動周期の極小期（2007年中頃）に向

かって低下している。衛星による太陽観測として、硬X線と

γ線でRHESSI衛星、軟X線やEUVなどでSOHO、TRACE

衛星、さらに宇宙天気予報のための軟X線撮像装置 SXI

（GOES12）などがあり、多波長で観測が続けられている。来

年度にはSTEREO衛星（NASA）、Solar4B衛星（ISAS/JAXA）

の打ち上げが予定されている。

野辺山電波へリオグラフは、年次点検保守とインターネッ

トによる遠隔診断システムにより、少ない人員体制で非常に

安定した観測を継続している。電波干渉計として最も重要な

電波位相の同期を可能ならしめている84台の位相ロック発

信器のうち、数台で位相ロックがはずれる現象が目立つよう

になった。原因調査を行った結果、参照信号の入力部分の

E/O変換器の劣化と電源に原因があることが判明し、来年度

処置することとした。また、過去の障害に関するデータベー

スを作成し、新たな障害が発生した場合の対処に利用すると

ともに、これを解析することにより、長期にわたる装置の保

守に役立てるべく作業を行っている。観測データは取得と同

時に画像化してインターネット経由で公開し、また、観測終

了後、フレアやリムからの放出現象（プロミネンス上昇等）

を検出し、これらのイベント毎に詳細な画像合成、動画作成、

ライトカーブの作成を行い、ホームページに掲載している。

1992年の観測開始以降のデータベースは、世界中の研究者

によって利用されている。これらのデータの保存や画像合成

のための計算機群（データ集録処理系）の更新を行った。性

能としてはほぼ現状維持であるが、経費は大きく削減するこ

とができた。

強度偏波計群（1.0、2.0、3.75、9.4、17、35、80GHz）の

うち、1GHz－17GHzのデータは、観測終了後1日のライト

カーブをWEBにて公開している。また、バースト発生時に

は、全周波数のライトカーブと最大フラックス値を公開して

いる。80GHzに関しては、信頼のおけるフラックス値が得ら

4．野辺山太陽電波観測所
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れておらず、原因を調査していたが、偏波切り替え器の劣化

が原因であることが判明し、強度のみの観測とした。データ

取り込みやアンテナ制御用の計算機のOSはMSDOSである

ため、順次LINUX化しており、データ取り込みの部分は完

成し、安定して運用に供されている。現在アンテナ制御用計

算機のLINUX化をすすめている。1－9.4GHzでは近年電波

障害が目立っており、その原因を調査した結果周波数毎の原

因が明らかになり、順次対策を行っている。

2．太陽研究と共同利用／研究

野辺山電波ヘリオグラフは1992年より14年間観測を継続

している。これらのデータはすべてオンライン化されており、

取得直後よりただちに公開している。よって、インターネッ

ト経由で外部より利用することができる。画像合成や解析の

ソフトウェア、利用マニュアルも整備しており、ユーザー登

録をすれば観測所の計算機リソースを利用することもでき

る。また、10分毎の画像データは、PNGおよびFITS形式で

保存されている。また、イベント（フレア、プロミネンス噴

出）が発生した場合には、高時間分解能画像やムービーを作

成し、インターネットからアクセスできるようにしている。

これらを用いた共同利用の成果が多く出版されている。

ほぼ毎年データ解析の研究会を開催しており、今年度は8

月22日－26日の5日間、「野辺山太陽多波長フレアデータ解

析研究会」を開催した。RHESSI/YOHKOH/NoRHのデータを

用いて、フレアにおける粒子加速の解析的研究を行った。参

加者は22名で、講師としてRHESSI衛星の運用およびデータ

解析を中心となってすすめている、UCバークレーのKrucker氏

を招聘した。その一部が学会や研究会などで発表されている。

国外から、データの共同利用のために研究者を招聘した。

米国メリーランド大学からKundu氏、Schmahl氏、White氏、

ロシアイルクーツクのSTP研究所からGrechnev氏、Uralov氏、

それに米国NASAからGopalswamy氏、中国紫金山天文台か

らJi氏、英国Warwick大学からNakariakov氏の計8名である。

前年度に開催した国際シンポジウムに際して企画した、野

辺山電波ヘリオグラフの PASJ特集号を出版し（“Recent

Results from the Nobeyama Radioheliograph”Vol.58, No.1）、10

編のオリジナル論文が掲載された。

3．実験室プラズマ研究者との共同研究

分野間連携による学際的・国際的研究拠点形成事業として

国立天文台と核融合研究所が行っている、「プラズマイメー

ジング」および「自然界と実験室のプラズマ研究の交流研究

拠点形成」プロジェクトに参加し、核融合プラズマと太陽プ

ラズマの共通の問題、特に高ベータプラズマに関する問題に

ついて議論した。今後も継続して共同研究を発展させたい。

4．その他

5月より、北條雅典氏が専門研究職員として加わった。ま

た、川島進氏が7月よりALMA推進室（先端技術センター）

の主任技師として転出した。関口英昭氏が3月末にて定年退

職した。

太陽観測所は、三鷹キャンパスの太陽観測施設、乗鞍コロ

ナ観測所、太陽活動世界資料室からなる。太陽の外層大気

（光球、彩層、コロナ、太陽風）の構造と活動現象（黒点、

白斑、紅炎、フレア）について、観測・理論の両面から研究

を行っている。主な観測装置は、三鷹の太陽フレア望遠鏡と

乗鞍のコロナグラフであるが、新たな観測装置の開発、皆既

日食遠征観測も行っている。また、黒点、フレア、コロナ等

の定常的な観測を長期間に渡り継続しており、諸外国の関係

研究機関と協力してデータの交換及び出版を行っている。

1．三鷹地区の観測施設

（1）磁場観測

太陽フレア望遠鏡は1992年の完成以来連続して活動領域

光球ベクトル磁場、Haフレアの観測を続けている。光球ベ

クトル磁場を取得するビデオマグネトグラフは世界でもっと

も高速且つ自動化の進んだ太陽磁場観測装置であり、3分に

1枚の時間分解能で磁場マップを取得でき、太陽光球内の磁

場の歪みの蓄積度合いをモニターしている。取得したデータ

の一部はオンラインで公開している。近年、太陽の磁場生成

機構及び活動現象に関連して磁場のよじれを表す磁気ヘリシ

ティーの研究が注目を集めており、均質且つ大量のデータを

保有している太陽フレア望遠鏡のベクトル磁場データが磁気

ヘリシティー研究に活用されている。磁気ヘリシティー研究

においては、地球シミュレーターセンターの草野完也プロジ

ェクトリーダーや東京大学理学系研究科地球惑星科学専攻の

横山央明助教授との共同研究、及び韓国の太陽グループとの

共同研究（2005－2006年度）を行っている。

また、太陽フレア望遠鏡ではHa線（波長656.3nm）によ

る彩層フレアのビデオ観測を行ってきたが、2001年10月以

降は花岡により開発された高速デジタル画像取得装置による

観測に置き換わっている。加えて、高速で偏光変調がかけら

れる強誘電性液晶を用いた高精度偏光観測装置も開発され

（花岡）、2005年度以降彩層ベクトル磁場の定常観測も行われ

ている。この成果の一つとして、フレア時にHa線での有意

な直線偏光が観測され、フレア発生に伴い生成される粒子ビ

5．太陽観測所
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ームの研究に新しい展開が期待されている。光球磁場観測に

おいても、今までのKDPとビデオカメラを強誘電性液晶と

高速デジタルカメラによる高速偏光変調取得方式に置き換

え、高精度化を図っている（2006年度より定常観測が可能

な予定）。

（2）CAWSES事業

2004－2008年はSCOSTEPの大規模国際共同研究である

CAWSES（太陽地球系の気候気象）が行われており、日本国

内での研究の一環として国立天文台では古い太陽画像データ

（フィルム、乾板、スケッチ）のデジタル化を行っている（3．

参照のこと）。

（3）黒点・白斑・Hαフレアの定常観測

2005年1月－12月の黒点・白斑の観測は、太陽全面望遠鏡

により行われた（225日）。この望遠鏡には口径10cmの屈折

望遠鏡と 2K× 2K素子のCCDカメラが搭載されている。

2003年まで行われていたHaフレアの自動検出観測はHaリ

オフィルターの性能低下及びビデオデジタイザー・システム

老朽化のため休止している。本年度リオフィルターの改修が

完了し、新しいHaフレア観測システムとして2006年度以降

定常観測を始める予定である。

2．乗鞍コロナ観測所

（1）概要

1949年の開所以来、10cmコロナグラフに加え、25cm分光

コロナグラフ、10cm新コロナグラフを用いて、太陽の外層

大気であるコロナ、彩層やプロミネンスの観測・研究を行っ

ている。散乱光の少ない大気（標高2876m）とシーイングの

良さに恵まれた環境はコロナ観測のみならず、太陽光球・彩

層の高分解能撮像・分光観測にも適し、他研究機関からの来

訪者による共同利用観測も行われている。25cmコロナグラ

フには世界最大級のグレーティングを持つ分光器が付属して

おり、CCDカメラによる精密分光観測を行っている。

冬季は雪に閉ざされ観測環境維持に著しい労力を要する一

方、観測できる晴天日数が少ないため、1998年より冬季は

観測所を閉鎖している。冬季の維持を無人・自動化するため、

発電機の交換、建物を補強し、衛星電話回線による遠隔環境

モニターなどを導入した。本年度は4月25日にヘリコプター

にて開所隊が観測所に入り、閉所は11月10日に完了した。

（2）10cmコロナグラフ

波長530.3nmのコロナ緑色輝線は、黒点相対数などと並ん

で太陽活動の基本的な指標である。10cmコロナグラフと直

視分光器による実視観測は1997年1月で50年近い歴史を閉

じ、複屈折フィルターとCCDカメラを用いた自動観測シス

テム（NOGIS：Norikura Green4Line Imaging System）に移行

した。複屈折フィルターに液晶を利用した可変遅延光学素子

が組み込まれており、緑色輝線と散乱光（連続光）の弁別、

輝線のドップラー偏移の測定が可能である。検出器のCCD

カメラは、緑色輝線コロナの2次元撮像・測光を高精度で行

うことができる。磁気嵐など地球磁気圏擾乱の原因となるコ

ロナ質量放出現象（CME）の3次元運動がわかる世界唯一の

観測装置であり、その特徴を生かした研究が行われている。

加えて10cm新コロナグラフも1991年より定常観測を行っ

ており、干渉フィルター（主にHa波長によるプロミネンス

観測）とCCDカメラによりデジタル画像を記録している。

（3）25cmコロナグラフ

口径25cm対物レンズを持つクーデ式コロナグラフはリト

ロータイプの大型分光器を備え、スペクトル観測によって太

陽のさまざまな現象の物理状態を調べることができる。最近

では主に冷却CCDカメラを用いたコロナの高精度分光観測

を実施している他、1997年に完成した液晶遅延光学素子組

み込みの汎用ポーラリメータにより、偏光を用いた光球、彩

層・プロミネンス、コロナの磁場診断も行っている。精密分

光観測の性能を向上させるため、本年度、CCDカメラのポ

ートを1つ増設し3波長同時観測が可能となった。インド天

体物理研究所の J.Singh教授は1997年以来、客員研究員とし

てたびたび来所し、多くのコロナ観測論文を出版して観測所

の研究活動に大きな貢献をしている。

（4）共同観測・共同研究

本年度は11件の共同利用観測を実施した。25cmコロナグ

ラフを用いた分光観測・偏光観測のほか、近年では地球物理

関係（気象、火山性地震調査）の利用も多い。

3．太陽活動世界資料室

世界各地の天文台が観測した、黒点・白斑、光球磁場、フ

レア、コロナ、太陽電波に関する資料を編集し、ユネスコ及

び国際学術連合（ICSU）の援助を受けて、Quarterly Bulletin

on Solar Activityとして印刷・出版している。三鷹観測所にお

ける太陽黒点・フレアの観測結果、及び乗鞍コロナ観測所に

おける 5303Åコロナ輝線の強度測定の結果は、Monthly

Bulletin on Solar Phenomenaとして出版している。

2002年から始めた、黒点スケッチ、フィルム、乾板など

の古い太陽観測データのデジタル化を、今年度も名古屋大学

太陽地球環境研究所のデータベース共同研究の配分を受けて

進めた。現状は以下の通りである。（a）黒点スケッチの全て

のデータ（1938－1998年）のスキャナー入力が完了し、今

年度の国立天文台三鷹地区特別公開日でも、「あなたの誕生

日の黒点スケッチ」を見学者に出力サービスをする企画を行

い好評であった。（b）乗鞍コロナ観測所の太陽コロナ画像

（35mmフィルム、1978－1991年）はすでに完了。（c）太陽
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全面白色光画像（キャビネ版シートフィルム、1968－1998

年）完了。（d）太陽全面 Ha線画像（35mmフィルム、

1968－1990年まで入力済み）。1968年以前の傷みの激しいフ

ィルムの処理が2005年10月に完了。（e）太陽全面白色光乾

板画像（1931－1968年、約1万枚）のデジタル化が現在進行

中である。

4．その他の活動

2004年度開始したペルーにおける太陽観測拠点設立のた

めの支援を継続している。ならびに共同研究協定によるナイ

ジェリアにおける太陽研究の支援を行っている。2006年初

めにナイジェリアより3名の研究者が来台し、太陽観測の技

術研修を行っている。

2006年3月29日の皆既日食観測のため観測隊（田中、斉藤、

木挽、桜井）をトルコのアドラサンに派遣し、極域の太陽風

の速度分布を求めるための良好なコロナ分光データが得た。

技術研修の一環として、日食データ解析をナイジェリアから

の来日研究者と共同で行っている。

以下の研究会を京都大学大学院理学研究科附属天文台及び

名古屋大学太陽地球環境研究所と共催した。「Solar4Bと地上

太陽観測の連携─太陽研究の新展開に向けて─」（2006年2

月6日－8日、於：京都・京大会館）。

岡山天体物理観測所は、わが国の光学赤外線天文学の国内

観測研究拠点として、188cm望遠鏡を中心に全国大学共同利

用を推進している。また、大学と共同で研究開発計画を進め、

大学における天文学研究の基盤を強化することにも貢献して

いる。同時に、観測所の立地条件および観測環境を生かした

独自の研究活動を展開している。

188cm望遠鏡の共同利用観測は、年間約200－220夜を割

り当て、機器の維持運用、観測者への各種サポート（観測サ

ポート、旅費・宿泊・生活サポートなど）を行う一方、共同

利用装置の性能向上のための改修、新しい共同利用装置の開

発、他機関からの持ち込み装置のサポートと運用などを行っ

ている。大学等との共同研究に関しては、京都大学新望遠鏡

計画、東京工業大学ガンマ線バースト追求プロジェクトなど

を共同で進めている。また、系外惑星探査計画を中心に、中

国、韓国などとの天文学共同研究を行っている。さらに、独

自の研究テーマとして、91cm望遠鏡を改造した超広視野近

赤外カメラ（OAO4WFC）の開発や可視低分散分光器

（KOOLS）の開発などを進め、これらを用いたサーベイ観測

を計画している。

2005年度は、事務支援員1名が9月末に退職した。2006年

3月時点の人員構成は、常勤スタッフ11名（内訳、助教授3、

主任研究員2、上級研究員1、研究技師2、技術員1、事務職

員2）、短時間雇用職員8名（内訳、研究員2、研究支援員2、

事務支援員2、業務支援員2）である。

1．共同利用

（1）概要

2005年は、前期（1月－6月）に117夜、後期（7月－12月）

に104夜をそれぞれ共同利用に割り付け、それぞれ観測提案

を募集した。観測提案書は岡山プログラム小委員会で審査さ

れ、前後期あわせてプロジェクト観測1件と一般観測16件が

採用された。前後期ともに、望遠鏡・観測装置ともに大きな

トラブルはなく、キャンセルした課題はなかった。

外部からの持込装置として可視低分散偏光分光装置HBS

を受け入れ、PIタイプの装置として前後期ともに共同利用に

供した。

海外からの観測申し込みに関しては、2005年前期に中国

から1件の応募があり1件を共同利用に採用し観測をサポー

トした。後期には中国、アメリカからそれぞれ1件応募があ

ったが、採用には至らなかった。

（2）施設維持管理

望遠鏡・施設の維持管理作業として、蒸着作業（6月）、

光軸調整・機器調整（6－7月）、注油（9月）などの定常作

業の他に、188cmドーム関連として、ドーム回転台車のレベ

ル調整工事（9月）、ドーム回転モータ再塗装及び床張り替

え（2月）、クーデ室屋上結露防止工事（3月）などを行った。

また、おおよそ1ヶ月半に1回の定期的な188cm主鏡洗浄作

業を行い、望遠鏡効率の維持に努めた。これらの維持管理作

業および観測装置の交換作業等は安全に行われ、事故は皆無

であった。

生活環境改善のために、本館1階の男子用トイレの改修工

事を行った。これにより、以前から問題視されてきた本館1

階の悪臭問題を解決することができた。

（3）会議

プログラム小委員会を5月31日と11月25日に行い、2005

年後期と2006年前期の共同利用について審議を行い、観測

プログラムを編成した。

8月22日－23日に国立天文台三鷹キャンパスにて、岡山

ユーザーズミーティング（第16回光赤外ユーザーズミーテ

ィング）を、すばる小委員会シンポジウムと合同で開催した。

観測所の現状報告、研究成果報告を行い、共同利用学生枠設

置、京都大学新望遠鏡計画などについて議論を行った。

6．岡山天体物理観測所



59

（4）観測・研究の成果

2005年の共同利用で観測された天体は、主に恒星であり、

太陽系天体、惑星状星雲などが少数あった。これは公開され

た観測装置がHIDESとHBSであったことに拠っていると思

われる。恒星の高分散分光観測による金属量解析や精密速度

測定による系外惑星探査が主な観測テーマであった。

これまでと同様に、共同利用の枠の中で個々の研究者グル

ープによって多数の観測研究が進められており、それぞれの

研究成果は、研究会や学会で報告され論文にされている

（個々の成果はユーザーズミーティングや該当する研究会の

集録および学会の報告などを参照されたい）。

2．観測環境モニタ

気象やシーイングなど各種の観測環境をモニタして、観測

に役立てるとともに、将来に向けたサイト調査を行ってい

る。

2005年度は、次期望遠鏡設置サイトとして有望な駐車場

東丘に可搬型のシーイングモニタを設置し、シーイング測定

を行った。同時にCT^2計測を行った。その他、気象モニタ、

雨滴センサなどの維持管理と運用を行い、共同利用観測を支

援した。

3．共同利用観測装置の開発

（1）HIDES

HIDESは現在共同利用に供しているクーデ高分散分光器で

ある。2005年度は、新しいフィルター交換機構を設置し、

種々のオーダーソーティングフィルターを常設した。ガイド

ソフトウェアを改修してオフセットガイドを可能とし、広が

った天体の観測に対応した。また、将来の拡張としてCCD

のモザイク化に対応したデュワーを製作した。

（2）ISLE

近赤外多目的カメラ ISLEの開発を進め、検出器（HAWAII

アレイ）駆動回路において世界最高レベルの低ノイズ（1回

読み出し当たり約8電子）化に成功した。10月からは188cm

望遠鏡に装着して試験観測を実施した。限界等級測定や装置

のたわみに試験などを行い、撮像機能に関しては研究に使え

るレベルにまで到達した。これを受けて、2006年後期から

PIタイプ装置として共同利用に供することとなった。

4．大学等との共同研究

（1）ガンマ線バースト光学追跡計画

東京工業大学河合研究室と共同でガンマ線バーストの光学

追跡観測を進めている。

2005年度は、望遠鏡制御系の安定化を目指して改良を行

った。また、低温下での制御ボードの動作異常にも対処した。

この結果、制御系トラブルによる観測停止はほぼ皆無となっ

た。ガンマ線バーストの追跡観測は合計18回行い、このう

ち 4回で可視残光検出に成功した。このうち、GRB060115

（z＝3.53）については世界で唯一初期残光の三色同時撮像に

成功した。

（2）広島大学1.5m望遠鏡移設計画

広島大学宇宙科学センターが進めている1.5m望遠鏡（赤

外シミュレータ）の移設計画に協力した。1.5m望遠鏡主鏡

蒸着作業を共同で行い、三鷹キャンパスからの望遠鏡撤去作

業に立ち会った。

（3）京都大学新技術望遠鏡計画

京都大学が進めている3m級新技術望遠鏡計画を、岡山天

体物理観測所の将来計画の一環と位置づけて協力推進体制を

築いている。2005年度は、望遠鏡ドームの初期設計を行い、

分割主鏡の支持機構についての基礎実験に協力した。

（4）東アジア惑星探査計画

中国の 2.16m望遠鏡、韓国の 1.8m望遠鏡、当観測所の

188cm望遠鏡と共同で、お互いの望遠鏡時間を提供しあいな

がら、G型巨星周りの系外惑星探査計画を共同で進めている。

2005年度は、三カ国でそれぞれ15－20夜をこの計画に割り

当て、100星近くの視線速度をモニターした。この計画は少

なくともあと2年程度は継続する予定である。

5．独自の研究計画の推進

（1）超広視野赤外線カメラによるミラ型変光星探査

91cm望遠鏡を超広視野赤外線カメラに改造し、銀河面の

ミラ型変光星を探査する計画である。2005年度は、主要光

学系およびクライオスタットが完成した。また、91cm望遠

鏡の赤外性能を向上させるために、主鏡の金蒸着を行った。

（2）可視分光撮像装置KOOLSの開発

観測所時間を利用して装置を望遠鏡に取り付け、撮像・分

光の試験観測を行い、装置性能の評価を行った。VPHグレ

ーティングを理研のグループと協力して製作し、その性能評

価を行った。また、CCDのチャージシャッフリング機能の

性能評価を行った。2007年前期からPIタイプ装置として観

測所外からの観測申し込みを受け付ける予定で準備を進めて

いる。

6．広報普及活動

年間を通じて188cm望遠鏡およびドームの一般公開を行っ

ている。2005年度は14,356名の来訪者があった。



60

8月27日（土）に「大きな望遠鏡をかんじてみよう」をテ

ーマに施設特別公開を行った。887名の来所があった。また、

4月16日（土）、11月12日（土）、3月11日（土）に特別観望

会を行った。それぞれ抽選で選ばれた約100名の来所があっ

た。

この他、地元三町（鴨方町、金光町、矢掛町）の小学生の

観測所見学会（鴨方町との共催）、「天文講座」（5回開催）、

「岡山観測所講座」（3回開催）を行い、市民に広報普及を行

った。

ハワイ観測所は、米国ハワイ州ハワイ島マウナケア山頂に

ある「すばる望遠鏡」（口径8.2mの大型光学赤外線望遠鏡）

を用いた共同利用観測・観測データアーカイブシステム運用

事業と、観測的研究、および、望遠鏡システム・観測装置・

データ処理ソフトウェアの開発研究を行っている。

平成17年度は、9つの共同利用装置｛微光天体撮像分光装

置（FOCAS）、高分散分光器（HDS）、近赤外線撮像分光装

置（IRCS）、OH夜光除去分光器（OHS）、主焦点広視野カメ

ラ（Suprime4Cam）、冷却中間赤外線撮像分光装置（COMICS）、

冷却赤外線撮像分光器（CISCO）、多天体赤外撮像分光装置

（MOIRCS）、および補償光学システム（AO）｝を運用した。

17年度は、上期および下期の期間を変更するための遷移期

間に当たり、それぞれ5ヶ月ずつのS05A（従来の上期に相

当）、S05B期（下期相当）、および、2月1日開始となるS06A

期の最初の2ヶ月分の共同利用が行われた。S05A期とS05B

期には、UH時間、サービス観測、バッファ枠、補填観測を

のぞく通常枠およびインテンシブ枠として、89夜および81

夜が共同利用に供された。OHSは、S05B期においてその所

期の役割を果たしたとして、運用を終了した。S06Aより、

MOIRCSが共同利用装置として公開が開始された。また、17

年度においても、近赤外線コロナグラフ撮像分光装置

（CIAO）を準PI装置として運用した。

1．ハワイ観測所プロジェクトのスタッフ

平成17年度（当初）、ハワイ観測所プロジェクトにおいて

は、これを本務とする研究教育職員16名（1名は三鷹勤務、

2名はハワイ観測所に長期出張）、技術職員9名（1名は三鷹

勤務）、事務職員7名、プロジェクト研究員3名（三鷹勤務、

3月末4名）、研究支援員1名、学振など研究員3名、事務支

援員5名（三鷹勤務）、および、併任として、三鷹すばる室

メンバーなど、19名の研究教育職員（1名はハワイ観測所に

長期出張）が所属した。また、ハワイ観測所に84名（年度

当初）が勤務しており、その内訳は、支援科学者、ソフトウ

ェアおよび観測装置などのエンジニア、施設、機械、車両、

実験室の技術者、望遠鏡・装置オペレーター、秘書、図書、

事務職員である。これら職員が力を合わせて、望遠鏡、観測

装置、観測施設の運用、共同利用観測の遂行、開発・研究、

広報普及、そして教育活動を行っている。

2．教育活動

平成17年度においては、ハワイ観測所において、13名の

大学院生（受託院生を含む）の教育を行った。また、17年

度中にハワイ観測所において教育をうけたもの 3名が学位

（博士）を取得したが、日本全国では、すばる望遠鏡の成果

を主として、17年度中に学位を取得した大学院生は合計9名

にのぼった。このほか、三鷹キャンパスにおけるすばる望遠

鏡データ解析講習会、すばる観測実習など、全国の学生を対

象とする教育活動も行った。

3．共同利用

共同利用事業は原則として半期ごとに課題を公募する。前

年度まで、上半期4月1日－9月30日、下半期10月1日－3

月31日として共同利用を行っていたが、望遠鏡時間のより

有効な利用のため、またマウナケア天文台の国際的に標準と

なっている期日にあわせるため、18年2月1日より、公募期

間を上半期2月1日－7月31日、下半期8月1日－1月31日と

変更することとした。このため 17年度の公募は変則的に、

S05A期（4月1日－8月31日）、S05B期（9月1日－1月31日）

として行った。18年2月1日からのS06A期は、18年度にま

たがる。公募は国立天文台三鷹にて申請を受け付け、国立天

文台光赤外線天文学専門委員会の下に設置されたすばるプロ

グラム小委員会が内外のレフェリー評価を参考にして公募課

題を審査し採否を決める。平成17年度は、S05A期35課題

（89夜）／応募総数 139課題（457夜）、下半期 33課題（89

夜）／応募総数116課題（369夜）が採択された。この他、

短時間課題であるサービス観測枠、天候の影響などに対して

優先課題観測達成率を最大限に上げるため工夫されるバッフ

ァ枠などが実施された。S05AおよびS05B期において（UH

時間をのぞく）共同利用に採択された上記課題のうち、8件

は外国人PIの課題であった。共同研究者を含む応募者のの

べ人数では、国内期間に所属するもの1495名に対して、海

外511名、採択課題の研究者のべ人数では国内507名に対し

て海外146名である。

S05AおよびS05B期の共同利用観測には、のべ268名（う

ち外国人39名）がハワイ観測所を訪れた。国立天文台三鷹

では、観測課題公募・審査、日本人国内の研究者による観測

のための出張手続き、旅費支給事務を行い、ハワイ観測所で

7．ハワイ観測所
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は、観測スケジュールの作成、ハワイでの観測者の宿泊、交

通、観測などの支援を行っている。

平成17年度の共同利用観測はハワイ大学時間を含めると、

天候のファクタを除いて平均95％の観測可能時間割合を達

成した。装置トラブルにより約1.6％、望遠鏡トラブルによ

り約3.4％のダウンタイムがあった。

平成12年度後半より開始したヒロ山麓施設からのリモー

ト観測は、今年度も順調に実施された。リモート観測は、サ

ービス開始以来順調に増加し、今期は共同利用の夜の全体の

約1/3を占めるに至っている、また、サービス観測は10夜行

われた。

4．望遠鏡の性能向上

望遠鏡の主な性能は前年度に引き続き安定に維持されてい

る。1999年よりオートガイダー（AG）用のCCDカメラで測

定され続けているシーイングの統計結果では、中央値で

0.6－0.7秒角という優れた星像性能が維持されている。更な

る望遠鏡の性能および運用効率の向上を進めつつ、製作から

10年が経過した望遠鏡制御機器の更新の検討を進めている。

2005年度に実現した主な望遠鏡の特記事項は以下の通りで

ある。

（1）TSCの更新

すばる望遠鏡の制御系全体を統括制御する計算機（TSC）

は、機種選定から10年が経過し、ハードウェアおよびOSの

サポートが受けにくくなっている。これを受け昨年度から開

始したTSCの更新が完了し、試験的な運用を開始した。

（2）ナスミス焦点イメージロテータの地平座標系での制御

可視ナスミス焦点での高分散分光観測の際には、大気分散

補正光学系による紫外線の吸収が問題となる。一方、大気分

散補正光学系を用いない場合には、星像が地平座標系の高度

方向に伸びることになるので、イメージロテータを操作して、

観測装置のスリットが高度方向と並行となるようにしてい

た。この操作は、観測に先だって計算が必要なだけでなく、

観測中に観測支援者が定期的におこなう必要がある。このた

め、観測データの解析など、観測準備中や観測中の、より重

要な業務の妨げとなっていた。平成17年度には、観測装置

のスリットが地平座標系に対して固定されるようなイメージ

ロテータの制御方法を追加することによって、定期的なイメ

ージロテータの操作と、そのための観測前の準備を不要とし

た。

（3）SVガイド重心検出方法改善

可視ナスミス焦点で暗い星を高分散分光する際には、イメ

ージロテータによる光の吸収が問題となる。この場合、点源

にたいする分光では視野の回転は無視できることもあり、イ

メージロテータを使わず視野を回転させたまま観測すること

になる。このさい、大気による星像位置のゆらぎや、分光装

置の入射スリットの中心が望遠鏡の視野中心と若干ずれてい

ることによる星像の移動を補正するため、観測対象を参照光

源として、スリットビュワーによるオートガイドが必要であ

る。これまで、スリットビュワーによるオートガイドでは、

オートガイダによるオートガイドと同様の制御が行われてき

た。しかし、スリットビュワーでは、参照光源からの光が分

光器のスリットによってさえぎられるため、制御に誤差が生

じる。平成17年度には、このような効果を考慮したオート

ガイドのためのアルゴリズムをスリットビュワーに実装する

ことによって、スリットビュワーによるオートガイドの精度

を向上させた。

（4）較正光源制御装置の改善検討

現在の較正光源制御装置は、電源からの雑音に弱く光源を

点灯した後に制御できなくなることがある、また、計算機と

OSが古く故障した際の交換が難しい、という問題がある。

平成17年度には、制御計算機を交換し、制御回路を雑音に

強く改造するための検討を始めた。

（5）その他の性能向上のための作業

平成17年度には、上記の他、望遠鏡の機能と性能の向上

と観測効率の向上のための改善作業を行った。

5．観測装置

平成17年度は、9つの共同利用装置、すなわち、微光天体

撮像分光装置（FOCAS）、高分散分光器（HDS）、近赤外線

撮像分光装置（IRCS）、OH夜光除去分光器（OHS）、主焦点

広視野カメラ（Suprime4Cam）、冷却中間赤外線撮像分光装

置（COMICS）、冷却赤外線撮像分光器（CISCO）、多天体赤

外撮像分光装置（MOIRCS）、および補償光学システム（AO）

が運用された。これらに加え、次期共同利用装置として、フ

ァイバー多天体分光器（FMOS）、および、188素子高性能レ

ーザーガイド補償光学装置をすばるのナスミス焦点用に開発

中である。

平成16年度にファーストライトを達成した多天体赤外撮

像分光装置MOIRCSについては、17年度において機能試験

観測が進められ、18年2月からのS06A期には、撮像機能に

限定して、共同利用装置として公開が開始されたものである。

8－10m級望遠鏡の観測装置として最大の視野と、高い結像

性能によって、ユニークな研究成果を多く生み出すことが期

待される。

他方、OH夜光除去分光器OHSについては、所期の目的を

達成したとして、S05B期をもって運用を停止した。OHSの

一部分でもあるCISCOについては、引き続き共同利用装置

として運用している。
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新AOの開発にあわせて、赤外撮像分光装置 IRCSはナス

ミス焦点に移し、改良を行うこととなった。このため、

S05B期およびS06A期前半においては、一時的に IRCSの共

同利用観測装置として運用を停止し、必要な改造を行った。

FMOS計画は、すばる望遠鏡の主焦点を使った J, Hバンド

（波長1.2－1.8ミクロン）超広視野多天体分光観測を目的と

下もので、京都大学、オックスフォード大学とダーラム大学

を中心とするイギリス・グループ、アングロオーストラリア

ン天文台との共同で引き続き進められた。平成18年度中の

機能試験観測開始を目指している。

すばる望遠鏡では、平成14年度より5年計画で、科学研究

費特別推進研究の補助を得て、より高性能のレーザーガイド

補償光学装置をすばるのナスミス焦点用に開発中である。こ

れは、素子数を188素子（現在のAOは36素子）とし、より

回折限界に近い補正性能を得るものである。また、レーザー

ガイド星装置を装備し、人工的にガイド星を作ることによっ

て、任意の方向の天体を観測できるようにする。平成17年

度も引き続き、工学系、機械系、制御エレクトロニクスの設

計制作を進めた。レーザーガイド星については、理化学研究

所と共同で、和周波固体レーザー開発を進め、所定の波長

（589nm）のレーザーを発振させることに成功した。また、

レーザー光を上空に照射するための送信望遠鏡の開発を進め

た。

6．大型計算機とソフトウェア開発

第二期ハワイ観測所スーパーコンピューティングシステム

は、導入3年目を迎え、安定稼働状態を続けた。利用者環境

の軽微な整備を行った。

観測データアーカイブに関しては、三鷹からの遠隔支援作

業とハワイでのデータベース担当者の採用により充実した運

用が行われている。

すばる望遠鏡制御ソフトウェアシステムは、1993年から

継続して進められてきた第1期システムの開発・整備が終了

し、ハワイ観測所へのハンドオーバーが完了、開発者（富士

通（株））による保守支援作業を平成17年度前半で終了した。

今後は、現行システムの円滑な運用を進めるとともに、これ

と平行して、新システムの設計・開発をハワイ観測所主導で

進める予定である。

三鷹サブシステムでは、プログラム相談の充実、オペレー

タによる支援業務の充実、遠隔観測モニター運用時の支援な

ど、すばる望遠鏡観測データ解析処理における利用者支援を

継続的に進めている。

7．広報・普及活動

ハワイ観測所では、「すばる望遠鏡プロジェクト」の短・

長期的成功のためには、一般からのサポートが重要であると

の観点に立ち、所長室の下ですばる望遠鏡により得られた成

果を利用した科学、教育資料を使った広報・普及プログラム

を実施している。

広報・普及歩プログラムでは、小学校での天文教育授業

（3年生対象）プログラムを開発、ほぼ月1回の割合でハワイ

の地元小学校での授業を行っている。また、テレビ会議シス

テムを利用した日本国内の小中高校向け遠隔授業、日本科学

未来館向け遠隔講演を定期的に実施している。

また、平成16年度より天文学の普及を目的としたマウナ

ケア山頂のすばる望遠鏡施設一般公開を開始した。見学者を

引率するためのガイド2名を採用し、平日の昼間に30分間の

ツアーを3回実施している。平成17年度には、山頂一般見学

（321回、595人）、山頂特別見学（約250回、のべ1200人程

度）、山麓特別見学（約100件、のべ1000人程度）を行った。

さらに、平成17年度には、すばる望遠鏡での科学的成果

を一般に伝えるために17件の記者発表を行った。

8．すばる望遠鏡国際外部評価

2005年8月24－26日（ハワイ時間）において、国立天文

台が依頼した国際的な外部評価委員会により、すばる望遠鏡

プロジェクトについての外部評価を行い、「すばる望遠鏡の

最初の5年間は非常に大きな成功であった」との評価を受け

た。
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1．プロジェクト進捗状況

（1）アタカマコンパクトアレイ（ACA）の開発・製造

2005年1月に製造契約したACA用の12mアンテナの設計

を進めるとともに、11月8日から9日にかけて製造元である

三菱電機通信機製作所で技術審査会を開催し、海外の専門家

を含む審査委員から、作業は相当成熟した段階にあるとの評

価を受けた。また、ACA用の7mアンテナについては、予備

的な技術仕様書を準備した。一方、アメリカ・ニューメキシ

コ州のALMA試験施設（ATF）での性能評価を終了した日本

のプロトタイプアンテナを、ACA用12mアンテナ4台のうち

の1台とする改修のために撤収した。

ACAシステム用相関器については、予備設計の国際審査

会を5月30日－31日に国立天文台で開催し、欧米から招聘

した外部審査委員から非常に高く評価された。これを受けて

基本設計を固めるとともに、試作・製造を進めた。

計算機システムについては米欧にもスタッフを派遣するこ

とで融合して共同開発を進める体制を整備した。

また、ACAシステム全体についての予備設計の国際審査

会を11月10日から11日にかけて三鷹で開催し、欧米から招

聘した外部審査委員により、設計の基本方針が承認された。

その他、フロントエンド・システムでは、7ｍアンテナに

関連した受信機光学系の検討、バックエンド関係では、レー

ザーシンセサイザおよび位相安定化信号伝送系の方式につい

て検討を進めた。

（2）受信機カートリッジの開発・製造

SIS素子開発関係では、三鷹クリーンルームの整備を行い、

i線ステッパ導入等による素子製造技術の高度化を進めた。

バンド4（波長2mm帯）のミリ波受信機とバンド8（波長

0.8mm帯）のサブミリ波受信機の予備設計の国際審査会を6

月21日から24日にかけて相次いで行い、日本での開発の進

捗が欧米から招聘した外部審査委員からいずれも非常に高く

評価された。これに基づき、プレ量産モデルの詳細設計を進

めている。

バンド10用導波管方式ミキサについては、中国紫金山天

文台の研究者と協力を進め、ニオブ接合においても良好な雑

音温度が得られたため、窒化ニオブや窒化ニオブ・チタンな

ど新しい超伝導材料の応用でALMA仕様達成の可能性が高

まった。一方、準光学方式ミキサに関しても低雑音と低LO

電力についてALMAの仕様を満たす設計解が得られ、評価

のための実験を開始した。

8月1日には、天文機器開発実験センターとALMAの受信

機開発グループを統合した先端技術センターが発足し、当面

の戦略的開発研究テーマを「ALMAの超伝導SIS素子および

受信機の開発」として、ALMA推進室と密接に連携して

ALMAの開発を推進することとなった。これによりALMA

受信機開発の主力は先端技術センターに移った。

（3）チリでのインフラ整備

山頂施設（AOS）では日本が担当するACAシステムの設

置場所の地質調査が終了し、当初予定通りの場所に設置でき

る見込みとなった。一方山頂建物の工事も順調に進められ、

ACA相関器室を含む建物全体の外装工事が完了した。

標高2900mにある山麓施設（OSF）でも大規模な造成が進

められ、アンテナ組み上げ場所の整備も開始された。

（4）北米・欧州との協力

2004年9月に日米欧のALMA建設・運用に関する協定を締

結して以来、ALMA評議会への正式参加、JAO（合同ALMA

事務所）との定期的協議、米欧装置建設チームとの協議など

枠組みの整備を進めてきたが、17年度はさらに強化された

形態となった。特に、3月22日から24日にかけて、日本開

催としては初となるALMA評議会を京都リサーチパークで

開催し、建設・開発の進捗報告を受けるとともに、現地での

人員の雇用計画、共同建設の具体的な内容等に関する議論を

行った。また、サンチャゴのJAOオフィスの一角に設置した

ALMA日本代表の事務室には常時1名以上のスタッフを配置

し、共同建設に必要な緊密な連携を保った。

（5）アジア諸国との協力体制の確立

2005年9月8日には自然科学研究機構と台湾の中央研究院

の間（実施機関：国立天文台と天文及天文物理研究所）で

ALMA建設時における協力に関する協定の調印式が行われ、

台湾も日本との協力の枠組みでALMAに参加することにな

った。また、具体的な協力を進めるために、日本側3名、台

湾側4名からなる日本－台湾マネジメントチームを組織し、

隔週の電話会議等でACAロントエンドインテグレーション

センター、バンド10受信機、コンピューティング、サイエ

ンス等の分野での協力内容について具体的な検討を進めた。

中国国家天文台との間でもALMAに関する協力協定を結

んでおり、中国・紫金山天文台の技術者が日本が担当するサ

ブミリ波受信機の設計開発に参加するなど、具体的な協力が

進んでいる。

中国紫金山天文台および台湾ASIAAと協力し、12月に南

京および台北でALMA関係の国際ワークショップを共同主

催した。

（6）ホスト国チリとの協力

チリ国内法に基づき、チリにおけるALMAに関する国立

8．ALMA推進室
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天文台の法的地位が 2005年 8月にチリ外務省に認められ、

NRAO/AUIに認められているのと同様な特権を国立天文台が

取得することとなった。

2005年5月12日にはCONICYTとの間でチリの天文学振興

に関する協定を締結し、また2005年11月25日には第2州地

方政府との間で地域振興に関する協定を締結した。チャナン

トール電波天文有限会社（RCL）との土地の利用に関する協

定の締結準備も進めた。

2．広報普及、研究会主催

（1）広報普及

2005年10月16日の岡山での第6回ALMA公開講演会（約

60名参加）や2005年11月13日の高知での第7回ALMA公開

講演会（約50名参加）を始め、年20回程度の一般向け講演

会等を実施した。また、熊本大学を中心とするグループとの

協力の下で星座カメラのひとつをALMA山麓施設に設置し、

チリから見える南半球の美しい星空のインターネット配信を

開始した。

ALMAホームページにALMAサイトへのバーチャルツア

ーなどの新規コンテンツを追加するとともに、英文ホームペ

ージも整備し、週に数回の頻度で更新を行った。プロジェク

トの進捗や講演会情報の伝達のため、電子メール形式のニュ

ースレターを号外を含めて5回（2002年度より通算で19回）

発行した。このメーリングリストへの登録者は4000名を超

えており、さらに、同一内容は国立天文台アストロ・トピッ

クスとしても配信された。また、新たにホームページ上での

写真ニュースの発行を開始し、2005年度分だけで60件を数

えた。建設記録映画パート3をインターネットで公開した。

（2）研究会の開催

・第 2回ALMAサイエンスワーキンググループ（国立天文

台・解析研究棟大会議室）

2005年7月5日

・第3回ALMAサイエンスワーキンググループ（国立天文台

三鷹・解析研究棟大セミナー室）

2005年3月2日－3月3日

・国立天文台ワークショップ「ミリ波・サブミリ波受信技術

に関するワークショップ」

2006年3月6日－3月7日

・日本天文学会2006年春季年会ALMA特別セッション（和

歌山大学）

2006年3月29日

・Workshop on Submillimeter Astronomy and Receiver

Technologies（Nanjing, China）

2005年12月8日－12月10日

・Inaugural Japan－Taiwan ALMA Science Workshop（Taiwan）

2005年12月15日－12月16日

重力波プロジェクト推進室は、重力波による天文学の実現

を目指して重力波検出技術の開発研究を進めている。特に平

成7年度から始まった技術実証型中規模レーザー干渉計重力

波アンテナ「TAMA300」の開発・建設・運転プロジェクト

では、国内外の関連研究者の協力のもとに、TAMA300の建

設、装置改良、運転、データ取得で中核的役割を果たしてき

た。また、本格的な重力波観測を目指す我が国の大型低温レ

ーザー干渉計重力波望遠鏡「LCGT」計画においても、

TAMA300の経験と成果を活かしながら、東大宇宙線研究所、

高エネルギー加速器研究機構とともに中核グループの一つと

して計画推進に取り組んでいる。さらに長期的視点から、ス

ペースからの低周波重力波検出計画や超高周波重力波検出

法、標準量子限界を超える超高感度実現法などの検討や基礎

実験を始めている。平成17年度は、教授・助教授各1名、主

任研究員4名、技師1名のほか、研究員4名、事務支援員3名

が所属し、客員研究員1名、大学院生5名を受入れ、研究活

動を行った。

1．TAMA300を用いた開発研究

TAMA300は平成11年の運転開始以来、重力波観測装置に

必要な高感度化と高安定化を追求しながら重力波探査のため

の観測運転を繰り返してきている。現在は低周波領域の防振

性能を画期的に向上させるべく、低周波防振装置（SAS）の

導入を進めている。それに並行して数100Hz付近での雑音を

低減するための試みも進めている。

（1）散乱光雑音

レーザー干渉計型重力波検出器における散乱光雑音は、干

渉計内部のレーザー光もしくは外部に取り出された出力光が

光学素子で後方散乱され、干渉計の主ビームに再結合して雑

音となるものである。本年度は干渉計出力ポートにおける散

乱光雑音の低減の取り組み、および真空チューブ内での散乱

光の研究を進めた。

干渉計出力ポートにおける散乱光雑音を低減するために

は、散乱光自体を減らすことと、光学系の振動を減らすこと

が必要である。そこで、最も影響が大きい散乱光源である光

検出器の振動による雑音を抑えるため、真空槽内に光検出器

を入れることを検討し、真空槽と光検出器用真空容器を準備

した。そのほかの光学部品の音響による振動を抑えるため、

全ての外部光学系を新設の防音シールド内に納める作業を行

った。

9．重力波プロジェクト推進室
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真空チューブ内での散乱光の研究については、300mの真

空ダクトの加振実験を実施し、ダクト内散乱光雑音レベルを

推定し、雑音がTAMA300の目標感度レベルよりも小さいこ

とを確認した。また、将来の大型重力波検出器計画である

LCGT計画でのバッフル（散乱光止め）設計のための実験を

行い、世界で初めて真空チューブ内に設置したバッフルによ

り散乱光の影響が実際に低減されることを直接確認した。

（2）電気系雑音

電気系雑音は制御回路群におけるクロストークや制御ルー

プ内の回路雑音の影響などを考慮した。この雑音を回避する

ためには、センサー部やアクチュエータ部など、サイト内に

分散した回路群の間で信号増幅と周波数特性の最適化

（whitening）を同期して行う必要がある。そのためのデジタ

ル要素技術を開発し、現在導入を進めている。

（3）デジタル制御

TAMA300を安定な状態に制御するためには50個近くのフ

ィードバック制御ループが安定に協調動作する必要があり、

これまではPCで統括されたアナログ制御回路でこれを実現

してきた。近年のデジタル技術の進歩により、従来のアナロ

グ制御からデジタル制御への転換の機運が高まってきてい

る。

デジタル制御には、サンプリングによる時間遅れや量子化

雑音によるダイナミックレンジの制限などの問題もあるが、

制御ループの特性を自由に変更できることやアナログ回路で

は難しいような複雑な処理をプログラムで実現できることな

どのメリットがある。本年度の研究ではサンプリング周波数

200kHzのDSPシステムによりデジタル制御ループを構成し、

実際にTAMA300干渉計の腕共振器を帯域800Hzで制御する

ことに成功した。この制御帯域は世界の重力波検出器のデジ

タル制御としては最も高速な部類といえる。また、腕共振器

の制御状態への引き込みには従来 300秒程度かかっていた

が、干渉計信号に演算処理を加えることで平均3秒で引き込

めるようになり、デジタル制御の利点を発揮している。

（4）低周波防振装置（SAS）

2005年9月に最初の1台がTAMA300の西エンド真空槽に

インストールされ、機械系の特性評価や制御系の構築ののち

300m光共振器の安定なロックに成功した。現在は2台目以

降のインストールを準備中であり、2006年秋には4台全ての

インストールを完了する予定である。（研究ハイライト参照）

2．将来に向けた開発研究

我が国の次期計画LCGTをはじめ米国LIGOの改良型など

で高感度化のために必須技術である帯域可変型干渉計の開発

研究を進めている。さらに重力波天文学の発展を展望する長

期的視点から、重力波の検出周波数帯の拡大や検出感度の向

上のための検討や基礎実験を開始している。

（1）帯域可変型干渉計の開発

帯域可変型干渉計では制御すべき長さ自由度が5つあり、

5つの自由度に対応する誤差信号を如何に「きれい」に取得

するかが問題となる。一般には、ある信号取得ポートからの

信号には、光学設計に応じて複数の自由度の信号が混じる。

帯域可変型干渉計は複雑な結合共振器系であり、これまでは

不要な信号の混合が避けられず、如何にしてその割合を最小

にできるか、というアプローチで研究が進められてきた。本

研究では発想を転換し、中央干渉計の自由度に関しては完全

に信号が分離する方法を探すアプローチで進めた。その結果、

変調サイドバンドを2つ使い、それらの共振条件およびマイ

ケルソン非対称性を工夫することで中央干渉計部分の3つの

自由度については完全に独立な信号を得られることを確かめ

た。この新しい信号取得法の動作確認を4mプロトタイプに

おいて行なうため、最初のステップとして必要なマッハツェ

ンダー干渉計を動作させることに成功した。またこの信号取

得法の一部を用いてファブリペロー・マイケルソン干渉計の

動作に成功した。

（2）超高周波重力波検出器の開発

100MHzの重力波検出を行なうためにシンクロナス・リサ

イクリング方式の干渉計を開発している。開発の最初のステ

ップとして、共振器のフィネスを下げた設定での実験を行な

い、シンクロナス・リサイクリング干渉計の動作に世界で初

めて成功した。

（3）変位雑音キャンセル実験

熱雑音、地面振動、輻射圧雑音など鏡を直接揺らす変位雑

音を、全てまとめて引き下げる全く新しい方法が川村らによ

って提案された。この方法は重力波と鏡の揺れがそれぞれ光

に対して違った作用をすることを利用して、複数の干渉計の

出力のコンビネーションをとることにより、重力波信号を残

しつつ変位雑音を消し去るものである。その方法の有用性を

実験で確認するため、マッハツェンダー干渉計を用いた、よ

りシンプルな干渉計システムを考案した。その干渉計の一部

を用いて、擬似的に加えた変位雑音が消え、擬似的な重力波

信号が残ることを実験的に確かめた。

（4）量子非破壊計測実験

干渉計型重力波検出器は最終的には量子雑音で制限され

る。量子雑音は輻射圧雑音とショットノイズからなり、レー

ザーパワーを変えたときの各周波数でのベスト感度を標準量

子限界と呼ぶ。以前は標準量子限界は破れないとされていた

が、最近の研究によりいくつかの手法を用いれば標準量子限

界を破ることは原理的には可能であることが分かってきた。
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特に、ポンディロモーティブ・スクイージングとホモダイン

検波を利用するものは、ある周波数で光の輻射圧雑音を完全

に取り除くことができる。その最初のステップとして輻射圧

雑音を測定しホモダイン検波によりそれを引き下げる実験を

検討している。これまで輻射圧雑音の測定に成功した例は世

界でも未だない。

（5）スペース重力波アンテナDECIGOの検討

DECIGOは0.1Hz~10Hzの周波数帯を中心に重力波検出を

狙うスペース重力波アンテナである。DECIGOの狙う周波数

帯は白色矮星連星からの重力波雑音が小さいため、超高感度

の実現が可能である。これまで重力波プロジェクト推進室が

中心になって、DECIGOワーキンググループ（現在約120名）

により過去3回（平成14年、15年、17年）の検討会を中心

として、DECIGOのフィージビリティーと得られるサイエン

スについての検討がなされてきた。その結果、光共振器を使

い、アーム長は1,000kmとするDECIGOの予備概念設計が確

立した。それに基づいて目標感度を設定しそれを実現するた

めのリクワイヤーメントの検討を行なった。

3．教育、広報普及、国際協力、研究会主催

（1）研究会主催

2年ごとに各国持ち回りで開催される重力波分野の総合的

国際会議AMALDI6を2005年6月19日から24日まで沖縄県

名護市の万国津梁館で開催した。12カ国190名の参加者を得

て、重力波研究の現状や将来計画について報告や情報交換、

議論が熱心に行われた。さらにこの機会を利用して、那覇市

で市民公開講座を開催し、地方新聞にも記事を掲載するなど

して、重力波研究の広報普及を行った。

（2）国際協力（委員会等）

藤本眞克

重力波国際委員会（GWIC）委員

PaNAGIC委員

AMALDI6組織委員長

川村静児

LIGO PAC委員

4．研究員の異動等

常定芳基（5月31日まで。東京工業大学助手に採用）

長野重夫（8月31日まで。情報通信研究機構研究員に採用）

端山和大（10月31日まで。米国University of Texasポスドク）

SOLAR4B衛星は、平成18年夏に宇宙航空研究開発機構宇

宙科学研究本部（以後 ISAS/JAXA）が打ち上げる科学衛星で

あり、「ひのとり」（昭和56年）、「ようこう」（平成3年）に

次ぐ、わが国3機目の太陽観測衛星である。国立天文台では、

平成12年以来、ISAS/JAXAと共同研究に関する覚書をとり

交わして、計画の推進に当たっている。「ようこう」は10年

に及ぶ長期観測により、太陽コロナの活動性と活動現象にお

ける磁気リコネクションの重要性を明らかにした。しかし一

方、数百万度の温度を持つ太陽コロナの生成機構そのものに

ついては、未だ解明に到っていない。従ってSOLAR4B衛星

計画の科学目的の大きな柱は、太陽大気中の電磁流体現象を、

更に多角的に理解しながら、コロナ加熱機構を解明すること

にあるということができる。

SOLAR4B衛星には、可視光磁場望遠（SOT）、X線望遠鏡

（XRT）、極紫外撮像分光装置（EIS）の3つの望遠鏡が搭載

され、太陽光球面の詳細な磁場、速度場と、彩層－コロナの

輝度、速度場の同時観測を行う予定である。SOLAR4B衛星

搭載望遠鏡は、ISAS/JAXAの協力のもと広範な国際協力によ

り開発されている。SOTの主担当は国立天文台で、焦点面観

測装置（FPP）はNASA、ロッキードマーチン社が分担して

いる。XRTの光学系・構造はNASA、スミソニアン天文台

（SAO）の担当で、焦点面カメラ部は日本側（lSAS/JAXA、

国立天文台）の責任分担となっている。EISの国際協力は更

に広範で、構造・電気系がPPARC、ロンドン大学が担当、

光学系はNASA、E. O. ハルバート・センターが受持ち、地

上試験装置、クイックルックシステムについては、オスロ大

学の協力を得ている。また国立天文台はEISと衛星とのイン

ターフェース、衛星試験に関与している。

1．搭載機器の開発・製作

平成17年6月からほぼ丸1年をかけて総合試験が実施され

ている。これは平成18年度の飛翔実験（フライトオペレー

ション）へ進むための最終的かつ詳細な衛星電気系試験・機

械熱環境試験を実施するものである。SOLAR4B推進室では、

ISAS/JAXAに協力してこの総合試験に参加し、その中心とな

って実施をしてきている。

SOTは、吸収線の偏光観測によって太陽光球面の磁場ベク

トルを得る望遠鏡である。有効口径50cmの回折限界（空間

分解能0.2－0.3秒角）での観測を、シーイングの影響なく連

続的に行うことができる。国立天文台は光学望遠鏡（OTA）

と画像安定化装置（CTM）を担当し、高度環境試験棟のク

10．SOLAR-B推進室
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リーンルームにて組立て、試験を行ってきた。総合試験へ向

け、SOT光学望遠鏡部は平成17年5－6月、国立天文台のク

リーンルームにおいて最終組み立て作業が行われ、クリーン

ルーム内設置のスペースチャンバーを用いて、単体としての

熱環境試験が実施された。米国より搬入された焦点面パッケ

ージ（FPP）と結合した後、クリーンルーム屋上のヘリオス

タットより太陽光を採り入れ、光学望遠鏡としての最終機能

試験が実施された。また、光学系性能の不具合改修のため、

SOTのFPP部は、平成17年12月、衛星より一時外され、高

度環境試験棟クリーンルームに搬入されたので、担当の米国

が行うFPPの改修、同評価試験に協力した。FPPには補償光

学系がインストールされ、青色域のスループットが向上した

ことが確認された。この結果、平成18年2月に、FPPは再び

ISAS/JAXAに搬入され、OBUと結合することができた。

X線望遠鏡（XRT）は、軟X線によって太陽コロナ・プラ

ズマを捕らえる望遠鏡である。多くの科学成果を収めた「よ

うこう」衛星搭載軟X線望遠鏡（SXT）と同じ斜入射光学系

を踏襲して、空間分解能を改善し、より広い温度範囲の太陽

コロナ・プラズマが観測できるように波長特性を改善してい

る。国立天文台は ISAS/JAXAと協力してX線CCDカメラ部

の開発を担当している。XRTは最終の単体組み立て作業を

行った後、NASAマーシャル宇宙航空センターにあるX線較

正試験施設（XRCF）にて、X線望遠鏡全系でのX線光学系

試験が行われた。平成17年6月、2週間にわたり昼夜連続で

行われたこの試験に、天文台の試験担当者4人（鹿野、原、

熊谷、矢治）が赴き、米国側の担当者と協力して実施し、光

学性能1秒角の分解能を確認した。その後XRTは総合試験に

向け ISAS/JAXAに搬入された。

極紫外授像分光装置（EIS）は、極端紫外線の輝線の分光

観測によって、彩層・遷移層・コロナ・プラズマの温度・密

度および速度を得る装置である。彩層、遷移層は、光球とコ

ロナの中間にあり、光球で発生したエネルギーがコロナで散

逸するまでに、いかに伝達されているかを探るのに重要な観

測対象である。装置のハードウエア開発は　英PPARCと米

NASAが担当しており、国立天文台は制御コマンドや取得デ

ータ処理のインターフェース調整などソフト面での貢献をし

ている。EISは第一次噛み合わせの結果が良好であったため、

総合試験までの期間、フライトモデルは ISAS/JAXAに保管

されていたが、電気系部（ICU）の単体環境試験に不備があ

ったことがわかり、平成17年5月、ICUを英国に搬送し、追

加試験を行った。結果は良好で、総合試験に遅れることなく

参加することができた。

3望遠鏡の観測運用とデータ取得のためにミッションデー

タプロセッサー（MDP）という装置が搭載されている。

SOLAR4Bの科学目的を遂行するためには、3望遠鏡による

協調観測が重要であり、それらを統括するMDPの役割が重

要となる。特にXRTは、露光時間調整・観測領域選択・フ

レア検出機構などの機能をMDPが担っており、望遠鏡との

密接な連携が必須である。そのため、MDPの開発担当は

ISAS/JAXAであるが、国立天文台もMDP機能検討およびそ

の試験確認に積極的に参加してきた。また、SOLAR4B衛星

の姿勢制御系（AOCS）並びに超精密太陽センサー（UFSS）

やスタートラッカー（STT）を初めとする姿勢制御系のコン

ポーネント機器についても、ISAS/JAXAと密な協力により開

発を行ってきている。

平成17年9月には、電気系の総合試験が行われ、大きな不

具合もなく完了することができた。11月には振動試験が実

施され、これも無事終了した。また試験後のアライメント確

認についても良好な結果を得た。平成18年3月には熱真空試

験が行われ、システム機器の一部に不具合が発生したが、大

きな予定の変更には到らず、システム評価試験の目的を達成

することができた。今後は、平成 18年夏期の打上げまで、

ISAS/JAXA（相模原）にて総合試験が継続して行われ、衛星

は 8月上旬、内之浦へ移送され、平成 18年 9月期にフライ

ト・オペレーションが行われる予定となっている。

2．SOLAR-B衛星の運用とデータ解析

SOLAR4B衛星飛翔後の衛星科学運用とデータ解析をサポ

ートするため、SOLAR4B国際チームの代表者からなる

「SOLAR4B Science Working Group（SWG）」が組織されてい

る。平成17年度に欧州宇宙局（ESA）より2名が参加するこ

ととなり、最大15名からなるメンバーのうち、SOLAR4B推

進室より5名（常田、桜井、渡遵、柴崎、末松）が参加して

いる。平成17年度は11月に京都で第3回会合が開かれ、正

式にESAのSOLAR4B衛星科学運用・データ解析への参加が

承認されている。

SWGのサブワーキンググループとして「Mission Operation

& Data Analysis（MO & DA）Working Group」が設置され、運

用・データ解析体制の技術的な検討を行い、具体的な提案、

並びにその実践を行っている。このMO & DA WGには、

SOLAR4B推進室から更に4名（原、鹿野、下条、勝川）が

参加して、議論・検討を行っている。SOLAR4B衛星のデー

タは、鹿児島局（USC）と共に、ESAとの協力により、ノル

ウェイのSvalsat局でダウンリンクが行われる。これにより衛

星の全周回にわたるデータ取得が可能となることになってい

る。得られたデータは、最終的に ISAS/JAXAに集結し、

FITS化され、生データに近い形の「Level40」データとして、

世界の研究者に供されることが確定している。

（仮称）「SOLAR4Bサイエンスセンター」の設立が国立天

文台で承認され、衛星飛翔後の科学運用・データ解析に関す

る具体的な協力について、天文学データ解析計算機センター

との協力の下、ISAS/JAXAと協議を行い、その役割分担を決

定した。現在、文書化をはかっているが、定常運用時におけ

る国立天文台所属研究者の運用負担の公平性を確保するこ

と、衛星取得データに科学的付加価値をつけたデータ
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（Level42）ベースを構築し、その検索システムを ISAS/JAXA

のDARTSシステムを基に、両者が協力をして開発をするこ

とが了解されている。またPCクラスターの性能評価を行い、

3次元磁場マップ・データベースのリアルタイム作成が実現

できることを確認した。平成 1 7年度末には（仮称）

「SOLAR4Bサイエンスセンター」の根幹をなすハードウエア

が整備された。また、平成 18年 2月には、第 1回として、

「SOLAR4Bデータ解析講習会」を開催し、学際分野の研究者

を含め約90名の参加を得ることができた。

3．その他の活動

SOLAR4B衛星による太陽物理学研究を推進するため、国

内外の太陽関連の研究者に向け、「SOLAR4B衛星科学会議」

を開催している。平成17年度は、第6回国際会議を京都で行

うこととし、京都大学と協力（科学組織委員：桜井、常田、

柴崎、渡邊、関井、実行組織委員：下条）して、平成17年

11月8－11日に開催した。また、SOLAR4B衛星と同時期に

NASAが飛翔（平成 18年 8月打ち上げ）を予定している

「Stereo」ミッションとの科学運用における運用協力・共同研

究を議論するワークショップを「Stereo」グループと共催し、

平成17年11月15－18日にハワイで開催した。渡邊が組織委

員として参加した。Solar4B推進室の研究教育職員は、これ

以外にも多くの太陽関係の国際シンポジウムに招待され、も

しくは参加をして、衛星計画、科学観測に関する講演を行っ

ている。

1．VSOP-2関係

（1）全体計画

宇宙科学研究本部（以下 ISASと略記）と協力して推進し

てきたVSOP42計画が、ISASによって第25号科学衛星計画

として採択された。2007年度概算要求が ISASから提出され

ることとなり、本計画が開始されることとなった。

本計画の推進・提案にあたり、次期スペースVLBIワーキ

ンググループ（WG）の下に組織されたサイエンスWGや観

測系WGなど、各種WGでの検討や相互のWG間での問題点

の検討を進め、2005年1月に作成・提案した「VSOP42計画

提案書」を基に、さらに検討を進めた。改訂増補版

「VSOP42計画提案書（補足分）」を2005年度10月に作成した。

また国際協力を推進するためにこれらの簡約英訳版

「VSOP42 Proposal：Abridged English version」を同11月に作

成した。これらはウェブページから取得出来る。

2005年12月に国立天文台としての本計画の評価を受けた。

評価委員会が特別に組織され、サイエンスや実行体制などに

ついて審査が行われ、積極的な評価を受けた。また電波専門

委員会やVLBI運営小委員会などでの検討・評価が行われ、

計画の早期実現の期待が表明された。

プロジェクト室および計画を広く関係者に周知のためのホ

ームページの作成を行い、上記計画提案書など関連資料の取

得も容易に出来るようにした。

韓国・中国・台湾と日本との主要観測所で組織される

EACOAの2006年3月の会合時に、台湾が計画に大きな興味

を示して協力打ち合わせの検討が行われ、関係者が台湾を訪

問して検討を進めることになった。翌4月末に ISASの関係

者とともにASIAAを訪問した。

計画が ISASで採択されたことを受け、国際協力を推進す

る為に関係機関と交渉を開始した。JPL/NASAおよびNRAO

との会談をNAOJ、ISASから数名が米国を訪問して行った。

まず現状の報告など意見交換を行い、協力推進について検討

を進めた。

（2）観測信号系やリンク系、アンテナ系などの検討

地上のVLBIで行われている方法と同じアナログでの周波

数変換器を用いたシステム検討を進めた。検討の結果、IF帯

を8GHz帯化、イメージリジェクション周波数変換器を用い

ない軽量・簡易なシステムへ変更した。また同時に各機器部

品選定や重量・消費電力等の見積もりも行なった。ダウンリ

ンクの通信としてOFDM（直交周波数分割多重：Orthogonal

Frequency Division Multiplexing）方式の電力増幅器の非線形性

のソフトウェア解析および変調・復調評価試作機を開発し十

分な回線マージンを得るために必要な電力増幅器のバックオ

フ量を求めた。またより軽量な変調器、復調器の開発も進め

ている。

VSOP42衛星と対となって観測する地上VLBI局数の確保、

高感度化も重要である。米国VLBA局、国内VLBI局等との

連携を強化するための活動を行なってきた。また衛星設計に

おいて重要な地上局の観測周波数範囲、周波数設定分解能、

データ記録レートなどの項目について調査を行い、衛星の観

測信号系の設計に反映させた。

アンテナに用いる鏡面メッシュは周波数が高くなる程、偏

波や反射角に対する特性の差が理想鏡面に対して大きくなる

が、光軸に非対称なオフセットカセグレン光学系は特性差の

影響をさらに受けやすい。そこでメッシュの特性の評価を行

い、光学性能への影響を検討している．また給電系の小型軽

量化についての検討を進めている。

2．職員・研究員・院生等

常勤職員は専任4名および併任6名の計10名、研究員3名

（内プロジェクト雇用1名）、事務支援員1名、院生は総研大

11．スペースVLBI推進室
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D2、東京大学M1が各1名である。

3．教育、普及活動

東京大学教養学部および天文学科大学院での講義を行っ

た。また韓国VLBIグループに対してサマースクール協力や

招待講演・講義を行った。また干渉計・VERA関係者と協力

して国内で干渉計サマースクールを実施し、そのための教科

書の編纂を行った。また各大学のコロキウムなどに参加し、

VSOP42計画の普及・理解を進めた。

4．その他

ペルーでの電波望遠鏡計画や、周波数問題、SKA（Square

Kilometer Array）計画への日本の参加への対応などの課題に

取り組んだ。

国際VSOPチームに対して、国際宇宙航行アカデミー

（International Academy of Astronautics）からチーム栄誉賞

（Laurels for Team Achievement Award）が授与された。また日

本天文学会から2000年に出版されたVSOP/HALCAについて

の論文が欧文研究報告論文賞を受賞した。

1．JASMINE（赤外線位置天文観測衛星）計画の検討、
開発

（1）概要

JASMINEミッションは、世界で唯一の赤外線位置天文観

測衛星計画である。ヒッパルコス衛星によるアストロメトリ

（位置天文）観測は、革命的であったが、1000分の1秒角の

精度しかないため、天の川銀河の興味あるほとんどの星の距

離や固有運動は正確には未だ定まっていない。そこで、

JASMINEでは、可視光では高精度な観測が困難な天の川面

中心付近の我々から10kpc以内にある星々の距離や横断速度

を高精度で求めるために、近赤外線を用いて10万分の1秒角

という高精度で星の年周視差、固有運動、天球上での位置を

測定する。観測終了後、カタログとしてデータを提供する。

このデータは、天文学、宇宙物理学を展開する上で重要な基

本情報であり、このデータを用いれば、銀河系の力学構造と

形成史、星の形成史、恒星進化論、重力レンズ効果、系外惑

星探査、一般相対論の検証等の様々な天文学に対して画期的

な進展をもたらすと期待される。2015年頃の打ち上げを目

標として、検討・開発を進めている。

（2）平成17年度の主な進捗状況

1）検討室の体制：JASMINE検討室では、常任スタッフ1名、

院生3名の増員があり、常任4名、併任9名、研究員1名、外国

人研究員1名、事務支援員1名、大学院生3名の体制となった。

2）観測方法と開発全般：従来のJASMINE計画は、天の川全

面（360ﾟ× 7ﾟ）のサーベイを行うものであり、そのため、

主鏡口径が約1.5mで、主鏡の前に互いに交差する2枚の平面

鏡（ビーム混合鏡）を設置し、大円上の大角度離れた2視野

の同時測定を行う予定であった。このバージョンについては

今までの検討により、おおよその観測手法、手段については

確立している。しかし、技術的実現性、開発スケジュール、

さらに衛星のサイズやコストをさらにダウンすることが可能

か、という観点から、今一度、サイエンス目標も視野に入れ

ながら観測手法や手段の見直しを進めて、新しい仕様のバー

ジョンの検討を行った。その結果、新しいバージョンの提案

に至った。新しいバージョンでは、先ずは銀河系の“核心”

をつくため、バルジ方向のみ（20ﾟ×10ﾟ）のサーベイに特

化する。目指す位置天文測定精度は変更しない。バルジは、

銀河系のみならず銀河の形成・進化に関する謎を解く多くの

痕跡が秘められている可能性が高く、バルジの研究は非常に

重要である。そこで、バルジの構造、形成・進化、その中に

含まれる多くの星々の形成・進化を明らかにするために重要

な情報の1つである位置天文情報を JASMINEが世界で唯一

提供することを目指す。さて、新しいバージョンでは、バル

ジ方向のみにサーベイを限ることにより、主鏡口径を75cm

クラスに小さくでき、望遠鏡や衛星の小型化が可能となる。

さらに、バルジ方向という比較的狭い領域で星が多く存在す

る場合は、従来の JASMINEが採用していたHIPPARCOSや

GAIAと同様な大円観測手法ではなくて、あらたな観測手法、

解析方法（フレーム連結法）が可能となることが分かった。

この方法が採択できれば、ビーム混合鏡が不必要になる可能

性が高く衛星の小型化に寄与できる。しかも、方法自体がス

ペースアストロメトリではユニークであり、日本の独創性が

発揮できるものとなる。現在、このバージョンの基本仕様は

固まりつつあり、衛星システムの専門家の方も交えながら詳

細検討が開始されている段階である。

3）観測装置：光学系の設計や望遠鏡素材に関しては、新し

いバージョンの考案にともない、今まで考案していた候補以

外に関しても検討を始め、様々な観点からトレードオフをし

ている。検出器は、z4bandにも感度が良い裏面照射完全空乏

型CCD検出器の開発を、ハワイ観測所の宮崎聡氏の協力の

もと順調に進めており、試作品が完成した。さらに、地上で

のCCDを用いた星像中心決定実験も月面天測望遠鏡計画プ

ロジェクトチームと共同で水沢観測所においてTDIモードを

稼働させた実験を進行している。JASMINEでは、温度変動

に伴う望遠鏡の角度変動を極力抑える必要があるが、その変

12．JASMINE検討室
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動を機上でもモニターしておくことがデータ解析上肝要であ

る。そこで、そのモニターとして、レーザー干渉計型モニタ

ーの開発を重力波プロジェクト推進室の新井宏二氏の協力を

得て行った。平成17年度では、共振器長の制御によりレー

ザー光が蓄積された状態での連続動作（干渉計の「ロック」

という）に成功した。さらにこの状態で共振器を構成する鏡

の角度を人為的に変動させる実験を行い、設計した検出器が

JASMINEが必要とする鏡の差動角度変動について、同相角

度変動よりも85倍高い感度を持つことを確かめた。これに

より、測定原理は実証され、目標精度達成の実証に向けて開

発が進んでいる。

4）衛星システム： JAXA宇宙科学研究本部ならびにシステ

ムズエンジニアリング推進室の協力を得て、約1ヶ月に1回

程度の検討会を開催しながら、検討を進めている。この1年

間は、小型化の新しいバージョンに向けて、観測装置やそれ

にともなう衛星システムに関する検討を行ってきた。新しい

バージョンの基本仕様が固まりつつあるので、今後は詳細な

システム検討を進めて行く予定である。

5）Nano4JASMINE計画：JASMINEの観測手法や技術開発の

ための実験の一環として、超小型衛星（重さ10kg程度）を

用いた、実際のスペースでのデモンストレーション計画

（Nano4JASMINE計画）を考えている。Nano4JASMINE計画

は、2008年の打ち上げを目指している。望遠鏡については

口径5cmの全アルミ広視野望遠鏡の試作品が完成し、ほぼ所

定の光学性能が達成された。また、CCDの制御基盤の試作

品が完成し、さらに、オンボードでのデータ処理のアルゴリ

ズムを確立中である。衛星システムは、東京大学工学部中須

賀研究室が中心となり検討が進められている。衛星全体を模

擬するシミュレータを構築し、概念設計を進めている。また、

超小型衛星搭載用S帯無線機と宇宙用GPSレシーバーの開発

に着手した。

6）その他：JASMINEに関しては、日本天文学会、研究会や

大学でのセミナー等で幅広く報告を行った。さらに、日本学

術会議天文学研究連絡委員会より、特別議事録「光赤外線天

文学将来計画の推進について」が出され、その中で、

JASMINEは、『赤外線による位置天文学の実行という日本独

自の発想により、銀河系の構造と運動の解明などの重要課題

に挑むものであり、早期の計画実現をめざす活動の一層の推

進を期待する』とのコメントをいただいた。

MIRA推進室は、30m基線の2素子光干渉計MIRA4I.2を

用いた基礎開発・観測的研究、将来の光赤外干渉計にかか

わる新技術の探求、および次期光赤外干渉計構想の提案を

プロジェクトの目標として掲げて、平成 16年度にAプロ

ジェクトとして発足した。平成 17年度は、前年度に引き

続き、30m基線光干渉計の装置改良と観測的評価を中心に

活動を行った。また光波干渉技術の開発研究も合わせて進

めている。次期の光赤外干渉計計画に向けた学術的な検討

も開始した。

30m基線干渉計の改良ならびに観測にかかわる具体的な

活動としては、粗動遅延線（北側素子用；最大可変光路長

4m）の真空化と精密真空遅延線（南側素子用）の延長

（最大可変光路長を12mより16mに延長）が平成16年前半

に実施され、観測可能天域は＋8ﾟ＜天体赤緯＜＋51ﾟとな

った。その後、地面振動及び光学系の設置してある室内の

空気揺らぎのビジビリティ（フリンジ暗明比）に与える影

響を評価し、大気の揺らぎによる影響に比較して数分の1

以下で、遅延線の設置状態は特に問題がないことが確認さ

れた。

現在、30m基線を用いたフリンジパケット観測は、ピエ

ゾによる光路長変調振幅 0.13mm、1パケットスキャンは

0.32秒、1ショット 60秒間（187パケット）を 1ユニット

として行っている。明るい星では、1ショット平均のビジ

ビリティ相対精度は 10％を達成（主な誤差原は大気揺ら

ぎ）している。通常は、1つの星に対して1ルーチン（＝8

ショットの観測時間＋星の切替時間）で15－20分間を必

要とし、基準星と交互に観測を行う。目標としている1％

の精度での恒星視直径を取得するためには、最低100ショ

ット（約2万パケット）の観測を必要とする。内部誤差の

みについては、これは 4－ 6晩の観測で実現可能である。

系統誤差の評価については、天頂距離への依存などを含め

て、データを蓄積しつつさらに継続して行っている。平成

17年3月より、位相が180ﾟずれた2系統のフリンジデータ

を取得できるようになり S/Nが改善され、限界等級 I＝

3.5magとなった。

大気（シンチレーション）ノイズ、光子ノイズの影響を

シミュレーションで評価した結果、フリンジデータのみを

使った自己キャリブレーションの手法が有効に働くことが

わかった。この新しい手法を前提にして望遠鏡に入ってき

た光の最適な再配分を行うと、観測の限界等級は4等台と

なることが期待される。この再配分に必要なビームコンバ

イナ（BC）、ビームスプリッタ（BS）の膜の設計・製作

が完了し、次年度に実装と評価を行う予定である。

フリンジ追尾の実験に向けた活動は継続して行ってい

る。高速の光路長補償を行う予定であったグレゴリアン型

キャッツアイは、再度の光学調整と防振対策を実施・検証

した結果、光学的には要求性能を出すことができた。しか

しながら、グレゴリアン型キャッツアイは入射ビームの傾

13．MIRA推進室
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斜に対して、その光学特性により出射ビーム位置が高倍率

で拡大されて変動するという本質的な問題があることが判

明した。そこで当面、フリンジ追尾に必要な光路長補償は、

独立のステージ型ピエゾで行うこととした。使用するピエ

ゾの性能評価を実施し、ほぼ当面の要求仕様を満たしてい

ることを検証した。年度末より装置の設置と駆動実験を順

次進めている。

この他、年度末の 3月上旬に米国中西部地区にある

CHARA干渉計、NPOI干渉計、およびMRO干渉計サイト

の視察調査を行い、それぞれのサイトの研究者と今後の共

同研究や装置開発について情報を交換した。

光波干渉技術にかかわる研究推進では、ナル干渉を利用

した干渉計について可能性の検討・調査を開始した。当面、

ナル干渉をもちいた対称型ビームコンバイナにかかわる基

礎技術の光学実験を推進する。年度末までに必要な光学パ

ーツの要求精度評価と一部調達が完了し、実験装置の立ち

上げが開始された。18年度に継続して進めてゆく。また、

光ファイバ利用にかかわる基礎研究、シェア干渉を利用し

た波面センサにかかわる基礎研究も進めており、18年度

に継続して行う。高コントラストのコロナグラフの理論的

検討についてはハイライトを参照。

干渉計の観測データ解析に関連した活動では、米国

NPOI干渉計を用いた高速回転星Altairの輝度分布の研究、

ESO VLTI干渉計の77A期（2006Mar－Sep）にむけての観

測プロポーザル申請（結果は不採択）、Rocheモデルに基

づく大気モデルやダスト内の輻射諭達モデルを介しての大

気エンベロープモデルの構築等を行った。今後も、より現

実に即した物理モデルを構築しつつ干渉計の観測データを

解析する方法を開発して行く。

1．概要

すばる望遠鏡等の最先端の観測装置が生み出す膨大な観

測データと、スーパーコンピュータや専用計算機による大

規模シミュレーションのデータを用いて、宇宙の構造とそ

こで起きている現象を誰でも直感的に理解できるような可

視化を実現する。また、宇宙全体をシームレスに時間と空

間の旅ができるような4次元デジタル宇宙コンテンツ群を

開発し、家庭、学校、研究機関、科学館等に配布するため

の映像配給システムを開発する。

2．2005年度の活動

（1）4次元ドームシアターの構築

1）ドームシアターの開発

立体視が可能なドームシアターの設計・開発を行った。

立体視方式には分光方式を採用した。この方式は特殊なス

クリーンを必要としないので、既存のプラネタリウムなど

でも使用可能である。投影方法には 13台のプロジェクタ

による分割投影を採用した。

2）ソフトウェアの開発

ドームスクリーンに複数台投影をする際に必要になる、

エッジブレンディング、曲面補正用の汎用グラフィックラ

イブラリの開発を進めている。

3）コンテンツの開発

4次元デジタル宇宙データビューワMitakaには最新の観

測データや理論モデルを導入している。「第10惑星」を実

装したり、銀河系や地球大気の可視化に物理モデル計算を

導入したりしている。

シミュレーションデータを基に cD銀河形成、アンテナ

銀河形成などのムービーを制作した。

（2）移動式簡易シアターの開発

国立天文台三鷹キャンパスにある4次元デジタル宇宙シ

アターの普及版として、普通教室に持ち込み演示可能な移

動式簡易 4次元デジタル宇宙シアター・システムを開発

し、同システム用コンテンツ及びソフトウェアを開発し

た。

3．教育活動・広報普及・国際協力

2005年度は、シアターの実験公開を6回行い、827名の

参加があった。科学館やプラネタリウム等へのデータ供給

も多数行なっており、大きな反響を得ている。また、移動

式簡易シアターの開発において、北は岩手県から西は香川

県までの9件と三鷹ネットワーク大学7回の評価実験を行

った。

4次元デジタル宇宙ビューワMitaka、ムービーコンテン

ツのダウンロード数は、公開を始めた2005年2月から現在

までに 11万件を超えている。また、本プロジェクトと小

阪淳氏で開発した「4D2U NAVIGATOR」が平成 17年度

（第 9回）文化庁メディア芸術祭エンターテイメント分門

審査委員会推薦作品に選出された。

三鷹キャンパスにある3面4次元デジタル宇宙シアター

と同様のシステムをハワイ島イミロア天文センターに導入

し、そこで上映される 7分程のプログラム（英語・日本

語・ハワイ語）と、同センター用に動画再生用ソフトを開

発した。また、ナイジェリアに移動式簡易シアターを提供

14．4次元デジタル宇宙プロジェクト室
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するに当たり、機種選定やソフトウェアのインストールと

操作のトレーニングなどの協力をした。

4．外部資金

平成16年7月から3年間、文部科学省科学技術振興調整

費産学官共同研究「4次元デジタル宇宙映像配給システム

の構築」（研究代表者：観山正見）を受けている。

5．主な訪問者リスト（敬称略）

立花　隆（ジャーナリスト）

的川泰宣（宇宙工学者）

George Nelson（宇宙飛行士）

1．概要

国立天文台HOP超広視野カメラプロジェクトは、ハッブ

ル宇宙望遠鏡（HST）の後継機として検討が進められている

2.4m宇宙望遠鏡 Hubble Origins Probe（HOP）計画に於いて、

その主要観測装置のひとつである超広視野カメラVery Wide

Field Imager（以下VWFIと略称）の開発を行い、NASAに供

給することを目指すものである。平成16年度に検討が開始

され、平成17年度において、Aプロジェクトとして計画を

進めることとなった。

VWFIは、0.1秒角の安定した空間分解能と、HSTの主力カ

メラACSの18倍もの有効撮像視野を持ち、新開発の完全空

乏型CCD検出器によって波長800 nm－1μmでこれまでの6

倍の感度を持つ画期的な観測装置である。この装置を用いる

ことによって、大規模な広域・深・高解像度の宇宙探査を行

い、

[1] 宇宙膨張の歴史を解明し、ダーク・エネルギーの正

体に迫る、

[2] 再電離時代の初期宇宙における銀河の形成を解明す

る、

[3] 銀河の形態、ハッブル系列の成り立ちを調べる、

[4] 重力レンズ効果を用いて、暗黒物質を主体とする宇

宙の質量分布を明らかにする、

などの成果を上げることができる。HOP超広視野カメラに

よって、これまでではじめて、宇宙における高解像度・低背

景光という観測条件と、口径2.4mという宇宙望遠鏡として

は最大の集光力、そして広視野での撮像能力が同時に実現す

ることになり、これまでにない研究が可能になる。

同時に、HOP超広視野カメラの開発を通して、これまで

日本のスペース宇宙観測であまり検討されていなかった可

視・近赤外線波長域におけるスペース天文学への開発研究、

また、すばる望遠鏡などの成果を生かし、今後発展させるべ

き、スペースからの「広視野」観測についての基礎的な開発

研究の実績を積むことが重要な目標である。

当プロジェクトは、教授2名、助教授1名、主任研究員1

名、RCUH 1名、研究技師1名からなっており、また、東京

大学、東北大学などの研究者とも協力して進めている。

2．17年度に行った活動

17年度には、科学目標、基礎概念設計、要素技術の検討

をとりまとめ、米国NASA Origins Programs：Future Mission

Concepts Studyの報告書として、“Hubble Origins Probe”提案

書を提出した。この提案書においては、VWFIについての科

学的・技術的検討が、全体の約半分のウェートを占めてい

る。

研究開発の面においては、17年度－18年度の目標は、超

広視野カメラ（VWFI）のプロト・モデルの設計・製作・試

験であり、構造設計、検出器開発、電気系（カメラ読み出し）

開発、機械系開発、光学系開発・熱設計などを発展させ、各

構成要素の少なくとも1系統からなるVWFIプロト・モデル

の製作を通じて実証試験を行ってゆく計画である。17年度

はこれに沿って基礎技術開発を進めた。

a．宇宙用モザイクCCDカメラの開発

HOP VWFI用モザイクカメラを想定した読み出し回路の試

作・試験を行っている。すなわち、地上用として実績のある

天文台回路をベースに、現在利用可能な宇宙用部品で構成し、

衛星利用可能で、かつ天文用CCD読み出し回路としての精

度を達成するもので、低消費電力、小型化を目指している。

17年度には、フロントエンド・アナログ回路の設計・試作

を行った。

b．完全空乏型CCD 検出器

すばる望遠鏡広視野カメラ用の検出器の開発が進められ、

HOP広視野カメラへの応用についての検討を進めた。

c．補正光学系実証試験

HOP超広視野カメラは、斬新かつユニークなプリズム補

正光学系によって、半径15分角にも及ぶ広視野での回折限

界に近い星像の達成が可能である。17年度は、このVWFIの

実現に最も重要な要素のひとつについて、プリズム補正光学

系の1ユニット（1検出器に対する補正系）およびホールダ

ーユニットの試作を行い、また、HOPと同様の非点収差を

発生させるHOP望遠鏡部シミュレーター光学系をホログラ

フィックレンズを用いて製作して実証実験を行い、プリズム

15．HOP 超広視野カメラプロジェクト室



73

補正系の基本性能を確認した。

d．冷凍機擾乱試験

HOP VWFIのための冷凍機については、大幅な低擾乱化を

めざし、これまで、そのための冷凍機の機械擾乱（力および

モーメント）特性の詳しい測定を JAXA宇宙科学研究本部の

協力の下、行っている。

e．フィルタ・シャッタ機構の基礎開発

VWFI用の広視野フィルタ交換機構及びシャッタ機構はこ

れまでにない大規模なメカ機構であり、プロトモデル製作前

後に別経費で真空寿命試験・機械熱環境試験用にエンジニア

リングモデル品を試作する必要がある。これの前段階として、

17年度は、調達できるモーターやベアリング機構を考慮し

たエンジニアリングモデル設計移行可能なレベルでの概念設

計を行った。

ｆ．VWFI構造熱設計

VWFIでは、冷却部と非冷却部との熱交換を最小に押さえ

る必要がある。17年度においては、熱設計の前提となる冷

却CCDへの吸熱量を確定するため、CCDおよび補正光学系

石英ガラスの赤外線放射率の測定を実施した。

ｇ．VWFIフィルタについての熱・真空・放射線試験

VWFIで使用を検討している波長1ミクロン帯でのフィル

タ試料（これまで、すばる用などに使われてきたもの。貼り

合わせる前のそれぞれの素材も含めて調べる）について、熱

サイクル試験、真空試験、およびガンマ線照射実験を行い、

その耐性を調べる実験を行った。

ELTプロジェクト室は次世代超大型光学赤外線望遠鏡計画

の推進を期して、平成17年4月に、室長以下、光赤外研究部

併任2名、ハワイ観測所併任4名の7名体制で発足した。

1．国際・国内連携

国内活動としては、光学赤外線天文学研究連絡会（光天連）

および理論天文学懇談会（理論懇）の主導で、平成16年度

に光赤外線天文学の将来を展望する集中検討を行い、その結

果を「2010年代の光赤外天文学：将来計画検討報告書」と

してとりまとめ、平成17年5月に発行した。この中で謳った

次世代超大型光赤外線望遠鏡 JELT計画の推進は平成17年夏

に開催された日本学術会議天文学研究連絡委員会において次

期地上大型計画と位置づけられた。

国際的には、ケープタウンで平成17年11月に開催された

国際天文連合シンポジウム、平成17年7月にミュンヘンで開

催された次世代超大型望遠鏡観測装置会議などで、日本での

検討状況と構想を紹介した。また、平成18年1月には欧州の

次世代望遠鏡構想の見直し会議、同2月には大マゼラン望遠

鏡計画の概念設計国際評価会議が開催され、情報交換を行い、

国際連携の可能性を検討した。

2．基礎開発

プロジェクト室では、口径30m JELT望遠鏡構想について

光学設計、構造設計などの概念設計を進めるとともに、京都

大学、名古屋大学、核融合科学研究所、山形県工業技術セン

ターと連携して、我が国の先端技術のうち次世代超大型光学

赤外線望遠鏡の建設に、ブレークスルーとなりうるものとし

て、無膨張セラミック素材と超高精度研削加工技術の2つに

着目し、科学技術振興機構の革新技術開発事業予算および自

然科学研究機構の分野間連携事業予算の支援を得て、無膨張

セラミックス鏡の試作に着手し、また大型セラミックを焼成

するためのマイクロ波加熱セラミック焼成炉の開発に取り組

んだ。

図は、今年度製作した広島大学1.5m望遠鏡用の軽量化非

球面セラミック副鏡材である。本年度は鏡材の製作と高精度

研削を行い、来年度研磨・蒸着を行って、望遠鏡に実装し、

世界初の無膨張セラミック鏡の性能を実証する予定である。

16．ELTプロジェクト室

図．軽量化非球面セラミック副鏡材



太陽系外惑星探査プロジェクト室は、国立天文台において、

高コントラスト観測による系外惑星観測に向けた技術開発、

および、関連する系外惑星観測（系外惑星間接観測法の展開

を含む）を組織し、これらのサイエンスに興味のある研究者

が協力して、これらの計画を推進しミッションの検討や共通

する技術のR&Dを行っている。また、このプロジェクト室

を主体とする国際協力も推進している。具体的には、次の3

本の開発の柱を進めている。

・すばる望遠鏡用次期補償光学のための高コントラスト観

測装置の開発

・次期赤外線天文衛星SPICAのための高コントラスト観測

装置の設計

・地球型惑星直接観測ミッション JTPFの技術検討、国際

協力の推進

平成17年度の体制は、専任が1名、併任が7名、科研費に

よる研究員が2名であった。

1．すばる望遠鏡用次期補償光学のための高コントラ
スト観測装置の開発

すばる望遠鏡においては188素子の次期補償光学システム

とレーザーガイドスターの開発が進んでいる。補償光学は汎

用のものであるため、系外惑星検出に応用するためには、後

置光学系において高コントラストを実現する必要がある。そ

のために、コロナグラフと同時差分撮像技術（偏光と多波長

に対応）を併用したモジュール型高コントラスト観測装置

HiCIAOを設計・製作している。平成17年度に予備設計審査

と最終設計審査を終了した。このための欧文審査資料を準備

し、開発進捗を国内外の研究会・学会で報告した。

ハワイ観測所の要望に基づきPI装置的運用を行うため、

すばる望遠鏡用ステラーコロナグラフCIAOの保守・運用に

協力している。装置の保守・維持、観測のサポートの一部を

当プロジェクトが行った。

2．次期赤外線天文衛星SPICAのための高コントラス
ト観測装置の設計

SPICAの単一（非展開）大口径鏡と高感度を生かした高コ

ントラスト観測装置の検討を行い、装置を設計する。主星か

ら比較的遠方にある惑星の、撮像のみならず分光を目指すコ

ロナグラフ観測装置（SPICA coronagraph）の実現を目指して

いる。宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部ほかと協力し

てSPICA coronagraphのシミュレーションと室内実験を進め、

その結果を国内外の研究会・学会で報告し、専門誌に出版し

た。室内実験において、約6桁のコントラストを実現した。

3．地球型惑星直接観測ミッションJTPFの技術検討、
国際協力の推進

JTPFはSPICAの短波長化ミッションに対応する。作業波

長が約一桁以上短くなるため、必要精度が一桁以上難しくな

るが、高コントラスト化のためのノウハウはSPICAの場合と

共通する部分が多い。よって、オリジナルミッションとして、

SPICAと並行してミッション検討を進めるとともに、国際協

力を推進している。平成17年度はオリジナルなコロナグラ

フの概念検討を進め、専門誌に出版した。

4．研究活動・教育活動・啓蒙活動

系外惑星および関連する原始惑星系円盤・低質量天体の研

究を推進した。プロジェクト発足の効果により集中的に研究

が進んだ。主なテーマは、多様な原始惑星系円盤の直接撮像、

惑星質量に迫る伴星の直接撮像、褐色矮星の系統的探査、多

様な惑星質量天体の観測、間接法による系外惑星観測、およ

び理論的研究がある。

院生・ポスドクの研究指導を通した人材育成も、Aプロの

枠を超えて活発に行った。

系外惑星に関する一般向け講演も多数行った。

1．概要

平成13年度に導入されたスーパーコンピュータシステム

を核とした計算機群は、5年目に入った平成17年度において

も、順調に運用が行われた。天文学データ解析計算センター

の計算機群は、各役割に特化された複数のサブシステムによ

って構成されている。これらのサブシステムにおいて、大規

模シミュレーションサブシステム、一般共同利用ワークステ

ーション（WS）群、光赤外データ解析WS群、電波データ

解析システムが、共同利用に供されるために、また、天文デ

ータセンターを担っているデータベースサーバ群、国立天文

台情報ネットワーク（KTnet）関連機器群、対外接続である

スーパーSINET関連機器群が研究を支えるための基盤システ

ムとして運用されている。

そして、天文学データ解析センターは、計算機群や基盤シ

ステム群の円滑な運用による研究基盤の維持だけでなく、計
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算機共同利用や研究基盤の今後の発展を目指した研究や開発

も行っている。

2．共同利用

（1）大規模シミュレーションサブシステム

ベクトル並列型スーパーコンピュータVPP5000および重力

多体問題専用計算機GRAPEシステム、可視化システム、重

力多体計算システムなどから構成され、日本全国のみならず

世界の数値天文学研究者の数値シミュレーション研究の中核

を担っている。VPP5000とGRAPEシステムは審査制による

利用時間枠の割当て方式を採用しており、平成17年度の利

用状況、申請・採択状況は以下の通りであった。いずれも利

用制限量の多寡によるカテゴリ分けを行っている。

VPP5000

年間稼働時間　404558.7時間（全PEの総和）

年間稼働率　　84％

前期　カテゴリA 申請9件 ：A採択8件　B採択1件

カテゴリB 申請33件：B採択33件

後期　カテゴリB 申請2件 ：B採択2件

随時申込のカテゴリCは16件採択

GRAPEシステム

前期　カテゴリA 申請7件 ：Aとして採択6件

：Bとして1件採択

カテゴリB 申請11件：Bとして採択11件

後期　カテゴリB 申請2件 ：Bとして採択2件

CからBへのアップグレード申請1件：

：Bとして1件採択

随時申込のカテゴリCは3件採択

（2）一般共同利用WS群

ワークステーション等の一般共同利用では、602名のユー

ザーの利用があった。利用目的は多岐にわたっており、一般

共同利用WS群を足場にした大規模シミュレーションサブシ

ステムの利用や、データ解析、論文作成、電子メール等によ

る研究連絡など、研究の基盤として位置づけられるものであ

った。

また、中規模のシミュレーション等のために一般共同利用

計算サーバが運用されている。さらに、障害発生時などに備

えた待機マシンを有効活用し、長時間プロセス用ワークステ

ーション群として運用に供している。

（3）光赤外データ解析システム

光赤外データ解析システム（通称 sb系）は、本センター

とハワイ観測所（三鷹）が協同で運用しているものであり、

その主要部分である各種サーバ群とワークステーション群、

周辺機器などは解析研究棟1階（データアーカイブ室、すば

る共同利用室）に設置されている。本システムでは、すばる

望遠鏡などの光学赤外線天文学のデータ解析を行なうため、

IRAFなどのデータ解析ソフトウェア、すばる望遠鏡の観測

者にデータを供給するためのアーカイブシステム

MASTARS、解析システムDASHなどを運用し、利用者に供

している。また、すばる望遠鏡で得られたデータは専用線を

経由して三鷹に即時転送され、本システムで解析できるよう

になっている。平成17年度末時点での登録利用者数は174名

であった。

（4）電波データ解析システム

観測データ等を格納するディスクシステムに度々障害が起

こったものの、それ以外の大きな問題はなかった。

（5）太陽データ解析システム

平成15年6月より、一般共同利用WS群上に太陽データ解

析環境を共同利用に供している。このシステムは、太陽天体

プラズマ研究部、野辺山太陽電波観測所と共同で運用してい

るものである。

（6）天文データセンター

天文カタログ（天体の特性を表す数値や文字が表形式にな

ったデータ）、文献データベース、天文画像（全天乾板のデ

ジタル化版等）などの天文データを収集・管理して公開し、

国内外の天文学研究者や教育関係者の利用に供している。平

成 17年度は前年度に引き続き、計算機資源や人的資源を

SMOKAに集中すべく提供サービスの削減を行い、IUEデー

タアーカイブ、HSTデータアーカイブ、A&Ap文献データベ

ース（いずれもミラーサービス）を廃止した。

岡山天体物理観測所、東京大学木曽観測所、すばる望遠鏡

によって取得された観測データのアーカイブをSMOKAシス

テムで公開している。データの蓄積が進むにつれSMOKAの

利用とそれによる成果が徐々に増加している。平成17年度

に利用者に供されたデータ量は前年度の1.2倍、2878GBに達

した。SMOKAから取得されたデータによる天文学研究論文

で平成17年度に主要論文誌に掲載されたものは7編であった

（前年度は5編）。SMOKAの有用性は研究面にとどまらず、

実習教材の開発など教育面にもわたっている。

これらのサービスは、全てhttp://dbc.nao.ac.jpからたどるこ

とができる。

（7）ネットワーク（KTnet）

KTnetは、国立天文台の台内ネットワークシステムであり、

本部（三鷹キャンパス）や各観測所におけるLANとその

LAN同士を接続しているWANで構成されている。昨年度に

おける実績報告は次の通りである。
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ネットワークの新設

三鷹キャンパスにおいて、高度環境試験棟の二期工事と四

次元デジタルシアター棟の新築に伴いネットワーク（LAN）

を敷設した。

回線の更新

岡山観測所は、WAN回線として、JSAT（株）の協力によ

る衛星回線での接続を使用してきたが、岡山県情報政策課、

笠岡放送局、JGN4Ⅱ（Japan Gigabit NetworkⅡ）の協力によ

って、高速な地上回線での接続が行われた。

より広い帯域と短い遅延時間（Round Trip Time）で三鷹キ

ャンパスと接続できるようになったことで、これまでは三鷹

キャンパスのサーバにデータを定期的に複製せざるを得なか

った岡山観測所のWEBサーバを岡山観測所が自前で設置す

るなど研究環境の改善を図ることが可能になった。

（8）スーパーSINET

スーパーSINETは、国立情報学研究所によって提供されて

いる、国立天文台LANと台外インターネットを接続する目

的で利用されているWAN回線である。本年度は、安定して

稼働し、更新などは無かった。

（9）ユーザーズミーティング／講習会など

平成17年度は、第15回大規模シミュレーション・ユーザ

ーズミーティングを1月11日－13日の日程で開催し、参加

者は51名であった。また、次世代の若手研究者を育成する

ことを目的とする教育活動として、VPP/IDL/AVSの各講習

会、及び、N体シミュレーション大寒の学校を、またハワイ

観測所（三鷹）と共同ですばるデータ解析講習会を開催し

た。

各講習会の開催日程と参加者数は、以下の通りである。

参加者

VPP講習会 5 月 30日 − 6 月 1 日 17名

11月 21日 − 22日 10名

IDL講習会 6 月 2 日 − 3 日 20名

11月 14日 − 15日 19名

AVS講習会 6 月 6 日 − 8 日 10名

11月 16日 − 18日 3 名

N体シミュレーション雨水の学校

2 月 15日 − 17日 15名

すばるデータ解析講習会

2 月 27日 − 3 月 1 日 17名

3．研究成果

（1）データベース天文学推進室

JVOは、平成 16年 12月に国際ヴァーチャル天文台連合

（IVOA）標準の基盤技術に基づいて他国VOとの相互連携に

成功し、現在100以上の天文データベースと国立天文台及び

JAXA/ISAS内の複数のデータベースへの透過的なアクセスが

可能となっている。ISASのデータサービスは JVOが開発し

たSkyNode Tool Kitを利用して構築されたものであり、この

SkyNode Tool kitはJVOのWebサイト（http://jvo.nao.ac.jp/）か

ら公開されている。平成16年度に開発した JVOポータルで

は、Webブラウザから interactiveに解析サービスを呼び出す

ことは可能であったが、繰り返しを含む自動処理機能は未実

装であった。そこで平成17年度は、データ検索や取得デー

タの解析といった個々のサービス呼び出しを一連のWork

Flow（WF）として記述し、自動的に連携実行できる環境を

構築することを目標とした。我々はこのためのWF言語を

BPEL4WSをもとにして天文学研究用に拡張し、XMLを用い

て定義した。WF言語では、天文学研究に必要な繰り返し処

理（並列繰り返しを含む）、分岐処理等を定義した。ユーザ

ーが作成したWFは、一旦 Javaの実行スクリプトである

Groovy言語に変換されてから実行される。実装は2段階で行

い、平成17年末までに sequentialなWF実行が、また平成18

年3月には並列繰り返し処理が可能となった。JVOの目的は

天文データベースを活用した天文学の推進であり、その例と

してクェーサーに関する統計的解析を行った。その結果、こ

れまで未知であった知見が得られつつある。またこれらの開

発結果をまとめた論文が日本データベース学会論文賞を受賞

した。

（2）センタープロジェクトDB/DA

岡山天体物理観測所、東京大学木曽観測所、すばる望遠鏡

の観測データアーカイブを公開しているSMOKAの開発を引

き続き進めた。データの蓄積が進むにしたがって、利用者が

必要とするデータを迅速に見いだすための検索機能の強化が

求められてきており、平成17年度もピンポイント検索（精

密な位置検索）、FITSヘッダの全文検索、FITSヘッダ記載の

全項目検索、データ品質指標による検索の開発を進め、検索

機能の強化を図った。そのための位置較正や品質評価指標の

算出などデータの処理や加工の手法を開発・構築した。また、

すばる望遠鏡SuprimeCamデータについて、観測効率の向上

とアーカイブデータ選択の高度化を目指した品質評価システ

ムの試作を進めた。

（3）専用計算機

本プロジェクトの目的は、重力多体問題専用計算機

GRAPEシステム（MUVシステム）の有効利用、共同利用促

進のためのハードウェアとソフトウェアの両面からMUVシ
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ステムの開発、改良、保守を行うことである。本プロジェク

トの平成17年度の活動は次の通りである。

18年度はじめに予定されているGRAPEのホストコンピュ

ータリプレースにむけて、様々なCPUやチップセットの実

機試験を行い、適切なホストコンピュータを選定した。

GRAPEの性能をさらに引き出すために、現在使用されて

いるPCIバスより高速なPCI4Xバスを使用するホストインタ

ーフェースカードの開発を行なった。今年度は、実際のアプ

リケーションを使用して、性能評価と安定性試験を行った。

これらの成果については、現在、投稿論文として準備中であ

る。

無衝突系用次世代GRAPE、GRAPE47のテストボードを東

京大学と共同で製作している。これはGRAPE45の後継機で、

再構成可能デバイス（FPGA）をPCI4Xカード上に複数個実

装したもので、このFPGAの中に重力計算回路がプログラム

される。現在、試作ボードが完成し、実際のアプリケーショ

ンを使用して、性能評価と安定性試験を行っている。

平成18年2月15日－17日にかけてN体シミュレーション

雨水の学校を開催した。全国から 15名の参加者があった。

今年度も開催予定である。

4．広報活動（出版補助）

計算センターニュースを No.179 から No.193 までの15号、

センターからのお知らせを No.191 から No.219 までの29本を

発行した。これらは電子メールおよび WEB によって広報さ

れている。また、天文学データ解析計算センター年報16号

を発行した。9編の論文出版費用を補助した。

天文機器開発実験センター検討ワーキンググループの報告

書に基づき、天文機器開発実験センターは平成17年8月1日

に改組され「先端技術センター」となった。先端技術センタ

ーでは、ALMAを中心とした重点開発分野と先端技術開発の

推進および共同利用の維持発展を目標に、開発体制の整備を

行った。共同利用の受け入れ体制、人員体制、実験室の割当

等については、次年度も引き続き見直しを行う。

1．先端技術センターの組織

開発研究と共同利用を効率よく推進できるよう先端技術セ

ンターの体制を整備した。重点領域開発、先端技術開発、共

同利用を横糸とし、各ショップ、特殊加工グループ、開発支

援グループを縦糸とした体制とし、これに合わせて人員を配

置している。組織図を図aに示す。

2．ワークショップおよび開発支援設備

マシンショップ、オプトショップ、デザインショップ、エ

レキショップを中心とした共同利用支援を行った。それぞれ

のショップおよびユニットの活動について報告する。

1）マシンショップ

平成17年度は90件の製作・修理委託を受け、前年度から

の繰り越し7件を含む97件中86件を完了し、11件は平成18

年度に繰り越した。外部機関の利用は11件である。平成17

年度の製作・修理委託件数を以下に示す。

平成16年度より繰越 7（4）

先端技術センター 18（1）

ALMA 38（4）

ASTE 1

スペースVLBI 1

Solar4B 7

太陽観測所 6

ハワイ観測所 7（7）

JASMINE 2

HOP 2

4D2U 2

光赤外研究部 1

電波研究部 1

東大理センター 3（1）

MAGNUM 2

SPICA 3

日本ハーシェル協会 2

大阪府立大学 1

平成17年度合計 97（11）

（ ）内は18年度への繰り越し件数

19．先端技術センター

図a．先端技術センター組織図
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2）超精密加工ユニット

将来の観測天文学のニーズを支える光学材料の超精密加工

分野に於ける貢献を目指し、国立天文台の技術スタッフの連

携により、センター所有の超精密加工装置を駆使して、要求

条件の特殊なグーレーティングやミラー、レンズの開発を行

う。平成17年度の加工は以下の通りである。

・イメージスライサー分割鏡の試作

ISAS/JAXA（片 ）、茨城大学（岡本）

・サファイアレンズの芯取り加工

ALMAバンド10（野口、シトフ）

・研削砥石のツルーイング方法とツールの整備 三ツ井

・非球面研磨の手法とツール 三ツ井

3）特殊蒸着ユニット

重力波干渉計用の非常に曲率（10km）の大きい反射鏡な

ど、通常の研磨で製作することができない光学製品を製作す

る。特殊蒸着装置を用いて、平面基板ガラスの薄膜の厚さを

半径方向に制御する手法を開発している。

4）オプトショップ

高度環境試験棟の増築に伴い、オプトショップの測定器類

の引越し作業を行った。これにより、狭い部屋に煩雑に詰め

込まれている状態だった測定器を整理し、利用しやすい状態

にした。また、使われなくなった測定器や光学実験部品を整

理しスリム化した。前年度に導入した紫外－近赤外分光器島

津製作所製Solid Spec3700の共同利用を試験的に開始した。

5）デザインショップ

デザインショップで運用しているソフトの中で、特に機械

設計CAD「I4DEAS」は大学等からのネットワーク経由によ

る利用率が高く、年間の利用数は200件以上に上る。おもな

利用グループは、東京大学・東北大学・ S o l o r 4B・

JASMINE・ALMAである。平成17年度は利用環境拡充のた

め I4DEASのライセンス数を増やし、同時に複数人が解析作

業を行えるようになり、設計業務を円滑に進められるように

なった。ソフトウエア利用に関する相談や解析手法のアドバ

イスなども行っている。

6）エレキショップ

現在管理している電気部品9種類600項目に購入希望の強

かった多極コネクタ（3、5、7、10、16、24極）を追加した。

実験等で必要な3相200Vの部品も用意した。2003年から続

いている利用記録から今年度の消耗品の利用件数は1592件

である。（昨年度は1512件）各月の内訳を図bに示す。

3．プロジェクト支援

先端技術センターの実験室、ワークショップを利用して国

立天文台内外の開発プロジェクトが実行された。登録プロジ

ェクト数は、台内21件、台外30件、合計で51件であった。

（表）

4．重点領域開発

1）SIS素子開発（超微細加工ユニット）

野辺山宇宙電波観測所のデバイス製造装置の三鷹（高度環

境試験棟クリーンルーム）への移設を行い、野辺山クリーン

ルームは閉鎖した。それに伴い、移設装置の立ち上げとそれ

らを用いたALMAバンド4,8用デバイス製造工程の安定化、

供給体制の確立、およびｉ線ステッパの製造工程への導入と

それを用いたバンド10用デバイス製造プロセスの開発が次

年度のミッションとなる。

2）ALMAバンド4

ALMAスペックの達成を目標に、バンド4受信機カートリ

ッジのプレ量産モデルのデザイン及び試作・開発を行なっ

た。受信機の心臓部である超伝導ミクサ及び光学系エレメン

トの開発が完了し、有限要素法によるカートリッジの力学的

変形・撓みの影響の検討を行い、詳細デザイン及び試作カー

トリッジの測定を完了した。バンド4カートリッジ受信機の

Preliminary Design Reviewが開催され、高い評価を得た。今後、

試作機によって明らかになった開発項目を整理し、量産性を

熟考した構造設計や熱設計の変更を行なう。また、測定系の

開発及び生産管理体制の確立を進める。

3）ALMAバンド8

試作器ではALMA性能仕様を達成しているが、プロダク

図b．エレキショップ消耗品利用状況／月
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研究課題名 代表者所属機関 代表者 

RF/LO couplerの測定 名古屋大学太陽地球環境研究所 水 野　 亮 1

22GHz受信機の立ち上げ 岐阜大学 須 藤 広 志 2

大気観測受信機用 SIS素子の開発 名古屋大学太陽地球環境研究所 前 澤 裕 之 3

オゾン観測受信機用 SIS素子の開発 大阪府立大学 小 川 英 夫 4

受信機用 SIS素子の開発 中国紫金山天文台  Shi   Sheng 4 Cai 
　 　 　 

5

CANGAROO東京大学宇宙線研究所 森　 正 樹 6

Nano4JASMINEミッション部開発 JASMINE検討室 矢 野 太 平 7

ALMA Band4受信機の開発 先端技術センター 浅　山　信一郎 8

7ftハーシェル金属鏡の複製 日本ハーシェル協会 大　金　要次郎 9

コロナグラフ装置 光赤外研究部 周 藤 浩 士 10

グリズムおよび Immersion Gratingの開発 理化学研究所 海老塚　　　昇 11

地球照の分光観測 理化学研究所 海老塚　　　昇 12

ELID研削によるミラーおよびレンズの精密加工 理化学研究所 林　 偉 民 13

MUGNUM観測システムの開発 JASMINE検討室 小 林 行 泰 14

完全空乏型 CCDの開発 ハワイ観測所 宮 崎　 聡 15

Cold Chopperの開発 東京大学天文学教育研究センター 宮 田 隆 志 16

15色カメラの光学部品測定 東京大学天文学教育研究センター 土 居　 守 17

Suprime4Cam光赤外研究部 小宮山　　　裕 18

SDSSフィルターの測定 東京大学天文学教育研究センター 土 居　 守 19

JASMINE角度モニタ 重力波プロジェクト推進室 新 井 宏 二 20

KAGAMI東京大学宇宙線研究所 大 橋 正 健 21

ミリ波サブミリ波ボロメトリック天体干渉計の開発 東北大学 服 部　 誠 22

アルマサイト調査用赤外雲モニタの開発 茨城大学 百 瀬 宗 武 23

地上太陽光学観測データの実時間処理システムの開発 太陽プラズマ研究部 花　岡　庸一郎 24

FMOS開発研究 京都大学 舞 原 俊 憲 25

フィルムレンズアンテナ試作 VSOP室 氏 原 秀 樹 26

補償光学系（ AO） ハワイ観測所 高 見 英 樹 27

多面同時波面センサーの開発 ハワイ観測所 早 野　 裕 28

Solar4B X線カメラ開発 Solar4B推進室 鹿 野 良 平 29

ミリ波サブミリ波受信機の開発 大阪府立大学 小 川 英 夫 30

POST experiment紫金山天文台 史　 生 才 31

テラヘルツ技術の開拓 先端技術センター 松 尾　 宏 32

軟 X線顕微光学系の開発 東北大学 豊 田 光 紀 33

真空環境下におけるボッルスセル温度特性の測定 水沢観測所 田 澤 誠 一 34

WINERED東京大学天文学教育研究センター 小 林 尚 人 35

東大アカタマ 1m望遠鏡 東京大学天文学教育研究センター 田 中 培 生 36

西はりま天文台用フィルタ冷却測定 東京大学 上 野 宗 孝 37

広島大 1.5m望遠鏡 広島大学 川 端 弘 治 38

SPICA等用コロナグラフ開発 ISAS/JAXA塩 谷 圭 吾 39

Solar4B可視光望遠鏡の開発・試験 Solar4B推進室 末 松 芳 法 40

SPICA搭載用ステラグラフの基礎開発実験 神戸大学 伊 藤 洋 一 41

GaAsISAS/JAXA渡　辺　健太郎 42

国立天文台 3D映像作品制作プロジェクト 天文情報センター 縣　 秀 彦 43

ALMA SISミクサの開発 先端技術センター 野 口　 卓 44

分子線エピタキシャル結晶技術を用いた次世代赤外線検出器の開発 ISAS/JAXA和 田 武 彦 45

表． 平成 17 年度　登録プロジェクト一覧 （１） 
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トアシュアランスを考慮して設計したプレ量産モデルにおい 

ても同様の性能が得られるよう開発をおこなっている 。第 1

号機の試験結果を 、第 2－ 8号機にフィードバックする 。特 

色は 、 世界最高レベルの性能を持つ観測機器をインハウスに 

て量産するための技術を蓄積することである 。 天文台にて 、 

性能が良いだけでなく 、 故障をしない品質の高い観測機器を 

製作することが可能となるという意義をもつ 。 

4） ALMAバンド 10

バンド 10受信機開発を推進するため 、 情報通信研究機構 

（ NICT） 、 大阪府立大学 、 中国紫金山天文台 （ PMO） 、 台湾中 

央研究院天文物理学研究所との連携を図った 。 受信機のキー 

デバイスであるミキサーの開発を中心に進め 、 800GHz帯に 

おける雑音温度として準光学ミキサーの約 250K（ NICT） 、 

導波管ミキサーの約 400K（ PMO、 NAOJ） が得られた 。 超伝 

導ミキサー素子自身の改良で ALMA仕様 （ 230K） を達成で 

きる見通しが得られた 。 

5． 先端技術開発 

1） テラヘルツ技術 

テラヘルツ帯の直接検出器を用いた観測技術開発のため 、 

9素子サブミリ波カメラの開発 、 極低温読み出し回路の開発 

および干渉計システムの開発を進めた 。 

SISフォトン検出器を用いた 9素子カメラ （ SISCAM49） を 

開発し ASTE望遠鏡への試験搭載を行った 。 望遠鏡搭載時の 

問題点を明らかにし 、 月の観測により SISフォトン検出器に 

よる初めての天体観測に成功した 。 

1000画素サブミリ波カメラの実現に向けて 、 GaAs4JFET

を用いた極低温電子回路の開発を進めた 。 GaAs4JFETの極低 

温特性 （ 電流電圧特性 、 ノイズ特性 ） の測定 、 Spiceモデル 

作成および回路方式の検討を進め 、 SISフォトン検出器の大 

規模アレイが実現可能であることが示された 。 

マルチフーリエ天体干渉計による天体観測を東北大学との 

共同研究として進めた 。 野辺山に設置したヘリオスタットを 

用い 、 太陽と月の観測データを取得しデータ解析を行った 。 

2） 完全空乏型 CCD

浜松ホトニクスと共同で完全空乏型 CCDの開発を行って 

いる 。 平成 17年度は 、 CCD最終段階への問題点であった電 

荷転送効率の向上 、 および量子効率の向上と暗電流の低減の 

2点について極めて良好な性能を得た 。 また 、 空乏層中での 

ホールの移動に伴う拡散による分解能を劣化を防止するた 

め 、 バイアス電圧をかけるためのガードリング構造を持つが 、 

問題なく動作することを確認した 。 これらにより 、 2k× 4k

CCDを作るための問題が解決した 。 

3） 超軽量鏡 

C/C鏡の鏡面品質向上および熱変形改善を続けた結果 、 

C/C鏡には熱変形以外の変形が存在すると分かった 。 C/C鏡 

の基盤材料であるハニカムサンドイッチパネルの面内方向と 

面外方向それぞれの吸湿による寸法変化を評価した結果 、 面 

外方向に変形することを確認した 。 ハニカムサンドイッチパ 

ネルをその構成要素に分け面外方向変形を評価した所 、 ハニ 

カムが大きく変形すると判明した 。 改善策として 、 ハニカム 

を形づくる炭素繊維の配向を面外方向変形が抑えられるよう 

に変えたところ 、 吸湿による寸法変形が格段に改善すると分 

かった 。 

1． 概要 

平成 10年 4月に国立天文台の新しい組織 （ 省令組織 ） とし 

て 、 天文情報公開センターが発足して以来 、 国立天文台のみ 

ならず天文学全般の科学的成果の一般社会への普及・啓蒙 、 

新発見天体に関する国内調整・国際的情報交換 、 および日の 

出・日の入りなど市民生活に直結した天文情報の提供を目的 

とした組織として 8年目を迎えた 。 組織全体がプロジェクト 

制に移行するのを契機に 、 当センターについても 、 その将来 

像を探るために平成 16年度に開催した天文情報公開センタ 

研究課題名 代表者所属機関 代表者 

中間赤外線高分散分光観測装置の開発 名古屋大学 平 原 靖 大 46

Solar4B可視光望遠鏡試験 Solar4B推進室 末 松 芳 法 47

IRSF/SIRIUS用偏光器の開発 光赤外研究部 神 鳥　 亮 48

岐阜大学 11m鏡の 22GHz化 岐阜大学 須 藤 浩 二 49

HOP超広視野カメラ開発 光赤外研究部 山 田　 亨 50

ALMA Band8受信機開発 先端技術センター 関　本　裕太郎 51

表． 平成 17年度　登録プロジェクト一覧 （２） 

20． 天文情報センター 
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ー検討ワーキンググループによる答申を受け、8月1日をも

って、改組を実施した。この改組により、当センター名称を

天文情報センターとし、センター長以下、広報室、普及室、

暦計算室、図書係、出版係、総務班の3室2係1班体制とし、

業務が膨大である広報普及室を2室に分けると同時に、新天

体情報室の業務は広報室に繰り入れることで、これを廃止し

た。下記の活動報告は、改組後の体制毎に記述する。

2．広報室の活動

今年度も従来と同様、すばる望遠鏡等の研究成果や各プロ

ジェクトの進行状況や成果を中心に、記者会見やウェブリリ

ースを通じて積極的に広報活動を展開した。また、ホームペ

ージの英語版リニューアルを行う一方、流星群など社会的に

話題となる天文現象についても、天文学研究者だけでなく、

ひろく一般の方々の理解を得られるようキャンペーンを通じ

た双方向形態の情報発信を行った。また、台内広報の一環と

して、取材・報道情報を共有するため、台内の各プロジェク

ト・キャンパスの広報実務担当者間のネットワークを試験的

に立ち上げ実験を開始した。

（1）一般質問受付

マスコミや官庁、一般からの質問に対応した件数は、電話

は7440件（表1）、手紙は116件、公文書は74件であった。

また、インターネットを通じた質問は532件（表2）であっ

た。

（2）マルチメディアによる情報公開

国立天文台のホームページ（http://www.nao.ac.jp/）を管

理・運営し、インターネットによる情報公開を行っている。

ホームページへのアクセス件数は夏休み等に集中し、全体で

約2,099万件となり、月別には表3の通りとなっている。

また、最新の天文学の情報を電子メールで発信する「アス

トロ・トピックス」は91号－199号を発行した。音声による

テレフォン天文情報サービスも月2回更新で計24号発行し

た。平成16年度からはじめた双方向型の情報発信事業であ

る天文現象キャンペーンは、昨年度の試行（2004.12「ふた

ご座流星群を見よう」2164件、2005.1「マックホルツ彗星見

えるかな？」2724件）に続いて、4件（2005.4「アンタレス

食を計（はか）ろう」138件、2005.8「天の川全国調査」304

件、2005.10「火星接近！模様が見えるかな」389件、2006.1
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表1．国立天文台天文情報センター広報室・電話応答数（2005年4月－2006年3月）
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表2．国立天文台天文情報センター広報室・インターネットによる質問応答数（2005年4月－2006年3月）
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表3．国立天文台ホームページ月別アクセス件数（2005年4月－2006年3月）
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「初春の流星群を眺めよう」1564件）を実施した。

（3）成果公開

今年度は、国立天文台より6件の記者会見（①4月13日：

「すばる望遠鏡、最も重元素の少ない星を発見」、②4月20

日：「シルエットで浮かび上がった原始星エンベロープの全

貌」、③5月19日：「すばるがとらえたガンマ線バースト母

天体の横姿」、④9月15日「解明！月の古いクレーターの起

源～小惑星のサイズ分布から探る古いクレーターの歴史～」、

⑤9月21日：「東アジア中核天文台連合調印式」、⑥12月28

日：「宇宙磁場：初期宇宙における密度ゆらぎの化石」）お

よびインターネットなどを利用した、主として天体画像を伴

う6件の成果公開（①7月1日：「超巨大コアを持つ灼熱惑

星の発見」、②9月1日：「大質量原始星における星周円盤の

発見―重い星の誕生メカニズムに制限―」、③ 9月 13日：

「すばる、宇宙最遠の巨大爆発をとらえる」、④9月16日：

「すばる望遠鏡によるディープインパクト探査の観測結果に

ついて」、⑤12月22日：「暗黒物質の巣で育つ銀河の雛たち」、

⑥2006年2月16日：「塵に埋もれた超巨大ブラックホール

たち」）を行った。

また、1月13日には「科学記者のための天文学レクチャー

（第 8回）」を開催、「天“文学”の世界」をテーマとして、

「記紀神話の中の星座と神話（勝俣隆・長崎大学）」、「キトラ

古墳の天井に描かれた星座（宮島一彦・同志社大学）」、「歌

に詠まれた宇宙（海部宣男・国立天文台）」の3つのレクチ

ャーを行い、19社36名の参加があった。

（4）新天体情報対応

平成17年度に新天体情報室およびその業務を受けついだ

広報室に寄せられた新天体の発見・確認依頼通報は総数183

件であった。その内訳は恒星：8件、新星・超新星：8件、

惑星：6件、移動天体：10件（ほとんどは真の天体ではない）、

発光物体・火球・流星：45件、太陽：11件、月：4件、彗

星：12件、星座：3件、人工衛星：3件、小惑星：4件、宇

宙に関するもの：4件、その他：65件である。精査の上、確

度の高いものを国際天文学連合天文電報中央局に通報した。

その結果、サーキュラー（IAUC）に載った発見で、国立天

文台が関係したものは2件であった。

1）2005年 10月：高尾明氏による、たて座新星の発見。

「NOVA Scuti 2005」と命名された。また長谷田勝美氏も同日

にこの新星を発見している（IAUC 8607）。

2）2006年2月：鈴木章司氏による、かみのけ座の渦巻銀河

NGC 4321に超新星の発見。「SN 2006X」と命名された

（IAUC 8667）。

3．普及室の活動

平成12年7月20日より開始した三鷹地区常時公開を継続

した。常時公開施設のひとつ、第一赤道儀室に設置されてい

る望遠鏡を用いて、5月の連休中、及び夏休み、春休み期間

中に特別に運転公開を行い、見学者が自ら太陽の黒点観測体

験ができるようにし、特に子供たちに好評であった。平成

17年度の三鷹地区常時公開では、5,973名の見学者が訪れた。

また、平成17年度の職場訪問等を含めた団体見学は 85件、

2,787名であった。

例年行われている三鷹キャンパスの特別公開は、10月15

日に東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究センター

と、総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻と共同

で企画・遂行し、約1,700名の参加があった。

社会教育用公開望遠鏡を用いた定例観望会は、雨天曇天時

にも中止することなく実施するようにしている。今年度は実

施 23回（他 1回は特別公開日で曇天のため中止）、参加者

2,938名を数えた。また、2月10日と25日および3月10日と

25日には「親子星空学級」として親子向けのメニューを用

意した。

夏休み中の8月1日－5日には「夏休みジュニア天文教室」

を開催し、工作教室、観察実習などを行い、343名の参加が

あり、好評を得た。

7年目となる高校生対象の宿泊体験学習会「君が天文学者

になる4日間」（8月8日－11日実施）には、全国から28名の

応募があり、最終的に選考された16名の参加があった。

公開講演会は「太陽研究最前線～『ようこう』から

『SOLAR4B』へ～」というテーマで、1月29日（日）に科学

技術館において実施した。293名の参加があり好評であっ

た。

全国の天文関連施設と一緒になってすすめている「スタ

ー・ウィーク～星空に親しむ週間～」は参加協力団体190、

協力イベント354件であった。

公開天文台をはじめとした各地の天文生涯学習施設へ最新

の天体画像・情報を発信する公開天文台ネットワーク

（PAONET）は11年目を迎え、会員選出の運営委員会制度と

なってから2度目の第2回総会が、5月17日に国立天文台三

鷹にて開催された。平成17年度のPAONET参加会員数は141

名である。

宇宙関連機関で行う「宇宙の日」の各種事業には平成13

年度から参加しているが、今年度は10月15日－16日に福岡

で開催された「宇宙ふれあいフェスティバル」に参加し、ブ

ースを出展した。

平成17年度の特別事業として、すばるマカリィ・スクー

ルを6－8月に実施し好評であった。さらに、1号官舎の保

存・活用、理科年表シンポジウム、三鷹ネットワーク大学に

おける各種講座、さらに、ハワイ観測所紹介の3D映像作品

制作を行った。
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4．暦計算室の活動

暦計算室は国際的に採用されている基準暦に基づき、太

陽・月・惑星の視位置をはじめ、諸暦象事項を計算し、国立

天文台の設置目的のひとつである「暦書」の編製として「暦

象年表」を発行している。

（1）平成18年版理科年表暦部、平成19年暦要項（平成18年

2月1日官報掲載）、平成19年暦象年表の計算・編製を完了

した。

（2）平成 1 7 年 9 月から暦計算室のホームページ

（http://www.nao.ac.jp/koyomi/）をリニューアルし、こよみに

関する情報・サービスを充実させた。新たに今日のこよみ・

今月のこよみ・こよみの計算・暦象年表トピックスなどを加

えたほか、利用者の便を考え、図入りの解説など随所に工夫

を凝らしている。9月の暦計算室トップページのアクセス数

は8月に比べてほぼ倍増、特に今日のこよみについては平成

17年12月および平成18年1月と連続して100万件を超えるア

クセスを記録した。平成18年2月には平成19年暦要項を掲

載、こよみの計算に惑星のこよみを追加するなど、ユーザー

からの要望を踏まえ随時アップデートしている。平成17年

度の暦計算室ホームページアクセス件数は約712万件であっ

た（図）。

（3）江戸時代幕府天文方などの資料・文書を引継いでおり、

これら貴重和漢書の保管・管理を図書室と共同でおこない、

研究にもたずさわっている。

（4）天文台の貴重書である和漢書から、図書室と共同で、第

33回「幕末の西洋一般書に見える天文」、第34回「内田五観

の世界―算學から天文まで―」の常設展示をおこなった。こ

れらの展示は図書室ホームページ「貴重資料展示室」に書き

加えられ、インターネット上でも見られる。

（http://library.nao.ac.jp/kichou/open/index.html）

5．図書係の活動

・平成16年度に工事が完了した一般利用者用出入口（窓

口）の運用を4月から開始した（利用者数82名）。また

新たに、従来の台内利用者出入口に三鷹共通の入館カー

ドキーシステムを設置し、10月から終日入退室（2階は

入室のみ）にはカードキーが必要となった。

・天文学を中心とした学術雑誌・図書及びデジタルコンテ

ンツの収集に努める中、平成18年4月からの大学院5年

単位制に向けて、修士向けの基本的参考書となる和書を

選定購入した。

・「図書室ホームページ及び図書室利用実態についてのア

ンケート調査」を2月に実施した。

尚、三鷹図書室・各観測所の蔵書冊数及び所蔵雑誌種数、

天文台の継続出版物の出版状況については、「Ⅲ．機構　図

書・出版」に掲載している。

6．出版係の活動

平成16年4月、法人化による組織編成で、広報係の所管が

天文情報公開センターに移され、従来図書係が担当していた

出版物の刊行も引継ぎ、主たる仕事が出版関係となったため、

また出版物の強化を図るため、平成17年8月1日付けで広報

係より係名を変更した。

本年度刊行した出版物は以下のとおりである。

・国立天文台ニュース　№ 141－№ 152 平成 17年 4月

号－平成18年3月号　全12冊

・国立天文台パンフレット（和文）2005年度

・国立天文台パンフレット（英文）2005－2006

・国立天文台年次報告　2004年度　第17冊

・Annual Report of The National Astronomical Observatory of

Japan  Volume 7  Fiscal 2004

・国立天文台報　第8巻第1・2号（2005）

・国立天文台報　第8巻第3・4号（2005）

・国立天文台欧文報告　第7巻第4号（2005）

・国立天文台欧文報告　第8巻第1－4号（2005）

・国立天文台点字パンフレット

なお、すべての既刊号はHPで公開した。他に国立天文台

リーフレット、国立天文台カレンダー2006の制作、三鷹特

別公開用のリーフレットやポスター類は、世評の高いイラス

トレーターやマンガ家に制作協力を依頼し、ハイクオリティ

の印刷物を制作することができた。図．暦計算室ホームページ月別アクセス件数

（平成17年4月－平成18年3月）
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光赤外研究部の本務は、個人の着想に基づく萌芽的な観測

研究、開発研究を行なうほか、必要に応じてそれらを発展さ

せて新しいプロジェクトの立ち上げを行なう。また、人材を

育成するため大学院教育にも積極的に参画している。研究部

は国外施設であるハワイ観測所の円滑運用に資するため人事

交流の母体としての役割も担っている。これはすばる望遠鏡

建設の構想に従い共同利用事業を中心とするハワイ観測所と

新装置の開発研究、観測研究を中心とする三鷹の研究部との

人事交流を通じて、個々人の研究フェーズに合った研究場所

の移動を行い研究を円滑かつ活発に推進するという基本的な

考えに基づく。

光赤外分野として、岡山天体物理観測所、ハワイ観測所

（以上Cプロジェクト）、重力波プロジェクト推進室（Bプロ

ジェクト）、MIRA推進室、JASMINE検討室（以上Aプロジ

ェクト）の他、平成17年度、新たにHOP超広視野カメラプ

ロジェクト室、ELTプロジェクト室、太陽系外惑星探査プロ

ジェクト室の3つがAプロジェクトと認められ活動を開始し

た。光赤外関連分野の構成員はすべて光赤外研究部の戸籍を

もつが、研究部とプロジェクトは組織上対等の関係である。

構成員は研究部、A－Cプロジェクトのいずれかに所属し本

務とする。また、本務以外に複数のプロジェクトの併任とし

て活動している構成員もいる。法人化後2年目にはいり、当

該分野のプロジェクトは光赤外研究部からもこれらの新しい

プロジェクトに併任として参加している。

ここでは光赤外研究部を本務とするものの活動を中心に報

告する。当該研究部では、すばる望遠鏡、UKIRT、UH88、

南アフリカ1.4m望遠鏡、岡山188cm望遠鏡、野辺山電波望

遠鏡、東大木曽観測所シュミット望遠鏡、ぐんま天文台

1.5m望遠鏡などの国内外の施設を用いた最先端の観測研究

を進めているほか、共同利用を担うプロジェクトの支援を行

っている。平成17年度は特別推進研究（家代表）の4年目で、

すばるの次期AO装置としてハワイ観測所との共同開発研究

である。また、系外惑星探査を目的とした特定領域研究（田

村代表）も2年目に入った。日本学術振興会特別研究員3名、

日本学術振興会外国人特別研究員1名、研究員3名のほか、

科研費等による研究員が3名である。大学院教育の一環とし

て大学院生17名を受け入れ、観測研究、開発研究をそれぞ

れ進めた。

1．観測的研究

1．1 すばる望遠鏡による観測研究

すばる望遠鏡を用いた観測的研究は宇宙論、銀河の形成と

進化、星や惑星の形成、恒星分光、太陽系天体など多岐にわ

たっている。特にｚの大きな原始銀河の数もふえて系統的な

研究も進む一方、近傍銀河（楕円銀河も含む）のより詳細な

金属量の分布や星の種族に関する定量的な研究も展開される

ようになり物理的理解が進みつつある。また、AGN、セイ

ファート銀河や赤外超過銀河など特異銀河についての研究も

光赤外線領域に留まらず電波、X線観測なども行われた。

星形成領域の研究も活発に行われ、原始星周りの円盤、褐

色矮星、暗黒星雲の分布などの観測研究も進められた。恒星

分光研究でもすばる望遠鏡でこれまでで最も鉄が少ない星を

発見し、元素組成解析を通して第3世代の星の元素組成がど

のようなものかのヒントをつかんだ。また、系外惑星系の探

査も引き続き行われ、すばる望遠鏡による中心核が異常に大

きな惑星の発見は惑星形成理論に一石を投じた。太陽系天体

についても小惑星などの小天体の探査を行い太陽系の歴史を

明らかにする研究も進められた。古暦、文献による天体現象

の研究などもなされた。個々の研究成果はハイライトを参照

してもらいたい。

ここでは、研究部を本務とする研究者がすばる望遠鏡で研

究にどのように貢献したか、当該研究者が第一著者となって

いる論文の全すばる望遠鏡による生産論文数に対する比率を

図示しておく（図）。

1．2 UH88、UKIRTによる観測研究

マウナケア山頂の天文観測条件を生かして効率的な機器開

発や観測研究を推進するために、UH88インチ望遠鏡と英国

3.8m赤外線望遠鏡（UKIRT）の観測時間を確保するプロジ

ェクトを継続している（太陽系外惑星探査プロジェクト室の

項参照）。

平成17年度は、

UH88 ：前期（2－7月） 7件16夜、持込装置課題3件

後期（8－1月） 6件19夜、持込装置課題5件

UKIRT：前期（2－7月） 5件7夜

後期（8－1月） 3件4夜

21．光赤外研究部

図．構成員による論文数
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という実績である。競争率は、夜数ベースでUH88が2.0倍、

UKIRTが3.1倍。持込装置や広視野赤外撮像など、すばる望

遠鏡と相補的な機能も生かして、恒星・星形成から宇宙論に

至るまで、13機関の研究者により、様々な研究に利用され

た。

1．3 その他の望遠鏡による観測研究

岡山の188cm望遠鏡による観測は主にHIDESによる恒星

スペクトル観測で、視線速度の精密観測による系外惑星探査

プロジェクトの推進、星の元素組成解析、太陽型巨星の振動

の検出などが行われている。それに関連して、ぐんま天文台

の1.5m望遠鏡にはGAOESというエシェル分光器があり、そ

れを用いた星の大気構造、組成解析なども行われている。

南アフリカの1.4m望遠鏡は名古屋大と天文台との共同研

究グループが主に星形成領域の観測研究に利用している。ま

た、野辺山45m電波望遠鏡、電波干渉計を用いて星形成領域

やAGNなどの系外銀河の観測研究も行った。東大木曽観測

所のシュミット望遠鏡による銀河観測では形態分類の研究も

行われている。

1．4 国際協力観測研究

海外研究者との国際共同研究も活発に行われている。ハワ

イ観測所大プロジェクトの1つSXDF研究グループは英、欧

州との研究者と原始銀河サーベイ研究で共同観測を続けてい

る。系外惑星探査観測に関して中国の興隆観測所の分光器に

I2セルを設置して日中の惑星探査共同観測、元素組成に関す

る共同研究も進めている。さらに韓国の研究者とも系外惑星

探査の共同研究もスタートした。ウズベキスタンのマイダナ

ック天文台にもCCDカメラを持ち込み、小惑星観測専用の

望遠鏡を立ち上げるなどの共同研究を進めている。

銀河の形成、進化に関しても欧州、中国、韓国などと国際

共同研究を推進している。さらに、台湾の鹿林天文台の1m

望遠鏡を用いた小惑星の観測や米国キットピークの90イン

チ望遠鏡の広視野カメラを用いて太陽系天体の統計的研究も

行っている。

2．すばる望遠鏡に関連する観測装置開発

FMOS（ファイバー多天体赤外分光器）、MOIRCS（多天体

赤外スリット分光器）の2つがすばるの新規観測装置として

開発され、MOIRCSは撮像モードは公開され、分光モードは

目下立ち上げ中である。これらはハワイ観測所と大学（京都

大、東北大）が主体となって開発しているが、光赤外研究部

も開発の支援を行っている。

平成14年度から大型科研費、特別推進研究（家代表）を

獲得して5年計画ですばるの次期AO装置を開発している。

可変形鏡の素子数36から188素子に拡張し、レーザーガイド

星を用いた補償光学も視野に入れている。

また、この新AO装置に装着するHiCIAO（赤外コロナグ

ラフ）の開発が進んでいる。

3．すばる望遠鏡の運用支援

すばる望遠鏡の共同利用について光赤外研究部は支援を行

っている。共同利用プログラムの公募、採択、共同利用旅費

の運用・管理などの実務、すばるデータ解析センター（三鷹

地区の解析研究棟1階）の運用、すばるに関する広報普及、

FMOS、MOIRCSなどの新規装置の開発支援などを行ってい

る。このような支援事業はかなりの仕事量に達し研究部のか

なりの数のスタッフが併任として関わっている。

4．次期大型計画の検討開始

すばる後の光学赤外分野の地上大型計画として口径30mク

ラスELT（Extremely Large Telescope 30m）の望遠鏡の建設を

目指している。新鏡材や鏡面研磨、鏡面合成などの技術的な

検討を行っている。今年度からAプロジェクトとしてスター

トした（ELTプロジェクトの項参照）。また、日中共同で中

国西域における天文観測適地の調査にあたることに合意し調

査を開始した。

スペースでは、ASTRO4F、SPICAの延長上に JPTFを据え

るとともに、アストロメトリー衛星として JASMINEも構想

している。宇宙研と天文台の協力体制の確立も急務でありそ

の方向で進んでいる。系外惑星探査を地上・スペースとステ

ップを経て目指す系外惑星探査プロジェクトが平成17年度

からAプロジェクトとしてスタートした。SPICA衛星での系

外惑星探査の可能性も追求している。その他、HOP計画の

撮像カメラの開発もAプロジェクトとしてスタートし日本の

光赤外衛星をめざす。

5．岡山天体物理観測所の将来計画の支援

京都大学と岡山天体物理観測所が共同で3.5m新望遠鏡を

建設する計画を推進している。京都大学では民間との共同研

究としての資金を得て、製作にむけた検討が具体化してい

る。

6．広報普及・新天体発見業務

天文情報センターに協力してすばるによる研究成果の公表

（記者発表含む）などの広報普及活動を支援し、新天体発見

業務などを行っている。
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7．教育活動、広報普及、国際協力（委員会等）、研究
会主催

柏川伸成：

・2005年5月　「三鷹ネットワーク大学」プレ開講　天文

学連続講座

・2005年11月　なかのZEROもみじ山文化セミナー

・2005年12月　すばる観測成果web発表

相馬　充：

・2006年3月　国立科学博物館（東京・上野）「天文学普

及講演会」にて「古代日食記録からわかる昔の地球自転

速度変動」

・2006年3月　「高校生天体観測ネットワーク全国フォー

ラム2006」（和歌山）にて「すばる食」

・IAU Commission 8（Astrometry）の運営委員（member of

the Organizing Committee（委員長は米の Imants Platais ））

（2003年より）

・IAU Commission 20（Positions & motions of minor planets,

comets & satellites）の Working Group on Natural Satellites

（委員長は仏の J4E. Arlot）の委員（2003年より）

・国際掩蔽観測者協会（International Occultation Timing

Association、委員長は米の David W. Dunham）の接食部

会委員長（1998年より）

1．電波専門委員会

（1）専門委員会

VERA、ALMA、VSOP42、SELENE/RISE、野辺山宇宙電

波観測所、水沢観測所の各プロジェクトから進捗状況の報告

を受けた。

特に、野辺山宇宙電波観測所については、45m望遠鏡の老

朽化対策の提案があり、将来計画についてのワーキンググル

ープを発足させた。また、NMAに関して大学関係者から運

用を継続して欲しい旨の要望があったが、共同利用継続は困

難となるとの認識が得られた。

VSOP42計画推進についての提言をとりまとめた。

SKAへの取り組みについて検討WGの報告を受け、今後の

方針について検討された。

（2）電波天文周波数小委員会

電波専門委員会にはいくつかの小委員会があるが、電波天

文周波数小委員会を除く小委員会の活動は関連プロジェクト

で報告する。

近年、無線通信の進展はめざましく、携帯電話や無線

LANが生活の隅々まで行き渡りつつある。この増大する無

線通信からの混信は電波天文観測の重大な障害となる可能性

がある。例えば、UWB（Ultra Wide Bandの略）による無線

LANは5GHzなどの電波天文保護バンドを内包する帯域を使

用し、かつ10GHzのバンドなどへの影響も無視できないに

も拘わらず、微弱ではあるが非常に高い普及率（世帯あたり

数個）が見込まれている。世界的な電子産業企業がこの

UWB実用化を推し進めている。

今や、電波を出すのが少数の放送局や無線局だけでなくな

り、資源としての電波に非常に大きな需要が生じている。最

近のソフトバンクによるボーダフォンの1兆円買収を見ても

わかるように、無線利用への産業界からの要求は非常に大き

い。それに対抗して、「電波天文の空」を維持していくには、

一層の努力が必要となってきている。

天文と他用途の間での利害調整は、国内的には総務省が、

国際的には国際電気通信連合（ITU）が当たっている。2005

年度は、総務省からの意見聴取に対応して、100通近い審議

表について、電波天文周波数小委員会の立場を表明した。ま

た、10回程度、総務省主催の会議に出席して、電波利用者

団体との議論の中で電波天文の立場を述べた（総務省ウェブ

に報告書あり）。

さらに、5回の海外での国際電気通信連合（ITU）主催の

会議に出席し、日本の電波天文の意見を述べ、情報の収集を

行った（総務省ウェブに報告書あり）。小委員会から委員を

派遣したのは、以下の5回の国際電気通信連合（ITU）会合

である。

会合名 期間 開催場所

TG1/8 05/18－05/26 サンディエゴ

TG1/9 09/11－09/18 ジュネーブ

TG1/8 10/10－10/22 ジュネーブ

SG1 10/22－10/27 ジュネーブ

WP7D 11/05－11/12 ジュネーブ

TG1/8はUWBの規格を審議するTask Groupである。

TG1/9は“Compatibility between different passive and active

services”を扱うTask Groupでたとえば電波天文と放送衛星や

携帯の共存条件などを審議する場である。

SG1（Study Group 1）は“Spectrum management”を審議す

る場で、上記TG1/8やTG1/9の上部会合である。

WP7D（Working Party 7D）はSG7（Study Group 7：科学業

務を審議）の下にある会合で、電波天文業務について審議す

る場である。たとえば、前回の会合では、VLBI衛星への他

業務からの影響を評価する上で、VLBI衛星の横や後ろ側の

アンテナ利得をどう考えるかの議論があり、派遣された当委

員会委員が議論に寄与した。

2005年度、特に問題なったのは、上記UWBやPLC（電力

線搬送通信）と呼ばれる微弱だが広い帯域を使う通信方法で

22．電波研究部
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ある。これらは、帯域内に電波天文保護バンドを含むだけで

なく、帯域外にも有害になりうる不要輻射を伴うので、帯域

外の電波天文保護バンドでも問題になりうる。これらの問題

は、総務省の諮問委員会で議論され、当委員会からも委員が

議論に参加したが、残念ながら当委員会の意見は容れられず、

当委員会から見れば問題を残したままで、実施の方向となっ

た。UWBの場合は、3年後に見直しが行われるとのことで、

実施状況、普及状況を見ながら対処していきたい。

2．ペルー電波望遠鏡

研究員を採用した。研究員はペルーに長期出張して、アン

テナの移管交渉や手続きを電話会社とペルー地球物理観測所

との間で進めた。その結果、アンテナ移管は06年度当初に

完了する運びだったが、都合により遅れている。また受信機

関係の備品や測定器類の整備と、それらを学術免税で輸出入

する手続きの交渉を行い、輸出を開始した。

3．研究会公募

各プロジェクト室が個別に公募していたが、本年度より電

波研究部として一括公募・審査を行い、7件311万円の補助

を行った。

4．個人研究

プロジェクト外では以下の研究が行われた。

SgrA＊におけるQPO（Quasi Periodic Oscillation）をVLBA、

43GHzにおけるデータから検出し、その空間分布を検出する

ことに成功した。観測は、野辺山ミリ波干渉計によるミリ波

フレアの検出の1.5日後であり、フレア現象によって降着円

盤に振動が励起されたためではないかと推定される。QPO

の理論的な研究とあわせることで降着円盤の数－十数

Schwarzschild半径での回転運動、円盤自体の特性を知ること

ができる。観測データは上海天文台、Shen氏らとの共同提

案によるものである。

太陽天体ブラズマ研究部は、太陽観測所、Solar4B推進室、

野辺山太陽電波観測所等のプロジェクトに所属する研究教育

職員が在籍し、これらのプロジェクトと密接に連携しながら、

太陽物理学の研究を行う部門である。平成17年度現在所属

の職員は、全員が併任であり、研究部に専任する者はいな

い。

研究の対象は太陽の内部構造、およぶ太陽光球・彩層・コ

ロナ・太陽風などの太陽外層大気であり、フレア、黒点、白

斑、紅炎などの磁気プラズマの示す様々な現象や活動性につ

いて、理論・観測の両面から行っている。理論研究は日震学

の手法による太陽内部構造の診断のほか、磁気流体力学を共

通の手段にして、太陽類似の恒星や宇宙ジェット現象にも及

んでいる。観測的研究として、飛翔体によるスペースからの

観測に取り組み、平成3年に飛翔した「ようこう」で大きな

成果を収め、次期太陽観測衛星「Solar4B」衛星の開発を支

援している。また、乗鞍コロナ観測所、三鷹地区の太陽フレ

ア望遠鏡にも新たな技術を導入して研究を進めている。黒

点・フレア・コロナなどの定常観測を長期間にわたって継続

し、諸外国の関係機関と協力して、データの交換、出版を行

っている。

1．太陽物理学の総合的研究

太陽物理学の研究は既に、観測（飛翔体観測と地上観測）

と理論研究とを総合して行う時代に入っている。平成17年

11月に京都で開催された国際シンポジウム「第6回　Solar4B

Science Meeting 」には、Solar4B衛星で行う太陽物理学を中

心にして、Solar4B国際チームの参加はもとよりのことであ

るが、他の太陽観測衛星のデータを用いての研究報告や共同

地上観測の提案、理論的予想に基づく観測の提言など、総合

的な研究討論が行われた。

2．教育活動

平成17年度、当該研究部所属の教官を指導教官とする学

生は、総合研究大学院大学から2名、東京大学から5名であ

り、これらの学生の教育指導を行っている。また研究部所属

の職員や学生のプロジェクトとは直接には関係しない研究活

動（国際研究集会への出席、国内・国外における観測）への

支援を行っている。

3．国際協力

Solar4B衛星は米国NASA、英国PPARC、及び欧州ESAと

の国際協力になる科学衛星プロジェクトであるが、その科学

成果を引き出すため、Solar4B Science Working Group（SSWG）

の会合第3回が11月に開催され、衛星飛翔後の科学運用にお

ける国際協力体制、取得データの公開ポリシーなどについて

の議論を行った。また同じく 11月には、米国Advanced

Technology Solar Telescope（ATST）のプロジェクト長・ J.

Wagner氏と、国立太陽観測所（NSO）長・S. L. Keil氏の来

台を契機に、国立天文台との協力に関する議論がなされ、今

後このグループのScience Working Groupに参加することが決

まった。

23．太陽天体プラズマ研究部
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今年度は本研究部で行われた研究課題を列挙する。

1．歴史天文学

過去の天文史料を用いて現代天文学を行う分野を歴史天文

学とよぶ。2001年度に国立天文台にグループが発足した。

当面、過去3000年弱の地球自転の長期変動の短周期成分を

求めることが研究目的となっている。分野の活動を活発にす

るため、全国に散らばる研究者を糾合する計画を立てている。

2006年1月に研究会を組織し成功をおさめた。ひきつづき、

研究者間の連絡を密にする方策を検討中である。

2．惑星系形成論

惑星系形成の標準シナリオでは、地球型惑星形成の最終段

階は月から火星サイズの原始惑星どうしの巨大衝突だと考え

られている。この最終段階の多体シミュレーションを行ない、

原始惑星系の構造と形成される地球型惑星系の構造の関係を

明らかにした。また、散逸する原始惑星系円盤と木星型惑星

の重力を含めた場合の地球型惑星形成の最終段階も調べた。

ガス円盤と木星型惑星の効果を含まない研究では、形成され

る地球型惑星の離心率は大きくなってしまうことが知られて

いたが、この研究によって、潮汐抵抗と円盤散逸の効果で、

太陽系類似の地球型惑星系が形成されることを示した。

3．彗星雲形成

太陽系の最外縁部にはオールト雲と呼ばれる球殻状の彗星

の巣があると理論的に予測されている。彗星雲は惑星系形成

過程で惑星にならなかった微惑星から形成されると考えられ

ている。惑星系形成過程で惑星に散乱されて超楕円軌道に進

化した微惑星が、銀河潮汐力によりどのように軌道進化する

かを半解析的に評価し、この結果を用いて彗星雲形成モデル

を構築した。

4．重力多体計算機システムの開発

共同利用用重力多体問題専用計算機GRAPEシステムの高

速化のために、 P C I 4Xインターフェースを用いた、

GRAPE－ホストコンピュータ間の高速インターフェースを

開発した。

5．三体問題

ここでは三体問題を数値的に研究する。そのために力学系

の手法（記号力学、三体衝突多様体、分岐）を導入する点が

特徴である。本年度は平面三体問題の理論的・数値的研究を

行った。三接線定理、三法線定理を得た。また角運動量入り

の三体問題の系統的研究を始めた。そのために効率の良い変

数の組を理論的に求めた。

6．可逆2次元写像

この写像は、自由度2のハミルトン系の力学の離散化モデ

ルである。パラメータの変化に応じたカオス度の増大を定量

化することが研究目的である。周期軌道と組紐と位相エント

ロピーがキーワードであり、周期解を使って3次関数写像や

エノン写像のエントロピーを見積もった。一連の周期軌道の

背景に横たわるホモクリニック軌道の位相エントロピーの下

限を見積もることにも努めている。

7．力学系に対する数値解法の研究

Calogero系という、最大可能な数の第一積分を持つ超可積

分系に対し、その超可積分性を保つような離散化、すなわち

数値解法を開発した。従来のシンプレクティック解法などで

はこの超可積分性を保つことは一般に出来ない。

8．観測的可視化

観測やコンピュータ・シミュレーションの結果から、様々

な物理量の等高線を書いたり、ベクトル量を矢印で表して表

示する手法は可視化と呼ばれる。天文学では温度、密度など

の物理状態が観測から直接得られるわけではなく、光、電波

などの電磁波の強度、スペクトルなどを通じて間接的に知ら

れる。観測的可視化とはシミュレーションの結果を観測した

ときに、どのような電磁波が放出されるかをシミュレーショ

ンし、それを実際の観測と比較することによって天体現象の

実相に迫ろうという研究である。非熱平衡モンテカルロシミ

ュレーションを用いて輻射輸送過程を解き観測と比較する。

9．原始星コアの形成

星間分子雲が自己重力不安定性により分裂し原始星コアを

形成する過程を数値シミュレーションを用いて研究してい

る。特に、磁場が分子雲の分裂に与える影響を調べている。

10．星形成研究

星間分子雲が重力により収縮し、星、連星系、惑星系など

24．理論研究部
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が形成される。コンピュータを用いたシミュレーションでこ

の現象を研究している。星間分子雲から星への進化では100

万倍ものスケールで収縮が進む。その過程を場所に応じて格

子サイズが異なる多重格子法を用いて追跡する研究を行って

いる。3次元磁気流体力学多重格子法シミュレーションによ

り、収縮過程で起る分裂の条件から連星系形成の過程を研究

しているほか、磁場と回転の相互作用、アウトフロー現象、

角運動量輸送過程などを研究している。

11．超新星残骸の進化

星間気体の構造を決定する最も重要な要素である超新星残

骸の進化、特に、その長期的進化を星間磁場の効果を考慮に

いれて、磁気流体力学シミュレーションで明らかにしてい

る。

12．月の起源

月形成について一般に信じられている「巨大衝突仮説」の

拠り所のひとつとなっているのが、SPH法を用いた一連の数

値実験である。しかし、それらには有効空間分解能が円盤の

半径程度しかないという深刻な問題がある。これでは巨大衝

突を正しく表現できていないのは明白であり、衝突後形成さ

れる円盤の長時間進化を追うことはできず、そこから再集積

する月質量の見積もりも信用できない。そこで、われわれは

高精度の3次元差分法数値流体コードを用いて、巨大衝突仮

説の再検証を行った。その結果、巨大衝突で形成される周地

球円盤から形成される月質量は数日のタイムスケールで急激

に減少し、従来のモデルでは現在の月を形成することは極め

て困難であること、結果は仮定した状態方程式に大きく依存

することがわかった。現在の月程度の質量の衛星を再集積に

よって形成するには、衝突する原始惑星が大部分が液体、ま

たは固体のままでいることが必要であることがはじめて示さ

れた。

13．銀河団のcooling flow 問題

銀河団ガスの中心部は強いX線を放射しているにもかかわ

らず冷えていないという問題（Cooling Flow問題）がある。

おそらく銀河団の中心部には何らかの強力な加熱源があると

思われるが正体は不明である。現在のところAGN、熱伝導、

乱流などさまざまな案が提案されている一方、観測による検

証も行われつつある。

14．銀河の環境効果

銀河はその存在する環境（例えば銀河団の内外）により、

性質が異なることが知られている。その違いを生み出すのが

環境効果である。環境効果としては、周囲のガスによる銀河

のガスのはぎとり、銀河のガスの蒸発、銀河同士の衝突など

が考えられており、理論観測の両面から研究を行っている。

15．宇宙初期の星形成

宇宙初期の低重元素環境下での星形成過程を、特に熱・化

学進化過程の現在の銀河系内における星形成との相違に着目

して調べている。形成される星の質量、形成率が異なった環

境によりどう影響されるかを解明し、それを通じて銀河の形

成・進化を理論的に記述することを目指している。また原始

銀河の観測的性質を理論的に予言し、アルマを初めとする次

世代観測機器による観測を通じて、宇宙初期の星・銀河形成

過程を解明することも目指している。

16．宇宙再加熱に関する研究

宇宙再加熱が、銀河や星形成に伴ってどのように起き、発

展していったかを調べた。今年度は特に、準解析的銀河形成

モデルに基づく現実的な再加熱過程について、WMAP衛星

の観測と矛盾のないモデルを提案した。

17．背景重力波に関する研究

宇宙初期のインフレーションなどによって生成された重力

波、特に超短波長重力波の生成と発展について計算を行い、

実験室での測定可能性について探った。

18．ビッグバン宇宙論

ビッグバン宇宙開闢直後のインフレーション、真空の相転

移と対称性の破れ、バリオン数やレプトン数の創成、クォー

ク閉じ込め（QCD）等に伴う高エネルギー素粒子・原子核

過程は、その後の宇宙の物理状態の時間発展を大きく左右す

る。これら初期宇宙の物理過程がビッグバン元素合成、宇宙

背景放射ゆらぎ、銀河の構造形成に及ぼす影響を天体観測や

物理実験との比較を通じて実証的に研究し、宇宙進化史を明

らかにすることを目指す。

19．素粒子的宇宙論と宇宙論パラメータの基礎づけ

宇宙は平坦か？　宇宙項の起源は何か？　宇宙論的な距離

にある超新星光度・赤方偏移観測と宇宙背景放射ゆらぎのス

ペクトル観測とを辻褄があうように説明するために、加速膨

張する平坦な宇宙論仮説が提唱されている。質量は持たず負

の圧力を示す「奇妙な暗黒エネルギー」と「謎の暗黒物質」

の存在を仮定しなければならない。臨界質量のわずか5％程

度だけが普通の物質、すなわち素粒子や原子核だと言うので
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ある。「奇妙な暗黒エネルギー」や「謎の暗黒物質」の正体

は何であろうか？　素粒子的宇宙論の立場から宇宙論パラメ

ータの物理的起源の解明を目指す。

20．余次元宇宙論と時空の構造

超弦理論から演繹される可能性を持つ余次元宇宙論は、ア

インシュタイン宇宙論を超える理論として実証することがで

きるだろうか？　冷たい暗黒物質は宇宙構造形成論にとって

都合の良い仮説物質である。余次元宇宙論では、重力質量を

持つ粒子はすべて有限の寿命で「消失する粒子」でなければ

ならない。銀河団ガス、質量・光度関係、超新星の赤方偏移

分布、宇宙背景放射ゆらぎに関する理論予測を天体観測と総

合的に比較検討することで、余次元宇宙論仮説を実証するこ

とを目指す。

21．宇宙磁場と構造形成

磁場は重力と並んで宇宙のさまざまな階層構造の動力学進

化に決定的な役割を果たす。宇宙相転移における初期磁場ゆ

らぎの生成メカニズムの解明を目指す。また、宇宙背景輻射

温度ゆらぎや偏光観測など最近の宇宙観測で急速に揃いだし

た天文観測データと比較検討することにより、磁場揺らぎの

進化が宇宙・銀河・銀河団など構造形成で果たす役割を解明

することを目指す。

22．宇宙の化学進化と宇宙年代学

宇宙年齢の矛盾は、天文観測の限界と宇宙論および天文学

がはらむ諸問題を象徴する大問題である。宇宙・銀河・星の

物理状態の時間的推移はビッグバン元素合成での軽元素合成

に始まり、その後の星形成－元素合成－超新星爆発という連

鎖に起因する元素量の増減にその進化のありさまを読み取る

ことができる。宇宙・銀河の化学進化と大小質量星による r

過程、p 過程、および s 過程元素合成との研究を横断的に進

めることにより、宇宙の化学進化史を明らかにし、また精度

の高い宇宙核年代計の構築を目指す。

23．超新星爆発、GRB天体での元素合成とニュート
リノ振動

宇宙年齢と同程度の寿命を持つトリウムやウラニウムに代

表されるR元素の起源、P元素の起源、さらに超重元素の起

源は未だに謎である。超新星爆発で作られるのであろうか？

中性子星の合体に伴う爆発過程であろうか？　ブラックホー

ルおよびディスク形成を伴うガンマ線バースト（GRB）の起

源天体（コラプサー）であろうか？　重力崩壊型超新星爆発、

ショック波の伝播、中性子星やブラックホールの形成、中心

星およびディスクからのニュートリノ駆動風、等のダイナミ

ックスを理論的に研究し、あわせて重元素合成過程の解明に

迫る。また、ニュートリノと物質との相互作用、それに起因

するニュートリノの物質振動（MSW）効果は、外層での多

くの軽－重元素合成過程に決定的な影響を及ぼす。ニュート

リノ相互作用で生成される元素量の理論と観測との比較から

ニュートリノ振動パラメータの決定を試みる。

24．銀河宇宙線と稀少元素の起源

軽－重質量を持つ稀少元素はビッグバン初期宇宙、宇宙線

相互作用、超新星ガンマ線およびニュートリノ過程などの多

元的な起源を持つ。標準宇宙論にとどまらずさまざまな宇宙

論モデルによるビッグバン元素合成過程を研究する。また、

銀河宇宙線やAGNジェットのエネルギースペクトルや伝播

の現実的なモデルの研究は、高エネルギー活動天体の空間構

造を研究する上で貴重な情報を提供する。これらの起源によ

る稀少元素への寄与を理論的に計算して、観測との比較から

もっとも複雑な超新星ガンマ線およびニュートリノ過程の寄

与を同定することを試みる。

25．超高エネルギー宇宙線と活動天体

ガンマ線バースト（GRB）の起源天体は何であろうか？

原始中性子星やブラックホールなど一般相対論で記述される

べきコンパクトな天体は強磁場をともなう。このような超強

磁場と相対論的な高エネルギー荷電粒子（ハドロン）との相

互作用に注目し、クォークモデルを用いて中間子場を量子化

することによってシンクロトロン放射過程を計算する。重い

中間子（クォークォニウム）の崩壊に伴う超高エネルギーニ

ュートリノが超高エネルギー宇宙線の起源になりうるかどう

かを研究する。

26．Gauge/gravity双対性

超弦理論によれば、高次元重力理論とゲージ理論とは等価

となる可能性がある。この可能性を解明し、宇宙物理と粒子

物理との関係を明示するのが本課題の目的である。粒子物理

の基本的性質の満足する高次元重力理論をひとつ提案した。
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Ⅲ 機　　構
1．国立天文台研究組織図

プ 　ロ 　ジ 　ェ　 ク　 ト　 室 

水 沢 観 測 所  

V E R A 観 測 所  

野 辺 山 宇 宙 電 波 観 測 所  

野 辺 山 太 陽 電 波 観 測 所  

太 陽 観 測 所  

岡 山 天 体 物 理 観 測 所  

ハ ワ イ 観 測 所  

ス ペ ー ス V L B I 推 進 室  

J A S M I N E 検 討 室  

M I R A 推 進 室  

4次元デジタル宇宙プロジェクト室 

HOP超広視野カメラプロジェクト室 

E L T プ ロ ジ ェ ク ト 室  

太陽系外惑星探査プロジェクト室 

天文学データ解析計算センター 

先 端 技 術 セ ン タ ー  

天 文 情 報 セ ン タ ー  

A L M A 推 進 室  

重力波プロジェクト推進室  

S o l a r － B 推 進 室  

セ　　　ン　　　タ　　　ー 

光 赤 外 研 究 部  

電 波 研 究 部  

太 陽 天 体 プ ラ ズ マ 研 究 部  

理 論 研 究 部  

研　　  　　究　　  　　部 

事　　  　　務　　　  　部 

運 営 会 議  

台　　　　長 

副  　台　  長 

副  　台　  長 

技　術　主　幹 

研 究 連 携 主 幹 

（総務担当） 

（財務担当） 
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（台外委員）

稲　谷　順　司 独立行政法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部 ISS科学プロジェ

クト室主幹研究員

○ 井　上　　　一 独立行政法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部長

岡　村　定　矩 東京大学大学院理学系研究科教授

面　高　俊　宏 鹿児島大学理学部教授

春　日　　　隆 法政大学工学部教授

黒　河　宏　企 京都大学大学院理学研究科教授

定　金　晃　三 大阪教育大学教育学部教授

佐　藤　勝　彦 東京大学大学院理学系研究科教授

竹　本　修　三 京都大学大学院理学研究科教授

藤　本　正　行 北海道大学大学院理学研究科教授

（台内委員）

家　　　正　則 光赤外研究部教授

石　黒　正　人 ALMA推進室教授

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所教授

郷　田　直　輝 JASMINE検討室教授

櫻　井　　　隆 太陽観測所教授

杉　山　　　直 理論研究部教授

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所教授

福　島　登志夫 天文情報センター教授

真　鍋　盛　二 水沢観測所教授

水　本　好　彦 光赤外研究部教授

◎ 観　山　正　見 理論研究部教授

◎ 議長 ○副議長

任期：平成16年4月1日～平成18年3月31日

2．運営会議

3．職　　員

職員数
平成18年3月31日現在の職員数（契約職員を除く）は、269名で、その内訳は、台長1名、教授33名、助教授・主任研究技

師51名、主任研究員・上級研究員・研究技師88名、その他96名である。

台　　　長 海　部　宣　男

副台長（総務担当） 観　山　正　見

副台長（財務担当） 櫻　井　　　隆

技術主幹 福　島　登志夫

研究連携主幹 家　　　正　則

名誉教授（国立天文台）

若　生　康二郎

角　田　忠　一

日江井　榮二郎

山　下　泰　正

森　本　雅　樹

西　村　史　朗

古　在　由　秀

平　山　　　淳

宮　本　昌　典

成　相　恭　二

岡　本　　　功

G 目　信　三

中　野　武　宣

小　平　桂　一

横　山　紘　一

大　江　昌　嗣

木　下　　　宙

西　村　徹　郎

名誉教授（旧東京大学東京天文台）

安　田　春　雄

高　瀬　文志郎

西　　　惠　三

北　村　正　利

赤　羽　賢　司

守　山　史　生

青　木　信　仰

古　在　由　秀

名誉所員（旧緯度観測所）

高　木　重　次

細　山　謙之輔

事務部

部　　　　長 雨　笠　　　均

総務課

課　　　　長 加　藤　豊　造

課 長 補 佐 川　合　登巳雄

総務係

係　　　　長（兼） 川　合　登巳雄

主　　　　任 尾　島　　　敦
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自動車運転員 雨　宮　秀　巳

企画法規係

係　　　　長 水　津　知　成

係　　　　員 飯　田　美千瑠

人事係

係　　　　長 今　村　泰　代

係　　　　員 小　松　巧　見

係　　　　員 菅　原　　　諭

職員係

係　　　　長（併） 今　村　泰　代

主　　　　任 森　谷　勝　宏

係　　　　員 金　崎　真　理

研究支援係

係　　　　長 田　端　敬　正

主　　　　任 木　下　誠　一

国際学術係

係　　　　長 菅　原　良　枝

育児休業中

主　　　　任 倉　上　裕　子

財務課

課　　　　長 長谷川　和　彦

課 長 補 佐 阿　保　博　康

総務係

係　　　　長 林　　　　　博

司計係

係　　　　長 吉　泉　浩　二

主　　　　任 加　藤　康　洋

係　　　　員 山　本　真　一

調達係

係　　　　長 岡　崎　安　洋

主　　　　任 山　浦　克　貴

主　　　　任 興　津　美　彦

係　　　　員 1 木　達　也

資産管理係

係　　　　長 三　浦　　　進

主　　　　任 大　西　智　之

施設課

課　　　　長 池　迫　清　博　

総務係

係　　　　長 常　川　陽　一

主　　　　任 山　内　美　佳

係　　　　員 小　松　淳　一

計画整備係

係　　　　長 浅　田　常　明

係　　　　員 村　上　和　弘

保全管理係

係　　　　長 栗　原　紀　寿

主　　　　任 清　水　敬　友

水沢観測所

観 測 所 長（併） 真　鍋　盛　二

教　　　　授 河　野　宣　之

教　　　　授（併） 郷　田　直　輝

教　　　　授（併） 小　林　行　泰

教　　　　授 佐々木　　　晶

教　　　　授 佐　藤　忠　弘

教　　　　授 真　鍋　盛　二

助 教 授 坪　川　恒　也

助 教 授 花　田　英　夫

主任研究技師（併） 久　慈　清　助

主任研究員 荒　木　博　志

主任研究員 石　川　利　昭

主任研究員（併） 亀　谷　　　收

主任研究員（併） 佐　藤　克　久

主任研究員（併） 田　村　良　明

主任研究員（併） 辻　本　拓　司

主任研究員 松　本　晃　治

上級研究員 野　田　寛　大

上級研究員（併） 矢　野　太　平

研 究 技 師 浅　利　一　善

研 究 技 師（併） 岩　舘　健三郎

研 究 技 師（併） 酒　井　　　俐

研 究 技 師 鶴　田　誠　逸

主任技術員 田　澤　誠　一

事務室

専 門 職 員 及　川　信　一

庶務係

係　　　　長 1 橋　春　彦

会計係

係　　　　長（併） 及　川　信　一

主　　　　任 小　原　茂　男

RISE推進室

室　　　　長（併） 河　野　宣　之

教　　　　授（併） 郷　田　直　輝

教　　　　授（併） 小　林　行　泰

教　　　　授（併） 佐々木　　　晶

助 教　 授（併） 坪　川　恒　也

助 教　 授（併） 花　田　英　夫

主任研究員（併） 荒　木　博　志

主任研究員（併） 石　川　利　昭

主任研究員（併） 辻　本　拓　司

主任研究員（併） 松　本　晃　治

上級研究員（併） 野　田　寛　大

上級研究員（併） 矢　野　太　平

研 究 技 師（併） 浅　利　一　善

研 究 技 師（併） 鶴　田　誠　逸

主任技術員（併） 田　澤　誠　一
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天文保時室

室　　　　長（併） 真　鍋　盛　二

主任研究員（併） 佐　藤　克　久

研 究 技 師（併） 浅　利　一　善

VERA観測所

観 測 所 長（併） 小　林　秀　行

教 授 川　口　則　幸

教 授 小　林　秀　行

教 授（併） 真　鍋　盛　二

助 教 授 柴　田　克　典

助 教 授（併） 花　田　英　夫

助 教 授 宮　地　竹　史

主任研究技師 久　慈　清　助

主任研究員（併） 梅　本　智　文

主任研究員 亀　谷　　　收

主任研究員 佐　藤　克　久

主任研究員 田　村　良　明

主任研究員 本　間　希　樹

上級研究員 寺　家　孝　明

上級研究員（併） 野　田　寛　大

上級研究員 廣　田　朋　也

研 究 技 師 岩　舘　健三郎

研 究 技 師 酒　井　　　俐

研 究 技 師（併） 武士俣　　　健

野辺山宇宙電波観測所

観 測 所 長（併） 坪　井　昌　人

教 授（併） 川　邊　良　平

教 授 坪　井　昌　人

助　 教 授 奥　村　幸　子

助　 教　 授（併） 阪　本　成　一

助　 教　 授（併） 立　松　健　一

助　 教 授 出　口　修　至

助　 教　 授（併） 野　口　　　卓

助　 教　 授（併） 松　尾　　　宏

助　 教 授 森　田　耕一郎

主任研究員 石　附　澄　夫

主任研究員 梅　本　智　文

主任研究員 江　澤　　　元

主任研究員 久　野　成　夫

主任研究員 砂　田　和　良

主任研究員 1 野　秀　路

上級研究員 坂　本　彰　弘

上級研究員 中　西　康一郎

研 究 技 師 御子柴 廣

技 師 石　川　晋　一

技 師（併） 岩　下　浩　幸

技 師 齋　藤　泰　文

技 師 宮　澤　和　彦

主任技術員 高　橋　敏　一

主任技術員 半　田　一　幸

技 術　 員 宮　澤　千栄子

事務室

庶務係

係 長 長　本　安　弘

会計係

係 長 二　村　光　昭

主 任 大　塚　朝　喜

主 任 横　前　　　守

係 員 横　森　重　壽

ASTE推進室

室 長（併） 江　澤　　　元

教 授（併） 川　邊　良　平

教 授（併） 長谷川　哲　夫

助 教　 授（併） 阪　本　成　一

助 教　 授（併） 関　本　裕太郎

助 教　 授（併） 立　松　健　一

助 教　 授（併） 松　尾　　　宏

主任研究員（併） 砂　田　和　良

上級研究員（併） 齋　藤　正　雄

上級研究員（併） 中　西　康一郎

技 師（併） 岩　下　浩　幸

野辺山太陽電波観測所

観測所長（併） 柴　3 清　登

教 授 柴　3 清　登

助 教　 授 関　口　英　昭

主任研究員 下　条　圭　美

上級研究員 浅　井　　　歩

主 任 技 師（併） 川　島　　　進

主任技術員 篠　原　徳　之

太陽観測所

観 測 所 長（併） 櫻　井　　　隆

教 授 櫻　井　　　隆

教 授（併） 柴　3 清　登

助 教　 授（併） 一　本　　　潔

助 教　 授（併） 末　松　芳　法

助 教　 授 花　岡　庸一郎

主任研究技師（併） 熊　谷　收　可

主任研究技師 西　野　洋　平

主任研究員（併） 原　　　弘　久

研 究 技 師 佐　野　一　成

研 究 技 師（併） 野　口　本　和

研 究 技 師 宮　下　正　邦

技 師 斉　藤　守　也

主任技術員 木　挽　俊　彦

主任技術員 篠　田　一　也

主任技術員 田　中　伸　幸
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技 術　 員（併） 加　藤　禎　博

技 術　 員（併） 田　村　友　範

岡山天体物理観測所

観 測 所 長（併） 吉　田　道　利

助 教　 授 岡　田　隆　史

助 教　 授 沖　田　喜　一

助 教　 授 吉　田　道　利

主任研究員 泉　浦　秀　行

主任研究員 W 澤　顕　史

上級研究員 岩　田　　　生

研 究 技 師 小矢野　　　久

研 究 技 師 清　水　康　廣

技 術　 員 長　山　省　吾

事務室

事務係

係　　　　長 木　尾　耕　一

主　　　　任 國　光　昌　子

ハワイ観測所

観 測 所 長（併） 唐　牛　　　宏

教　　　　授（併） 有　本　信　雄

教　　　　授（併） 家　　　正　則

教 授（併） 小笠原　隆　亮

教 授 唐　牛　　　宏

教 授（併） 野　口　邦　男

教 授 林　　　正　彦

教 授 山　下　卓　也

助 教　 授（併） 市　川　伸　一

助 教　 授 臼　田　知　史

助 教　 授（併） 小　杉　城　治

助 教　 授（併） 兒　玉　忠　恭

助 教　 授 佐々木　敏由紀

助 教　 授 関　口　和　寛

助 教　 授（併） 高　田　唯　史

助 教　 授 高　見　英　樹

助 教　 授（併） 竹　田　洋　一

助 教　 授（併） 田　村　元　秀

助 教　 授 能　丸　淳　一

助 教　 授 林　　　左絵子

助 教　 授（併） 山　田　　　亨

主任研究技師（併） 宮　下　曉　彦

主任研究員（併） 青　木　和　光

主任研究員（併） 今　西　昌　俊

主任研究員（併） 柏　川　伸　成

主任研究員 周　藤　浩　士

主任研究員 高　遠　徳　尚

主任研究員（併） 三　上　良　孝

主任研究員（併） 宮　内　良　子

主任研究員 宮　崎　　　聡

主任研究員（併） 八　木　雅　文

上級研究員 小宮山　　　裕

上級研究員（併） 白　崎　裕　治

上級研究員 早　野　　　裕

研 究 技 師 大　島　紀　夫

研 究 技 師 神　澤　富　雄

研 究 技 師 湯　谷　正　美

技　　　　師 河　合　　　淳

主任技術員 根　岸　　　智

技 術　 員 井　石　晃　弘

技 術　 員 浦　口　史　寛

技 術　 員 小　俣　孝　司

技 術　 員 倉　上　富　夫

技 術　 員 菅　原　信　二

技 術　 員 並　川　和　人

事務部

事　 務　 長 内　藤　明　彦

専 門 職 員 書　上　正　則

庶務係

係　　　　長 金　城　　　徹

会計係

係　　　　長 河　邊　隆　志

主　　　　任 北　野　信　哉

係　　　　員 幸　野　達　也

施設係

係　　　　員 上　田　敏　史

ALMA推進室

室　　　　長（併） 石　黒　正　人

教　　　　授 石　黒　正　人

教　　　　授 小笠原　隆　亮

教　　　　授 川　邊　良　平

教　　　　授 近　田　義　広

教　　　　授 長谷川　哲　夫

助 教　 授 浮　田　信　治

助 教　 授（併） 大　石　雅　寿

助 教　 授（併） 奥　村　幸　子

助 教　 授 木　内　　　等

助 教　 授 小　杉　城　治

助 教　 授 阪　本　成　一

助 教　 授（併） 関　本　裕太郎

助 教　 授 立　松　健　一

助 教　 授（併） 野　口　　　卓

助 教　 授（併） 森　田　耕一郎

主任研究技師 千　葉　庫　三

主任研究員 井　口　　　聖

主任研究員（併） 石　附　澄　夫

主任研究員 上　田　暁　俊

主任研究員（併） 江　澤　　　元
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上級研究員（併） 浅　山　信一郎

上級研究員 齋　藤　正　雄

上級研究員（併） 杉　本　正　宏

上級研究員（併） 1 野　秀　路

上級研究員（併） 中　西　康一郎

研 究 技 師（併） 飯　塚　吉　三

研 究 技 師 石　崎　秀　晴

主 任 技 師（併） 川　島　　　進

技 師（併） 岩　下　浩　幸

主任技術員（併） 高　橋　敏　一

主任技術員 中　村　京　子

技 術　 員 池之上　文　吾

技 術　 員（併） 伊　藤　哲　也

技 術　 員（併） 稲　田　素　子

技 術　 員（併） 佐　藤　直　久

技 術　 員（併） 田　村　友　範

重力波プロジェクト推進室

室 長（併） 藤　本　眞　克

教 授 藤　本　眞　克

助 教　 授 川　村　静　児

主任研究員 新　井　宏　二

主任研究員 1 橋　竜太郎

主任研究員 辰　巳　大　輔

主任研究員 山　崎　利　孝

技 師（併） 福　嶋　美津広

Solar-B推進室

室 長（併） 常　田　佐　久

教 授（併） 櫻　井　　　隆

教 授（併） 柴　3 清　登

教 授 常　田　佐　久

教 授 渡　邊　鉄　哉

助 教　 授 一　本　　　潔

助 教　 授 末　松　芳　法

助 教　 授 関　井　　　隆

主任研究員 鹿　野　良　平

主任研究員（併） 下　条　圭　美

主任研究員 原　　　弘　久

主任研究員 勝　川　行　雄

研 究 技 師 野　口　本　和

研 究 技 師（併） 宮　下　正　邦

主任技術員（併） 篠　田　一　也

技 術　 員（併） 加　藤　禎　博

技 術　 員（併） 田　村　友　範

スペースVLBI推進室

室 長（併） 井　上　　　允

教 授 井　上　　　允

教 授（併） 川　口　則　幸

教 授（併） 小　林　秀　行

教 授（併） 坪　井　昌　人

助 教　 授（併） 柴　田　克　典

助 教　 授（併） 宮　地　竹　史

主任研究員（併） 梅　本　智　文

主任研究員 亀　野　誠　二

上級研究員 河　野　裕　介

研 究 技 師 武士俣　　　健

JASMINE検討室

室 長（併） 郷　田　直　輝

教 授（併） 河　野　宣　之

教 授 郷　田　直　輝

教 授 小　林　行　泰

助 教　 授（併） 花　田　英　夫

主任研究員（併） 荒　木　博　志

主任研究員（併） 高　遠　徳　尚

主任研究員 辻　本　拓　司

主任研究員（併） 中　島　　　紀

上級研究員（併） 野　田　寛　大

上級研究員 矢　野　太　平

研 究 技 師（併） 浅　利　一　善

研 究 技 師（併） 鶴　田　誠　逸

主任技術員（併） 田　澤　誠　一

MIRA推進室

室 長（併） 吉　澤　正　則

助 教　 授 吉　澤　正　則

主任研究員 大　石　奈緒子

主任研究員 鈴　木　駿　策

主任研究員 鳥　居　泰　男

主任研究員 西　川　　　淳

技　　　　師（併） 松　田　　　浩

主任技術員 久　保　浩　一

技 術　 員 岩　下　　　光

4次元デジタル宇宙プロジェクト室

室 長（併） 観　山　正　見

助 教　 授（併） 縣　　　秀　彦

主任研究員（併） 小久保　英一郎

HOP超広視野カメラプロジェクト室

室 長（併） 常　田　佐　久

教 授（併） 家　　　正　則

助 教　 授（併） 山　田　　　亨

主任研究員（併） 宮　崎　　　聡

研 究 技 師（併） 野　口　本　和

ELTプロジェクト室

室 長（併） 家　　　正　則

助 教　 授（併） 臼　田　知　史

助 教　 授（併） 佐々木　敏由紀

助 教　 授（併） 高　見　英　樹

主任研究員（併） 青　木　和　光
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主任研究員（併） 今　西　昌　俊

主任研究員（併） 高　遠　徳　尚

太陽系外惑星探査プロジェクト室

室 長（併） 田　村　元　秀

教 授（併） 佐々木　　　晶

教 授（併） 林　　　正　彦

主任研究員（併） 泉　浦　秀　行

主任研究員（併） 小久保　英一郎

主任研究員（併） 周　藤　浩　士

主任研究員（併） 西　川　　　淳

上級研究員（併） 森　野　潤　一

天文学データ解析計算センター

センター長（併） 水　本　好　彦

教 授（併） 近　田　義　広

教 授（併） 富　阪　幸　治

助 教　 授 市　川　伸　一

助 教　 授 大　石　雅　寿

助 教　 授 高　田　唯　史

助 教　 授（併） 立　松　健　一

助 教　 授（併） 和　田　桂　一

主任研究技師（併） 千　葉　庫　三

主任研究員 伊　藤　孝　士

主任研究員（併） 鹿　野　良　平

主任研究員（併） 小久保　英一郎

主任研究員（併） 下　条　圭　美

主任研究員 八　木　雅　文

上級研究員 大　江　将　史

上級研究員（併） 工　藤　哲　洋

上級研究員 白　崎　裕　治

研 究 技 師 小　林　信　夫

主任技術員 井　上　剛　毅

データベース天文学推進室

教 授（併） 水　本　好　彦

助 教　 授（併） 大　石　雅　寿

上級研究員（併） 白　崎　裕　治

先端技術センター

センター長（併） 常　田　佐　久

教 授（併） 小　林　行　泰

助 教　 授 鵜　澤　佳　徳

助 教　 授 関　本　裕太郎

助 教　 授 野　口　　　卓

助 教　 授 松　尾　　　宏

主任研究員 佐々木　五　郎

主任研究員（併） 三　上　良　孝

上級研究員 浅　山　信一郎

上級研究員 杉　本　正　宏

研 究 技 師 飯　塚　吉　三

研 究 技 師 岡　田　則　夫

主 任 技 師 川　島　　　進

主 任 技 師 西　野　徹　雄

技　　　　師 岩　下　浩　幸

技　　　　師 福　嶋　美津広

主任技術員（併） 高　橋　敏　一

主任技術員 和瀬田　幸　一

技 術　 員 伊　藤　哲　也

技 術　 員 稲　田　素　子

技 術　 員 大　渕　喜　之

技 術　 員 加　藤　禎　博

技 術　 員 金　子　慶　子

技 術　 員 鎌　田　有紀子

技 術　 員 佐　藤　直　久

技 術　 員 田　村　友　範

技 術　 員 福　田　武　夫

技 術　 員 三ツ井　健　司

天文情報センター

センター長（併） 福　島　登志夫

教 授 福　島　登志夫

助 教　 授 縣　　　秀　彦

助 教　 授 中　井　　　宏

助 教　 授（併） 中　村　　　士

助 教　 授 渡　部　潤　一

主任研究員 伊　藤　節　子

主任研究員（併） 相　馬　　　充

主任研究員 福　島　英　雄

上級研究員 生　田　ちさと

上級研究員 片　山　真　人

技 師 松　田　　　浩

図 書 係 長 萩　谷　静　香

出 版 係 長 山　下　芳　子

広報室

室 長（併） 渡　部　潤　一

助 教　 授（併） 中　村　　　士

上級研究員（併） 生　田　ちさと

普及室

室　　　　長（併） 縣　　　秀　彦

主任研究員（併） 福　島　英　雄

暦計算室

室　　　　長（併） 中　井　　　宏

主任研究員（併） 伊　藤　節　子

上級研究員（併） 片　山　真　人

技　　　　師（併） 松　田　　　浩

光赤外研究部

研究部主任（併） 安　藤　裕　康

教　　　　授 有　本　信　雄

教　　　　授 安　藤　裕　康

教　　　　授 家　　　正　則
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教　　　　授 野　口　邦　男

教　　　　授 水　本　好　彦

教　　　　授 唐　牛　　　宏

教　　　　授 林　　　正　彦

教　　　　授 山　下　卓　也

教　　　　授 藤　本　眞　克

教　　　　授 郷　田　直　輝

教　　　　授 小　林　行　泰

助 教　 授 兒　玉　忠　恭

助 教　 授 竹　田　洋　一

助 教　 授 田　村　元　秀

助 教　 授 中　村　　　士

助 教　 授 山　田　　　亨

助 教　 授 岡　田　隆　史

助 教　 授 沖　田　喜　一

助 教　 授 吉　田　道　利

助 教　 授 臼　田　知　史

助 教　 授 佐々木　敏由紀

助 教　 授 関　口　和　寛

助 教　 授 高　見　英　樹

助 教　 授 能　丸　淳　一

助 教　 授 林　　　左絵子

助 教　 授 川　村　静　児

助 教　 授 吉　澤　正　則

主任研究技師 宮　下　曉　彦

主任研究員 青　木　和　光

主任研究員 今　西　昌　俊

主任研究員 柏　川　伸　成

主任研究員 相　馬　　　充

主任研究員 中　島　　　紀

主任研究員 三　上　良　孝

主任研究員 宮　内　良　子

主任研究員 八　木　雅　文

主任研究員 泉　浦　秀　行

主任研究員 W 澤　顕　史

主任研究員 周　藤　浩　士

主任研究員 高　遠　徳　尚

主任研究員 宮　崎　　　聡

主任研究員 新　井　宏　二

主任研究員 1 橋　竜太郎

主任研究員 辰　巳　大　輔

主任研究員 山　崎　利　孝

主任研究員 辻　本　拓　司

主任研究員 大　石　奈緒子

主任研究員 鈴　木　駿　策

主任研究員 鳥　居　泰　男

主任研究員 西　川　　　淳

上級研究員 森　野　潤　一

上級研究員 岩　田　　　生

上級研究員 小宮山　　　裕

上級研究員 早　野　　　裕

上級研究員 矢　野　太　平

研 究 技 師 小矢野　　　久

研 究 技 師 清　水　康　廣

研 究 技 師 大　島　紀　夫

研 究 技 師 神　澤　富　雄

研 究 技 師 湯　谷　正　美

技　　　　師 河　合　　　淳

主任技術員 根　岸　　　智

主任技術員 久　保　浩　一

技 術　 員 長　山　省　吾

技 術　 員 井　石　晃　弘

技 術　 員 浦　口　史　寛

技 術　 員 小　俣　孝　司

技 術　 員 倉　上　富　夫

技 術　 員 菅　原　信　二

技 術　 員 並　川　和　人

技 術　 員 岩　下　　　光

電波研究部

研究部主任（併） 井　上　　　允

教　　　　授 河　野　宣　之

教　　　　授 佐々木　　　晶

教　　　　授 佐　藤　忠　弘

教　　　　授 真　鍋　盛　二

教　　　　授 川　口　則　幸

教　　　　授 小　林　秀　行

教　　　　授 坪　井　昌　人

教　　　　授 柴　3 清　登

教　　　　授 石　黒　正　人

教　　　　授 小笠原　隆　亮

教　　　　授 川　邊　良　平

教　　　　授 近　田　義　広

教　　　　授 長谷川　哲　夫

教　　　　授 井　上　　　允

助 教　 授 坪　川　恒　也

助 教　 授 花　田　英　夫

助 教　 授 柴　田　克　典

助 教　 授 宮　地　竹　史

助 教　 授 奥　村　幸　子

助 教　 授 出　口　修　至

助 教　 授 森　田　耕一郎

助 教　 授 関　口　英　昭

助 教　 授 浮　田　信　治

助 教　 授 木　内　　　等

助 教　 授 小　杉　城　治

助 教　 授 阪　本　成　一
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助 教　 授 立　松　健　一

主任研究技師 久　慈　清　助

主任研究技師 千　葉　庫　三

主任研究員 三　好　　　真

主任研究員 荒　木　博　志

主任研究員 石　川　利　昭

主任研究員 松　本　晃　治

主任研究員 亀　谷　　　收

主任研究員 佐　藤　克　久

主任研究員 田　村　良　明

主任研究員 本　間　希　樹

主任研究員 石　附　澄　夫

主任研究員 梅　本　智　文

主任研究員 江　澤　　　元

主任研究員 久　野　成　夫

主任研究員 砂　田　和　良

主任研究員 1 野　秀　路

主任研究員 下　条　圭　美

主任研究員 井　口　　　聖

主任研究員 上　田　暁　俊

主任研究員 亀　野　誠　二

上級研究員 野　田　寛　大

上級研究員 寺　家　孝　明

上級研究員 廣　田　朋　也

上級研究員 坂　本　彰　弘

上級研究員 中　西　康一郎

上級研究員 浅　井　　　歩

上級研究員 齋　藤　正　雄

上級研究員 河　野　裕　介

研 究 技 師 浅　利　一　善

研 究 技 師 鶴　田　誠　逸

研 究 技 師 岩　舘　健三郎

研 究 技 師 酒　井　　　俐

研 究 技 師 御子柴　　　廣

研 究 技 師 石　崎　秀　晴

研 究 技 師 武士俣　　　健

技 師 石　川　晋　一

技 師 齋　藤　泰　文

技 師 宮　澤　和　彦

主任技術員 田　澤　誠　一

主任技術員 高　橋　敏　一

主任技術員 半　田　一　幸

主任技術員 篠　原　徳　之

主任技術員 中　村　京　子

技 術　 員 宮　澤　千栄子

技 術　 員 池之上　文　吾

太陽天体プラズマ研究部

研究部主任（併） 渡　邊　鉄　哉

教　　　　授 櫻　井　　　隆

教　　　　授 常　田　佐　久

教　　　　授 渡　邊　鉄　哉

助 教　 授 花　岡　庸一郎

助 教　 授 一　本　　　潔

助 教　 授 末　松　芳　法

助 教　 授 関　井　　　隆

主任研究技師 西　野　洋　平

主任研究員 鹿　野　良　平

主任研究員 原　　　弘　久

上級研究員 勝　川　行　雄

研 究 技 師 佐　野　一　成

研 究 技 師 宮　下　正　邦

研 究 技 師 野　口　本　和

技 師 斉　藤　守　也

主任技術員 木　挽　俊　彦

主任技術員 篠　田　一　也

主任技術員 田　中　伸　幸

理論研究部

研究部主任（併） 杉　山　　　直

教　　　　授 杉　山　　　直

教　　　　授 富　阪　幸　治

教　　　　授 観　山　正　見

教　　　　授 吉　田　春　夫

助 教　 授 梶　野　敏　貴

助 教　 授 谷　川　清　隆

助 教　 授 和　田　桂　一

主任研究員 小久保　英一郎

主任研究員 藤　田　　　裕

上級研究員 大　向　一　行

上級研究員 工　藤　哲　洋

上級研究員 X 名　　　崇
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平成17年度中の主な人事異動

※（ ）内は旧所属・職名

○研究教育職員

採用

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

17.  4. 1 片　山　真　人 天文情報センター上級研究員（海上保安庁衛星データ処理官）

17.  7. 1 寺　家　孝　明 電波研究部上級研究員

17.10. 1 鵜　澤　佳　徳 先端技術センター助教授（情報通信研究機構主任研究員）

17.11. 1 勝　川　行　雄 太陽天体プラズマ研究部上級研究員

17.11. 1 X 名　　　崇 理論研究部上級研究員

定年退職

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

18.  3.31 岡　田　隆　史 光赤外研究部先端光赤外研究部門助教授

18.  3.31 関　口　英　昭 電波研究部先端電波天文研究部門助教授

18.  3.31 中　村　　　士 光赤外研究部先端光赤外研究部門助教授

辞職

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

17.  9.15 藤　田　　　裕 大阪大学大学院理学研究科助教授（理論研究部主任研究員）

17.12.31 大　坪　政　司 （先端技術センター主任研究員）

18.  3.31 亀　野　誠　二 鹿児島大学理学部助教授（電波研究部主任研究員）

18.  3.31 杉　山　　　直 名古屋大学大学院理学研究科教授（理論研究部教授）

18.  3.31 山　下　卓　也 広島大学宇宙科学センター教授（光赤外研究部教授）

○技術職員

採用

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

17.  7.16 根　岸　　　智 光赤外研究部主任技術員

17.  8.16 菅　原　信　二 光赤外研究部技術員

17.12.16 井　石　晃　弘 光赤外研究部技術員

任期満了退職

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

17.  7.31 小　野　智　子 （天文情報センター技術員）

○一般職員

採用

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

17.  4. 1 雨　笠　　　均 事務部長（文部科学省大臣官房会計課管理班主査）

17.  4. 1 長谷川　和　彦 財務課長（琉球大学財務部財務企画課長）

17.  4. 1 池　迫　清　博 施設課長（宇都宮大学施設課課長補佐）

17.  4. 1 阿　保　博　康 財務課課長補佐（東京大学法学政治学研究科等主査）

17.  4. 1 鎌　田　　　稔 総務課企画法規係長（東京大学大学院工学系研究科附属原子力工学研究施設会計係長）

17.  4. 1 浦　野　勝　実 総務課国際学術係長（電気通信大学総務部総務課広報・文書係長）

17.  4. 1 吉　泉　浩　二 財務課司計係長（東京大学情報基盤センター会計係主任）

17.  4. 1 常　川　陽　一 施設課総務係長（信州大学施設環境部施設企画課経理係主任）

17.  4. 1 岡　崎　安　洋 岡山天体物理観測所事務係長（岡山大学財務部経理課主任）

17.  4. 1 森　谷　勝　宏 総務課職員係主任（電気通信大学総務部財務会計課契約第二係主任）

17.  4. 1 菅　原　　　諭 総務課人事係員
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17.10. 1 加　藤　豊　造 総務課長（浜松医科大学総務部総務課長）

17.10. 1 水　津　知　成 総務課企画法規係長（東京大学医学部医学系研究科研究協力係主任）

17.10. 1 菅　原　良　枝 総務課国際学術係長（電気通信大学総務部財務会計課給与共済係主任）

17.10. 1 木　尾　耕　一 岡山天体物理観測所事務係長（岡山大学医学部・歯学部附属病院調達課主任）

定年退職

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

18. 3.31 國　光　昌　子 （岡山天体物理観測所事務係主任）

辞職

発令年月日　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　異　　　動　　　内　　　容

17. 8.31 鎌　田　　　稔 東京大学史料編纂所管理係長（総務課企画法規係長）

17. 8.31 浦　野　勝　実 電気通信大学（総務課国際学術係長）

17. 9.30 大　場　　　武 大阪大学総務部人事課長（総務課長）

18. 3.31 田　端　敬　正 電気通信大学総務部研究協力課産学連携係長（総務課研究支援係長）

18. 3.31 山　浦　克　貴 東京学芸大学総務部学生支援課施設・センター事務係長（財務課調達係主任）

18. 3.31 1 木　達　也 東京学芸大学財務部契約課契約第一係員（財務部調達係員）

18. 3.31 横　前　　　守 信州大学医学部附属病院経営企画課主任（野辺山宇宙電波観測所会計係主任）

18. 3.31 金　城　　　徹　 琉球大学学術国際部留学生課短期留学生係長（ハワイ観測所庶務係長）

18. 3.31 北　野　信　哉　 岐阜大学学務部留学生課留学生総務係主任（ハワイ観測所会計係主任）

18. 3.31 幸　野　達　也 九州大学財務課資産管理課資産運営係（ハワイ観測所会計係員）

客員教授・助教授・研究員（国内）

期間：平成17年4月1日～平成18年3月31日

大阪府立大学総合科学部教授 小　川　英　夫 ALMA推進室

鹿児島大学理学部教授 面　1 俊　宏 VERA観測所

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部助教授 岩　田　隆　浩 水沢観測所（RISE推進室）

沼津工業高等専門学校助教授 住　吉　光　介 理論研究部

情報通信研究機構電磁波計測部門主任研究員 関　戸　　　衛　 天文情報センター

岐阜大学工学部助教授 高　羽　　　浩 VERA観測所

新潟大学教育人間科学部助教授 中　村　文　隆 理論研究部

山口大学理学部助教授 藤　沢　健　太 VERA観測所

帝京平成大学情報学部助教授 山　口　喜　博 理論研究部

北海道大学大学院理学研究科助手 徂　徠　和　夫 VERA観測所

東京大学地震研究所助手 高　森　昭　光 重力波プロジェクト推進室

外国人研究員（客員分）

Nusser, Adi 17.8.2～17.9.29 イスラエル工科大学助教授 イスラエル

Mathews, Grant 17.6.3～17.7.12 ノートルダム大学教授 米国

Petrov, Leonid 17.9.1～18.2.28 NASAゴダード宇宙飛行センタースタッフサイエンティスト 米国

Stephenson, Francis Richard 18.3.13～18.6.12 ダナム大学教授 英国

Kuc̆inskas, Arunas 17.9.1～18.8.31 理論物理学天文学研究所助手 リトアニア

Gusev, Alexander 16.6.1～17.4.30 カザン州立大学助教授 ロシア

Shitov, Sergey Vitalievich 17.4.1～18.3.31 ロシア科学アカデミー付属高周波電子工学研究所主任研究員 ロシア

Wang, Yiping 17.7.1～17.7.31 紫金山天文台教授 中国

外国人研究員

Shan, Wenlei 17.4.1～18.3.31 国立天文台外国人研究員 中国
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研究計画委員会（11名）

台外委員（5名）

稲　谷　順　司 宇宙航空研究開発機構 主幹研究員　

宇宙科学研究本部

定　金　晃　三 大阪教育大学教育学部 教　　　授　

佐　藤　勝　彦 東京大学大学院理学系 教　　　授　

研究科

柴　田　一　成 京都大学大学院理学 教　　　授

研究科

竹　本　修　三 京都大学大学院理学 教　　　授

研究科

台内委員（6名）

河　野　宣　之 水沢観測所 教　　　授　

川　邊　良　平 ALMA推進室 教　　　授　

杉　山　　　直 理論研究部 教　　　授　

関　井　　　隆 Solar-B推進室 助　教　授　

山　田　　　亨 光赤外研究部 助　教　授

◎観　山　正　見 理論研究部 教　　　授

◎委員長

任期： 平成16年8月1日 ～ 平成18年3月31日

研究交流委員会（15名）

台外委員（8名）

犬　塚　修一郎 京都大学大学院理学 助　教　授

研究科

尾　中　　　敬 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科

面　高　俊　宏 鹿児島大学理学部 教　　　授

○柴　崎　徳　明 立教大学理学部 教　　　授

千　葉　柾　司 東北大学大学院理学 教　　　授

研究科

増　田　　　智 名古屋大学太陽地球 助　教　授

環境研究所

嶺　重　　　慎 京都大学基礎物理学 教　　　授

研究所

山　本　　　智 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科

台内委員（7名）

井　上　　　允 スペースVLBI推進室 教　　　授

梶　野　敏　貴 理論研究部 助　教　授

野　口　邦　男 光赤外研究部 教　　　授

長谷川　哲　夫 ALMA推進室 教　　　授

藤　本　眞　克 重力波プロジェクト 教　　　授

推進室

◎真　鍋　盛　二 水沢観測所 教　　　授

渡　邊　鉄　哉 Solar-B推進室 教　　　授

◎委員長 ○副委員長

任期： 平成16年8月1日 ～ 平成18年3月31日

光赤外専門委員会（16名）

台外委員（9名）

市　川　　　隆 東北大学大学院理学 助　教　授

研究科

大　杉　　　節 広島大学大学院理学 教　　　授

研究科

○太　田　耕　司 京都大学大学院理学 助　教　授

研究科

大　橋　正　健 東京大学宇宙線研究所 助　教　授

定　金　晃　三 大阪教育大学教育学部 教　　　授

佐　藤　修　二 名古屋大学大学院理学 教　　　授

研究科

土　居　　　守 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

富　田　晃　彦 和歌山大学教育学部 助　教　授

中　川　貴　雄 宇宙航空研究開発機構 教　　　授

宇宙科学研究本部

台内委員（7名）

有　本　信　雄 光赤外研究部 教　　　授

臼　田　知　史 ハワイ観測所 助　教　授

梶　野　敏　貴 理論研究部 助　教　授

◎郷　田　直　輝 JASMINE検討室 教　　　授

小　林　行　泰 JASMINE検討室 教　　　授

田　村　元　秀 光赤外研究部 助　教　授

渡　部　潤　一 天文情報センター 助　教　授

ex-officio

安　藤　裕　康 光赤外研究部 教　　　授

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所 教　　　授

野　口　邦　男 光赤外研究部 教　　　授

藤　本　眞　克 重力波プロジェクト 教　　　授

推進室

吉　澤　正　則 MIRA推進室 助　教　授

吉　田　道　利 岡山天体物理観測所 助　教　授　

◎委員長 ○副委員長

任期： 平成16年8月1日 ～ 平成18年3月31日

4．委員会・専門委員会
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電波専門委員会（16名）

台外委員（8名）

岩　田　隆　浩 宇宙航空研究開発機構 助　教　授

宇宙科学研究本部

太　田　耕　司 京都大学大学院理学 助　教　授

研究科

土　居　　　守 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

中　井　直　正 筑波大学大学院数理 教　　　授

物質科学研究科

福　田　洋　一 京都大学大学院理学 助　教　授

研究科

藤　沢　健　太 山口大学理学部 助　教　授

水　野　　　亮 名古屋大学太陽地球 教　　　授

環境研究所

○山　本　　　智 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科

台内委員（8名）

奥　村　幸　子 野辺山宇宙電波観測所 助　教　授

◎川　邊　良　平 ALMA推進室 教　　　授

河　野　宣　之 水沢観測所 教　　　授

郷　田　直　輝 JASMINE検討室 教　　　授

小　林　秀　行 VERA観測所 教　　　授

佐　藤　忠　弘 水沢観測所 教　　　授

近　田　義　広 ALMA推進室 教　　　授

長谷川　哲　夫 ALMA推進室 教　　　授

ex-officio

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所 教　　　授

◎委員長 ○副委員長

任期： 平成16年8月1日 ～ 平成18年3月31日

太陽天体プラズマ専門委員会（10名）

台外委員（5名）

秋　岡　眞　樹 情報通信研究機構平磯 センター長

太陽観測センター

上　野　　　悟 京都大学大学院理学 助　　　手

研究科

○草　野　完　也 海洋研究開発機構地球 グループリーダー

シミュレーションセンター

坂　尾　太　郎 宇宙航空研究開発機構 助　教　授

宇宙科学研究本部

増　田　　　智 名古屋大学太陽地球 助　教　授

環境研究所

台内委員（5名）

櫻　井　　　隆 太陽観測所 教　　　授

柴 3 清　登 野辺山太陽電波観測所 教　　　授

関　井　　　隆 Solar-B推進室 助　教　授

富　阪　幸　治 理論研究部 教　　　授

◎渡　邊　鉄　哉 Solar-B推進室 教　　　授

◎委員長 ○副委員長

任期： 平成16年8月1日 ～ 平成18年3月31日

理論・計算機専門委員会（10名）

台外委員（6名）

梅　村　雅　之 筑波大学計算物理学 教　　　授

研究センター

柴　田　　　大 東京大学大学院総合 助　教　授

文化研究科

○中　川　貴　雄 宇宙航空研究開発機構 教　　　授

宇宙科学研究本部

半　田　利　弘 東京大学大学院理学系 助　　　手

研究科

松　元　亮　治 千葉大学理学部 教　　　授

横　山　央　明 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

台内委員（4名）

市　川　伸　一 天文学データ解析計算センター 助　教　授

近　田　義　広 ALMA推進室 教　　　授

◎富　阪　幸　治 理論研究部 教　　　授

和　田　桂　一 理論研究部 助　教　授

ex-officioo

大　石　雅　寿 天文学データ解析計算センター 助　教　授

真　鍋　盛　二 水沢観測所 教　　　授

水　本　好　彦 光赤外研究部 教　　　授

森　田　耕一郎 野辺山宇宙電波観測所 助　教　授

◎委員長 ○副委員長

任期： 平成16年8月1日 ～ 平成18年3月31日

すばる小委員会（10名）

台外委員（6名）

岩　室　史　英 京都大学大学院理学 助　教　授

研究科

太　田　耕　司 京都大学大学院理学 助　教　授

研究科

片 宏　一 宇宙航空研究開発機構 助　教　授

宇宙科学研究本部

小　林　尚　人 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

千　葉　柾　司 東北大学大学院理学 教　　　授

研究科

土　居　　　守 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

台内委員（4名）

有　本　信　雄 光赤外研究部 教　　　授

山　田　　　亨 光赤外研究部 助　教　授
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高　田　唯　史 天文学データ解析計算センター 助　教　授

臼　田　知　史 ハワイ観測所 助　教　授

ex-officio

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所 教　　　授

任期： 平成17年11月1日 ～ 平成18年3月31日

すばる望遠鏡プログラム小委員会（9名）

台外委員（5名）

太　田　耕　司 京都大学大学院理学 助　教　授

研究科

千　葉　柾　司 東北大学大学院理学 教　　　授

研究科

梅　村　雅　之 筑波大学計算物理学 教　　　授

研究センター

茂　山　俊　和 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

吉　井　　　譲 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科

台内委員（4名）

林　　　正　彦 ハワイ観測所 教　　　授

佐々木　　　晶 水沢観測所 教　　　授

兒　玉　忠　恭 光赤外研究部 助　教　授

中　島　　　紀 光赤外研究部 主任研究員

任期： 平成17年11月1日 ～ 平成19年7月31日

岡山観測所プログラム小委員会（7名）

台外委員（5名）

中　村　泰　久 福島大学人間発達 教　　　授

文化学類

長　田　哲　也 京都大学大学院理学 教　　　授　

研究科

村　山　　　卓 東北大学大学院理学 助　　　手　

研究科

竹　内　　　覚 福岡大学理学部 助　　　手

伊　藤　洋　一 神戸大学自然科学 助　　　手

研究科

台内委員（2名）

岩　田　　　生 岡山天体物理観測所 上級研究員　

青　木　和　光 光赤外研究部 主任研究員　

ex-officio

吉　田　道　利 岡山天体物理観測所 助　教　授　

任期： 平成17年4月1日 ～ 平成19年3月31日

電波天文プログラム小委員会（7名）

台外委員（4名）

梅　村　雅　之 筑波大学計算物理学 教　　　授

研究センター

北　村　良　実 宇宙航空研究開発機構 助　教　授

宇宙科学研究本部

土　居　　　守 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

平　原　靖　広 名古屋大学大学院環境 助　教　授

学研究科

台内委員（3名）

泉　浦　秀　行 岡山天体物理観測所 主任研究員

運用：

奥　村　幸　子 野辺山宇宙電波観測所 助　教　授

砂　田　和　良 野辺山宇宙電波観測所 主任研究員

オブザーバ

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所 教　　　授

任期： 平成16年9月1日 ～ 平成18年3月31日

電波天文周波数小委員会（18名）

台外委員（9名）

今　井　　　裕 鹿児島大学理学部 助　　　手

高　島　和　宏 国土交通省国土地理院 課長補佐

高　橋　富士信 横浜国立大学大学院 教　　　授

工学研究院

高　羽　　　浩 岐阜大学工学部 助　教　授

徳　丸　宗　利 名古屋大学太陽地球 助　教　授

環境研究所

羽　部　朝　男　北海道大学大学院理学 助　教　授

研究科

藤　沢　健　太 山口大学理学部 助　教　授

藤　下　光　身 九州東海大学大学院 教　　　授

工学研究科

村　田　泰　宏 宇宙航空研究開発機構 助　　　手

宇宙科学研究本部

台内委員（9名）

井　上　　　允 スペースVLBI推進室 教　　　授

梅　本　智　文 野辺山宇宙電波観測所 主任研究員

大　石　雅　寿 天文学データ解析計算センター 助　教　授

亀　谷　　　收 VERA観測所 主任研究員

齋　藤　泰　文 野辺山宇宙電波観測所 技　　　師

坂　本　彰　弘 野辺山宇宙電波観測所 上級研究員

高　野　秀　路　野辺山宇宙電波観測所 上級研究員

近　田　義　広 ALMA推進室 教　　　授

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所 教　　　授

任期： 平成16年9月1日 ～ 平成18年3月31日

VLBI運営小委員会（21名）

台外委員（12名）

面　1 俊　宏 鹿児島大学理学部 教　　　授

春　日　　　隆 法政大学工学部 教　　　授

近　藤　哲　朗 情報通信研究機構鹿島 グループリーダー

宇宙通信研究センター
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笹　尾　哲　夫 亞洲大學校大學院 教　　　授

宇宙計測情報工學科

高　島　和　宏 国土交通省国土地理院 課長補佐

VLBIグループ

高　羽　　　浩 岐阜大学工学部 助　教　授

中　井　直　正 筑波大学大学院数理 教　　　授

物質科学研究科

中　田　好　一 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科

羽　部　朝　男 北海道大学大学院理学 助　教　授

研究科

平　林　　　久 宇宙航空研究開発機構 教　　　授

宇宙科学研究本部

藤　澤　健　太 山口大学理学部 助　教　授

日　置　幸　介 北海道大学大学院理学 教　　　授

研究科

台内委員（9名）

井　上　　　允 スペースVLBI推進室 教　　　授

川　口　則　幸 VERA観測所 教　　　授

河　野　宣　之 水沢観測所　　　　　　教　　　授

郷　田　直　輝 JASMINE検討室 教　　　授

小　林　秀　行 VERA観測所 教　　　授

近　田　義　広 ALMA推進室 教　　　授

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所 教　　　授

長谷川　哲　夫 ALMA推進室 教　　　授

真　鍋　盛　二 水沢観測所 教　　　授

任期： 平成16年9月1日 ～ 平成18年3月31日

VLBIプログラム小委員会（7名）

台外委員（4名）

面　1 俊　宏　鹿児島大学理学部 教　　　授

近　藤　哲　朗 情報通信研究機構鹿島 グループリーダー

宇宙通信研究センター

中　井　直　正 筑波大学大学院数理 教　　　授

物質科学研究科

中　田　好　一 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科

台内委員（3名）

郷　田　直　輝 JASMINE検討室 教　　　授

小　林　秀　行 VERA観測所 教　　　授

砂　田　和　良 野辺山宇宙電波観測所 主任研究員

任期： 平成16年9月1日 ～ 平成18年3月31日

ALMA計画推進小委員会（18名）

台外委員（10名）

小　川　英　夫 大阪府立大学総合科学部 教　　　授

面　1 俊　宏 鹿児島大学理学部 教　　　授

春　日　　　隆 法政大学工学部 教　　　授

河　野　孝太郎 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

鷹　野　敏　明 千葉大学工学部 助　教　授

高　羽　　　浩 岐阜大学工学部 助　教　授

中　井　直　正 筑波大学大学院数理 教　　　授

物質科学研究科

福　井　康　雄 名古屋大学大学院理学 教　　　授

研究科

百　瀬　宗　武 茨城大学理学部 助　教　授

山　本　　　智 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科

台内委員（8名）

井　口　　　聖 ALMA推進室 主任研究員

石　黒　正　人 ALMA推進室 教　　　授

川　邊　良　平 ALMA推進室 教　　　授

阪　本　成　一 ALMA推進室 助　教　授

立　松　健　一 ALMA推進室 助　教　授

千　葉　庫　三 ALMA推進室 主任研究技師

長谷川　哲　夫 ALMA推進室 教　　　授

松　尾　　　宏 先端技術センター 助　教　授

ex-officio

井　上　　　允 スペースVLBI推進室 教　　　授

奥　村　幸　子 野辺山宇宙電波観測所 助　教　授

関　本　裕太郎 先端技術センター 助　教　授

近　田　義　広 ALMA推進室 教　　　授

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所 教　　　授

真　鍋　盛　二 水沢観測所 教　　　授

観　山　正　見 理論研究部 教　　　授

森　田　耕一郎　野辺山宇宙電波観測所　助　教　授

任期： 平成16年9月1日 ～ 平成18年3月31日

大規模シミュレーションシステム運用小委員会（9名）

台外委員（5名）

柴　田　　　大 東京大学大学院総合文 助　教　授

化研究科

花　輪　知　幸 千葉大学先進科学教育 教　　　授

センター

牧　野　淳一郎 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

松　元　亮　治 千葉大学理学部 教　　　授

横　山　央　明 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

台内委員（4名）

伊　藤　孝　士 天文学データ解析計算センター 主任研究員

小久保　英一郎 理論研究部 主任研究員

富　阪　幸　治 理論研究部 教　　　授

和　田　桂　一 理論研究部 助　教　授

任期： 平成16年12月13日 ～ 平成18年3月31日
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天文学データ解析計算センター共同利用小委員会（6名）

台外委員（2名）

牧　野　淳一郎 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

松　元　亮　治 千葉大学理学部 教　　　授

台内委員（4名）

伊　藤　孝　士 天文学データ解析計算センター 主任研究員

小久保　英一郎 理論研究部 主任研究員

富　阪　幸　治 理論研究部 教　　　授

和　田　桂　一 理論研究部 助　教　授

任期： 平成16年12月13日 ～ 平成18年3月31日

台内委員会
幹事会議（17名）

◎海　部　宣　男 台長

観　山　正　見 副台長（総務担当）

櫻　井　　　隆 副台長（財務担当）／

大学院教育委員会委員長

福　島　登志夫 技術主幹／天文情報センター長

家　　　正　則 研究連携主幹

真　鍋　盛　二 水沢観測所長

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所長

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所長

水　本　好　彦 天文学データ解析計算センター長

常　田　佐　久 先端技術センター長

安　藤　裕　康 光赤外研究部主任

井　上　　　允 電波研究部主任

渡　邊　鉄　哉 太陽天体プラズマ研究部主任

杉　山　　　直 理論研究部主任

奥　村　幸　子 野辺山宇宙電波観測所／教授会議選出

千　葉　庫　三 ALMA推進室／教授会議選出

雨　笠　　　均 事務部長

◎議長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

企画委員会（7名）

海　部　宣　男 台長

◎観　山　正　見 副台長（総務担当）

櫻　井　　　隆 副台長（財務担当）

福　島　登志夫 技術主幹

家　　　正　則 研究連携主幹

林　　　正　彦 ハワイ観測所

雨　笠　　　均 事務部長

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

財務委員会（6名）

海　部　宣　男 台長

観　山　正　見 副台長（総務担当）

◎櫻　井　　　隆 副台長（財務担当）

河　野　宣　之 水沢観測所

福　島　登志夫 天文情報センター

雨　笠　　　均 事務部長

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

プロジェクト会議（23名）

◎海　部　宣　男 台長

観　山　正　見 副台長（総務担当）／

4次元デジタル宇宙プロジェクト室長

櫻　井　　　隆 副台長（財務担当）／太陽観測所長

福　島　登志夫 技術主幹／天文情報センター長

家　　　正　則 研究連携主幹／ELTプロジェクト室長

真　鍋　盛　二 水沢観測所長

小　林　秀　行 VERA観測所長

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所長

柴　3 清　登 野辺山太陽電波観測所長

0 田　道　利 岡山天体物理観測所長

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所長

石　黒　正　人 ALMA推進室長

藤　本　眞　克 重力波プロジェクト推進室長

常　田　佐　久 Solar-B推進室長／HOP超広視野カメラ

プロジェクト室長／先端技術センター長

井　上　　　允 スペースVLBI推進室長

郷　田　直　輝 JASMINE検討室長

吉　澤　正　則 MIRA推進室長

田　村　元　秀 太陽系外惑星探査プロジェクト室長

水　本　好　彦 天文学データ解析計算センター長

杉　山　　　直 理論研究部主任

河　野　宣　之 水沢観測所

林　　　正　彦 ハワイ観測所

雨　笠　　　均 事務部長

◎議長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

技術検討委員会（8名）

◎福　島　登志夫 技術主幹

岡　田　則　夫 先端技術センター

沖　田　喜　一 岡山天体物理観測所

高　見　英　樹 ハワイ観測所

千　葉　庫　三 ALMA推進室

中　村　京　子 ALMA推進室

野　口　　　卓 先端技術センター
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水　本　好　彦 光赤外研究部

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

技術系職員会議（13名）

石　川　利　昭 水沢観測所

岩　下　　　光 MIRA推進室

岡　田　則　夫 先端技術センター

沖　田　喜　一 岡山天体物理観測所

川　島　　　進 先端技術センター

佐　藤　克　久 VERA観測所

篠　田　一　也 太陽観測所

高　橋　敏　一 野辺山宇宙電波観測所

千　葉　庫　三 ALMA推進室

中　村　京　子 ALMA推進室

並　川　和　人 ハワイ観測所

宮　澤　千栄子 野辺山宇宙電波観測所

宮　地　竹　史 VERA観測所

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

ネットワーク委員会（16名）

生　田　ちさと 天文情報センター

市　川　伸　一 天文学データ解析計算センター

井　上　剛　毅 天文学データ解析計算センター

大　江　将　史 天文学データ解析計算センター

鹿　野　良　平 Solar-B推進室

川　口　則　幸 VERA観測所

工　藤　哲　洋 理論研究部

辰　巳　大　輔 重力波プロジェクト推進室

田　村　良　明 VERA観測所

千　葉　庫　三 ALMA推進室

福　田　武　夫 先端技術センター

◎観　山　正　見 理論研究部

森　田　耕一郎 野辺山宇宙電波観測所

八　木　雅　文 光赤外研究部

0 田　道　利 岡山天体物理観測所

加　藤　豊　造 事務部総務課長

ex-officio

水　本　好　彦 光赤外研究部

オブザーバ

林　　　　　博 事務部財務課

半　田　利　弘 東大理・天文学教育研究センター

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

評価準備委員会（18名）

◎観　山　正　見 副台長（総務担当）

櫻　井　　　隆 副台長（財務担当）

家　　　正　則 研究連携主幹

安　藤　裕　康 光赤外研究部

石　黒　正　人 ALMA推進室

井　上　　　允 電波研究部

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所

小　林　秀　行 VERA観測所

小　林　行　泰 JASMINE検討室

柴　3 清　登 野辺山太陽電波観測所

杉　山　　　直 理論研究部

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所

福　島　登志夫 天文情報センター

真　鍋　盛　二 水沢観測所

水　本　好　彦 天文学データ解析計算センター

0 田　道　利 岡山天体物理観測所

渡　邊　鉄　哉 太陽天体プラズマ研究部

雨　笠　　　均 事務部長

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

安全衛生委員会（22名）

◎福　島　登志夫 総括安全衛生管理者

真　鍋　盛　二 水沢総括安全衛生管理者

坪　井　昌　人 野辺山総括安全衛生管理者

0 田　道　利 岡山総括安全衛生管理者

唐　牛　　　宏 ハワイSafety-Manager

今　村　泰　代 衛生管理者

岩　下　　　光 衛生管理者

宮　澤　千栄子 衛生管理者

坂　本　彰　弘 安全管理者・野辺山地区職員代表

浅　利　一　善 水沢安全衛生推進者

沖　田　喜　一 岡山安全衛生推進者

書　上　正　則 ハワイSafety-Officer

阪　本　成　一 三鷹地区職員代表

福　嶋　美津広 三鷹地区職員代表

福　田　武　夫 三鷹地区職員代表

及　川　信　一 水沢地区職員代表

齋　藤　泰　文 野辺山地区職員代表

高　橋　敏　一 野辺山地区職員代表

泉　浦　秀　行 岡山地区職員代表

能　丸　淳　一 ハワイ地区職員代表

中　原　國　廣 三鷹地区産業医

澤　　　　　潔 野辺山地区産業医

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日
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セクシャル・ハラスメント防止委員会（11名）

◎観　山　正　見 副台長（総務担当）

福　島　登志夫 技術主幹

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所長

安　藤　裕　康 光赤外研究部主任

井　上　　　允 電波研究部主任

渡　邊　鉄　哉 太陽天体プラズマ研究部主任

杉　山　　　直 理論研究部主任

櫻　井　　　隆 大学院教育委員会委員長

生　田　ちさと 天文情報センター

奥　村　幸　子 野辺山宇宙電波観測所

雨　笠　　　均 事務部長

相談員

三鷹

櫻　井　　　隆 太陽観測所

中　村　京　子 ALMA推進室

山　下　芳　子 天文情報センター

水沢

酒　井　　　俐 VERA観測所

野辺山

奥　村　幸　子 野辺山宇宙電波観測所

久　野　成　夫 野辺山宇宙電波観測所

宮　澤　千栄子 野辺山宇宙電波観測所

岡山

國　光　昌　子 岡山天体物理観測所

0 田　道　利 岡山天体物理観測所

ハワイ

金　城　　　徹 ハワイ観測所

倉　上　富　夫 ハワイ観測所

林　　　左絵子 ハワイ観測所

早　野　　　裕 ハワイ観測所

土　井　由　行 ハワイ観測所（RCUH）

P o p p a s ,  E m i ハワイ観測所（RCUH）

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

レクリエーション委員会（7名）

池之上　文　吾 ALMA推進室

兒　玉　忠　恭 光赤外研究部

田　村　知　範 先端技術センター

◎三　上　良　孝 光赤外研究部

矢　野　太　平 JASMINE検討室

尾　島　　　敦 事務部総務課

小　松　淳　一 事務部施設課

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

大学院教育委員会／天文科学専攻委員会（21名）

海　部　宣　男 台長

有　本　信　雄 光赤外研究部

安　藤　裕　康 光赤外研究部

家　　　正　則 光赤外研究部

大　石　雅　寿 天文学データ解析計算センター

梶　野　敏　貴 理論研究部

川　口　則　幸 VERA観測所

川　邊　良　平 ALMA推進室

小　林　行　泰 JASMINE検討室

◎櫻　井　　　隆 太陽観測所

佐々木　　　晶 水沢観測所

佐　藤　忠　弘 水沢観測所

坪　井　昌　人 野辺山宇宙電波観測所

富　阪　幸　治 理論研究部

林　　　正　彦 ハワイ観測所

福　島　登志夫 天文情報センター

藤　本　眞　克 重力波プロジェクト推進室

観　山　正　見 理論研究部

山　田　　　亨 光赤外研究部

渡　部　潤　一 天文情報センター

渡　邊　鉄　哉 Solar-B推進室

オブザーバ

河　野　孝太郎 東大理・天文学教育研究センター

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

知的財産委員会／利益相反委員会（5名）

大　坪　政　司 先端技術センター

久　野　成　夫 野辺山宇宙電波観測所

末　松　芳　法 Solar-B推進室

田　澤　誠　一 水沢観測所

◎野　口　　　卓 先端技術センター

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

スペース・コラボレーション・システム事業委員会（4名）

大　石　雅　寿 天文学データ解析計算センター

櫻　井　　　隆 太陽観測所

立　松　健　一 ALMA推進室

福　島　登志夫 天文情報センター

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

防災委員会（10名）

縣　　　秀　彦 天文情報センター

岡　田　則　夫 先端技術センター

亀　野　誠　二 スペースVLBI推進室
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郷　田　直　輝 JASMINE検討室

◎長谷川　哲　夫 ALMA推進室

吉　澤　正　則 MIRA推進室

池　迫　清　博 事務部施設課長

拡大委員

能　丸　淳　一 ハワイ観測所

真　鍋　盛　二 水沢観測所

宮　澤　千栄子 野辺山宇宙電波観測所

ex-officio

野　口　邦　男 光赤外研究部

山　崎　利　孝 重力波プロジェクト推進室

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

図書委員会（12名）

伊　藤　節　子 天文情報センター

伊　藤　孝　士 天文学データ解析計算センター

小　林　行　泰 JASMINE検討室／大学院教育委員会

齋　藤　正　雄 ALMA推進室

砂　田　和　良 野辺山宇宙電波観測所

高　遠　徳　尚 ハワイ観測所

竹　田　洋　一 光赤外研究部

田　村　良　明 VERA観測所

原　　　弘　久 Solar-B推進室

松　尾　　　宏 先端技術センター

◎吉　田　春　夫 理論研究部

0 田　道　利 岡山天体物理観測所

ex-officio

福　島　登志夫 天文情報センター

オブザーバ

田　辺　俊　彦 東大理・天文学教育研究センター

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

理科年表編集委員会（7名）

◎海　部　宣　男 台長

伊　藤　節　子 天文情報センター

相　馬　　　充 光赤外研究部

中　村　　　士 光赤外研究部

福　島　登志夫 天文情報センター

山　下　芳　子 天文情報センター

雨　笠　　　均 事務部長

台外委員19名

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日

出版委員会（7名）

今　西　昌　俊 光赤外研究部

上　田　暁　俊 ALMA推進室

大　江　将　史 天文学データ解析計算センター

関　井　　　隆 Solar-B推進室

相　馬　　　充 光赤外研究部

◎谷　川　清　隆 理論研究部

三　好　　　真 電波研究部

◎委員長

任期： 平成16年4月1日 ～ 平成18年3月31日
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5．特別共同利用研究員・特別研究員等

＊特別共同利用研究員（受託学生）

博士課程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈受入期間〉 〈指導教員〉

内　藤　誠一郎 （東京大学大学院理学系研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 長谷川　哲　夫 教　 授

木　村　仁　彦 （京都大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 高　見　英　樹 助教授

鈴　木　竜　二 （東北大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H17.  9.30 山　田　　　亨 助教授

小　西　真　広 （東北大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 林　　　正　彦 教　 授

吉　川　智　裕 （東北大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 林　　　正　彦 教　 授

川　添　史　子 （お茶の水女子大学大学院人間文化研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 川　村　静　児　 助教授

阪　田　紫帆里 （お茶の水女子大学大学院人間文化研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 川　村　静　児　 助教授

桑　原　健　二 （早稲田大学大学院理工学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 谷　川　清　隆　 助教授

佐　藤　奈穂子 （北海道大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H18.  2.28 坪　井　昌　人　 教　 授

樋　口　有理可 （神戸大学大学院自然科学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.25 観　山　正　見 教　 授

疋　田　進　一 （大阪大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 杉　山　　　直　　 教　 授

佐　藤　靖　彦 （東京理科大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 0 田　道　利　 助教授

平　松　正　顕 （東京大学大学院理学系研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 長谷川　哲　夫　 教　 授

小野寺　仁　人 （東京大学大学院理学系研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 有　本　信　雄　 教　 授

原　田　雄　司 （東京大学大学院理学系研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 花　田　英　夫　 助教授

修士課程

石　原　明　香 （東京大学大学院理学系研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 田　村　元　秀 助教授

新　井　敬　朗 （東京大学大学院理学系研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 長谷川　哲　夫 教　 授

星　　　貴　子 （明星大学大学院理工学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 兒　玉　忠　恭 助教授

佐　藤　千　佳 （明星大学大学院理工学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 渡　部　潤　一 助教授

金　安　　　渚 （明星大学大学院理工学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 田　村　元　秀 助教授

池　田　真　行 （東京理科大学大学院理学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 有　本　信　雄 教　 授

梅　谷　真　史 （近畿大学大学院総合理工学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 福　島　登志夫 教　 授

丹　羽　佳　人 （京都大学大学院人間・環境学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 郷　田　直　輝 教　 授

本　郷　　　聡 （東京工業大学大学院理工学研究科） H17.  4.  1～H18.  3.31 坪　井　昌　人 教　 授

白　石　昌　子 （お茶の水女子大学大学院人間文化研究科） H17.10.  1～H18.  2.28 有　本　信　雄 教　 授

＊日本学術振興会・特別研究員

〈受入期間〉 〈指導教員〉

木　下　大　輔 H15.  4.  1～H18.  1.31 中　村　　　士 助教授

関　口　朋　彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H15.  4.  1～H18.  3.31 川　邊　良　平 教　 授

川　口　俊　宏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H16.  4.  1～H18.  3.31 山　田　　　亨 助教授

秋　山　正　幸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H16.  4.  1～H17.  9.  5 関　口　和　寛 助教授

岡　本　　　崇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H16.  4.  1～H19.  3.31 杉　山　　　直 教　 授

中村（町田）真美　　　　　　　　　　　　　　　　　 H16.  4.  1～H19.  3.31 富　阪　幸　治 教　 授

市　来　浄　興　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H17.  4.  1～H18.  3.31 梶　野　敏　貴 助教授

小　林　千　晶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H17.  4.  1～H20.  3.31 杉　山　　　直 教　 授

長　尾　　　透　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H17.  4.  1～H20.  3.31 有　本　信　雄 教　 授

石　岡　涼　子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H17.  4.  1～H20.  3.31 関　口　和　寛 助教授

＊日本学術振興会・外国人特別研究員

〈受入期間〉 〈指導教員〉

Goossens, Sander J. H17.10.  1～H19.  9.30 佐々木　　　晶 教　 授

Rosat, Severine H16.  7.12～H18.  7.11 佐　藤　忠　弘 教　 授

Liu, Qinghui H16.11.  1～H18.10.31 河　野　宣　之 教　 授
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平成17年度支出決算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年度科学研究費補助金

平成17年度国立天文台の支出決算額は、次のとおりである。

人　　　件　　　費 3, 019, 062千円

物　　　件　　　費 8, 847, 865千円

（長期借入金償還金482, 790千円含む）

科学技術振興調整費 132, 190千円

産学連携等研究費 102, 944千円　

施　設　整　備　費 2, 146, 965千円

合　　　　　　　計 14, 249, 026千円

研究期間　　　　　　　　　　　　　研　究　課　題　名　　　　　　　　　　　　　　　　　 研究代表者

平成17年度の
補助金決定額
（千円）

特別推進研究

平14～平17 レーザーガイド補償光学系による遠宇宙の近赤外高解像観測 家　　正則 102,960

特定領域研究

平14～平17 日本天文暦学史料のグローバルな調査と総合目録の作成 中村　　士 9,200

平16～平17 太陽系外惑星科学の展開（総括班） 田村　元秀 6,800

平14～平17 TAMA300による重力波探査 藤本　眞克 69,100

平14～平17 帯域可変型干渉計による重力波検出器の高感度化 山崎　利孝 6,300

平16～平17 GRIDによる天文学統合データ解析システムの研究・開発 大石　雅寿 7,300

平16～平17 超新星残骸の長期的進化とバブルによる物質循環 富阪　幸治 1,500

平16～平17 光赤外大口径望遠鏡・干渉計による原始惑星系円盤の観測と系外惑星探査 田村　元秀 54,800

平17～平18 高ダイナミックレンジ撮影のためのスぺックル制御方式の開発 Guyon Olivier 3,000

基盤研究（A）

平14～平17 超広視野赤外カメラによる短周期ミラ型星の完全サーベイ 0田　道利 1,430

平14～平17 新動作モードに対応した赤外線アレイ検出器の開発 小林　行泰 5,460

平16～平17 ALMA時代を見据えた分子原子輝線輻射輸送計算による数値天文学の構築 観山　正見 12,740

平17～平20 赤外線検出器を用いた太陽フレアの磁気エネルギー蓄積機構の研究 櫻井　　隆 28,730

平17～平20 超高周波重力波検出用レーザー干渉計の開発と重力波源の探索 川村　静児 13,260

基盤研究（B）

平15～平17 光結合型電波干渉計の天頂通過天体観測による無バイアスAGNサーベイ 川口　則幸 4,800

平15～平17 VLBIおよび4－Wayドプラーデータによる月裏側重力異常の推定 河野　宣之 1,500

平14～平17 ミリ波VLBIによる晩期型星SiOメーザーの研究 柴田　克典 2,500

平15～平17 近赤外線高精度位置天文観測のための新手法の研究 郷田　直輝 4,500

平16～平17 太陽観測用補償光学装置の実用化 花岡庸一郎 5,400

平16～平17 広域赤外線掃天観測における星の質量の起源の解明：星形成領域における IMF 田村　元秀 5,300

平16～平17 超伝導重力計とレーザ歪計による地球核の固有振動の検出－神岡と松代での比較－ 佐藤　忠弘 2,900

平16～平17 宇宙風化作用による太陽系天体表面進化の研究：鉄の影響 佐々木　晶 3,100

平17～平19 視線速度観測による太陽系外惑星の探索 安藤　裕康 5,500

平17～平19 野辺山45m鏡と超広帯域高分散分光システムを組み合わせた遠方銀河吸収線探査 奥村　幸子 6,600

平17～平19 カートリッジ型超伝導受信機の開発と原子・分子線観測による星間物質進化の研究 関本裕太郎 7,800

６．予　　算

��������	
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���������

102,96023,76079,2001� � � � � �

158,0000158,0008� � � � � �

61,62014,22047,4005����� A �

58,400058,40013����� B�

12,100012,10010����� C�

1,5603601,2001�����A�

21,200021,20016����� B�

13,200013,20013��������

429,04038,340390,70067� �
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平17～平19 超高分解能次世代シミュレータで探る天の川銀河の成り立ち 富阪　幸治 5,100

平17～平18 超大口径電波望遠鏡を目指したレンズ基礎実験 近田　義広 3,400

基盤研究（C）

平15～平17 特異点解析に基づくハミルトン系の可積分性の判定条件と可積分系のリスト 吉田　春夫 1,100

平16～平17 楕円銀河の形成現場の直接的検証とその起源の解明 有本　信雄 1,200

平16～平17 高精度VLBI観測によるオリオン座・いっかくじゅう座分子雲複合体の立体構造の解明 廣田　朋也 1,000

平16～平17 衛星間ドプラーによる3次元軌道決定方法の開発 花田　英夫 1,300

平16～平17 太陽の音波的固有モードのパワーに関する統計的研究 関井　　隆 800

平17～平19 恒星コロナグラフ撮像系開発による光学域超高感度星周ダスト分布探査 泉浦　秀行 600

平17～平18 過去2000年における地球自転速度の急激な変動の検出 相馬　　充 1,500

平17～平18 高赤方偏移の巨大Ly a輝線ガス雲と銀河形成 山田　　亨 2,600

平17～平19 原子核ニュートリノ反応による超新星元素合成、ニュートリノ振動の解明 梶野　敏貴 1,000

平17～平20 初期天体形成と背景放射 杉山　　直 1,000

若手研究（A）

平15～平17 活動的銀河中心核の構造と進化─高精度数値モデルによる新展開─ 和田　桂一 1,560

若手研究（B）

平15～平17 広視野観測によって明かす宇宙の階層的構造形成史と星形成史 兒玉　忠恭 800

平16～平17 インターネットを利用した遠隔天体観測システムに関する研究 大江　将史 1,700

平16～平17 超高光度赤外線銀河中に埋もれた活動銀河核の探査－ダストに隠された銀河形成の解明－ 今西　昌俊 800

平16～平17 超遠方宇宙における構造形成進化 柏川　伸成 1,000

平16～平17 太陽X線小輝点を用いたコロナ領域微分回転速度場の研究 原　　弘久 300

平16～平17 超高精度位置天文観測による位置天文重力レンズ天文学の開拓 本間　希樹 800

平16～平17 地球接近小惑星の力学進化とクレーター起源の観測的・数値的研究 伊藤　孝士 2,000

平17～平19 バーチャル天文台とグリッド技術を利用した大規模自動データ解析システムの開発 白崎　裕治 700

平17～平19 マイクロマシニング導波管を用いたTHz帯超電導サイドバンド分離ミクサの開発 浅山信一郎 1,300

平17～平18 ミリ波サブミリ波精密モニター観測による巨大ブラックホール研究の開拓 井口　　聖 2,100

平17～平18 活動銀河中心核への質量降着現象の観測的研究 亀野　誠二 1,200

平17～平18 重力レンズで探究する宇宙の大規模構造形成の統一的理解 浜名　　崇 1,800

平17～平18 補償光学系のための多天体同時波面センサーの開発 早野　　裕　 2,600

平17～平19 星の高精度位置測定による銀河の力学構造の構築に関する研究 矢野　太平 1,300

平17～平17 プラズマ加熱と粒子加速が銀河・銀河団形成に与える影響 藤田　　裕 1,500

平17～平19 視線速度観測による太陽系外惑星探索に基づく中質量星の惑星系形成の研究 佐藤　文衛 1,300

特別研究員奨励費

平15～平17 太陽系外縁部小天体の軌道分布とサイズ分布 木下　大輔 1,100

平15～平17 サブミリ波による太陽系及び惑星系形成の観測的研究 関口　朋彦 1,100

平16～平17 原始活動銀河核の物理とブラックホールの宇宙論的成長 川口　俊宏 1,100

平16～平17 星間ガスの内部構造及びダストの分布を考慮した銀河の形成進化の研究 岡本　　崇 1,100

平16～平17 ブラックホール候補天体における状態遷移と時間変動の大局的3次元磁気流体数値実験 中村（町田）真美 1,100

平16～平17 宇宙相転移における磁場揺らぎの生成および大域的な宇宙構造の形成と進化の解明 市来　淨與 900

平17～平19 数値シミュレーションを用いた銀河および宇宙の化学力学進化 小林　千晶 1,100

平17～平19 超巨大ブラックホールの形成と進化の大規模広視野宇宙探査観測に基づく研究 長尾　　透 1,200

平17～平19 高速分光・測光観測による降着円盤の可視化、及び短時間変動現象の解明 石岡　涼子 1,100

平15～平17 赤方偏移1＜z＜2における楕円銀河の構造形成と空間分布 有本　信雄 600

平16～平17 超伝導重力計国際観測網データを使った地球核の固有振動の検出 佐藤　忠弘 1,100

平16～平18 月計画SELENEにおける相対VLBIとドップラー計測による月重力場の精密測定 河野　宣之 1,100

平17～平19 月探査計画SELENEによる高精度月重力場モデルの開発と月内部詳細構造の解明 佐々木　晶 600
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（１）共同開発研究

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 中　井　直　正 筑波大学 南極天文学開拓のための大気状態調査に向けて

2. 小　林　尚　人 東京大学 次世代近赤外線超高分散分光器のための技術開発

3. 岩　室　史　英 京都大学 研削による鏡面加工技術開発

4. 高　橋　英　則 東京大学 冷却チョッパーに用いる低温アクチュエータ・位置センサーの開発

5. 海老塚　　　昇 理化学研究所 すばる望遠鏡MOIRCSおよび岡山天体物理観測所KOOLS用高分散VPHグリズムの開発

6. 大　橋　正　健 東京大学 重力波検出のための間接的防振フィルターの開発

7. 片 宏 一 宇宙航空研究開発機構 すばる用中間赤外観測装置COMICSへの偏向観測機能の搭載

8. 河　野　孝太郎 東京大学 サブミリ波観測における絶対強度較正法の基礎開発研究

9. 春　日　　　隆 法政大学 電波望遠鏡に搭載する低消費電力型低雑音増幅器のための InP HEMTチップの開発

10. 藤　澤　健　太 山口大学 山口32m電波望遠鏡の22GHz受信機の試作と試験

11. 黒　川　隆　志 東京農工大学 系外惑星直接検出のためのナル干渉コロナグラフの探求

12. 佐　藤　　　孝 新潟大学 スペース重力波アンテナDECIGOのためのレーザー光源の開発

（２）共同研究

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 河　北　秀　世 京都産業大学 彗星氷に含まれるメタン分子の重水素/水素比から探る彗星物質の形成環境

2. 大　西　浩　次 長野工業高等専門学校 銀河系中心の電波パルサーの検出とそのパルサーを使った研究の可能性

3. 杉　田　精　司 東京大学 Deep Impact計画地上支援観測によって明らかにする彗星核の物性

4. 金　光　　　理 福岡教育大学 すばる観測データの教育への応用に関する共同研究

5. 山　本　真　行 高知工科大学 主要流星群における永続流星痕発光フェーズの比較研究

6. 加　藤　隆　子 核融合科学研究所 LHDを用いたSolar-Bのための非平衡プラズマにたいするプラズマ診断の研究

7. 山　田　良　透 京都大学 高精度赤外線位置天文観測衛星（JASMINE）のための基礎開発

8. 山　本　一　登 京都大学 新しい対称多段法についての研究

9. 林　　　祥　介 北海道大学 天体流体運動の理解のための数値モデル開発と基礎実験

10. 梅　原　広　明 情報通信研究機構 最適制御による三体パチンコ条件の探索

11. 関　口　昌　由 木更津工業高等専門学校 制限三体問題における衝突軌道の相構造

12. 河　合　誠　之 東京工業大学 ガンマ線バーストの可視・近赤外残光の迅速な観測

（３）研究会・ワークショップ

代　表　者 所属機関 参加者数　　　　　　研　究　課　題

1. 阪　本　康　史 東京大学 364名 第35回天文・天体物理若手の会　夏の学校

2. 杉　山　　　直 国立天文台 126名 高エネルギー天体物理学の総合的理解

3. 伊　東　昌　市 杉並区立科学館 44名 最新の天文学の普及をめざすワークショップ

4. 松　原　英　雄 宇宙航空研究開発機構 55名 光学赤外線天文連絡会シンポジウム　大学の計画と共同利用研の

大型計画の組み合わせ

5. 本　間　希　樹 国立天文台 70名 銀河系研究会2005

6. 梅　村　雅　之 筑波大学 71名 活動銀河核と銀河の共進化

7. 長　田　哲　也 京都大学 28名 近赤外線サーベイ研究会

8. 洞　口　俊　博 国立科学博物館 24名 FITS画像教育利用ワークショップ

7．共同開発研究・共同研究・研究会・ワークショップ
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（１）共同利用：岡山天体物理観測所

188cm望遠鏡プロジェクト観測（前期）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 佐　藤　文　衛 国立天文台 視線速度精密測定によるG型巨星の惑星サーベイ

188cm望遠鏡プロジェクト観測（後期）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 佐　藤　文　衛 国立天文台 視線速度精密測定によるG型巨星の惑星サーベイ

188cm望遠鏡（一般）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題　

1. 豊　田　英　里 神戸大学 ドップラーシフト法による連星系の系外惑星探査

2. 竹　田　洋　一 国立天文台 Post-AGB星の表面組成解析：揮発性元素に基づく恒星種族推定

3. 齋　藤　雄　二 東海大学 金属欠乏星における亜鉛組成（Ⅲ）

4. Chen  Yuqin 中国国家天文台 Abundance differences between young and old metal-rich stars: new signs on

the chemical evolution of the Galactic disk

5. 長　　　俊　成 東北大学 AGB星及びその星周における偏光特性の周期変動

6. 磯　貝　瑞　希 東京大学 偏光分光測光観測に基づく共生星の軌道面傾斜角の決定と質量の評価

7. 磯　貝　瑞　希 東京大学 偏光分光測光観測に基づく共生星の軌道面傾斜角の決定と質量の評価

8. 比田井　昌　英 東海大学 金属度－１付近の硫黄の振る舞い

9. 豊　田　英　里 神戸大学 ドップラーシフト法による連星系の系外惑星探査

10. 竹　田　洋　一 国立天文台 太陽類似星の高分散分光観測：Solar Twin星の検出に向けて

11. 野　上　大　作 京都大学 RS Cvn型連星V711 Tau の時間分解能高分散分光観測による恒星フレ

アの機構の解明Ⅱ

8．施設等の共同利用
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12. 永　江　　　修 広島大学 マイクロクエーサーLS I+61 303の可視偏光観測による偏光起源の特定

13. 今　田　　　明 京都大学 Be/X-ray連星3A 0535+262の近星点付近における輝線変動の観測

14. 亀　田　真　吾 東京大学 水星ナトリウム大気の分光観測

15. 舩　山　日斗志 神戸大学 プレアデスに属する若い恒星の金属量

16. 豊　田　英　里 神戸大学 ドップラーシフト法による連星系の系外惑星探査

17. 安　藤　裕　康 国立天文台 巨星の星震学の試み

18. 比田井　昌　英 東海大学 惑星を持つ星のa元素と鉄族元素の組成

19. 竹　田　洋　一 国立天文台 太陽類似星の高分散分光観測：Solar Twin星の検出に向けて

20. Shi  Jianrong 中国国家天文台 Si abundances in metal-rich stars:Testing of Si atom model

（２）共同利用：ハワイ観測所

すばる望遠鏡

S05A期

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. Tamura Motohide NAOJ Spectroscopic Confirmation of the First 'Y Dwarf' with Subaru

2. Yamada Toru NAOJ Giant Lyman aBlobs and Structure Formation in the Universe

3. Kodama Tadayuki NAOJ Panoramic Imaging of Three z~1 Clusters and Their Surroundings

4. Nakajima Tadashi NAOJ A Coronagraphic Survey for Brown Dwarfs and Planets around Nearby Stars

5. Tamura Motohide NAOJ Planetary-Mass YSOs in the Ophiuchus Dark Cloud

6. Arimoto Nobuo NAOJ Exploring the Andies with Suprime-Cam

7. Perlman Eric University of Maryland Searching for the Torus of M87

8. Yanamandra-Fisher Jet Population Laboratory Mid-IR Imaging of Saturn and Its Rings in Support of Cassini Mission.
Padmavati

9. Imanishi Masatoshi NAOJ Do ULIRGs evolve into QSOs?

10. Narita Norio University of Tokyo Measurement of the Rossiter Effect During Transits of the Exoplanet TrES-1

11. Nagao Tohru Osservatorio Astrofisico di Arcetri Nuclear Star-Forming Activities in Narrow-Line Seyfert 1 Galaxies

12. Misawa Toru Pennsylvania State University Quasar central regions illuminated by intrinsic narrow absorption lines

13. Honda Mitsuhiko University of Tokyo Search for Crystalline Silicate in Edgeworth-Kuiper Belt Comets II

14. Murayama Takashi Tohoku University Searching for Proto-Quasars: CIV emitters at z>4

15. Aoki Wako NAOJ Chemical Abundance Patterns of the First Generations of Stars

16. Arimoto Nobuo NAOJ Abundances in the Most Metal-Poor stars in Dwarf Spheroidal Galaxies

17. Pian Elena Trieste Astronomical Observatory Exploring the properties of the Supernovae associated with Gamma-Ray Bursts

18. Yamashita Takuya NAOJ Detecting debris disk structures caused by orbiting planets

19. Nagao Tohru Osservatorio Astrofisico di Arcetri An Observational Pursuit for Population III Stars through HeII Emission in

Very High-z Galaxies

20. Nomoto Ken'ichi University of Tokyo Type Ib/c Supernovae: diagnostics on energies, asphericities, and progenitors

21. Okamoto Yoshiko Ibaraki University Spectro-astrometry to reveal dust distributions within HAEBE disks 

22. Onodera Masato University of Tokyo Stellar Populations of BzK-selected Massive Star-forming z~2 Galaxies

23. Lundqvist Peter Stockholm Observatory Early evolution of a nearby Type Ia supernova

24. Miyazaki Satoshi NAOJ Spectroscopy of clusters detected in Suprime weak lensing survey

25. Takada Masahiro Tohoku University Weighing Dark Energy and Neutrinos with Suprime-Cam Cosmic Shear Survey

26. Miyata Takashi University of Tokyo Time variation of 12C/13C ratio in the final stage of stellar evolution 

27. Ishimaru Yuhri Ochanomizu University Pd and Ag abundances in the weak r-process enhanced stars 

28. Hattori Takashi NAOJ Integral Field Spectroscopy of Emission Line Nebulae Associated with ULXs

29. Inoue Susumu Max-Plank Institut für Kernphysik Probing early Galactic dynamical evolution with 6Li in metal-poor stars

30. Ando Masataka Kyoto University Spectroscopic deep survey of Lyman Break Galaxies at z~5

31. Kawai Nobuyuki Tokyo Institute of Technology Observation of Gamma-Ray Burst Afterglows in the Swift Era

32. Okabe Nobuhiro Tohoku University Weak Lensing Analysis of Merging Galaxy Clusters with Chandra/XMM-Newton 
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33. Iye Masanori NAOJ FOCAS MOS followup of Lyman Alpha Emitter candidates at z=7 in SDF

34. Fukagawa Misato NAOJ Resolving Dust Property in Newly Found Disks

35. Nakagawa Takao JAXA Probing Molecular Torus in AGN through Time Variability of CO Absorption

S05B期

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. Nakajima Tadashi NAOJ A Coronagraphic Search for Planets around Young Nearby Stars

2. Arimoto Nobuo NAOJ Stellar Populations in the Sextans Dwarf Sph Galaxy -- Complete Mapping

3. Imanishi Masatoshi NAOJ A Search for Dusty DLAs at z~ 3

4. Carney Bruce University of North Carolina Li abundances in halo subgiants

5. Taniguchi Yoshiaki Tohoku University COSMOS-21: Deep Intermediate & Narrow-band Survey of the COSMOS Field

6. Sato Bun'ei NAOJ Mapping the Realm of Hot Jupiters

7. Ouchi Masami Space Telescope Science Institute Search for the Most Distant Structures in the Subaru/XMM Deep Field

8. Yasuda Naoki University of Tokyo Diversity of Type Ia Supernovae Detected in the SDSS II

9. Honda Mitsuhiko JAXA 24.5μm Imaging of Nearby HAeBe Disks

10. Tamura Motohide NAOJ Spectroscopic Confirmation of the First 'Y Dwarf' with Subaru

11. Tamura Motohide NAOJ Sub-Arcsec Imaging of Disks at Planet Forming Radii

12. Kodama Tadayuki NAOJ The Mass Assembly History of Galaxies in Proto Clusters back to z~2.5

13. Kodama Tadayuki NAOJ Deep Near-Infrared Imaging along the Known Large Scale Structures at z~1

14. Pian Elena Trieste Astronomical Observatory Exploring the properties of the Supernovae associated with Gamma-Ray Bursts

15. Okamoto Yoshiko Ibaraki University Spectro-astrometry of the dust features around nearby Vega-like stars. II

16. Futamase Toshifumi Tohoku University The Ultimate Gravitational Lensing Study of Galaxy Clusters

17. Minezaki Takeo University of Tokyo Mid-infrared imaging of lensed QSOs as a probe of CDM substructure -II

18. Nomoto Ken'ichi University of Tokyo Probing the Iron-Rich Ejecta of Type~Ia Supernovae at Late-Time

19. Knauth David Northwestern University The Riddle of the Low Lithium Isotope Ratio toward o Per.

20. Tamura Naoyuki University of Durham Globular Cluster Populations in Isolated Luminous Ellipticals

21. Kawai Nobuyuki Tokyo Institute of Technology Observation of Gamma-Ray Burst Afterglows detected by Swift and HETE-2

22. Inada Naohisa University of Tokyo Spectroscopic study of the giant quadruple QSO lens SDSS J1004+4112

23. Kashikawa Nobunari NAOJ Faint emission from heavy absorbers

24. Takata Tadafumi NAOJ Proto Clusters Traced by Massive Red Galaxies

25. Sugai Hajime Kyoto University Search for extended Lyalpha nebulae around the sub-mm sources at redshift 2-3

26. Sagawa Hideo JAXA/University of Tokyo Mid Infrared Imaging of the Microstructure in Venus Clouds

27. Arimoto Nobuo NAOJ Abundances in Extremely Metal-Poor Stars in Sextans Dwarf Spheroidal

28. Akiyama Masayuki NAOJ Obscured/non-obscured Accretion at z=4

29. Deng Jinsong Chinese Academy of Science Late-time Spectroscopy of Type Ib/c SNe: probing asphericity and inner ejecta

30. Doi Mamoru University of Tokyo Dark Energy Measurements using SNIa in Elliptical Galaxies

31. Itoh Yoichi Kobe University Coronagraphic Search for Planets in the Pleiades

32. Ohta Kouji Kyoto University Wide and Deep B-band Imaging of an SCAM/UKIDSS DXS Field

33. Honda Satoshi NAOJ Abundance patterns of r-process-enhanced metal-poor stars

（３）共同利用：太陽観測所（乗鞍コロナ観測所）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 山　本　哲　也 東京大学 ポラリメータによる活動領域上の3次元彩層磁場観測

2. 鈴　木　大　輔 川口市立科学館 He10830Åの分光・偏光観測による活動現象の観測的研究

3. Singh, J. インド天体物理研究所 コロナ輝線の分光観測

4. 川　上　新　吾 文部科学省初等中等教育局 液晶ポーラリメータによる光球・彩層磁場の同時観測

5. 原　　　弘　久 国立天文台 FeX6374Å輝線による低温コロナの観測

6. 花　岡　庸一郎 国立天文台 彩層吸収線Stokes-V profileで見る活動領域の磁場・大気構造
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7. 堀　　　久仁子 国立天文台 SoHO/CDSと飛騨DSTとの共同観測

8. 内　山　明　博 気象庁 分光直達日射計の検定

9. 綿　田　辰　吾 東京大学 高地における連続微気圧観測

10. 塩　原　匡　貴 国立極地研究所 スカイラジオメータによる自由対流圏エアロゾルの光学観測

11. 斉　藤　伸　二 気象庁 乗鞍岳における火山性地震の発生状況の調査

（４）共同利用：野辺山宇宙電波観測所

45m鏡（一般）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 出　口　修　至 国立天文台 Search for Maser/Thermal Emission in V838 Mon, a Peculiar Nova, and Related Objects

2. 松　下　聡　樹 ASIAA Molecular Outflow Survey of the Nearby Edge-On Galaxies

3. 中　島　淳　一 ASIAA Simultaneous Observations of the Multiple SiO Transitions

4. 伊　藤　洋　一 神戸大学 Diameter of the 10th Planet

5. 阪　本　成　一 国立天文台 Galactic 12CO/13CO Ratio Revisited: High Resolution Observations of
12C18O/13C18O Ratio

6. 小　麦　真　也 東京大学 Star Formation in Nuclear Dense Gas Regions of Galaxies: CO（J=1-0）

Survey for a Statistical Study II

7. 坪　井　昌　人 国立天文台 Circular Polarization on the Galactic Center Radio Arc by Faraday

Repolarization Effect

8. 坂　井　南　美 東京大学 Exploring an Early Stage of Protostellar Evolution with Complex Organic

Molecules

9. 澤　田　剛　士 国立天文台 Nobeyama Galactic Plane 12CO /13CO Survey-Molecular Gas in the Dynamics

of the Milky Way Disk

10. 山　内　　　彩 国立天文台 Monitoring of Water Maser in AGNs

11. 村　岡　和　幸 東京大学 Star-Forming Dense Gas in the Barred Spiral Galaxy M83

12. 大　西　利　和 名古屋大学 Evolution of Dense Cores in Taurus: Large Scale N2H
+Observations of High

Density Molecular Condensations in Taurus

13. 田　中　邦　彦 東京大学 The I=1.3°Complex Revisited : Detailed Distribution of Shocked Molecular Gas

14. 神　鳥　　　亮 国立天文台 Multi-Line Observations of the Starless Globule FeSt 1-457: Velocity and

Chemical Structure

15. 出　口　修　至 国立天文台 Studying Circum-Binary Matter of Spitzer/Glimpse Objects

16. 神　鳥　　　亮 国立天文台 Multi-Line Observations of the Starless Globule FeSt 1-457: Velocity and

Chemical Structure

17. 永　井　　　誠 東京大学 The L=0.8°Anomaly : a Gathering of Shocked Gas Expelled from the Star

Forming Ring?

18. 森　田　　　将 東京大学 Confirmation of Extraditionary 13C/12C Ratio in CCS

19. 古　屋　　　玲 Caltech Formation of Low-Mass Star Forming Cores in a Filamentary Cloud

20. 平　松　正　顕 東京大学 Outflow-Cloud Interaction in Barnard 1 YSO Condensation

21. 黒　野　泰　隆 東京大学/国立天文台 Observations of Binary Protostellar Cores

22. 中　井　直　正 筑波大学 CO Mapping of NGC 5195 and Its Bridge

23. 岡　　　朋　治 東京大学 Atomic Carbon in the Early Universe

45m（ショートプログラム）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. Li, Jingjing 上海天文台 Massive Outflows Associated with Methanol Sources

2. Mao, Rui-Qing 紫金山天文台 Searching for Inflow Motions in High Mass‘starless’Core（II）

3. 坪　井　昌　人 国立天文台 Origins of High Energy Electrons in the Galactic Center Arc

4. 齋　藤　正　雄 国立天文台 Giant Molecular Cloud in the Extreme Outer Galaxy
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5. 古　屋　　　玲 国立天文台 Is the Larson-Penston Solution Valid for the Undergoing Collapse in GF 9-2 Core?

6. 神　鳥　　　亮 国立天文台 Infall Motion in Starless Globules with Highly Unstable Density Structure

7. 高　橋　智　子 総研大/国立天文台 Investigate of the Dispersing Core around the Intermediate-Mass Protostars in

OMC-2/3

8. 川　辺　良　平 国立天文台 Investigation of Physical Properties of the OMC-2/3 Region

9. 森　田　　　将 東京大学 Toward Understanding Formation Process of CCS in Molecular Clouds

10. 坂　井　南　美 東京大学 Origin of High Excitation Lines of H2CCCC Observed toward L1527

11. 須　磨　航　介 東京大学 Detection of an Oxygen-Chain Molecule, HOOOH, in Interstellar Space

45m（教育支援枠）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 林　　　洋　行 茨城大学 CO/13CO/C18O Observations of Gas Disk around the Herbig Ae Star HD 163296

Rainbow

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 今　西　昌　俊 国立天文台 Buried AGNs in Ultraluminous Infrared Galaxies

2. 幸　田　　　仁 Caltech Building Block of the Molecular Gas in Interarm/Arm: CO Absorption toward

Compact Continuum Sources Behind the MW

3. 北　村　良　実 ISAS/JAXA Observational Study of Initial Conditions of Planet Formation: Surface Density

Distribution of the Disk around IQ Tauri

4. 伊　藤　洋　一 神戸大学 A Circumstellar Disk around a Young Brown Dwarf Companion

5. 川　口　俊　宏 国立天文台 Molecular Gas as Reservoir for CO-Evolving Massive Black Holes and Galaxies?

干渉計（一般）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 今　西　昌　俊 国立天文台 Buried AGNs in Ultraluminous Infrared Galaxies

2. 徂　徠　和　夫 北海道大学 HCN/CO Ratio and Star Formation in the Bar of Maffei 2

3. Choi, Minho KASI Deflected Molecular Outflow of NGC 1333 IRAS 4A

4. 高　桑　繁　久 国立天文台 NMA Imaging of Torsionally-Excited CH3OH Emission from Protoplanetary

Disks Forming around Protostars

5. 齋　藤　弘　雄 国立天文台 Detected High Mass Accretion Disk toward the High Massprotostar, W3 IRS5

6. 坂　井　南　美 東京大学 A Large Organic Molecule as a Tracer of an Early Stage of Massive Star Formation

7. Baker, Andrew Maryland Univ. CO（3-2）in the Prototypical Extremely Red Object HR10

8. 太　田　耕　司 京都大学 CO Observations of a FeLoBAL Quasar at Z = 2.3

9. 黒　野　泰　隆 東京大学/国立天文台 Observations of Protobinary Systems

10. 松　下　聡　樹 ASIAA Deep 12CO（1-0）Imaging of the Edge-On Normal Galaxy NGC891

11. 宮　崎　敦　史 上海天文台 Monitoring Observation of Sagittarius A* at Millimeter Wavelength

12. 花　見　仁　史 岩手大学 Uveiling the Dusty Cocoon of Proto Elliptical Galaxies with CO Lines

13. 濤　崎　智　佳 国立天文台 Dense Gas and Star Formation in Giant Molecular Association of M31

14. 佐　川　英　夫 東京大学/ISAS High Spatial Resolution Imaging of Venus Atmosphere: Mapping the Wind of

the Venusian Upper Atmosphere and Detecting the Sulfur Dioxide Distribution

in the Venusian Cloud Level

15. 江　草　芙　実 東京大学 12CO（1-0）Mosaicing Observation of Spiral Galaxy NGC 4254

16. 祖父江　義　明 東京大学 Offset Starburst Induced by Strong ICM Ram in the Ha Plume Virgo Galaxy

NGC 4438

17. 村　岡　和　幸 東京大学 A Search for the Galactic-Shock in the Western Spiral Arm of M83

18. 田　村　陽　一 東京大学 A Search for Atomic Carbon Emission from the Strongly-Lensed Merging

Galaxy SMM J16359+6612 at z = 2.52
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19. 中　西　康一郎 国立天文台 Dense Molecular Gas and Star Formation in the Barred Spiral Galaxy M83

干渉計（長期）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 河　野　孝太郎 東京大学 Nobeyama Millimeter Array Survey of Dense Molecular Gas toward Nearby

Seyfert Galaxies

ASTE

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 高　桑　繁　久 国立天文台 Temperature Structure in Low-Mass Protostellar Envelopes with the ASTE

Survey of Submillimeter Molecular Lines

2. 廣　田　朋　也 国立天文台 Depletion of H13CO+ in L492?

3. 相　川　祐　理 神戸大学 H2D
+ in a Bok Globule FeSt 1-457

4. 濤　崎　智　佳 国立天文台 Dense Gas and Star Formation Via Spiral Shock Associated with Density Wave

in M 31

5. 高　見　通　弘 国立天文台 Exploring Planet-Forming Regions using ASTE

6. 高　見　通　弘 国立天文台 Exploring Jet/Outflow Launching Regions using ASTE

7. 平　原　靖　大 名古屋大学 The Search for Doubly Deuterated Amidogen Radical ND2 toward Low-Mass

Protostellar Core

8. 廣　田　晶　彦 東京大学 ASTE CO（J=3-2）Observation of Southern Barred Galaxy NGC 613

9. 立　原　研　悟 神戸大学 A Kinematical Study of Dense Cores in Lupus by ASTE

10. 小　麦　真　也 東京大学 A CO（3-2）Nuclei Survey of Starbursts and Normal Galaxies

（５）共同利用：野辺山太陽電波観測所

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. Altyntsev, A. T. Institute of Solar-Terrestrial Observations of "zebra" pattern in cm-range with spatial resolution

Physics（Russia）

2. Borovik, V. Main Astronomical Observatory Observations of a post-eruptive arcade on October 22, 201 with CORONAS-F, 

（Russia） other space borne telescope and in microwaves

3. Costa, J. E. R. CRAAM/INPE（Brazil） Microwave emission from the trapped and precipitaed electrons in solar bursts

4. Fleishman, G. D. NRAO（U.S.A.） Quasiperiodic electron acceleration in the 15 June 2003 solar flare

5. Gelfreikh, G. B. Main Astronomical Observatory Quasi-periodic oscillations of microwave emission in solar active regions

（Russia）

6. Gopalswamy, N. NASA（U.S.A.） Microwave signatures of very fast CMEs

7. Grechnev, V. V. Institute of Solar-Terrestrial A study of accelerated electrons in solar flares using microwave and X-ray 

Physics（Russia） observations

8. Grechnev, V. V. Institute of Solar-Terrestrial Observations of prominence eruptions with two radioheliographs, SSRT and 

Physics（Russia） NoRH

9. Huang, G. Purple Mountain Observatory Location and parameters of a microwave millisecond spike event

（China）

10. Huang, G. Purple Mountain Observatory Source structures of the 1998 November 28 X-class flare and electron

（China） acceleration

11. Ji, H. Purple Mountain Observatory Multi-wavelength analysis of flaring kernels' motion

（China）

12. Klein, K. -L. Meudon Obs.（France） Energetic electrons in impulsive solar flares: Radio diagnostics

13. Kundu, M. R. Maryland University（U.S.A.） RHESSI & Nobeyama imaging observations of the X 2.7 flare of 2003 Nov. 3, 

00:58 UT

14. Kundu, M. R. Maryland University（U.S.A.） RHESSI and radio imaging observations of microflares

15. Kundu, M. R. Maryland University（U.S.A.） Two large interesting flares observed by NoRH and RHESSI
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16. Li, Hui Purple Mountain Observatory A multi-wavelength study of the 3B/X1.2 flare observed on 2003 October 26

（China）

17. Li, Y. P. Purple Mountain Observatory The shrinkage of flare radio loops

（China）

18. Li, Wang Yunnnan Observatory A complex solar radio burst and the characteristics of its related microwave 

（China） sources and EUV coronal loops

19. Maksimov, V. Institute of Solar-Terrestrial On the relation of brightness temperatures in coronal holes at 5.7 and 17 GHz

Physics（Russia）

20. Melnikov, V. Radiophysical Research Spatially resolved microwave pulsations of a flare loop

Institute（Russia）

21. Melnikov, V. Radiophysical Research Dynamics of electron spatial distribution in microwave flaring loops

Institute（Russia）

22. Nakariakov, V. University of Warwick（U.K.） Spatial structures of the oscillations obsereved in 17 GHz and 34 GHz

23. Nakariakov, V. University of Warwick（U.K.） Coronal Waves and Oscillations

24. Ning, Z Nanjing University（China） A CME and related phenomena on 2003 October 26

25. Ryabov, B. I. Latvian University（Latvia） Coronal magnetography of solar active region 835 with the SSRT and NoRH 

radio heliographs

26. Reznikova, V. E.. Radiophysical Research Diagnostics of MHD-oscillation modes of a flaring loop using microwave  

Institute（Russia） observations with high spatial resolution

27. Schmahl, E.. Maryland University（U.S.A.） Radio and hard X-ray imaging observations of a complex flare on 2002 March 14

28. Schmahl, E.. Maryland University（U.S.A.） Solar flare physics using radio and hard X-ray imaging

29. Selhorst, C. L. CRAAM/INPE（Brazil） Study of active region temporal evolution at 17 GHz

30. Selhorst, C. L. CRAAM/INPE（Brazil） Solar atmospheric model with spicules applied to radio observation

31. Selhorst, C. L. CRAAM/INPE（Brazil） What determines the radio polar brightening?

32. Silva, A. V. R. CRAAM/Mackenzie Solar Radio Astronomy

University（Brazil）

33. Silva, A. V. R. CRAAM/Mackenzie Diffuse component spectra of solar active regions at submillimeter wavelengths

University（Brazil）

34. Sui, Linhui Catholic University of Multiwavelength analysis of a solar flare on 2002 April 15

America（U.S.A.）

35. Uralov, A. Institute of Solar-Terrestrial 17 GHz neutral line associated sources: Birth, motion, and projection effect

Physics（Russia）

36. Veronig, A. M. University of Graz（Austria） Evidence for a solar coronal thick-target hard X-ray source observed by RHESSI

37. Vourlidas, A. Naval Research Lab（U.S.A.） Sunspot gyroresonance emission at 17 GHz

38. Wang, M. Yunnnan Observatory（China）Diagnostics of coronal magnetic field in terms of radio burst and fine structures

39. Wang, M. Yunnnan Observatory（China）Observational characteristics of radio emission related to multi-polar magnetic

configuration

40. White, S. M. Maryland University（U.S.A.） High-cadence radio observations of an EIT wave

41. Wu, G. P. Southeast University（China） The radio signature of a kink unstable loop

42. Wu, G. P. Southeast University（China） The observational evidence on the loop-loop interaction in a flare CME event

on April 15, 1998

43. Yao, Y. B. Yunnnan Observatory（China） Primary analysis of CMEs associated with the radio emission during October

22 to November 03, 2002

44. Zhou, A. H. Purple Mountain Observatory Energetic electrons in loop top and footpoint microwave source

（China）

45. 浅　井　　　歩 国立天文台 Preflare nonthermal emission observed in microwaves and hard X-rays

46. 浅　井　　　歩 国立天文台 野辺山電波ヘリオグラフおよびRHESSI衛星で観測した、Over-the-

Limb Flare におけるループトップ放射源
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47. 成　影　典　之 京都大学 X-point付近に位置する電波源の発見

48. 下　条　圭　美 国立天文台 One solar-cycle observations of prominence activities using the Nobeyama

Radioheliograph 1992-2004

49. 下　条　圭　美 国立天文台 NOAA10486/10488で発生したXクラスフレア

50. 下　条　圭　美 国立天文台 光速度に近い速度を持つ電子の伝播

51. 増　田　　　智 名古屋大学 Over the limb event における高エネルギー粒子の振る舞い

52. 横　山　央　明 東京大学 スペクトルインデックス、δとγについて

（６）共同利用　：　水沢観測所

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 名　和　一　成 産業技術総合研究所 スマトラ巨大地震後のグローバルな潮位変動に伴う重力変化の検出

2. 竹　田　　　繁 高エネルギー加速器研究機構 坑道における地盤変動の相関

3. 中　尾　　　茂 鹿児島大学 錦江湾周辺の地殻変動に関する研究

4. 佐　藤　　　孝 新潟大学 半導体レーザーの波長安定化と小型レーザー干渉計を用いた精密測定

5. 仮　屋　新　一 名古屋大学 BAYTAP-Gによる地殻変動連続観測データ解析と低周波微動及びスロ

ースリップイベントに対応する地殻変動の検出

6. 増　田　正　孝 東京大学 電磁場の零点震動力（カシミール力）の測定

（７）共同利用：VERA観測所（試験的）

代　表　者 所属機関 研　究　課　題

1. 今　井　　　裕 鹿児島大学 M型星 IRC-10414を取り巻く回転ガスリングに付随するSiOメーザー

2. 松　本　尚　子 鹿児島大学 晩期型星 R Lmiに付随するSiOメーザーのVLBIモニター観測

3. 山　内　　　彩 筑波大学 水メーザーによるNGC4258の精密距離測定のためのパイロット観測

4. 丸　山　健　太 鹿児島大学 星形成領域G34.3+0.2の水メーザースポット運動の解明

9．総合研究大学院大学・大学院教育等

（1）総合研究大学院大学物理科学研究科天文科学専攻

総合研究大学院大学は、大学共同利用機関と連携・協力し

て、大学院教育を進めるために設立され、文化科学・数物科

学・生命科学・先導科学の４研究科からなる独立大学院であ

ったが、平成16年4月に数物科学研究科を物理科学研究科、

高エネルギー加速器科学研究科、複合科学研究科に改組し、

合計６研究科となり、博士後期課程の教育研究を行ってい

る。

国立天文台は、物理科学研究科天文科学専攻として、平成

４年度から博士後期課程の学生を受け入れている。（平成16

年4月より数物科学研究科から物理科学研究科に改組。）

１．天文科学専攻の概要

天文科学専攻では、先端的宇宙観測装置の開発及びそれら

を用いた諸種の天文観測と取得データの解釈・研究を目的と

して，大型電波望遠鏡・光学赤外線望遠鏡などを活用し、先

端的天文学研究の枢要を担う高度な教育研究活動を行ってい

る。とりわけ、天文観測の基礎となる先端的新技術の学理と

応用、新装置の設計・製作・実験、データ取得・情報処理法

の開発等、観測天文学の基礎・応用にわたる技術開発と関連

研究を行うことに重点をおいている。

入学定員：６名〔博士後期課程１学年について〕

学　　位：博士（学術）〔博士論文の内容によっては理

学又は工学〕を授与

２．専攻の内容

≪大講座≫　　　　　　　　　≪教育研究指導分野≫

●観測システム工学　　　　　　　電波望遠鏡システム

光・赤外望遠鏡システム

●天文観測科学　　　　　　　　　地上天文観測

精密計測

大気圏外観測

●天文情報科学　　　　　　　　　天文情報数値解析

●宇宙物質科学　　　　　　　　　地球・惑星

太陽・恒星・星間物質

銀河・宇宙



122

（2）総合研究大学院大学物理科学研究科天文科学専攻関係者名簿

併任教官名簿（計92名） （平成18年3月31日現在）
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（5）大学院教育

○総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻

大学院学生　　 主任指導教員　指導教員　　　　　　　　　　　　　研　究　課　題

川　越　至　桜 梶野 富阪 大質量星におけるニュートリノ相互作用と重元素合成過程

日下部　展　彦 田村 立松 星形成領域における近赤外線による低質量星のモニタリング観測

小　林　　　純 松尾 坪井 1000素子サブミリ波カメラの開発及び銀河形成過程の解明

齋　藤　信　明 福島 谷川 中間軌道による運動理論、角運動量の問題、尽数関係の問題

塚　越　　　崇 川邊 奥村 FU Ori型天体の系統的な星周構造の観測、FU Ori型天体のアウトフロー

サーベイ

古　澤　順　子 関口 高田 電流パルスに対する電磁場の過渡応答の解析-自由形状導体の解析に向

けての機能拡張

眞　山　　　聡 林 田村 すばる望遠鏡によるT Tauri型星のコロナグラフ撮像観測

山野井　　　瞳 家 高田 すばる望遠鏡主焦点カメラによる「うみへび座第1銀河団」の測光

レブ・バルトス 杉山 富阪 Cosmic Microwave Background Structure of the Universe

池　田　紀　夫 奥村 阪本 電波望遠鏡を用いた星惑星形成過程の観測的研究

梅　津　健　一 梶野 和田 宇宙進化における未知のエネルギーの解明

工　藤　智　幸 田村 林 赤外線による星周構造の研究と惑星検出

高　橋　邦　生 櫻井 花岡 MHDシミュレーションを用いた太陽浮上磁場とそれに伴う活動現象の研究

高　橋　智　子 川邊 森田 ミリ波観測による星形成過程の研究

永　井　　　洋 川口 花田 VLBIを使った活動銀河核の観測的研究

並　木　優　子 柴3 渡邊 電波ヘリオグラフによるCME発生過程の研究
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（3）東京大学大学院理学系研究科との教育研究の連携・協力
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西　川　貴　行 林 田村 若い星ジェットの観測的研究

春　日　敏　測 渡部 家 しし座流星群の紫外分光観測

菊　池　冬　彦 河野 花田 VLBIによる月縁辺部重力場の精密測定

鈴　木　　　勲 櫻井 柴3 Coronal Mass Ejections（CMEs）の解析

守　　　裕　子 松尾 川邊 ASTE搭載サブミリ波カメラの開発

研　究　生　　　　　　　　　　指導教員　　　　　　　　　　　　 研　究　課　題

中　村　康　二 観山 相対論的ゲージ不変摂動論による星の高次摂動の研究

齋　藤　正　也 谷川 重力三体系の力学構造に関する研究

川　3 渉 家 銀河団及び銀河の統計的性質

蒲　原　龍　一 川口 VERA望遠鏡による一酸化ケイ素メーザー位相補償観測

○特別共同利用研究員（受託学生）

指導教員　　　　　　　　　　　　　研　究　課　題

内　藤　誠一郎（東京大・博士課程） 長谷川 ASTEサブミリ波望遠鏡による南天の高密度分子ガスコア探査と大質

量星形成領域の物理的性質の解明

木　村　仁　彦（京都大・博士課程） 高見 すばる望遠鏡の観測装置であるFMOSの開発及び遠方宇宙の観測的

研究

鈴　木　竜　二（東北大・博士課程） 山田 近赤外多天体分光撮像装置の開発及び、高赤方偏移銀河の力学状態

に関する研究

小　西　真　広（東北大・博士課程） 林 近赤外線天文観測装置の開発および銀河天文学の研究

吉　川　智　裕（東北大・博士課程） 林 近赤外線多天体撮像分光装置の開発及び広域赤外観測による銀河進

化の研究

川　添　史　子（お茶大・博士課程） 川村 重力波検出のためのレーザー干渉計検出器の開発

阪　田　紫帆里（お茶大・博士課程） 川村 レーザー干渉計重力波検出器のための量子非破壊測定の研究

桑　原　健　二（早稲田大・博士課程） 谷川 三体問題の数値的研究

佐　藤　奈穂子（北海道大・博士課程） 坪井 電波を用いた系外銀河の観測的研究

樋　口　有理可（神戸大・博士課程） 観山 恒星を取り囲む彗星雲の起源と進化についての研究

疋　田　進　一（大阪大・博士課程） 杉山　 宇宙の構造形成と宇宙背景放射

佐　藤　靖　彦（東京理科大・博士課程）吉田 新近赤外線多目的カメラ ISLEを用いた金星大気中の物質動態に関す

る研究

平　松　正　顕（東京大・博士課程） 長谷川 ミリ波サブミリ波による星形成領域の観測的研究

小野寺　仁　人（東京大・博士課程） 有本 赤方偏移2の大質量星形成銀河の形成と進化に関する研究

原　田　雄　司（東京大・博士課程） 花田 地球型惑星の表層・内部サブシステムの変動に関連する惑星の形

状・回転・重力の変化のモデリング、及び測地学的諸現象を通じた

各サブシステム間の相互作用のモデリング

石　原　明　香（東京大・修士課程） 田村　 星形成領域の観測的研究

新　井　敬　朗（東京大・修士課程） 長谷川 サブミリ波による天文観測

星　　　貴　子（明星大・修士課程） 兒玉 遠方銀河団銀河のスペクトル解析

佐　藤　千　佳（明星大・修士課程） 渡部 社会教育公開用望遠鏡による観測から、彗星コマの核からの距離に

よる色指数の時間変化の調査

金　安　　　渚（明星大・修士課程） 田村 赤外線によるマゼラン星雲の研究

池　田　真　行（東京理科大・修士課程）有本 銀河団の IMLR（Iron mass to light ratio）の研究

梅　谷　真　史（近畿大・修士課程） 福島 天体の運動における高精度・高速数値積分法の開発、改良、及びそ

の応用について

丹　羽　佳　人（京都大・修士課程） 郷田　 レーザー干渉計型高精度角度変動モニターの研究開発

本　郷　　　聡（東京工業大・修士課程）坪井　 野辺山45ｍ電波望遠鏡を用いた分子雲コアの観測

白　石　昌　子（お茶大・修士課程） 有本　 現在の理論によれば、矮小銀河クラスの小さい質量の銀河は、宇宙
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再電離の強い紫外線の中で星を作ることができない。それを確かめ

るため、WMAPから予測される宇宙再電離時期に矮小銀河が星を形

成していたのか、特定の矮小銀河の観測データを用いて星形成史を

探る。

○日本学術振興会・特別研究員

指導教員　　　　　　　　　　　　　研　究　課　題

木　下　大　輔 中村 太陽系外縁部小天体の軌道分布とサイズ分布

関　口　朋　彦 川邊 サブミリ波による太陽系及び惑星系形成の観測的研究

川　口　俊　宏 山田 原始活動銀河核の物理とブラックホールの宇宙論的成長

秋　山　正　幸 関口 遠方宇宙での銀河中心巨大ブラックホールの成長過程

岡　本　　　崇 杉山 星間ガスの内部構造及びダストの分布を考慮した銀河の形成進化の

研究

中村（町田）真美 富阪 ブラックホール候補天体における状態遷移と時間変動の大局的3次元

磁気流体数値実験

市　来　浄　興 梶野 宇宙相転移における磁場揺らぎの生成および大域的な宇宙構造の形

成と進化の解明

小　林　千　晶 杉山 数位シミュレーションを用いた銀河および宇宙の化学力学進化

長　尾　　　透 有本 超巨大ブラックホールの形成と進化の大規模広視野宇宙探査

観測に基づく研究

石　岡　涼　子 関口 高速分光・測光観測による降着円盤の可視化、及び短時間変動現象

の解明

○日本学術振興会・外国人特別研究員

指導教員　　　　　　　　　　　　　研　究　課　題

Liu, Qinghui 河野 月計画SELENEにおける相対VLBIとドップラー計測による月重力場

の精密測定

Rosat, Severine 佐藤 超伝導計国際観測網データを使った地球の核の固有振動の検出

Goossens, Sander J. 佐々木 月探査計画SELENEによる高精度月重力場モデルの開発と月内部詳

細構造の解明

○国立天文台の研究施設等を使用して取得された学位

学位論文題目

春　日　敏　測（総研大博士） Metal Abundances of Meteoroids in Meteor Showers: Solar Heating Effect on the Meteoroids

菊　池　冬　彦（総研大博士） Differential Phase Delay Estimation by Same Beam VLBI Method
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10．非常勤講師・委員会委員等
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11．受　　賞

「VSOPチーム」 国際宇宙航空学会　チーム栄誉賞 H17.10 受賞

12．海外渡航・年間記録・施設の公開

（2）年間記録

（17.4.1～18.3.31）

平成17年

7月 7日 日本と韓国によるVLBI相関器の共同開発に

関する覚書調印式が行われた。

8月 1日 小・中・高校生を対象にした「夏休みジュ

～8月 5日 ニア天文教室」が三鷹キャンパスで開催さ

れ、343名が参加した。

8月 6日 VERA石垣島局の施設公開が開催され、約

～8月 7日 400名の見学者が訪れた。

8月 6日 VERA入来局の施設公開が開催され、約3000

名の見学者が訪れた。

8月 8日 高校生を対象にした宿泊体験学習会「君が

～8月11日 天文学者になる4日間」が三鷹キャンパスで

開催され、応募者の中から選出された16名

が参加した。

8月 8日 高校生を対象にした観測体験実習「すばる

～8月13日 マカリィ・スクール」がハワイ観測所で開

催され、応募の中から選出された2校（7名）

が参加した。

8月20日 野辺山観測所特別公開が開催され、2572名

の見学者が訪れた。

8月27日 岡山天体物理観測所特別公開が開催され、

887名の見学者が訪れた。

9月10日 水沢観測所特別公開が開催され、約600名の

見学者が訪れた。

9月21日 東アジア中核天文台連合調印式（EACOA）

の調印式が行われた。

10月15日 三鷹地区の特別公開が「アインシュタイン

と国立天文台」をメインテーマに開催され、

約1700名の見学者が訪れた。

10月16日 VSOPチームが国際宇宙航空学会チーム栄誉

賞を受賞した。

10月16日 ALMA公開講演会「ALMAでさぐる星の誕

生と死」が岡山理科大学で開催された。

� � � �
��������	
������

��������

� � � ���������	
��

� � � ���������	
����

� � � �
��������	
�����

����������

� � � �
��������	
�����

��������	
�	

� � � �
��������	
������

���

����������	
��

����������
��

�����

2011200� � � � � � �

42042� � � � �

34034� � �

18018� �

17017� � � �

14014� � � � � �

14014� �

13013� � � �

12111� �

11011� � � �

11011� � � �

918� � �

808� � �

707� � � �

707� � � � � �

606� � � � � � �

404� � �

404� � � � � �

303� � � � � �

303� � � � � �

202� � � �

202� � � � �

202� � � � �

202� � � � �

101��������

101� � � � �

101� � � � �

101� � �

101� � � � �

101� � � � �

101� � � � � �

101� � �

4563453��������



129

11月13日 ALMA公開講演会「宇宙へかける夢」が高

知県教育センターで開催された。

11月19日 VERA小笠原局の施設公開が開催された。

～11月20日

12月 1日　平成17年度永年勤続者表彰式が行われ、3名

（小笠原隆亮、佐々木敏由紀、宮澤和彦の各

氏）が表彰された。

12月10日 理科年表80周年記念シンポジウムが一橋記

念講堂で開催された。

平成18年

1月29日 国立天文台公開講演会「太陽研究最前線」が

科学技術館サイエンスホールで開催された。

3月12日 石垣島天文台完成記念式典が行われた。

3月31日 平成 17年度退職者永年勤続表彰式が行わ

れ、5名（海部宣男、岡田隆史、國光昌子、

関口英昭、中村士の各氏）が表彰された。

（3）施設の公開

1）三鷹地区

［常時公開］

日　　時 4月－3月　10 : 00－17 : 00

年末年始（12/28－1/4）を除く毎日

入場者数 5,973人

公開施設 65㎝大赤道儀室（歴史館）、20㎝望遠鏡

太陽分光写真儀室、展示室

［定例天体観望会］

日　　時 第2土曜日の前日の金曜日と第4土曜日

入場者数 2,938人（24回）

公開施設 口径50㎝社会教育用公開望遠鏡

［特別公開］

日　　時 平成17年10月15日（土）10 : 00－19 : 00

テー マ アインシュタインと天文台

入場者数 約1,700人

本年も東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究センタ

ー並びに総合研究大学院大学物理科学研究科天文科学専攻と

の共催、（社）日本天文学会及び（財）天文学振興財団の後援、

東大生協及び大沢地区住民協議会の協力をいただき実施され

た。

講演会では、世界物理年にちなんだ今年のテーマ「アイン

シュタインと国立天文台」に沿った講演を、名誉教授・日江

井榮二郎氏と重力波プロジェクト助教授・川村静児氏にいた

だき、例年のように会場は満席になった。また、会場に足を

運べない方向けに配信するインターネット中継もすっかり定

着した。

各プロジェクトでは、基礎科学の理解を助けるような模型

や展示で工夫を凝らした研究紹介、展示ポスターの解説の中

から答えを探すクイズや、工作・実験等の企画が目白押しで、

来場者には楽しい場を提供できた。

2）水沢地区

［常時公開］

日　　時 4月－9月　9 : 00－17 : 00

10月－3月　9 : 00－16 : 00

月－金（祝日、年末年始を除く）

入場者数 905人

公開施設 木村記念館、VERA20ｍアンテナ、VLBI

用10ｍアンテナ等　

［特別公開］

日　　時 平成17年9月10日（土）

施設公開 10 : 00－16 : 00 天体観望会18 : 00－20 : 00

入場者数 約600人

水沢地区の特別公開は、これまで6月第2土曜日に開催し

ていたが、今年度は9月に開催した。

昼間の特別公開では講演会、各種展示、体験コーナーの他

に、新しい試みとして身近な科学の話題を15分程度でわか

りやすく解説する「おもしろ科学講座」を行った。

講演会はスマトラ沖地震によって引き起こされた地球の振

動をテーマとした「震える地球」（天文台・佐藤忠弘教授）、

アインシュタイン生誕100年を記念した「アインシュタイン

の相対論」（東北大・二間瀬教授）と時宣を得た題目が並び

盛況であった。

午後のおもしろ科学講座も幅広い範囲の興味深い話が好評

で、VERA20mアンテナツアー、真空の実験、ペットボトル

ロケットを飛ばそう、ブラックホールの実験等、自ら体験で

きるものに人気が集った。

3）野辺山地区

［一般公開］

日　　時 毎日　8:30－17:00（12月27日－1月4日休止）

入場者数 65,442人

公開施設 45ｍ電波望遠鏡、ミリ波干渉計、電波ヘ

リオグラフ等（外観のみ）

［特別公開］

日　　時 平成17年8月20日（土）9 : 30－16 : 00

入場者数 2,572人

今年度の特別公開は、8月20日に行なわれた。全国的な酷

暑のなか、野辺山でも気温が高くなるのではないかと心配さ

れたが、当日は清々しい気候の中、2600名近くの入場者で

にぎわった。

今年の講演会は、東京大学の祖父江 義明教授による「銀

河文明と銀河図書館」と、国立天文台・太陽観測所の堀 久

仁子研究員による「太陽と宇宙天気予報の話」という2講演

を行なった。会場音響の不備のため聴講者にご迷惑をかけて

しまったが、質問の時間では多くの方からの質問があり、ど

ちらの講演も大変盛況であった。また、10メートルアンテ

ナを使ってかすかな音をキャッチする「Big Ear」、抽選によ

る「45ｍ望遠鏡を動かしてみよう」や、ハンダゴテを使い
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検波器を工作して太陽の電波を捉える「電子工作」、ASTE

コーナーの「南米チリの現地の映像を生中継」などなど、各

パートの企画も盛況だった。また今年から「東大60cm望遠

鏡」と「東北大ボロメトリック天体干渉計」の新たな参加が

あり、未だに野辺山の高い活動性を示すものである。さらに

新企画として「4次元デジタル宇宙（4D）シアター」を野辺

山で初めて上映したが、予想以上の大人気で大変な行列とな

った。

4）乗鞍地区

日　　時 5月中旬から10月の毎日　8 : 30－17 : 00

公開施設 口径25cmコロナグラフ、パネル展示

5）岡山地区

［一般公開］

日　　時 6月の鏡類メッキ期間を除く毎日

9 : 00－16 : 30

入場者数 14356人

公開施設 188cm反射望遠鏡を窓ガラス越しに見学

［特別公開］

テ ー マ 「感じてみよう大きな望遠鏡」

日　　時 平成17年8月27日（土） 9 :00－17:00

入場者数 887人

平成17年度の特別公開のテーマは「感じてみよう大きな

望遠鏡」と題して岡山天文博物館と共催でおこなった。

岡山観測所に設置されている 188cm反射望遠鏡の主鏡見

学、導入デモ、操作体験などは非常に評判がよく、特に主鏡

見学は4回実施の予定を急遽5回に増やして対応する程だっ

た。その他、望遠鏡のしくみを説明した模型、赤外線カメラ

実験、50cm反射望遠鏡導入デモ、パネル展示など入場者に

体験・見学していただいた。天文ストラックアウト、スーパ

ーボールとパラボラアンテナを使った反射と集光の実験、会

場内数ヶ所に表示した天文クイズを解いて周るクイズラリー

などは子供たちに大人気だった。

岡山天文博物館ではプラネタリウム投映、15cm屈折望遠

鏡による太陽観測、虹を見よう分光器工作・実験、ビンゴゲ

ームなどがおこなわれた。平成17年の岡山国体炬火の採火

に使われた60cmシュミット望遠鏡の見学は、特別に屋外で

おこなわれた。

［特別観望会］

岡山天文博物館との共催事業である「特別観望会」は本年

度3回実施した。岡山天文博物館見学、プラネタリウム観覧、

188cm反射望遠鏡による天体観望が主な内容である。

日　　時 平成17年4月16日　

入場者数 113人

142件 445名の応募があった。天候に恵まれ観望対象の

「木星」と「土星」の姿を十分に楽しんでもらえた。

日　　時 平成17年11月12日　　

入場者数 110人

142件438名の応募があった。10月30日地球最接近の後、

遠ざかり始めた「火星」と「月」が観望対象。188cm反射望

遠鏡ドーム内では月の形成シミュレーション映像を使って月

の成り立ちの説明もおこなわれた。

日　　時 平成18年 3月 11日

入場者数 108人

167件534人の応募があった。「土星」と「月」が観望対象

だったが、雲が多く月だけの観望となった。時折月さえも雲

で見えなくなったが、望遠鏡の説明を交えながら何とか参加

者全員が雲越しの月を観望することができた。

6）ハワイ観測所

［山麓施設］

日　　時 月－金（休日を除く）9：00－ 16：00

公開施設 ビジターギャラリー、屋外展示

（パネル・すばるの模型等）

［山頂施設］

日　　時 ハワイ観測所が指定する日

公開施設 山頂ドーム内

（ハワイ観測所員による案内）

平成16年10月1日から見学ツアーを開始し、平日の昼間

に1日3回（10 : 30，11 : 30，13 : 30）行われている。

見学ツアーの可能日は、ハワイ観測所ホームページに掲載

されており、17年4月1日－18年3月31日の見学可能日は

107日、見学者数は月平均約74名である。
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（1）図書

2006年3月31日現在、各図書室における蔵書冊数および所

蔵雑誌種数は、次に示す通りである。

（2）出版

天文台の継続出版物で、2005年度中に出版したものは、

次の通りである。ただし、図書室の納本状況に基づく。

（三鷹地区）

01）Publications of the National Astronomical Observatory of

Japan, vol. 7, No.4  vol.8, No.1-4 2冊

02）国立天文台報，第8巻第1-2, 3-4号 2冊

03）国立天文台年次報告，第17冊（2004），別冊（2004） 2冊

04）Annual report of the National Astronomical 

Observatory of Japan, vol. 7, Fiscal 2004 1冊

05）National Astronomical Observatory Reprint,  

Nos.899-978 80冊

06）暦象年表，平成18年 1冊

07）国立天文台ニュース，No.141-152 12冊

08）国立天文台パンフレット（和文） 1冊

09）国立天文台パンフレット（英文） 2005-2006  1冊

10）理科年表，平成17年 1冊

（太陽観測所）

11）Monthly Bulletin on Solar Phenomena, 2005/1-12    2006/1-2

14冊

（天文学データ解析計算センター）

12）天文学データ解析計算センター年報，第16号 1冊

（岡山天体物理観測所）

13）岡山ユーザーズミーティング 2005年度

（光赤外ユーザーズミーティング　第16回） 1冊

（野辺山太陽電波観測所／野辺山宇宙電波観測所）

14）NRO Report, No. 621-634 14冊

15）NROユーザーズミーティング集録　第23回 1冊

13．図書・出版・ビデオ製作
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14．談話会記録

三鷹談話会
4月 1日（金） Sachiko Amari Washington University, USA Presolar grains in meteorites: their stellar sources and the

current status of their studies
4月 8日（金） 長　沢　真紀子　 国立天文台　 永年共鳴の移動と地球型惑星の最終形成
4月18日（月） Tom Abel Stanford University, USA The First Stars 
5月27日（金） Richard Ellis Caltech, Director of Palomar Detecting and Characterizing the Sources Responsible for  

Obs., USA Ending the Dark Ages
5月30日（月） Kazuya Hachisuka マックスプランク電波天文学 Water masers in W3OH

研究所, Germany
7月13日（水） 鈴　木　　　建　 京都大学　 コロナと高速太陽風の作製―最もSelf-Consistentなシミ

ュレーション―
7月22日（金） Bon-Chul Koo Seoul National University, Korea Where are all the old SNRs?
8月 5日（金） Viktor Toth Kapteyn Astronomical Institute, Cloud and star formation in nearby regions

Netherlands
8月 8日（月） A. N. Vystavkin IREE, Russia Investigation and development of the imaging radiometers  and

A.G. Kovalenko using the superconducting transition edge sensor arrays for the
ground and space submillimeter telescopes

8月 9日（火） Michael Liu University of Hawaii, USA Young circumstellar Disks around Brown Dwarfs and Low-
Mass Stars
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9月 2日（金） 高　見　道　弘 国立天文台 すばる/ALMAで探るYSOアウトフローの加速機構
9月 5日（月） Slobodan Jankov Laboratoire Universitaire Impact of Interferometry on Stellar Physics

d’Astrophysique de Nice, France
9月22日（木） 山　内　洋　平　 New Jersey工科大、USA Study of small-scale dynamics in the solar corona as possible

driver for coronal heating and solar wind acceleration
9月30日（金） 大　渕　喜　之　 国立天文台　 ASTE搭載ボロメーター用クライオスタットの開発－技

術開発および教育研修プログラム成果報告－
10月12日（水） Huub Rottgering Leiden Univ., Netherlands LOFAR- a new low-frequency radio telescope 
10月14日（金） Alan Tokunaga Univ. of Hawaii, USA Feasibility Study for a 8-25 micron high-resolution spectrograph

for the Thirty-Meter Telescope
11月 2日（水） Zdislav Sima Czech Academy Ondrejov The Shape of the Oceans－A multi-purpose tool for astronomy,

Observatory, Czech geodesy levelling
12月 9日（金） 小　林　千　晶 国立天文台 化学力学進化シミュレーションによる銀河の形成と進化
2月10日（金） 三　浦　謙　一 国立天文台客員教授 HPCとグリッドの最近の事情
2月14日（火） Alvio Renzini Padova Observatory, Italy Elliptical galaxies from low to high redshift
3月24日（金） Thiis de Graauw オランダ　エスロン　 Herschel-HIFI and other FIR/Submm receiver developments at 

ならびにライデン大学 SRON

野辺山談話会
4月 7日（木） 神　鳥　　　亮 国立天文台 Density Structure of Globules（Isolated Dense Cores）and Its

Implications for Star Formation
4月15日（金） 岡　　　朋　治 東京大学 銀河系内の中性炭素原子
4月21日（木） Henry Aurass Astrophysikalisches Physics of the Solar Corona Using Meter and Decimeter Radio

Institut Potsdam, Germany Observations
5月17日（火） 谷　口　義　明 東北大学 From the HST/COSMOS to the HOP Super Sky Survey
5月18日（水） 三　好　　　真 国立天文台 SgrA*の強度短期変動はBH円盤振動か？
5月25日（水） 蜂須賀　一　也 MPIfR Water masers in W3OH and in the outer Galaxy
6月 1日（水） 濤　崎　智　佳 国立天文台 M31 disk 領域のGMA の内部構造
6月29日（水） 赤　羽　賢　司 東京天文台名誉教授 野辺山観測所建設の経緯
7月 6日（水） 土　居　明　広 山口大学 NMA による近傍の低光度活動銀河核の連続波観測
7月13日（水） 坪　井　昌　人 国立天文台 銀河系中心電波アーク
7月20日（水） 蒲　原　龍　一 国立天文台 半規則型変光星 VX Sgr の一酸化ケイ素メーザーと水メ

ーザーのモニタリング観測
9月 7日（水） 土　橋　一　仁 東京学芸大学 Atlas and Catalog of Dark Clouds Based on Digitized Sky

Survey I
9月28日（水） 本　山　一　隆 国立天文台 bright-rimmed cloudにおける誘発的星形成と降着率への

影響
10月19日（水） 斎　藤　弘　雄 国立天文台 星団形成領域に存在する高密度コア群（コアクラスター）

の検出とその物理状態
10月26日（水） 並　木　優　子 国立天文台 電波と軟X線画像より求められたシグモイド質量の比較
12月 9日（金） 棚　橋　晃　宏 国立天文台 The C2 Swan Bands: Shedding new light on the well-

established problem
1月 5日（木） 奥　田　武　志 東京大学 Nuclear Molecular Gas and Star Formation in Nearby Early-

type Galaxies
近傍の早期型銀河の中心領域における分子ガスと星形成

1月11日（水） 本　郷　　　聡 東京工業大学 /国立天文台 Observations of dense clumps in the NGC 7538 region 
1月18日（水） Sergei Trushkin Special Astrophysical RATAN-600（SAO RAS）and RT32（IAA RAS）radio

Observatory、ロシア observations of the AGNs and microquasars
1月19日（木） Biwei Jiang 北京師範大学 Infrared Spectral Features of Evolved Stars
1月30日（月） 川　口　俊　宏 国立天文台 Molecular Gas as Reservoir for Co-evolving Massive Black

holes and Galaxies?
2月 1日（水） 田　原　博　人 宇都宮大学 宇電懇とともに
2月 8日（水） 江　草　芙　実 東京大学 渦巻銀河におけるパターン速度と星形成時間の決定
2月13日（月） 今　西　昌　俊 国立天文台 赤外線銀河中に埋もれたAGNの系統的探査
2月23日（木） 平　林　　　久 宇宙航空研究開発機構 野辺山からVSOPへ
3月 1日（水） 門　脇　正　史 筑波大学 里地・里山の自然と動物
3月14日（火） 海　部　宣　男 国立天文台 日本の宇宙電波物語り
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杉山　直：2005，宇宙の豊穣なる0，数理科学，43，158．
杉山　直：2005，相対論の歩み，現代宇宙論の誕生：膨張宇宙
への道，別冊数理科学，1344139．
高見英樹：2006，超高解像度を実現したすばるアダプティブオ
プティクス（AO），日本赤外線学会誌，15，26430．
都丸隆行，齊藤芳男，久保富夫，佐藤吉博，徳成正雄，高橋竜
太郎，鈴木敏一，東　保男，新富孝和，山本　明，内藤悦
伸：2005，ニッケル－リン光吸収体の真空特性と光学特性評
価，真空，48，3014303．
坪川恒也：2005，重力の測定，精密工学会誌，171，133541338．

8．和文論文（研究会集録，査読なし等）

浅田圭一：2005，VLBIで観る活動銀河核ジェット，第6回高エ
ネルギー宇宙物理学連絡会研究会，12416．
浅野勝晃：2006，電子・陽電子対ジェット生成，第18回理論天
文学懇談会シンポジウム集録，158．

Chen, Y. Q.，Zhao, G.，泉浦秀行：2006，Abundance difference
between young and old metal-rich stars：2005年度岡山ユーザーズ
ミーティング集録．
近田義広，川口則幸，河野裕介，須田浩志，高羽　浩，須藤広
志，藤沢健太，村田泰宏：2005，光結合型高感度電波干渉計
の研究，学術情報ネットワーク成果報告集（スーパーSINET
平成16年度版），浅野正一郎　編，954102．
江草芙実，祖父江義明，中西裕之，小野寺幸子，小麦真也：

2006，近傍渦巻銀河NGC4254のCOモザイキング観測，第23
回NROユーザーズミーティング集録，114．
遠藤　光，河野孝太郎，奥田武志，村岡和幸，廿日出文洋，太
田耕司，河合誠之，中西康一郎，濤崎智佳，Vila-Vilaro, B.：
2006，野辺山ミリ波干渉計によるGRB030329母銀河の分子ガ
ス探査，第23回NROユーザーズミーティング集録，1374138．
榎　基宏：2005，すばる望遠鏡公開データアーカイブシステム

SMOKA，第11回天網の会ワークショップ，大江将史，高田
唯史　編，33446．
榎　基宏，竹内　努，石井貴子：2005，Fluctuations of the Submm

Background Radiation from Forming Galaxies，新世紀における銀
河宇宙観測の方向：その4，吉井　譲　編，2734281．
藤本博己，日野亮太，金沢敏彦，佐藤忠弘，松本晃治：2006，
重力変動の解析を目指す海底圧力変動の観測，「日本版」衛星
重力ミッションの実現を目指してWeb集録．

郷田直輝，小林行泰，矢野太平，辻本拓司，中島　紀，菅沼正
洋，山田良透，川勝康弘，松原英雄，野田篤司，JASMINEワ
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ーキンググループ：2005，JASMINE（赤外線位置天文観測衛
星）計画，第5回宇宙科学シンポジウム，2104213．
花田英夫，國森裕生，細川瑞彦，片山真人，佐々木晶，河野宣
之，野田寛大，荒木博志，ILOMグループ：2005，月光－月面
天測望遠鏡（ILOM）と能動型レーザ測距（LLR）による月の
回転運動の観測，第 27回太陽系科学シンポジウム集録，
77480．
原田雄司：2005，固液複合系のダイナミクス，東京大学地震研
究所技術研究報告，飯高　隆　編，11，74475．
原　和義，杉本正宏，木村公洋，米倉覚則，小川英夫：2006，

ACA（Atacama Compact Array）7m電波望遠鏡用wedged
Windowの開発，第6回ミリ波サブミリ波受信機に関するワー
クショップ．
廿日出文洋，河野孝太郎，遠藤　光，濤崎智佳，太田耕司，河
合誠之，Paul Vreeswijk，Juan Cortes，中西康一郎，奥田武志，
村岡和幸，川辺良平：2005，ASTEによるGRB980425母銀河
の分子ガス探査，N R Oユーザーズミーティング集録，
1464147．
林　満：2005，4次元デジタル宇宙プロジェクトの概要と将来計
画，第2回PAONET総会，61465．
平松正顕，亀谷和久，早川貴敬，立松健一，長谷川哲夫，大西
利和，水野　亮：2005，ASTEによるカメレオン座星形成領域
の観測，NROユーザーズミーティング集録，1084109．
廣田晶彦，久野成夫，佐藤奈穂子：2006，棒渦巻銀河M83円盤
部の高密度分子ガス観測，第23回NROユーザーズミーティン
グ集録，132．
北條雅典，篠原徳之：2006，野辺山太陽電波観測所における電
波環境，第25回天文学に関する技術シンポジウム2005集録，
1114114．
本田敏志，白崎裕次，田中昌弘，川野元聡，大石雅寿，水本好
彦，大江将史，安田直樹，増永良文，石原康秀，堤　純平，
中本啓之，小林佑介，坂本道人： 2006，Development of
Federated Database System in Astronomy（Virtual Observatory）
Demonstration of Science Use Case，DEWS2006集録，2D4d2．
飯塚吉三，神庭利彰，佐藤直久，伊藤哲也，関本裕太郎，単
文磊，富村　優，神蔵　護，芹沢靖隆：2005，ALMA Band8
QM（Qualification Model）受信機の性能測定，第25回天文学
に関する技術シンポジウム，42445．
今井　裕，面高俊宏，廣田朋也，梅本智文，徂徠和夫，近藤哲
朗：2006，大質量星形成領域G192.16－3.84水メーザースポッ
ト群が付随するジェットとガストーラス，第23回NROユーザ
ーズミーティング集録，97．
井上　進，青木和光，鈴木　建，河野元聡，Ana E. García-Pérez，

Sean G. Ryan，千葉柾司：2006，銀河系形成期における軽元素
合成と「すばる」による低金属ハロー星のリチウム－6同位
体観測，理論懇親シンポジウム　高エネルギー天体物理の最
前線，272．

井上　進，大向一行，Benedetta Ciardi：2005，高赤方偏移ガンマ
線バースト残光放射中の分子吸収線で探る初期世代星形成，
第2回ALMAサイエンスワーキンググループ会合，33．
井上　進，大向一行，Benedetta Ciardi：2006，ガンマ線バースト
多波長放射で探る宇宙暗黒時代，理論懇親シンポジウム　高
エネルギー天体物理の最前線，242．

井上　進，Felix Aharonian，杉山　直，Günter Sigl，Eric
Armengaud，Francesco Miniati：2006，銀河団における超高エ
ネルギー物理過程，理論懇親シンポジウム　高エネルギー天
体物理の最前線，16．
石崎秀晴：2005，ALMAの位相補償，電波シーイングモニタに
見つかったもの（に，はまっちゃいました！），第25回天文学
に関する技術シンポジウム，沖田喜一，長山省吾，岡田隆史，
清水康広，小矢野久　編，25，50453．

伊藤節子：2006，薩摩暦の歴史，天文学史研究会集録，71479．
岩崎公弥子，縣　秀彦，安田孝美：2005，研究者、学芸員、学
生との連携によるWeb教材の製作とその効果：2005PCカンフ
ァレンス，1734174．

岩下浩幸，飯塚吉三，池之上文吾，石崎秀晴，伊藤哲也，稲田
素子，大渕喜之，岡田則夫，川島　進，熊谷収可，佐藤直久，
鈴木孝清，高橋敏一，田村友範，千葉庫三，中村京子，他
ALMA推進室，先端技術センターALMAプロジェクト：2006，
ALMAの進捗状況2005，第25回天文学に関する技術シンポジ
ウム2005集録，30433．

Iwata, T.，Namiki, N.，and Hanada, H.： 2005，Selenodetic
observation using RSAT/VRAD mission instruments，Proc. 38th
ISAS Lunar and Planetary Symposium，84487．

岩田　生：2006，環境モニタ：2005年度岡山ユーザーズミーテ
ィング集録．

岩田　生：2006，KOOLS：Kyoto-Okayama Optical Low-dispersion
Spectrograph：2005年度岡山ユーザーズミーティング集録．

家　正則：2005，補償光学とレーザーガイド星，光科学研究の
最前線．

家　正則：2005，大型望遠鏡，光科学研究の最前線．
泉浦秀行，中田好一，橋本　修：2005，広がったAGB星ダスト
シェルの光学域探査，木曽シンポ2005．

泉浦秀行：2006，HIDES upgrade：CCD mosaicing and fiber feeding，
視線速度精密測定による天文学．

泉浦秀行：2006，188cm望遠鏡の第三鏡SiO2コート：2005年度
岡山ユーザーズミーティング集録．

泉浦秀行：2006，SPICAで探る星の進化と物質循環，SPICA研
究会．

泉浦秀行，吉田道利，増田盛治，佐藤文衛，豊田英里，浦川聖
太郎，Han Inwoo：2006，G型巨星まわりの日韓共同惑星探
査：2005年度岡山ユーザーズミーティング集録．

泉浦秀行，大塚雅昭，岡田隆史，小矢野久，佐藤文衛，長山省
吾，増田盛治，吉田道利：2006，HIDESの新しいCCDクライ
オスタット：2005年度岡山ユーザーズミーティング集録．

Jinsong, P.，Hanada, H.，Tsubokawa, T.，and Heki, K.：2005，
Alternative observable for lunar surface optical telescope，第5回宇
宙科学シンポジウム集録，1794181．

海田正大，桜井冬子，依田崇弘，西浦慎悟，土橋一仁，中嶋
拓，小嶋嵩文，東狐義秀，辻企世子，原　和義，木村公洋，
米倉覚則，小川英夫，半田利弘，内藤誠一郎，平松正顕，河
野孝太郎，岩下浩幸，高橋敏一，野口　卓，浅山信一郎，森
野潤一：2006，東京学芸大学における中小口径電波望遠鏡の
開発と暗黒星雲の観測的研究，第23回NROユーザーズミーテ
ィング集録，1204121．

亀谷　收：2005，国立天文台水沢観測所／VERA観測所の広報
普及活動の取り組み，平成17年度天文教育普及研究会東北支
部研究集録，25428．

亀谷　收，近田義広，坂本彰弘：2006，電波天文周波数小委員
会，第23回NROユーザーズミーティング集録，53456．

春日　隆，村田泰宏，平林　久，坪井昌人，永井　洋，次期ス
ペースVLBIWG：2005，VSOP-2受信機フロントエンドの開
発，第5回宇宙科学シンポジウム集録，71474．

加藤恒彦：2005，無衝突衝撃波のダイナミクス，第18回理論天
文学懇談会シンポジウム「高エネルギー天体物理学の最前線」，
2224231．

加藤恒彦：2005，ソフトウェアMitakaの紹介，第2回PAONET
総会，73481．

加藤恒彦：2005，ソフトウェアMitakaについて，第11回天網の
回ワークショップ，1114119．

川勝康弘，郷田直輝，矢野太平，山田良透，JASMINEワーキン
ググループ：2005，JASMINEシステムのAlternative Optionの
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可能性について，第5回宇宙科学シンポジウム，2264229．
川野元聡，大石雅寿，白崎裕次，田中昌弘，本田敏志，水本好
彦，大江将史，安田直樹，増永良文，石原康秀，堤　純平，
中本啓之，小林佑介，坂本道人：2006，天文学連携データベ
ースシステム（ヴァーチャル天文台）の開発－ワークフロー
機能の実装，DEWS2006集録，4A4o5．

川島　進，篠原徳之：2006，野辺山強度偏波計群データ収集シ
ステムのLinux化，第25回天文学に関する技術シンポジウム
2005集録，59462．

川島　進，篠原徳之： 2006，データ収集システムの更新
MS4DOSからLinuxへ，第17回分子科学研究所技術研究会報
告集（電子出版），2411．

菊池冬彦：2005，国際基線による宇宙飛翔体VLBI観測，日本地
球惑星科学連合大会．
菊池冬彦：2005，SELENE/VRADにおける位相遅延推定法およ
び衛星VLBI試験観測結果について，VLBI技術による宇宙研
究シンポジウム．
小林秀行：2006，VERAの現状と今後，銀河系研究会．
小林行泰，菅沼正洋，郷田直輝，矢野太平，高遠尚徳，宮崎
聡，辻本拓司，山田良透，山内雅浩，中須賀研究室，
JASMINEワーキンググループ：2005，Nano-JASMINE（超小
型 JASMINE技術実証実験衛星）計画，第5回宇宙科学シンポ
ジウム，2224225．

幸田　仁，澤田剛士，杉本正宏，長谷川哲夫，半田利弘：2005，
NRO 12CO & 13CO Galactic Plane Survey，第23回NROユーザー
ズミーティング集録，87．
小原直樹，大坪政司，常田佐久，尾崎毅志，竹谷　元，久米将
実：2005，C/C複合材料を用いた可視光・赤外線望遠鏡用軽
量鏡の開発，第5回宇宙科学シンポジウム，757．
小麦真也，祖父江義明，中西裕之，小野寺幸子，江草芙実，村
岡和幸，Young, Judith S.：2006，近傍銀河中心部におけるガス
密度と星形成率の関係，第23回NROユーザーズミーティング
集録，1444145．

小矢野久：2006，岡山観測所の広報活動：2005年度岡山ユーザ
ーズミーティング集録．
久保浩一，鳥居泰男，吉澤正則：2005，30m基線光赤外干渉計

MIRA1.2、新型光遅延線の開発，第25回天文学に関する技術
シンポジウム2005，1374140．

久保岡俊宏，大坪俊通，後藤忠広，松本晃治：2006，海洋潮汐
モデルが測地衛星の軌道決定精度に与える影響について，「日
本版」衛星重力ミッションの実現を目指してWeb集録．
國森裕生，細川瑞彦，片山真人，高山佳久：2006，能動月レー
ザ測距と光通信技術，第6回宇宙科学シンポジウム集録．

Kuno, N.，Mikoshiba, H.，Hirota, A.，Maruyama, K.，Kasuga, T.，
Sunada, K.，and Mori, A.：2006，Wind Effects on the Nobeyama
45-m Telescope，第23回NROユーザーズミーティング集録，
1334134．

久野成夫：2006，45m所内観測（系外），第23回NROユーザー
ズミーティング集録，67470．
劉　慶会，松本晃治，菊池冬彦，平　勁松，浅利一善，花田英
夫，河野宣之：2005，月探査機SELENEの2衛星による同一
ビーム相対VLBI観測技術： 2005年度VLBIシンポジウム集
録，144．
劉　慶会，松本晃治，菊池冬彦，平　勁松，浅利一善，花田英
夫，河野宣之：2005，SELENEの同一ビームVLBI観測技術，
第27回太陽系科学シンポジウム集録，69472．

Liu, Q.，Tsuruta, S.，Asari, K.，Ping, J.，Kikuchi, F.，Matumoto,
K.，and Kawano, N.：2005，New method of measuring phase
characteristics of antenna using Doppler frequency measurement
technique，第5回宇宙科学シンポジウム集録，6944697．
増田盛治：2006，HIDESの現況：2005年度岡山ユーザーズミー

ティング集録．
増田盛治：2006，HIDESで得られた木星・土星スペクトルの教
育利用：2005年度岡山ユーザーズミーティング集録．
松本晃治，花田英夫，鶴田誠逸，河野宣之，岩田隆浩，並木則
之，David D. Rowlands：2006，SELENEで期待される月重力
場モデルの推定精度：2005年VLBIシンポジウム集録．
松本晃治，佐藤忠弘，田村良明，藤本博巳，日野亮太，西野
実，東　敏博，金沢敏彦：2006，三陸沖における海底圧力計
観測結果と潮汐モデル・海面高度計データ・非潮汐性海洋変
動モデルとの比較，「日本版」衛星重力ミッションの実現を目
指してWeb集録．
松尾　宏：2005，テラヘルツ技術開発グループ，第23回NROユ
ーザーズミーティング，38440．

松尾　宏：2005，サブミリ波観測技術の開発，名古屋大学宇宙
グループ研究発表会，57463．
三上良孝，宮下暁彦：2005，すばるドームのパーティクルカウ
ンタの配置変更について，天文学に関する技術シンポジウム，
549．
南谷哲宏，水野範和，水野陽治，河村晶子，大西利和，福井康
夫，長谷川哲夫，立松健一，池田正史：2005，ASTEによるマ
ゼラン雲の12CO（3－2）輝線観測，NROユーザーズミーティ
ング集録，1184119．
宮澤千栄子：2006，野辺山観測所の衛生管理，第25回天文学に
関する技術シンポジウム2005集録，1294132．
三好　真： 2005，2ビームアンテナは玄人にもわかる説明を，

VLBI懇談会シンポジウム．
三好　真：2005，メーザによるVLBI銀河アストロメトリの諸問
題，VLBI懇談会シンポジウム．

三好　真：2005，Spatially Resolved Radio QPO in SgrA＊，銀河・
降着円盤・星形成領域における磁気流体現象，R. Matsumoto
編，47．
三好　真：2005，2ビームにオフセット遅延があったら高精度位
置天文測定はできないはず，「mm，μ arcsec，ｎGalで拓く測
地・地球物理」研究会．
望月奈々子，梅本智文，VSOP-2サイエンスWG：2005，VSOP-

2でめざすサイエンス－星形成領域－，第5回宇宙科学シンポ
ジウム集録，63466．
望月奈々子，蜂須賀一也，梅本智文： 2006，Survey of Outer

Galaxy Molecular Lines Associated with Water Masers，第23回
NROユーザーズミーティング集録，130．
森田耕一郎：2006，天文台計算機システム統合化とNRO，第23
回NROユーザーズミーティング集録，647．

本山一隆，梅本智文：2006，bright-rimmed cloudにおける誘発的
星形成と降着率への影響，第23回NROユーザーズミーティン
グ集録，143．
村岡和幸，河野孝太郎，亀谷和久，田中邦彦，奥田武志，遠藤
光，廿日出文洋，久野成夫，中西康一郎，濤崎智佳，徂徠和
夫，阪本成一，Juan Corte，他ASTEチーム：2005，ASTEによ
る棒渦巻銀河M83のCO（3－2）輝線広域観測，第23回NRO
ユーザーズミーティング集録，1394140．
永田洋久，小林　純，松尾　宏，秋葉　誠，藤原幹生：2005，

Cryogenic readout integrated circuits for submillimeter-wave camera，
第23回NROユーザーズミーティング，150．
長山省吾：2006，GRB50cm望遠鏡の運用状況：2005年度岡山ユ
ーザーズミーティング集録．
長山省吾：2006，鏡面反射率と洗浄：2005年度岡山ユーザーズ
ミーティング集録．
長山省吾，柳澤顕史，清水康広，吉田道利，沖田喜一，黒田大
介，河合誠之，太田耕司，渡部潤一，吉田篤正：2006，50cm
望遠鏡と3色カメラ，第25回天文学に関する技術シンポジウ
ム2005集録，84487．
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伊藤節子：2006，日本天文暦学史料のグローバルな調査と総合
目録の作成．
野田寛大，日置幸介，花田英夫：2005，月面天測望遠鏡による
月秤動観測シミュレーションと最適観測場所，第27回太陽系
科学シンポジウム集録，1274130．
野田寛大：2006，RISEにおけるVLBI観測の概要：2005年VLBI
シンポジウム集録．
岡　朋治，嶋作一大，望月賢治，酒井　剛，永井　誠，久保井
信行，山本　智：2006，Atomic Carbon in the Early Universe，第
23回NROユーザーズミーティング集録，1004101．

沖田喜一：2006，ISLEの進捗状況：2005年度岡山ユーザーズミ
ーティング集録．
沖田喜一，柳澤顕史，清水康広，長山省吾，吉田道利，岩田
生，小矢野久，岡田隆史：2006，観測装置 ISLEの開発，第25
回天文学に関する技術シンポジウム2005集録，92495．

尾久土正己，小野智子： 2005，プラネタリウム素材の宝庫
PAONET，全国プラネタリウム大会・大阪2005集録，43．
奥村幸子：2006，野辺山ミリ波干渉計04年度共同利用報告及び

05年度共同利用計画，第23回NROユーザーズミーティング集
録，345．
小野智子，尾久土正己：2005，天文教育用コンテンツの宝庫～

PAONETデータベースの紹介～，第14回全国の天体観測施設
の会　集録，59．
大塚雅昭：2006，Highly Resolved Spectroscopic Study of PNe with

HIDES：2005年度岡山ユーザーズミーティング集録．
大塚雅昭：2006，HIDES補完計画：2005年度岡山ユーザーズミ
ーティング集録．
大塚雅昭：2006，Internal kinematics and chemical abundances of

Galactic Halo Pne：2005年度岡山ユーザーズミーティング集
録．
齋藤弘雄，高橋智子，池田紀夫，黒野泰隆，塚越　崇，梅本智
文：2006，NMA所内観測成果報告（系内天体），第23回NRO
ユーザーズミーティング集録，71473．
齋藤弘雄，他：2006，大質量星形成領域GL5180のNMA＆45m
鏡合成イメージの作成，第23回NROユーザーズミーティング
集録，1414142．

坂本　強：2006，OAOWFCが与える銀河系円盤の化学組成への
制限：2005年度岡山ユーザーズミーティング集録．
佐藤文衛：2006，視線速度精密測定によるG型巨星の惑星サー
ベイ：2005年度岡山ユーザーズミーティング集録．
佐藤文衛：2006，HIDESファイバーフィード化計画：2005年度
岡山ユーザーズミーティング集録．
佐藤克久，浅利一善：2005，MS-WindowsXP OSにおける時間管
理とNTP時刻同期精度について，第25回天文学に関する技術
シンポジウム集録，67469．
佐藤克久，浅利一善：2006，MS-WindowsXP OSの時間管理API
とNTP時刻同期精度について，第17回分子科学研究所技術研
究会報告集，S4415．
佐藤直久：2005，Band8受信機Qualification Model，第25回天文
学に関する技術シンポジウム2005集録，38441．
佐藤忠弘：2005，重力観測の意義，京都大学防災研究所研究集
会「観測的固体地球科学の展望－ナノレベルのひずみ・重力
観測で見えるもの」集録．
佐藤忠弘，ロザ・セベリーン，田村良明，松本晃治：2005，気
圧荷重計算の高精度化，京都大学防災研究所研究集会「観測
的固体地球科学の展望－ナノレベルのひずみ・重力観測で見
えるもの」集録．
佐藤忠弘，ロザ・セベリーン，田村良明，松本晃治：2006，気
圧荷重計算の高精度化，VERA測地研究会集録．
佐藤忠弘，三浦　哲，藤本博己，宮城洋介，笠原　稔，高橋浩
晃，菅野貴之，孫　文科，奥野淳一，Freymueller, J. T.，

Larsen, C. F.，and Motyka, R. J.：2006，アラスカ南部における
ポストグレーシャルリバウンドについての総合測地観測と地
球の粘弾性構造の評価，地震研究所研究集会集録．

佐藤靖彦：2006，ISLEを用いた金星夜面近赤外線観測：2005年
度岡山ユーザーズミーティング集録．

佐藤康則：2006，Spitzer天体をFMOSで，FMOS GTO workshop．
澤田剛士，池田紀夫，砂田和良，久野成夫，富士通： 2006，

45m鏡On-The-Fly観測モードの開発（2），第23回NROユーザ
ーズミーティング集録，131．

関口英昭，篠原徳之，北條雅典，川島　進：2006，13年目を経
過した電波ヘリオグラフのトラブルの傾向，第25回天文学に
関する技術シンポジウム2005集録，17420．

清水康広，柳澤顕史，吉田道利，稲田素子，長山省吾，沖田喜
一：2006，GRB50cm望遠鏡制御系のハードウエア，第25回天
文学に関する技術シンポジウム2005集録，88491．

篠原徳之，北條雅典：2006，野辺山太陽電波観測所における第
三世代通信システムの弊害とその対策，第25回天文学に関す
る技術シンポジウム2005集録，1154118．

相馬　充：2005，最近の星食・接食観測から得られた重星の角
距離，天体力学Ｎ体力学研究会．

相馬　充： 2005，中国と日本の時刻制，談天通信，中村　士
編，347．

相馬　充，河鰭公昭，谷川清隆：2005，古代中国と日本の時刻
制度，箱根天体力学N体力学研究会集録，谷川清隆，荒木田
英禎，山本一登，齋藤正也　編，1494178．

相馬　充，谷川清隆：2006，古代日食による地球自転と月の運
動の研究，天文学史研究会，谷川清隆，相馬　充　編，1418．

杉本正宏，木村公洋，原　和義，小川英夫，齋藤正雄，井口
聖：2006，Atacama Compact Arrayのフロントエンドシステム
開発状況（ACA 7m光学設計），第6回ミリ波サブミリ波受信
機に関するワークショップ．

砂田和良：2006，野辺山45m－2004年度共同利用報告及び2005
年度共同利用計画，第23回NROユーザーズミーティング集録，
142．

高橋智子，川辺良平，齋藤正雄：2006，野辺山ミリ波干渉計を
用いた中質量原始星の観測，第23回NROユーザーズミーティ
ング集録，106．

高野秀路，中西康一郎，中井直正，鷹野敏明：2005，アンモニ
ア吸収線による銀河Arp220での高速ガスの検出，第5回分子
分光研究会要旨集．

高野秀路，中西康一郎，中井直正，鷹野敏明：2006，アンモニ
ア吸収線による超高光度赤外線銀河Arp220での高速ガスの検
出，第23回NROユーザーズミーティング集録，115．

武田隆顕：2005，粒子データの可視化，第2回PAONET総会，
66472．

武田隆顕：2005，ドーム用4Ｄデジタル宇宙コンテンツ制作の
試み，全国プラネタリウム大会大阪2005，30．

田村陽一，川辺良平，中西康一郎，濤崎智佳，阪本成一，長谷
川隆，三浦理恵，奥村幸子：2006，Dense Cloud Formation and
Global star Formation in M33 Spiral Arm，第23回NROユーザー
ズミーティング集録，151．

谷川清隆，相馬　充：2006，「天文学史研究会」集録．
谷川清隆，相馬　充：2005，複数地点の日食観測から求めた⊿
Ｔおよび月運動の潮汐項，箱根天体力学N体力学研究会集録，
谷川清隆，荒木田英禎，山本一登，齋藤正也　編，3404352．

田澤誠一，荒木博志，野田寛大，加瀬貞二：2005，レーザ用偏
光素子の真空中における特性，第25回天文学に関する技術シ
ンポジウム集録，70473．

鳥居泰男，吉澤正則，久保浩一：2005，光干渉計MIRA-1.2の振
動評価法，第 25回天文学に関する技術シンポジウム 2005，
1334136．
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常田佐久，他：2005，Hubble origin Probe搭載超広視野カメラ，
宇宙科学シンポジウム，3484351．

鶴田誠逸，野田寛大，花田英夫，浅利一善：2005，月面環境に
おける鏡筒の温度変化－シミュレーション結果とその検証実
験－，第25回天文学に関する技術シンポジウム集録，74479．
鶴田誠逸，野田寛大，花田英夫，浅利一善：2005，ILOM計画に
おける月面環境での鏡筒の温度変化－シミュレーション結果
とその検証実験－，第 27回太陽系科学シンポジウム集録，
73476．

宇治野秀晃，Vinet, L.，吉田春夫：2005，Calogero模型の超可積
分性を保つ離散化，九州大学応用力学研究所研究集会報告，
梶原健司　編，16ME4S1，1744179．

梅本智文，齋藤正雄，中西康一郎，久野成夫，坪井昌人：2006，
Detection of a Radio Flares from the X-Ray YSO V773 Tau，第23回
NROユーザーズミーティング集録，148．
梅本智文，齋藤正雄，中西康一郎：2006，Observation of Periodic

Flares at mm Wavelength from the X-Ray Protostar YLW15，第23
回NROユーザーズミーティング集録，149．
梅本智文：2006，所内観測（45M）/系内，第23回NROユーザ
ーズミーティング集録，63466．

渡部潤一：2005，石垣島天文台の進捗状況，平成17年度惑星電
磁圏・大気圏研究会集録，29431．

山田良透，上田誠治，桑原　立，郷田直輝，矢野太平，
JASMINEワーキンググループ：2005，JASMINEのデータシミ
ュレーションおよび機上処理，第5回宇宙科学シンポジウム，
2184221．

山口伸行：2006，ASTEプロジェクト観測成果報告（1），第23
回NROユーザーズミーティング集録，77480．

山中惠莉奈，石田景子，坂　千晶，平岩あずさ，安田香織，岩
崎公弥子，岩城邦典，梅本智文，縣　秀彦：2005，科学を身
近なものにする国立天文台野辺山のWeb開発：2005PCカンフ
ァレンス，4414444．
柳澤顕史：2006，岡山天体物理観測所のGRB可視赤外残光観測
システム，ガンマ線バースト2005－HETE2, Swift, Suzaku で築
くGRB観測－研究会集録．
柳澤顕史：2006，赤外線検出器の基礎，第25回天文学に関する
技術シンポジウム2005集録，954103．

柳澤顕史：2006，OAOWFC：2005年度岡山ユーザーズミーティ
ング集録．
柳澤顕史，沖田喜一，清水康広，長山省吾，佐藤靖彦，岡田隆
史，小矢野久，岩田　生，吉田道利，中屋秀彦，奥村真一
郎：2006，ISLEの現状と今後の予定：2005年度岡山ユーザー
ズミーティング集録．
柳澤顕史，清水康広：2006，ISLE Front-End回路の開発：2005年
度岡山ユーザーズミーティング集録．
矢野太平，郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，菅沼正洋，中島
紀，山田良透，川勝康弘，松原英雄，野田篤司，JASMINEワ
ーキンググループ：2005，JASMINEにおける観測装置と衛星
システムについて，第5回宇宙科学シンポジウム，2144217．

吉田二美：2005，木星トロヤ群小惑星のサイズ分布，天体力学
Ｎ体力学研究会，30．
吉田二美，中村　士：2005，木星のL4とL5トロヤ群小惑星に
於けるサイズ分布の違い，第27回太陽系科学シンポジウム，
65．
吉田道利：2005，ネットワーク技術者のための光学赤外線望遠
鏡概説，第12回天網の会ワークショップ，2426．
吉田道利：2006，岡山天体物理観測所現況報告：2005年度岡山
ユーザーズミーティング集録．

9．和文報告（著書・出版）

縣　秀彦，川巻　獏，室井恭子，高梨直紘：2005，天文学はこ
んなに楽しい，誠文堂新光社，東京．
浅野勝晃：2005，回転駆動型パルサーの電磁気学，天文月報，

98，250．
台坂　博：2006，天王星の秘密，パリティ，21（3），13．
台坂　博：2005，天文学とUNIX，UnixMagazine，2005（9）．
台坂　博：2005，天文学とUNIX，UnixMagazine，2005（10）．
台坂　博：2005，天文学とUNIX，UnixMagazine，2005（11）．
台坂　博：2005，天文学とUNIX，UnixMagazine，2005（12）．
台坂　博：2005，天文学とUNIX，UnixMagazine，2006（1）．
台坂　博：2005，天文学とUNIX，UnixMagazine，2006（2）．
台坂　博：2005，天文学とUNIX，UnixMagazine，2006（3）．
福江　純，小久保英一郎，他：2005，宇宙旅行ガイド140億光
年の旅，丸善株式会社，東京．
本田敏志，大石雅寿，白崎裕治，田中昌宏，川野元聡，水本好
彦：2005，天文学連携データベースシステム（ヴァーチャル
天文台）の開発・計算機資源の国際連携機構，DBSJ Letters，4，
173．
細川隆史：2006，大質量星の起源－降着説vs.合体説－，天文月
報，99．
今西昌俊：2005，超高光度赤外線銀河のエネルギー源，天文月
報，98，399．

Iono, D.：2006，Colliding Galaxies in the Universe，天文月報，99，
1434149．
伊藤孝士：2005，氷期・間氷期サイクルと地球の軌道要素変動，
理科年表環境編（第二版），445．

梶野敏貴：2006，if もしもで考える「もう一つ」の宇宙，ニュ
ートンムック「宇宙・無からの誕生」．
鍛冶沢賢，山田　亨：2005，すばるで観たハッブル深探査領域，
天文月報，98，5184525．

神鳥　亮：2005，グロビュールの密度構造の進化を探る，天文
月報，98，228．
官谷幸利：2006，小笠原の文化と星空～VERA小笠原観測局か
ら～，天文月報，99，92496．

中村康二，他慶應義塾大学インターネット望遠鏡プロジェク
ト：2005，日影の科学（天文教育カリキュラムＩ），慶應義塾
大学日吉紀要自然科学，37，95．
杵島正洋，松本直記，左巻健男，高木道子，萩谷　宏，縣　秀
彦，有本淳一：2005，新しい高校地学の教科書，講談社，東
京．
小林秀行： 2005，天の川銀河系の姿をもとめて，学士会報，

854．
劉　慶会，松本晃治，菊池冬彦，平　勁松，浅利一善，花田英
夫，河野宣之：2005，月探査機SELENEの2衛星による同一
ビーム相対VLBI，信学技報，105（438），146．
町田真美：2005，ブラックホール降着円盤の大局的3次元磁気
流体数値実験，天文月報，98，83．

嶺重　慎，有本淳一，黒田武彦，鈴木文二，高橋　淳，縣　秀
彦：2005，岩波ジュニア新書「天文学入門」，岩波書店，東
京．
無藤　隆，縣　秀彦：2005，うちゅうせいざ　図鑑ナチュラ，
フレーベル，東京．
中村　士，伊藤節子：2006，明治前日本天文暦学・測量の書目
辞典，第一書房，東京．
中西裕之：2005，天の川銀河における中性水素原子・分子ガス
の3次元分布，天文月報，98，6704676．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
（5）．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
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大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
（7）．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
（8）．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
（9）．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
（10）．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
（11）．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2005
（12）．
大江将史：2005，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2006
（1）．
大江将史：2006，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2006
（2）．
大江将史：2006，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2006
（3）．
大江将史：2006，天文台とネットワーク，UnixMagazine，2006
（4）．
大江将史：2005，インターネット10分講座VoIPとSIP，JPNIC
ニュースレター．
大江将史：2005，親子丼の検索結果から学ぶインターネットの
格差，JPNIC News & Views，316．

大石雅寿：2006，国際ヴァーチャル天文台の構築，学術月報，
59，49453．
尾久土正己，小野智子，中根麻希子，縣　秀彦，PAONETメン
バー：2005，天文教育用コンテンツの宝庫－PAONETデータ
ベースの紹介，天文月報，98，8084814．

小野智子，福島英雄：2005，メシエ天体ツアー－もっと知りた
いメシエ天体110個のすがお－，国立天文台，三鷹．
小野智子：2005，SPACE GUIDE 宇宙年鑑2005「特集・土星探
査」，アストロ・アーツ，東京．

小野智子：2005，星の地図館New Edition（星図校閲），小学館，
東京．
小野智子：2005－2006，スター・フィールド・ガイド，ジュニ
アサイエンティスト，443．
小野智子：2005，旅に出よう夏の星空へ　第1－9回，しんぶん
赤旗（くらし家庭面）．
小野智子：2005，星空の質問にこたえて，しんぶん赤旗（くら
し家庭面）．

小野智子：2005，宇宙たんけんたい　第3，6，17，18，19，20
回，毎日小学生新聞．
小野智子：2006，3月に皆既日食。見に行く？，週刊東洋経済臨
時増刊号・ブログキャスター．
阪本成一：2005，望遠鏡ペーパークラフト開発秘話，パリティ，

20（7），6．
佐々木晶：2005，土星の巨大衛星タイタンの新事実　カッシー
ニ・ホイヘンス探査機からの報告，科学，75，9274934．
佐々木敏由紀，高遠徳尚，吉田道利：2005，中国チベット地域
での天文観測サイトの探査，天文月報，98，7344744．
佐藤毅彦，前田健悟，松山明道，山崎良雄，坪田幸政，戎崎俊
一，川井和彦，奥野　光，木村かおる，阪本成一，松本直
記：2005，ガーナインターネット天文台の構築と星座カメラ
i-CANプロジェクト，熊本大学教育学部紀要　自然科学，54．
祖父江義明，中西裕之：2005，銀河系の実像に迫る：銀河観測
の最前線：銀河系の新しい姿；銀河系21世紀版伊能大図，天
文ガイド，41，647．
杉山　直： 2005，観測的宇宙論の 20年，パリティ，20（10），

13414．

高見道弘：2005，スペクトロ・アストロメトリ：ミリ秒角の光
赤外線天文学，天文月報，98，799．

谷川清隆：2005，書評「天体力学のパイオニアたち上，下」，数
理科学，503，62．

谷川清隆，相馬　充：2005，古文書からわかる長周期の自転変
動，科学，76，1884192．

塚越　崇：2006，おおかみ座暗黒星雲における古典的おうし座
T型星のサーベイ観測，天文月報，99，165．

渡邊鉄哉：2005，極紫外線天文学 in光科学研究の最前線，（株）
国際文献印刷，東京．

吉田春夫：2005，力学の解ける問題と解けない問題（岩波講座
物理の世界），岩波書店，東京．

10．和文報告（学会発表等）

Abe, L.，Bensammar, S.，Petrov, E. R.，Vannier M.：2005，Color
Differential Astrometry with SPICA：application to Extrasolar Giant
Planets，SPICA workshop．

Abe, L.，Enya, K.，Tanaka, S.，Nakagawa, T.，Tamura, M.，
Kataza, H.，Nishikawa, J.，Murakami, N.：2006，Investigations
on SPICA coronagraphic concepts：MS-PALC and PIAA，宇宙科
学シンポジウム．

Abe, L.，田村元秀，周藤浩士，高見英樹，Guyon, O.，中島　紀，
西川　淳，森野潤一，鈴木竜二，神鳥　亮，浮田信治，林
正彦，西村徹郎，Hodapp, H.，Tokunaga, A.，橋本　淳：2006，
Subaru HiCIAO High Contrast Imager：Performance Review，春季
年会，日本天文学会．

縣　秀彦，小野智子，大朝摂子，森田洋平，横山広美，平田光
司：2006，アストロノミー・パブの実施とその評価－科学を
文化として楽しめる国を目指して－，春季年会，日本天文学
会．

縣　秀彦，元村有希子，永山悦子，西川　拓：2005，高等学校
教育課程の実態について－文理分け教育の再考－，秋季年会，
日本科学教育学会．

我妻一博，山元一広，三代木伸二，黒田和明，高森昭光，高橋
竜太郎，新井宏二： 2005，TAMA300の防振系における
Couplingの再解析，春季年会，日本物理学会．

阿久津智忠，新井宏二，佐藤修一，高橋竜太郎，辰巳大輔，長
野重夫，川村静児，藤本眞克，他TAMA Collaboration：2005，
TAMA300における非定常雑音の推定，秋季年会，日本物理学
会．

阿久津智忠，川村静児，新井宏二，辰巳大輔，長野重夫，杉山
直，千葉　剛，福嶋美津広，藤本眞克：2005，超高周波重力
波検出用レーザー干渉計の開発Ⅱ，春季年会，日本物理学会．

阿久津朋美，安東正樹，神田展行，辰巳大輔，寺田聡一，三代
木伸二，大橋正健，他TAMA Collaboration：2005，ALFフィ
ルタを用いたTAMA300データのバースト重力波解析Ⅳ，春季
年会，日本物理学会．

安東正樹，阿久津朋美，阿久津智忠，新井宏二，麻生洋一，福
嶋美津広，端山和大，神田展行，近藤寿浩，三尾典克，三代
木伸二，森脇成典，長野重夫，佐藤修一，柴田　大，田越秀
行，高橋弘毅，辰巳大輔，常定芳基，山崎利孝，他TAMA
Collaboration：2005，TAMA300データを用いたバースト重力
波解析Ⅴ，秋季年会，日本物理学会．

青木賢太郎，服部　堯，古澤久徳，小宮山裕，能丸淳一，関口
和寛，寺田　宏，河合誠之，佐藤理江，谷津陽一，小杉城治，
山田　亨，家　正則，青木和光，水本好彦，小笠原隆亮，白
崎裕治，高田唯史，渡部潤一，戸谷友則，太田耕司，Hurley
Kevin，川端弘治，小林尚人，野本憲一，鈴木素子，玉川　徹，
吉田篤正：2006，γ線バースト050904の残光の分光観測－最
遠（z＝6.3）のγ線バースト，秋季年会，日本天文学会．
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青木和光：2006，すばる高分散分光器による超低金属星の化学
組成解析Ⅱ．炭素過剰天体，春季年会，日本天文学会．
青木和光：2005，炭素過剰低金属星の化学組成，秋季年会，日
本天文学会．
新井宏二，他TAMAグループ：2005，TAMA300の現状（16），
秋季年会，日本天文学会．
新井宏二，佐藤修一，高橋竜太郎，阿久津智忠，中川憲保，辰
巳大輔，常定芳基，福嶋美津広，山崎利孝，高森昭光，飯田
幸美，Bertolini, A.，DeSalvo, R.，三代木伸二，長野重夫，安東
正樹，森脇成典，神田展行，武者　満，三尾典克，川村静児，
藤本眞克，坪野公夫，大橋正健，黒田和明，T A M A
Collaboration：2005，干渉計型重力波検出器TAMA300開発の
現状Ⅴ（干渉計開発），春季年会，日本物理学会．
新井宏二，佐藤修一，高橋竜太郎，阿久津智忠，中川憲保，辰
巳大輔，常定芳基，福嶋美津広，山崎利孝，高森昭光，飯田
幸美，Bertolini, A.，DeSalvo, R.，三代木伸二，長野重夫，安東
正樹，森脇成典，神田展行，武者　満，三尾典克，川村静児，
藤本眞克，坪野公夫，大橋正健，黒田和明，T A M A
Collaboration：2005，干渉計型重力波検出器TAMA300開発の
現状Ⅱ（干渉計開発），秋季年会，日本物理学会．
新井菜保子，新井宏二，川村静児，菅本晶夫：2005，レーザー
干渉計型重力波検出器TAMA300におけるδ l－制御の設計，
春季年会，日本物理学会．
荒木田英禎：2006，Picard-Chebyshev法の軌道力学への応用，潮
来天体力学N体力学研究会．
荒木田英禎：2006，Picard-Chebyshev法の軌道力学への応用とそ
のベクトル化・並列化，春季年会，日本天文学会．
荒木田英禎：2005，銀河磁場内における高エネルギー宇宙線の
拡散とドリフトによる伝播過程，秋期年会，日本天文学会．
荒木博志：2006，SELENE-LALT開発現状報告，RISE研究会．
有吉誠一郎，大谷知行，Dobroiu, A.，松尾　宏，佐藤広海，田井
野徹，川瀬晃道，野口　卓，清水裕彦：2005，超伝導トンネ
ル接合素子（STJ）を用いたテラヘルツイメージング（2），第
66回応用物理学会学術講演会，応用物理学会．
浅田圭一：2006，VSOP-2による偏波観測の検討，春季年会，日
本天文学会．
浅田圭一：2006，若い電波銀河の断熱冷却，春季年会，日本天
文学会．
浅田圭一：2005，複合アレーによる活動銀河核M87のジェット
の観測，秋季年会，日本天文学会．
浅井　歩：2005，2004年11月6日－11日のスーパーストーム：
太陽電波X線などの観測，2005年合同大会，地球惑星科学関
連学会．
浅井　歩：2006，フレアエネルギー解放領域の多波長観測，研
究会「Solar-Bと地上観測の連携－太陽研究の新展開に向け
て」．
浅井　歩，下条圭美，石井貴子，黒河宏企，柴田一成：2005，
太陽フレア・CMEと宇宙天気，The 2nd Japanese CAWSES
Workshop．
浅井　歩，下条圭美，中島　弘，柴3清登，岡　光夫，西田圭
佑，田中康之：2006，野辺山電波ヘリオグラフおよびRHESSI
衛星で観測した，Over-the Limb Flareにおけるループトップ放
射源，春季年会，日本天文学会．
浅井　歩，中島　弘，下条圭美，White, S. M.，Hudson, H. S.：

2005，RHESSI衛星および野辺山電波ヘリオグラフによる，ル
ープトップ放射源の観測，秋季年会，日本天文学会．
朝木義晴，齋藤正雄，川辺良平，森田耕一郎，田村陽一，Vila-

Vilaro, B.：2005，183GHzラジオメータを利用した波面揺らぎ
検出によるACA位相補償の提案，秋季年会，日本天文学会．
浅野勝晃：2006，GRB起源の宇宙線と超高エネルギーニュート
リノの観測，「地文台によるサイエンス」研究会．

浅野勝晃：2005，GRB標準モデルの問題点と中間子起源ガンマ
線の可能性，GLAST Science Workshop in Japan．

浅野勝晃：2005，RBからの高エネルギーニュートリノ，ガンマ
線バースト2005．
浅野勝晃：2005，電子・陽電子対ジェット生成，高エネルギー
天体物理学の最前線，第18回理論天文学懇談会シンポジウム．
浅野勝晃，高原文郎：2006，高温プラズマからの電子・陽電子
流の数値実験，春季年会，日本天文学会．
浅野勝晃，山崎　了，杉山　直：2005，SGR 1806－20巨大フレ
アからの超高エネルギー宇宙線生成の可能性，秋季年会，日
本天文学会．
浅山信一郎：2005，ALMA Band 4受信機開発の進捗状況（Ⅳ），
秋季年会，日本天文学会．
浅山信一郎：2006，ALMA Band 4受信機開発の進捗状況（Ⅴ），
春季年会，日本天文学会．
浅山信一郎，岩下浩幸，高橋敏一，稲田素子，鈴木孝清，藤井
琢也，原田直彦，小川英夫，木村公洋，原　和義，鈴木和
司：2005，ALMA Band 4受信機開発の進捗状況（Ⅳ），秋季年
会，日本天文学会．
浅山信一郎，岩下浩幸，川島　進，稲田素子，高橋敏一，大渕
喜之，岡田則夫，鈴木孝清，藤井琢也，原田直彦： 2006，
ALMA Band 4受信機開発の進捗状況（Ⅴ），春季年会，日本天
文学会．
馬場大介，長嶋千恵，加藤大輔，栗田光樹夫，佐藤修二，長田
哲也，永山貴宏，杉谷光司，中島　康，田村元秀，中屋秀彦，
IRSF/SIRIUSチーム：2005，近赤外線によるほ座の巨大分子雲
サーベイ：分子雲Cにおける星形成，秋季年会，日本天文学
会，追加

Choi, Y.：2005，VERAを用いたVY Canis Majorisの周りのメーザ
ー観測，秋季年会，日本天文学会．

Choi, Y.：2006，晩期型星の水・一酸化珪素メーザーの重ね合わ
せのためのフリンジチェック観測，春季年会，日本天文学会．
台坂　博：2005，PCI-X用GRAPEインターフェースG6Xの開発，
秋季年会，日本天文学会．
台坂　博：2006，惑星リングのN体数値計算，第36回天体力学

N体力学研究会．
出口修至，藤井高宏，板　由房，泉浦秀行，亀谷　収，宮崎
敦，中田好一：2006，銀河バルジ内部棒状構造内の一酸化珪
素メーザー探査と星の運動学，春季年会，日本天文学会．
出口修至，松永典之，福士比奈子：2005，特異新星V838 Monか
らの一酸化珪素メーザー電波の検出，秋季年会，日本天文学
会．
土橋一仁，西浦慎悟，櫻井冬子，海田正大，梅本智文：2006，

Digitized Sky SurveyⅠに基づく暗黒星雲データベースの公開，
春季年会，日本天文学会．
土橋一仁，櫻井冬子，海田正大，西浦慎悟，梅本智文：2005，
東京学芸大学における暗黒星雲の広域探査，秋季年会，日本
天文学会．
江草芙実，祖父江義明，中西裕之，小野寺幸子，小麦真也：

2005，渦巻銀河におけるパターン速度と星形成時間の決定，
秋季年会，日本天文学会．
遠藤　光，河野孝太郎，奥田武志，村岡和幸，廿日出文洋，祖
父江義明，中西康一郎，濤崎智佳，久野成夫，太田耕司，河
合誠之，Vila-Vilaro, B.：2005，GRB030329母銀河における分
子ガス量の定量，秋季年会，日本天文学会．
遠藤　光，野口　卓，松永昭彦，田村友範：2006，窒化アルミ
ニウムバリアを用いたサブミリ波ミクサ用高臨界電流密度SIS
素子の開発，春季年会，日本天文学会．
榎　基宏，長島雅裕：2006，楕円軌道をなすブラックホール連
星系からの宇宙論的重力波背景輻射のスペクトラム，春季年
会，日本天文学会．
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榎　基宏，長島雅裕，矢作日出樹，吉井　譲，郷田直輝：2005，
クェーサー形成の環境依存性，秋季年会，日本天文学会．
江澤　元，河野孝太郎，坪井昌人，川辺良平，山本　智，他

ASTEチーム：2005，ASTEプロジェクトの進捗と現状：共同
観測研究プログラムの開始，秋季年会，日本天文学会．
藤井高宏，渡部裕貴，太田　敬，大泉尚太，山本裕之，面高俊
宏：2005，近赤外狭帯域フィルターを用いた新しい炭素星探
査法の構築，春季年会，日本天文学会．
藤本博己，日野亮太，金沢敏彦，佐藤忠弘，松本晃治：2006，
重力変動の解析を目指す海底圧力変動の観測，「日本版」衛星
重力ミッションの実現を目指して．
福島登志夫，田村良明，ロゼ・セベリーン，佐藤忠弘：2005，
減衰振動の非線形解析法，第104回講演会，日本測地学会．
古荘玲子，池田優二，春日敏測，木下大輔，佐藤祐介，林　宏
欽，張　明新，葉　永恒，河北英世，林　忠義，渡部潤一：
2005，ディープ・インパクト地上観測ネットワークの成果
（1）：偏光撮像観測，秋季年会，日本惑星科学会．
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高橋邦生，野澤　恵，桜井　隆：2006，対流崩壊で形成される
光球磁束管の3次元MHDシミュレーション，春季年会，日本
天文学会．
高橋龍一：2005，非一様宇宙を伝播する重力波波形の分散，秋
季年会，日本天文学会．
高橋龍一，川村静児，中村卓史，安東正樹，坪野公夫，瀬戸直
樹，石川毅彦，平林　久，高野　忠，橋本樹明，高橋忠幸，
松原英雄，植田憲一，武者　満，佐藤　孝，大河正志，細川
瑞彦，國森裕生，沼田健司，長野重夫，藤本眞克，佐藤修一，
山崎利孝，福嶋美津広，新井宏二，市耒淨與，大石奈緒子，
杉山　直，高橋竜太郎，端山和大，樽家篤史，姫本宣朗，阿
久津智忠，麻生洋一，石徹白晃治，工藤秀明，辻川信二，平
松尚志，向山信治，横山順一，柳　哲文，中尾憲一，神田展
行，高橋弘毅，中野寛之，田中貴浩，原田知広，井岡邦仁，
雁津克彦，田代寛之，佐合紀親，田越秀行，疋田　渉，佐々
木節，森澤理之，苔山圭以子，阪田紫帆里，青柳巧介，木内
建太，祖谷　元，前田恵一，吉田至順，我妻一博，大橋正健，
奥冨　聡，鎌ヶ迫将悟，黒田和明，徳成正雄，三代木伸二，
山元一広，浅田秀樹，新谷昌人，池上　健，伊藤洋介，井上
開輝，河島信樹，江里口良治，柴田　大，大原謙一，川村麻
里，野沢超越，水澤広美，郡　和範，古在由秀，小嶌康史，
小林史歩，西條統之，阪上雅昭，西澤篤志，丹羽佳人，真貝
寿明，谷口敬介，千葉　剛，常定芳基，内藤勲夫，中村康二，
吉野泰造，二間瀬敏史，蓑　泰志，宮川　治：2005，スペー
ス重力波アンテナDECIGO計画（4），春季年会，日本天文学
会．
高橋竜太郎，新井宏二，佐藤修一，阿久津智忠，中川憲保，辰
巳大輔，常定芳基，福嶋美津広，山崎利孝，高森昭光，飯田
幸美，Bertolini, A.，DeSalvo, R.，三代木伸二，長野重夫，安東
正樹，森脇成典，神田展行，武者　満，三尾典克，川村静児，
藤本眞克，坪野公夫，大橋正健，黒田和明，T A M A
Collaboration：2005，干渉計型重力波検出器TAMA300開発の
現状Ⅰ（低周波防振装置），秋季年会，日本物理学会．

高橋竜太郎，新井宏二，佐藤修一，阿久津智忠，中川憲保，辰
巳大輔，常定芳基，福嶋美津広，山崎利孝，高森昭光，飯田
幸美，Bertolini, A.，DeSalvo, R.，三代木伸二，長野重夫，安東
正樹，森脇成典，神田展行，武者　満，三尾典克，川村静児，
藤本眞克，坪野公夫，大橋正健，黒田和明，T A M A
Collaboration：2005，干渉計型重力波検出器TAMA300開発の
現状Ⅳ（低周波防振装置），春季年会，日本物理学会．

高橋　茂，吉田二美，伊藤孝士，Ip Wing-Huen，Chen Weng-Ping，
Mansur A. Ibrahimov：2005，Karin族の多色測光観測，2005年
合同大会，地球惑星科学関連学会．

高橋智子，齋藤正雄，川辺良平：2005，ミリ波干渉計を用いた
中質量原始星コアおよび双極分子流の観測（1），秋季年会，
日本天文学会．

高橋敏一，浅山信一郎，野口　卓，他ALMA Band 4グループ：
2005，ALMA Band 4SIS素子のDCⅠ－Ⅴカーブによる選別手
法の確立，秋季年会，日本天文学会．

高桑繁久：2006，ACA のイメージングシュミレーション，春季
年会，日本天文学会．

高桑繁久：2005，SMA＋ JCMTによる原始星連星 IRAS16293-

2422のサブミリ波分子輝線HCN（4－3）観測，秋季年会，日
本天文学会．

高見道弘：2005，すばる－ IRCSによるクラス I YSOの高分散分
光，春季年会，日本天文学会．

高見英樹，すばる補償光学グループ：2005，すばるレーザーガ
イド星補償光学系プロジェクト，秋季年会，日本天文学会．

高見英樹，伊藤　周，大屋　真，斉藤嘉彦，服部雅之，早野
裕，渡辺　誠，Stephen Colley，Mathew Dinkins，Michael
Eldred，Taras Golota，Olivier Guyon：2006，すばるレーザー
ガイド星補償光学系プロジェクト，春季年会，日本天文学会．

高見道弘，百瀬宗武，高桑繁久，林　正彦，Davis, C. J.，表　泰
秀，西川貴行： 2006，ASTEによるアウトフロー天体の
350GHz帯サブミリ波輝線の探査，春季年会，日本天文学会．

高野秀路，中西康一郎，中井直正，鷹野敏明：2005，アンモニ
ア吸収線による超高光度赤外線銀河Arp220での高速ガスの検
出，秋季年会，日本天文学会．

高崎宏之，浅井　歩，森本太郎，柴田一成：2006，The Relation
between Soft X-ray Ejections and Hard X-ray Emission on November
24 Flare，秋季年会，日本天文学会．

高遠尚徳，寺田　宏：2005，IRCS用広帯域低分散プリズムの開
発，秋季年会，日本天文学会．

高遠尚徳，寺田　宏，Bus, B. S.，表　泰秀，小林尚人：2005，
Origin of Inner Small Satellites of Jupiter，宇宙科学シンポジウム．

武田隆顕：2005，Rubble Pile Modelによる天体衝突現象のシミュ
レーション，秋季講演会，日本惑星科学会．

田村元秀：2006，JTPF－太陽系外地球型惑星検出ミッション，
宇宙科学シンポジウム．

田村元秀：2006，SPICAで目指す科学，宇宙科学シンポジウム．
田村元秀：2006，すばる望遠鏡による天体観測の現状と将来：
描きだされつつある星・惑星系の誕生現場，電子情報通信学
会BK－1，電子情報通信学会．

田村元秀：2005，太陽系外惑星の直接観測，最新の天文学の普
及をめざすワークショップ．

田村元秀：2005，第二の地球を探せ，日本物理学会科学セミナ
ー，日本物理学会．

田村元秀：2006，特定領域研究『太陽系外惑星科学の展開』に
ついて，特定領域研究『太陽系外惑星科学の展開』第2回研
究会．

田村元秀：2006，特定領域研究『太陽系外惑星科学の展開』計
画研究A01－アについて，特定領域研究『太陽系外惑星科学
の展開』第2回研究会．

田村元秀，Abe, L.，周藤浩士，高見英樹，Guyon, O.，中島　紀，
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西川　淳，森野潤一，鈴木竜二，神鳥　亮，浮田信治，林
正彦，西村徹郎，Hodapp, K.，Tokunaga, A.，橋本　淳：2006，
すばる望遠鏡用新高コントラスト装置HiCAIOの開発，春季年
会，日本天文学会．
田村元秀，周藤浩士，Abe, L.，深川美里，木村　宏，山本哲
生：2006，がか座ベータ星の初の2ミクロン偏光観測，春季
年会，日本天文学会．
田村直之：2006，Suprime-Cam & UKIDSS/DXS 10 deg2 Opt/NIR

Imaging Survey，FMOS GTO workshop．
田村直之：2006，中間赤方偏移でのブラックホール質量関数，

AGNと銀河の共進化ワークショップ．
田村直之，Murray, Graham J.，Luke, Peter Sharples，Ray, M.

Allington-Smith，Jeremy, R. Robertson，David, J.，Colin,
Blackburn，Dipper, Nigel A.：2005，Cryogenic tests of volume-

phase holographic（VPH）gratings：Results at 100 K，秋季年会，
日本天文学会．
田村直之，Shaprles, Ray. M.，有本信雄，小野寺仁人，太田耕司，
山田善彦：2005，A Subaru/Suprime-Cam wide field survey of
globular cluster populations around M87，秋季年会，日本天文学
会．
田村直之，太田耕司，上田佳宏：2005，中間赤方偏移でのブラ
ックホール質量関数，秋季年会，日本天文学会．
田村友範：2005，ALMAバンド10受信機開発のためのSIS素子
製作の進捗状況，第25回天文学に関する技術シンポジウム．
田村良明：2006，VERA局における重力潮汐観測計画，VERAに
よる測地・地球物理研究ワークショップ．
田村良明，寺家孝明，川口則幸，VERAグループ：2005，VERA
水沢局へのK6 VSSPシステムの導入，2005年合同大会，地球
惑星関連学会．
田村良明，福島登志夫，佐藤忠弘，ロゼ・セベリーン：2005，
精密潮汐予測，第104回講演会，日本測地学会．
田村陽一，川辺良平，中西康一郎，鎌崎　剛，齋藤正雄：2005，
野辺山ミリ波干渉計による flux精度検定実験（Ⅱ），秋季年会，
日本天文学会．
田村陽一，中西康一郎，河野孝太郎，奥田武志，川辺良平：

2005，野辺山ミリ波干渉計による高赤方偏移星形成銀河の
［CI］（1－0）およびCO（4－3）輝線探査，秋季年会，日本
天文学会．
田中昌宏，白崎裕治，川野元聡，本田敏志，大石雅寿，水本好
彦，大江将史，安田直樹，増永良文，石原康秀，堤　純平，
中本啓之，小林佑介，坂本道人： 2006，JVOの研究開発
（JVOポータルのデモンストレーション），春季年会，日本天
文学会．
田中雅臣，富永　望，野本憲一，Mazzali, P. A.，Deng, J.，前田
啓一，梅田秀之，川端弘治，家　正則：2006，特異な Ib型超
新星SN2005bf（1）スペクトル解析，秋季年会，日本天文学
会．
田中幹人，千葉柾司，小宮山裕，Puragra Guhathakurta，家　正
則：2005，アンドロメダ銀河ハローの観測による銀河形成史
Ⅰ，春季年会，日本天文学会．
田中深一郎，塩谷圭吾，中川貴雄，片 宏一，Lyu Abe，田村元
秀，西川　淳，村上尚史，ほか：2006，バイナリ瞳コロナグ
ラフの波面誤差依存性，春季年会，日本天文学会．
谷川清隆：2005，自由落下三体問題の周期解の存在に関する簡
単な結果，力学系勉強会．
谷川清隆，相馬　充，加藤雄二：2005，古代・中世の日月食記
録をアーカイブする，秋季年会，日本天文学会．
立松健一，神鳥　亮，梅本智文，関本裕太郎：2006，オリオン
座A分子雲のN2H＋観測，春季年会，日本天文学会．

辰巳大輔，新井宏二，他TAMA collaboration：2005，TAMA300
オンライン雑音解析（5），秋季年会，日本物理学会．

辰巳大輔，川村静児，新井宏二，長野重夫，杉山　直，千葉
剛：2005，超高周波重力波検出器の現状（1），秋季年会，日
本天文学会．
辰巳大輔，他TAMAグループ：2005，TAMA300の現状（17），
春季年会，日本天文学会．
田澤誠一，荒木博志，野田寛大，加瀬貞二：2005，レーザ用偏
光素子の真空中における特性，第25回天文学に関する技術シ
ンポジウム．
田澤誠一：2006，SELENE-LALT用ポッケルスセルの真空中にお
ける特性，RISE研究会．
寺田聡一，黒田和明，大橋正健，三代木伸二，内山　隆，山元
一広，徳成正雄，阿久津朋美，鎌ヶ迫将悟，中川憲保，新冨
孝和，山本　明，春山富義，鈴木敏一，佐藤伸明，都丸隆行，
竹本修三，早河秀章，新谷昌人，高森昭光，辰巳大輔，安東
正樹：2005，低温レーザー干渉計CLIO（Ⅶ），秋季年会，日
本物理学会．
富田浩行，吉井　譲，峰崎岳夫，青木　勉，越田進太郎，山内
雅浩，小林行泰，菅沼正洋，塩谷圭吾，Peterson, B. A.：2005，
MAGNUMプロジェクト1．I型活動銀河核の赤外波長域変動
成分解析，秋季年会，日本天文学会．
友野大悟，寺田　宏，小林尚人：2005，AOで観測されたNGC

1068中心核周囲のダスト分布，秋季年会，日本天文学会．
友野大悟：2005，AO対応観測装置，すばる小委員会シンポ「す
ばる大改造：2010年代のすばるを考える」，すばる小委員会．
鳥居泰男：2005，光干渉計MIRA-1.2の振動環境評価システム，
秋季年会，日本天文学会．
濤崎智佳，久野成夫，中西康一郎，塩谷泰広，長谷川隆，松下
聡樹，河野孝太郎：2005，M 31 disk領域におけるGMAの内
部構造Ⅱ，秋季年会，日本天文学会．
戸谷友則，河合誠之，小杉城治，青木賢太郎，山田　亨，家
正則，太田耕司，服部　堯：2006，z＝6.3のガンメ線バース
ト050904から得られた宇宙再電離への制限，秋季年会，日本
天文学会．
豊田英里，松山浩子，浦川聖太郎，木村真二，大朝由美子，伊
藤洋一，向井　正，佐藤文衛：2005，ドップラーシフト法に
よる連星系の系外惑星探査，秋季年会，日本天文学会．
坪井昌人，宮崎敦史，奥村幸子，河合誠之：2005，野辺山ミリ
波干渉計によるSGR1806-20の巨大フレアの電波残光のミリ波
での検出，秋季年会，日本天文学会．
坪井昌人，宮崎敦史，奥村幸子：2006，銀河系中心超新星残骸

SgrAeastと50km/s分子雲との相互作用，春季年会，日本天文
学会．
坪川恒也：2005，絶対重力計（主に落下装置について），京都大
学防災研究所研究集会「観測的固体地球科学の展望」．
坪川恒也：2006，絶対重力測定について，VERAによる測地・
地球物理研究ワークショップ．
坪川恒也： 2005，単純自由落下装置の開発，第 104回講演会，
日本測地学会．
塚越　崇，川辺良平，齋藤正雄，関口朋彦，田村元秀，北村良
実：2006，Lupus分子雲における古典的Tタウリ型星のサブミ
リ波輝線観測，春季年会，日本天文学会．
塚越　崇，川辺良平，斎藤正雄，阪本成一，関口朋彦，北村良
実，百瀬宗武，横川創造，黒野泰隆：2005，ASTEを用いた牡
牛座L1551領域のCO（3－2）輝線広域マッピング，秋季年会，
日本天文学会．
常田佐久：2006，宇宙望遠鏡の構想・開発から運用まで，春季
研究発表大会，プロジェクトマネジメント学会．
常田佐久，他：2005，Hubble origin Probe搭載超広視野カメラ，
宇宙科学シンポジウム．
鶴田誠逸，野田寛大，花田英夫，浅利一善：2005，ILOM計画に
おける月面環境での鏡筒の温度変化－シミュレーション結果
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とその検証実験－，第27回太陽系科学シンポジウム．
鶴田誠逸，野田寛大，花田英夫，浅利一善：2005，月面環境に
おける鏡筒の温度変化－シミュレーション結果とその検証実
験，第25回天文学に関する技術シンポジウム．

内山　隆，，黒田和明，大橋正健，三代木伸二，山元一広，徳成
正雄，阿久津朋美，鎌ヶ迫将悟，中川憲保，新冨孝和，山本
明，春山富義，鈴木敏一，佐藤伸明，都丸隆行，竹本修三，
早河秀章，新谷昌人，高森昭光，辰巳大輔，安東正樹，寺田
聡一：2005，低温レーザー干渉計CLIO（Ⅷ），秋季年会，日
本物理学会．
氏原秀樹：2005，43GHz帯フィルムレンズアンテナの製作，秋
季年会，日本天文学会．
氏原秀樹：2005，VSOP2衛星主鏡面用メッシュの反射特性の検
討，秋季年会，日本天文学会．
氏原秀樹：2006，VSOP2衛星主鏡面用メッシュの反射特性モデ
ル，春季年会，日本天文学会．
氏原秀樹：2006，近傍界スキャナによるフィルムレンズの測定，
春季年会，日本天文学会．
氏原秀樹：2005，大口径電波望遠鏡衛星用フィルムレンズアン
テナの開発，第49回宇宙科学技術連合講演会，日本航空宇宙
学会．
宇治野秀晃，Vinet, L.，矢嶋　徹，吉田春夫：2005，Calogero-

Moser模型の超可積分な時間離散化，研究集会「非線形波動お
よび非線形力学系の現象と数理」．
浮田信治：2006，Vortex shedding from a 12-m antenna，春季年会，
日本天文学会．
浮田信治，池之上文吾，久野成夫，齋藤正雄：2005，地震加速
度センサーを用いたアンテナ震動測定，秋季年会，日本天文
学会．
梅原広明，谷川清隆：2006，平面三体非対称配置からのパチン
コ脱出条件，天体力学Ｎ体力学研究会．
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